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　　　インタールードⅠ　回収者　─Ｔｈｅ　Ｒｅｔｒｉｅｖｅｒ─









　左の耳に装着した小型のインカムから、今日何度目かのため息が聞こえた。

『はぁ…………
 もうすぐ
大
 おお
 晦日
 みそか

 だってのに、なんでこんなとこに来てるのかしら』

　何かを言い返すより早く、新たな音声が送信されてくる。

『冬休みの課題だってやらなきゃだし、お正月用の食材の買い出しもしてないし』

　ふんっという鼻息に続いて、三つ目の
愚
 ぐ
 痴
 ち

 。

『だいたい、自分の部屋の
大
 おお
 掃
 そう
 除
 じ

 もまだ取りかかってもいないのよ。なのに、ひとんちの掃除に手ぇ出してる場合じゃないと思わない？』

　こんどは
語
 ご
 尾
 び

 が疑問形だったので、
空
 うつ
 木
 ぎ

 ミノルはようやく言葉を返すことができた。

「えっと……これ、掃除ってレベルの仕事じゃないと思うんですけど……」

　すると、すぐ
隣
 となり

 に立っている
安
 あ
 須
 ず

 ユミコが、
足
 あし
 許
 もと

 に転がっているアスファルトの破片を軽く
蹴
 け
 飛
 と

 ばした。

『
汚
 よご

 れたものを
綺
 き
 麗
 れい

 にするんだから掃除でしょ』

「はあ、まあ、それはそうかもですが」

　二人は同時に顔を上げ、いくらか
離
 はな

 れた場所にそびえる
巨
 きよ
 大
 だい

 な構造物を
眺
 なが

 める。

　高さ五十メートル、
縦
 たて
 横
 よこ

 三十五メートルの直方体。
薄
 うす
 汚
 よご

 れた灰色の
外
 がい
 壁
 へき

 に
窓
 まど

 は一つもない。一見、のっぺりとしたコンクリートの
塊
 かたまり

 でしかないが、こうして肉眼で見ているだけで心理的な息苦しさを覚える。

　なぜか。それはあの建物が、東京
湾
 わん

 原子力発電所一号機の原子
炉
 ろ

 建屋だから。

　そしてミノルが、隣に立っているユミコとの会話にわざわざインカムを用いている理由。

　それは二人が、タングステンシートを
封
 ふう
 入
 にゆう

 した放射線防護服を装備しているからだ。





　東京湾原発は、
内
 うち
 房
 ぼう

 の
埋
 うめ
 立
 たて
 地
 ち

 に建設された原子力発電所である。第三世代型と呼ばれる当時最新の
沸
 ふつ
 騰
 とう
 水
 すい

 型原子炉を採用し、湾岸に林立する火力発電所の
代
 だい
 替
 たい

 となることが期待されたが、八年前──二〇一一年の夏に発生した、マグニチュード７・８の《
浦
 うら
 賀
 が
 水
 すい
 道
 どう
 大
 だい
 地
 じ
 震
 しん

 》によって深刻な事故を引き起こした。

　
津
 つ
 波
 なみ

 と
地
 じ
 盤
 ばん
 沈
 ちん
 下
 か

 によって原子炉建屋に
浸
 しん
 水
 すい

 、
全
 すべ

 ての電源が失われて
緊
 きん
 急
 きゆう
 炉
 ろ
 心
 しん
 冷
 れい
 却
 きやく

 装置も作動せず、ついには
炉心溶融
 メルトダウン

 へと至ってしまったのだ。幸いコンクリート製建屋の大規模な破損は
免
 まぬが

 れたが、内部と周辺構内は
高
 こう
 濃
 のう
 度
 ど

 の放射性物質に
汚
 お
 染
 せん

 され、二〇一九年のいまも
廃
 はい
 炉
 ろ

 作業は
遅
 ち
 々
 ち

 として進んでいない。

　格納容器の底を
溶
 と

 かして落下したと推測される
核
 かく
 燃
 ねん
 料
 りよう

 デブリが、実際にどうなっているのかさえ不明な
状
 じよう
 況
 きよう

 を打開するべく、先週になって原子力保安院と
東
 とう
 都
 と

 電力は新兵器を投入した。無線や有線による人間のオペレーションを必要としない、完全
自
 じ
 律
 りつ

 型の探査ロボットである。

　
巨
 きよ
 額
 がく

 の予算を
注
 つ

 ぎ込んで製造されたロボットは、破損した格納容器の底部まで
到
 とう
 達
 たつ

 。しかしそこで何らかのトラブルが起きて信号
途
 と
 絶
 ぜつ

 、
未
 み
 帰
 き
 還
 かん

 となってしまった。回収するには二号機を作るしかないが、それもまた事故を起こすのではとの推測から予算が認可されず、
八
 はつ
 方
 ぽう
 塞
 ふさ

 がりとなりかけたところにお
門
 かど
 違
 ちが

 いの厚労省から
極
 ごく
 秘
 ひ

 の提案が行われた。

　もちろん実際の文言まではミノルの関知するところではないが、内容は想像できる。たぶん、特課こと《厚生労働省安全衛生部特別課》を勢力争いのカードにしている
官
 かん
 僚
 りよう

 だか政治家だかが、「うちの《特課》ならロボットを回収できると思いますよ、貸しひとつってことで」的な会話を
赤
 あか
 坂
 さか

 あたりの
料
 りよう
 亭
 てい

 で交わしたのではないか。

　そして厚労省のずーっと上のほうから、特課を率いる
氷
 ひ
 見
 み

 課長に指示が下り、
指
 し
 揮
 き
 官
 かん

 であるイサリリ教授がいやいやながら
承
 しよう
 諾
 だく

 し、二〇一九年十二月二十八日土曜日、ミノルはユミコと
一
 いつ
 緒
 しよ

 に東京
湾
 わん

 原発を訪れたというわけだ。





『……それにしても、初めて着たけど、
覚
 かく
 悟
 ご

 してた以上に着心地悪いわね、コレ』

　ユミコが、
濃
 こ

 いグレーの防護服の表地に
触
 ふ

 れながらボヤキを再開する。

『ゴワゴワガサガサするし、暑苦しいし、マスクの
締
 し

 め付けはきついし、なんだかゴム
臭
 くさ

 いし、ぜんぜん
可愛
 かわい

 くないし』

　文句は多いが、そこに重さへの不満が
含
 ふく

 まれていないことに、ミノルは高機能マスクの下で思わず
微笑
 ほほえ

 んでしまった。

　放射性物質だけを防ぐ通常の防護服と違って、放射線をある程度
遮
 しや
 蔽
 へい

 できるこのスーツは、重量が七十キロ近くもある。二人に寄生する《サードアイ》が筋力を常人の数倍に引き上げているので動くことはできるが、重さを感じないわけではない……というより、それに比べれば着心地や
匂
 にお

 いなど
些
 さ
 末
 まつ

 な問題だ。

　いちばんきつい部分への不満を口にしないのは、なんだかんだ言いつつも、ユミコも今回の任務の重要性を理解しているからだろう。
大
 だい
 地
 じ
 震
 しん

 から八年、原発事故もすっかり日常の一部になってしまった感があるが、この国が背負わされた最大級の試練であることは間違いない。もしかしたら、宇宙から訪れた未知の
厄
 やく
 災
 さい

 であるサードアイ
禍
 か

 と同じくらいの。

『ちょっと、なに笑ってるのよ』

　いきなりインカムからそんな言葉が耳に飛び込んできて、ミノルは
慌
 あわ

 ててかぶりを
振
 ふ

 った。

「わ……笑ってませんよ」

『そう、ならいいわ。……しっかし
遅
 おそ

 いわねえ、ここで待ってれば車が
迎
 むか

 えに来るとか言ってたのに、もう五分も
経
 た

 つじゃない』

「そうですね……」

　改めて、ゴーグルの
鉛
 なまり

 ガラス
越
 ご

 しにぐるりと周囲を見回す。

　二人が立っているのは、収束作業の司令室となっている
免
 めん
 震
 しん

 重要棟の正面出入り口。原子
炉
 ろ

 建屋からはかなり
離
 はな

 れているので空間線量は低いが、それでも左手首に装着したリストコム（という名の、固定バンドをつけた防水スマートフォン）の画面には、毎時五マイクロシーベルトの値が表示されている。《ただちに健康に
影
 えい
 響
 きよう

 はない数字》だし、大部分は防護服が
遮
 しや
 蔽
 へい

 してくれるはずだが、やはり気分的には落ち着いていられない。

「あの……さっきも言いましたけど、ユミコさんはここの建物で待っててくれていいですよ」

　左手を下ろし、
同
 どう
 僚
 りよう

 にそう言葉をかけると、
即
 そく
 座
 ざ

 に予想された答えが
戻
 もど

 ってきた。

『イヤよ、そしたらここまで何しに来たのか
解
 わか

 らないじゃない』

「でも、最終的に建屋に入るのは
僕
 ぼく

 ひとりですし……」

『その建屋の中がどうなってるのか、
誰
 だれ

 にも解らないのよ？　万が一の時は誰かがきみを助けに行かなきゃだし、それができるのは私しかいないじゃないの』

　確かに、二人分の防護服とミノルの体重、合わせて二百キロ近い重量を運び出せる可能性があるのはサードアイ保持者のユミコだけだ。しかし、彼女の言葉はなにやら《お姫様を助ける
騎
 き
 士
 し

 》めいていて、ほんのり
気
 き
 恥
 は

 ずかしさを感じたミノルがマスクの下でわざとらしい
咳
 せき
 払
 ばら

 いなどしていると、

『……ちょっと、いまのは単に事実を言っただけだからね！』

　という宣言とともに
肘
 ひじ
 鉄
 てつ

 ならぬ肘タングステンがぐりっとミノルの
右
 みぎ
 腕
 うで

 を
抉
 えぐ

 った。

　ユミコと出会ってから早くも三週間近くが
経
 た

 つが、相変わらずこんな時にどう反応していいか解らず、
懸
 けん
 命
 めい

 に言葉を探す。しかし幸いと言うべきか、ミノルが何かを口にするより早く、
駐
 ちゆう
 車
 しや
 場
 じよう

 方面から野太いエンジン音が近づいてきた。

「あ、ほら、やっと車が来たみたいです……よ……」

　ミノルの声が減速したのは、目の前で停まった自動車が、二人を東京からここまで運んできた厚労省のミニバンではなく、オリーブグリーンに
塗
 ぬ

 られた大型のオフローダーだったからだ。

『何これ……自衛隊？』

　というユミコの
呟
 つぶや

 きを、運転席の
窓
 まど

 からぬっと顔を出したドライバーが、その
出
 い

 で立ちで
肯
 こう
 定
 てい

 した。

　防護マスクに防護服というところまでは二人と同じだが、頭には
鉄
 てつ
 帽
 ぼう

 タイプのヘルメットを
被
 かぶ

 り、それら
全
 すべ

 てが
迷
 めい
 彩
 さい
 柄
 がら

 。こんな装備を持っているのは、日本では自衛隊以外には考えられない。

　ドライバーは、右手できっちりと敬礼をしてから、その手で後ろに乗るよう
促
 うなが

 した。

　ユミコと顔を見合わせてから、やむなく指示に従う。確か《高機動車》と呼ばれているはずの大型車両の後ろに回り、
観
 かん
 音
 のん
 開
 びら

 きのバックドアを開け、ステップに右足を
掛
 か

 けてよいしょと乗り込む。

　まるで電車のように、左右向かい合わせになっているベンチシートに二人が横並びで座った
途
 と
 端
 たん

 、車はディーゼルエンジンを
騒
 そう
 々
 ぞう

 しく
唸
 うな

 らせて発進した。

　日ごろ
膨
 ぼう
 大
 だい

 な数の作業車が往復するせいか、道路はそこかしこでひび割れ、
陥
 かん
 没
 ぼつ

 している。高機動車の大径タイヤが路面のギャップを乗り
越
 こ

 えるたび、
薄
 うす

 いクッション越しに少なからぬ
衝
 しよう
 撃
 げき

 が伝わってくる。

　植木などはまったく見当たらず、代わりに地面がモルタルでフェーシングされた殺風景な原発構内には、年末だからか作業員の姿はない。道の右側には
汚
 お
 染
 せん
 水
 すい

 タンクが整然と並んでいて、テレビやネットで何度も眼にしてはいるが、こうして実物を見るとその
巨
 きよ
 大
 だい

 さに
圧
 あつ
 倒
 とう

 される。灰色の冬空の下、車はどこか非現実的な空間をゆっくりと進んでいく。

　不意にインカムから小さな電子音が聞こえ、ミノルは左手首のリストコムを見た。

　新規ペアリングを要求するメッセージが表示されているので、ユミコと同時にイエスボタンを
押
 お

 す。途端、エンジンに負けず
劣
 おと

 らず
騒
 さわ

 がしい声が左耳から流れ込んでくる。

『待たせてごめんなぁ～、これ着るのに時間かかってもうて～』

　
喋
 しやべ

 っているのはドライバーではなく、ナビシートに座る人物のようだ。やはり
迷
 めい
 彩
 さい
 柄
 がら

 の完全装備なので顔は見えないが、体格と、そして何より声から、
恐
 おそ

 らく……いや
間
 ま
 違
 ちが

 いなく女性。

　もちろん女性の自衛官はたくさんいるだろうが、しかし口調がどうにもまったくそれらしくない。ミノルが
啞
 あ
 然
 ぜん

 としていると、ユミコが少々
刺
 とげ
 々
 とげ

 しい声で言い返した。

『こちらは予定通りに
到
 とう
 着
 ちやく

 したんですから、準備する時間はたっぷりあったはずです。……それ以前に、あなたたちはナニモノなんですか？』

『あっは、いややわぁ～、おっかないなぁ～』

　ぴきっ。

　とユミコの
怒
 いか

 りメーターが
更
 さら

 に一ゲージ上昇する気配を感じ、ミノルは
慌
 あわ

 てて二人の通話に割り込んだ。

「あの、
僕
 ぼく

 たちは厚労省の安全衛生部特別課所属、コードネーム《アイソレータ》と《アクセラレータ》です。そちらの所属を教えて頂けますか」

『へ～、ウワサどおりマジメくんなんだぁ～』

「…………
 」

　これはもしかして意図的に
挑
 ちよう
 発
 はつ

 しているのかも、という気がしてきたが案内役の自衛隊員がそんな
真
 ま
 似
 ね

 をする理由が思いつかない。ミノルが防護服の中で首を
傾
 かし

 げていると、
隣
 となり

 のユミコがシートからわずかに
腰
 こし

 を
浮
 う

 かせた。
鋭
 するど

 く短い呼吸音に続いて、
硬
 こう
 度
 ど

 を増した声がインカムから流れる。

『まさか……お前たち、《赤》……!?
 』

「えっ……!?

 」

　
仰
 ぎよう
 天
 てん

 したミノルは、ユミコとナビシートの自衛隊員を
交
 こう
 互
 ご

 に見やった。

　赤、という
隠
 いん
 語
 ご

 が指し示す
存
 も
 在
 の

 はたった一つ。外宇宙から訪れた球形の生命体、通称《サードアイ》に寄生された人間のうち、赤い球体を宿し、同じ人間を
襲
 おそ

 う
衝
 しよう
 動
 どう

 を植え付けられた者たち──すなわち《
赤色サードアイ保持者
 ルビーアイ

 》。

　黒い球体に寄生され、赤と戦う宿命を与えられた《
黒色サードアイ保持者
 ジエツトアイ

 》であるミノルとユミコが、ルビーアイを識別するいちばん簡単な手段は
嗅
 きゆう
 覚
 かく

 だ。赤は、大型の
肉
 にく
 食
 しよく
 獣
 じゆう

 を連想させる
獰
 どう
 猛
 もう

 で
野
 や
 蛮
 ばん

 な
匂
 にお

 いを放つ。その匂いは能力発動時に最大になるが、同じ車の中にいれば、力を使っていなくてもわずかに感じられるはずだ。

　ミノルは急いで鼻から空気を吸い込んだ。しかし嗅覚
細
 さい
 胞
 ぼう

 が
捉
 とら

 えるのは、新品の防護マスクが放つゴム
臭
 くさ

 さだけ。マスクのチャコールフィルターが赤の匂いまでをも吸着してしまっているのか、あるいはユミコの早とちりなのか──。

　
緊
 きん
 迫
 ぱく

 する空気を、子供のようなくすくす笑いが破った。

『アクセラちゃん、いいカンしてるや～ん』

　
途
 と
 端
 たん

 、ユミコが左手で防護服のフロントジッパーを引き下げ、右手を
懐
 ふところ

 に
滑
 すべ

 り込ませた。しかしそこから何か──ミノルの予想では高出力テーザーか自動
拳
 けん
 銃
 じゆう

 のどちらか──が引っ張り出される前に、新たな声が通話に割り込んできた。

『我々は、自衛隊陸上
幕
 ばく
 僚
 りよう
 監
 かん
 部
 ぶ

 運用支援情報部特別行動隊の者だ』

　発言したのは、大きなハンドルを
握
 にぎ

 るドライバーだろう。マスクを進行方向に固定したまま、少し
掠
 かす

 れた低音で続ける。

『自分が
錦
 ニシキ
 田
 ダ

 、
隣
 となり

 が
柿
 カキ
 成
 ナリ

 。コードネームはないが、そちらのお仲間だよ、特課さん』

　ユミコの右手がぴたりと止まる。しかしジッパーの中で握った何かは
離
 はな

 さずに、
尖
 とが

 った声で問い返す。

『仲間……？　どういう意味？』

『もっちろん、こういう意味やでぇ～』

　再び舌っ足らずな発音でそう言った、柿成という名前らしいナビシートの女性自衛隊員が、前席のあいだから身を乗り出した。ユミコと同じように
迷
 めい
 彩
 さい

 防護服の前ジッパーを引き下げるが、何かを取り出す代わりに、両手で
前
 まえ
 身
 み
 頃
 ごろ

 をぐいっと左右に広げる。

　防護服の下はオリーブグリーンのぴったりしたタンクトップだけで、相当にボリューミーな
胸
 きよう
 部
 ぶ

 の形が
露
 あら

 わになった。ユミコが絶句し、ミノルは
慌
 あわ

 てて視線を
逸
 そ

 らせかけたが、
胸
 むね

 の谷間で光るものの存在に気付き、両眼を見開く。

　首から下がる銀色の
認識票
 ドツグタグ

 のすぐ下で、少し日焼けした
肌
 はだ

 に
漆
 しつ
 黒
 こく

 の球体が
埋
 う

 まっている。まるで生物の眼球のようなそれは、
間
 ま
 違
 ちが

 いなくミノルやユミコが持つものと同じ、黒のサードアイだ。

「……あなたたちも、《ジェットアイ》なんですか……？」

『そーゆーコトや～』

　のんびりした口調で
肯
 こう
 定
 てい

 すると、
柿
 カキ
 成
 ナリ

 は体を引っ込めてシートに座り直した。

　ユミコが空の右手を
懐
 ふところ

 から出し、防護服のジッパーを引き上げる。それを待っていたように、再び
錦
 ニシキ
 田
 ダ

 が発言する。

『我々のことは《
別
 ベツ
 隊
 タイ

 》と呼んでくれ、特課さん。今日は君たちの警護を担当する、短い時間だがよろしく』

「ど……どうも、よろしくお願いします」

　反射的にそう応答しながら、ミノルは頭の中で、先刻聞いた組織名を
繰
 く

 り返した。

　自衛隊、陸上
幕
 ばく
 僚
 りよう
 監
 かん
 部
 ぶ

 、運用支援情報部、特別行動隊──略称《別隊》。ミノルが所属する特課のフルネームである厚生労働省安全衛生部特別課より八文字も長い。長ければ
偉
 えら

 いというものでもないだろうが、自衛隊の中に特課と同じようなジェットアイの集団が存在するらしいという事実に少なからず
衝
 しよう
 撃
 げき

 を受け、ミノルは
沈
 ちん
 黙
 もく

 を保っている相棒に顔を近づけた。

「あの……ユ、じゃなくてアクセラレータは知ってたんですか？　自衛隊に、ジェットアイの組織があること……」

　少しして、インカムから
呆
 あき

 れ声が流れた。

『あのねえアイソレータ、無線で話してるんだからひそひそ声出しても意味ないわよ』

　言われてみればまったくその通りだ。ナビシートで柿成隊員がプクスと
噴
 ふ

 き出し、ユミコは
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうにふんと鼻を鳴らすとリストコムを操作した。

　再びの電子音が、前席との通信チャンネルが一時的に切り
離
 はな

 されたことを告げる。少し間を置いて、ユミコの
真
 しん
 剣
 けん
 味
 み

 を増した声が流れる。

『
噂
 うわさ

 には聞いてたわ。政府内に、私たちとは別のチームがあるらしいって……。でも、それが自衛隊だとは知らなかった』

「……つまり彼ら……別隊は、黒のサードアイに寄生された自衛隊員だけを集めたチームってことなんでしょうか？」

『それはどうかしらね……いくら自衛官が二十万人以上いるといっても、
新
 しん
 宿
 じゆく

 区ひとつの人口よりずっと少ないのよ。東京都市
圏
 けん

 からかき集められた特課のメンバーが八人しかいないことを考えれば、有効に機能するチームを作れるほどのサードアイ寄主が自衛隊内に出現したとは思えないわ。たぶん私たちみたいに、大半は組織の外から集めたんじゃないかしら』

「なるほど……」

　ミノルと同じくスカウトされたばかりということなら、柿成隊員の言動が自衛官らしくないのも
頷
 うなず

 ける。とはいえそれなりの
戦
 せん
 闘
 とう

 訓練は積んでいるのだろうから、これからルビーアイと戦っていくうえで、彼らのようないわば《本職》のチームと協力できるなら大いに心強い──。

　とそこまで考えたところで、ミノルは先ほど錦田隊員が使ったとある言葉が意味するものに気付き、
慌
 あわ

 てて通信チャンネルを回復させると前席に問いかけた。

「あ、あの、
錦
 ニシキ
 田
 ダ

 さん……さっき、
僕
 ぼく

 たちを警護する
 って言いましたよね？　それってつまり、今日の作戦を、ルビーアイが
妨
 ぼう
 害
 がい

 しにくるってことですか？」

『具体的な情報を
摑
 つか

 んでいるわけではない。あくまで通常任務の
一
 いつ
 環
 かん

 だ』

　
柿
 カキ
 成
 ナリ

 隊員と比べれば相当にそれらしい口調で、錦田はミノルの質問に答えた。

『この東京
湾
 わん

 原発は、
敷
 しき
 地
 ち

 全体が《別隊》の警備対象となっている。人類社会への
攻
 こう
 撃
 げき

 を至上責務とする赤どもにとっては、ここは格好のターゲットだからな。
廃
 はい
 炉
 ろ

 作業中の一号機原子炉建屋を
爆
 ばく
 破
 は

 でもされようものなら、東京は
高
 こう
 濃
 のう
 度
 ど

 の放射性物質に
汚
 お
 染
 せん

 されて首都機能を
喪
 うしな

 う……。万が一にも、
奴
 やつ

 らにそんな
真
 ま
 似
 ね

 をさせるわけにはいかない』

　
毅
 き
 然
 ぜん

 たる錦田の言葉に、ミノルは反射的に「まさか」と思ってしまった。

　《バイター》も《イグナイター》も、サードアイが与えた異能力を、
極
 きわ

 めて個人的な動機で用いる快楽殺人者だった。東京湾原発を爆破したりすれば、確かに東京、いや日本は大混乱に
陥
 おちい

 るだろうが、彼らも日常生活を失う。はたしてそこまでするものだろうか……という思考を口にするより早く、
隣
 となり

 のユミコがまたしてもフンと鼻を鳴らした。

『とっても立派なお言葉だけど、本音が
透
 す

 けてるわよ、錦田さん』

『どういう意味かな、アクセラレータ』

『そちらの任務には、私たちの
監
 かん
 視
 し

 も入ってるんでしょ？』

「…………！
 」

　そんなことはまったく考えていなかったミノルは、息を
吞
 の

 みつつ錦田の反応を待った。

　しかし次に口を開いたのは、しばらく静かにしていた柿成だった。

『あっはは、いいキャラしとんな～アクセラちゃん。付き合う男の子は大変やぁ、ウワキしたらあかんで～、アイソレくん』

『なっ……』とユミコが
唸
 うな

 り声を上げ、

「し……しないですよ！　いえ、じゃなくて、付き合ってないですよ！」とミノルが
叫
 さけ

 んだのとほぼ同時に、高機動車は急減速から停車した。

『
到
 とう
 着
 ちやく

 だ、お二人さん』

　錦田の声が聞こえ、ユミコはもうひと言追加するか迷うような
素
 そ
 振
 ぶ

 りを見せてから、無言で立ち上がった。バックドアを開け、地面に飛び降りる。ミノルも急いで後を追う。

　ドアを閉めて顔を上げると、すぐ目の前に、のっぺりと四角い灰色の
塔
 とう

 がそびえていた。

　二〇〇一年に運転を開始した、東京湾原発一号機。最も新しい商業用原子炉でありながら、いまは数十年先の廃炉を待つのみの、負の遺産。

　
巨
 きよ
 大
 だい

 な墓標めいた建物の下部には二重
扉
 とびら

 のエアロックが見えるが、現在はもちろん
閉
 へい
 鎖
 さ

 されている。その左右には分厚い可動式の
遮
 しや
 蔽
 へい
 体
 たい

 が並べられ、まるでどこかの古代
遺
 い
 跡
 せき

 のようにも見える。

　運転席から降りた錦田が、ミノルの隣までやってくると、建屋のエアロックを指差した。

『あそこから入って通路を二十メートルほど進むと、格納容器の二重
扉
 とびら

 がある。自分と
柿
 カキ
 成
 ナリ

 はここまでしか同行できないが……』

「あ、はい、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 です。中の地図とかも
貰
 もら

 ってますから」

　ミノルがリストコムの六インチ
液
 えき
 晶
 しよう

 画面に建屋内のマップを表示させると、長身の
錦
 ニシキ
 田
 ダ

 は
腰
 こし

 を
屈
 かが

 めて画面を
覗
 のぞ

 き込み、入り口近くをタップした。

『入ってすぐのこのへんでもう線量が三ミリシーベルトパーアワー、格納容器二重扉の手前で十ミリ、容器の中では場所によっては数千から一万ミリシーベルトという値も計測されている。無防備に浴びれば、サードアイを持つ我々とて死は
避
 さ

 けられない線量だが……本当に問題ないのか』

　彼らがどんな命令を受けているのかはともかく、その声に
含
 ふく

 まれた
懸
 け
 念
 ねん

 の
響
 ひび

 きは本物だと思えたので、ミノルは錦田が装着している二眼式防護マスクを見上げてから
頷
 うなず

 いた。

「はい、大丈夫です」

『それは、そのごっつい防護服があるから……やないよねぇ～？　アイソレくんの、ジェットアイとしての能力で放射線を防げるゆうコト～？』

　会話に割り込んできた柿成の質問を、
更
 さら

 にユミコがインタラプトした。

『それは特課の
機
 き
 密
 みつ
 事
 じ
 項
 こう

 です！』

『ああん、いけずぅ～』

『重要な作戦前に
無
 む
 駄
 だ

 話をするな、柿成隊員』

　びしりと
同
 どう
 僚
 りよう

 に
釘
 くぎ

 を
刺
 さ

 した錦田が、再びミノルのリストコムに手を
伸
 の

 ばし、ごついグローブでマップ画面をスクロールする。円形の原子炉格納容器をズームし、内部の一点を
叩
 たた

 く。

『問題の探査ロボット《ミューザー》は、配管から格納容器に投入され、内部のデータをいくらか送ってきたあとこのあたりで信号を絶った。君の仕事は、二重扉を開けて格納容器内部に進入し、ミューザーを発見、回収することだ。当然だが容器内に
灯
 あか

 りはないし、また温度・湿度が相当に高く、常に
水
 すい
 蒸
 じよう
 気
 き

 で
曇
 くも

 っている状態だ。かなり困難なミッションになると予想されるが……』

「はい、そのあたりのことは事前にしっかりレクチャーを受けています。大丈夫……やれると思います」

　
大
 おお
 柄
 がら

 な自衛隊員に頷き返し、ミノルは液晶画面右上の時計を見た。午前十時五十五分。作戦開始予定時刻の十一時まではあと五分しか……いや、まだ五分もある。錦田には自信たっぷりな答え方をしてしまったが、
緊
 きん
 張
 ちよう

 していないわけではない。早いところ
突
 とつ
 入
 にゆう

 して、仕事を終わらせてしまいたい。

　ゆっくりと進むデジタル数字を
睨
 にら

 んでいると、左隣に立っていたユミコがぽんと背中を
叩
 たた

 いた。再び通信チャンネルを自衛隊の二人から切り
離
 はな

 し、マスクを近づけてくる。

『……
空
 うつ
 木
 ぎ

 くん。きみの《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》が、アルファ線やベータ線といった
粒
 りゆう
 子
 し

 放射線も、ガンマ線やＸ線みたいな
電
 でん
 磁
 じ

 放射線も完全に
遮
 しや
 断
 だん

 できることは、特課での実験で何度も確かめたわ。でもそれは、逆に言えば、何らかの理由で
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を出せなくなった
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、きみは
致
 ち
 命
 めい
 的
 てき

 な
被
 ひ
 曝
 ばく

 をしてしまうということでもあるのよ。いいわね、もし何か問題が起きたら……ううん、起きそうな時は、迷わず引き返しなさい。これは命令よ』

「はい……
解
 わか

 ってます」

　答えながらミノルは、防護マスクの
鉛
 なまり

 ガラス
越
 ご

 しにうっすらと見えるユミコの顔をちらりと見やった。いつもつんと
澄
 す

 ましている印象の
美
 び
 貌
 ぼう

 に、いまは深い
憂
 ゆう
 慮
 りよ

 の色が
滲
 にじ

 んでいて、思わず息を
詰
 つ

 めてしまう。

　特課のジェットアイ、コードネーム《
加速者
 アクセラレータ

 》こと
安
 あ
 須
 ず

 ユミコと出会ったのは、わずか三週間前だ。

　しかしその短い日々の中で、ミノルは彼女とコンビを組み、ルビーアイ《バイター》《イグナイター》という
恐
 おそ

 るべき敵と戦ってきた。ミノルの《
孤独者
 アイソレータ

 》というコードネームを考えてくれたのもユミコだ。いまだ、人類を守る
秘
 ひ
 密
 みつ

 組織の一員だなどという自覚には大いに欠けるミノルだが、どうにかこうにか任務をこなし続けてこられたのは、相棒のユミコが背中を
叩
 たた

 き続けてくれたから──という理由が大きい。

　しかし今回だけは、ユミコのバックアップなしで、イレギュラーな任務に
臨
 のぞ

 まねばならない。重さ七十キロの放射線防護服も、死亡率十パーセントの目安となる毎時一シーベルトを
超
 こ

 えるような
極
 きわ

 めて高い線量には対応できないからだ。サードアイには放射線によって傷つけられたＤＮＡを修復する力もあるようだとイサリリ教授は言っていたが、まだまだ研究の
途
 と
 上
 じよう

 なので、それを
頼
 たよ

 りに原子
炉
 ろ

 建屋に飛び込むわけにもいかない。

　──
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 、一人でやれる。
嫌
 いや

 だったら断ってもいいと教授や
氷
 ひ
 見
 み

 課長が言ってくれたのに、やると言ったのは
僕
 ぼく

 なんだから。

　深呼吸を
繰
 く

 り返しながら、そう言い聞かせていると──。

　もう一度ミノルの背中を軽く叩いたユミコが、やれやれとばかりにため息をつきながら、思わぬことを言った。

『……まったく、空木くんがこないだの実験にさえ成功してれば、私も
一
 いつ
 緒
 しよ

 に行けたのに』

「え……ええ!?
 　あの実験が失敗したのは僕のせいじゃなくて……」

『あら、何よ、私のせいだって言うの!?
 』

　不満そうな声を出しながら、ユミコが防護マスクの球面ゴーグルをミノルのマスクにグリグリ
押
 お

 しつけてくる。

「す、少なくとも半分はそうだと思います！」

　負けじとグリグリやり返しながら、ミノルは四日前──クリスマス・イブ当日の
記
 き
 憶
 おく

 を脳裏に再生させた。
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「ちょっと、変なところ
触
 さわ

 らないでよ！」

　と
尖
 とが

 った声で言われても、いったいどこが変でどこなら変でないのか判断できず、ミノルは
困
 こん
 惑
 わく

 した。

　何せ、いまミノルの体は表側の全面積──顔から胴体から手足に至るまでが、声の主であるユミコに
接
 せつ
 触
 しよく

 しているのだ。

　具体的には、
緩
 ゆる

 く手足を開いて直立するブレザー姿のユミコの真後ろに、まったく同じ姿勢で
隙
 すき
 間
 ま

 なく立っている。このような
状
 じよう
 況
 きよう

 で触るなと言われるのは
理
 り
 不
 ふ
 尽
 じん

 だが、それでもミノルは反射的に
腰
 こし

 を引こうとした。
途
 と
 端
 たん

 、すぐ近くから別の声が飛ぶ。

「
離
 はな

 れるな、ミッくん。ユッコちゃんから
距
 きよ
 離
 り

 を取ろうとする君の心理そのものが、実験を
阻
 そ
 害
 がい

 しているのだ」

「は、はい……」

　
頷
 うなず

 くと、鼻先に
触
 ふ

 れるユミコの
髪
 かみ

 からふわりと甘い香りが
漂
 ただよ

 ってきて、今度は顔を
仰
 の

 け
反
 ぞ

 らせてしまう。

「ほら、まただ」

　やれやれとばかりにかぶりを
振
 ふ

 る《教授》──小学四年生ながら特課の現場
指
 し
 揮
 き
 官
 かん

 を務める
伊
 い
 佐
 さ
 理
 り
 々
 り

 女史は、白衣のポケットに両手を
突
 つ

 っ込むと、お下げ髪を
揺
 ゆ

 らして
嘆
 なげ

 いた。

「ううむ……これだけ回数を
繰
 く

 り返して、なおそうもアガリ続けるというのは一種の才能だな。私の知識によれば、君の
年
 とし
 頃
 ごろ

 の男子というものは、同年代の女子とくっつけるのを
嬉
 うれ

 しがるはずなのだが」

「
妙
 みよう

 なこと言わないでください、教授！」

　ミノルが何かを言うより早く、すぐ目の前でユミコが
叫
 さけ

 んだ。それに対して、教授が
即
 そく
 座
 ざ

 に
反
 はん
 駁
 ばく

 する。

「妙ではなかろう。高校生男子の正常な心理だ。それより、君も君だぞ、ユッコちゃん。そうツンケンしていてはミッくんが
萎
 い
 縮
 しゆく

 するいっぽうじゃないか。
先
 せん
 輩
 ぱい

 なんだから、もう少し優しくリードしてやれ」

「…………
 なんかヤです、その言い方……」

　うー、と
喉
 のど
 声
 ごえ

 で
唸
 うな

 ってから、ユミコはやけっぱちのようにぐいっと全体重をミノルに預けてきた。

「ほら
空
 うつ
 木
 ぎ

 くん、私はぜんっぜん
拒
 きよ
 否
 ひ

 してないわよ。だから次はちゃんと成功させなさいよね！」

　絶対ウソだ。と内心で思いつつ、ミノルは頷いた。

「は……はい。じゃあ……行きます」

「よし、試行二十回目だ。記録開始……いつでもどうぞ」

　ビデオカメラのボタンを
押
 お

 した教授が数歩退くのを確認し、ミノルはすうっと息を吸い込んだ。眼を閉じ、
懸
 けん
 命
 めい

 に念じる。

　──受け入れるんだ。

　──この人は
拒
 きよ
 否
 ひ

 すべき《異物》じゃない。共に戦い、生死を分かち合った《仲間》なんだ。現に、あの時はできたじゃないか。《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》の内部に完全に取り込んで、水素
爆
 ばく
 発
 はつ

 の
衝
 しよう
 撃
 げき
 波
 は

 から守ったのはほんの一週間前だ。思い出すんだ、あの時のことを。

　ミノルは全身をユミコの
柔
 やわ

 らかくもしなやかな体に
密
 みつ
 着
 ちやく

 させ、
瞼
 まぶた

 を閉じたまま《
殻
 から

 》を展開させた。

　あらゆる音、温度、そして
感
 かん
 触
 しよく

 が消失した。

　
恐
 おそ

 る恐る眼を開いたミノルが見たのは、
薄
 うす
 青
 あお

 く染まった光景の中、ユミコが前方に向けて一直線にすっ飛んでいく光景だった。《加速者》は両手をばたばたさせながら
奥
 おく

 の
壁
 かべ

 に設置された分厚いウレタンマットに
激
 げき
 突
 とつ

 し、大の字に
埋
 う

 まり
込
 こ

 んだ。





　二分後。

　特課の
秘
 ひ
 密
 みつ

 基地であるところの、
新
 しん
 宿
 じゆく

 区
戸
 と
 山
 やま

 公園内に建つ古ぼけた団地の五階をワンフロアまるごとぶち
抜
 ぬ

 いた広大な部屋の中央に置かれたソファセットにどすんと座ったユミコは、横目でミノルを
睨
 にら

 みながら言った。

「つまり、こーゆーコトよね。イグナイターと戦った時、
空
 うつ
 木
 ぎ

 くんが私を防御殻に取り込めたのは、完全なマグレだったと。
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 うまくいってなければ、いまごろ私は全身複雑骨折のうえ
大
 おお
 火傷
 やけど

 で
半
 はん
 死
 し
 半
 はん
 生
 しよう

 だったと」

「は、はあ……そうなるでしょうか……」

　ユミコの前のガラステーブルに紅茶のカップを置きながら、ミノルは首をすくめた。

　部屋の西側にある実験スペースをちらりと見ると、壁に
貼
 は

 られたウレタンマットには、人型にうっすらと
窪
 くぼ

 みができてしまっている。自分だけが責められるのは
理
 り
 不
 ふ
 尽
 じん

 な気がしなくもないが、あそこに二十回も激突するハメになったユミコのことを考えれば何も言えない。

　続けてミノルが差し出した、ほぼ牛乳オンリーのカフェオレを受け取った教授が、カップをふうふう吹きつつとりなすような声を出した。

「いやいや、ミッくん一人の問題だとは限らないぞ。ユッコちゃんの中にも、彼を
拒
 こば

 む気持ちがあるから失敗するのだという可能性も……」

「いーいーえ！」

　ミルクと
砂
 さ
 糖
 とう

 をたっぷり投入した紅茶を超高速で
攪
 かく
 拌
 はん

 し、ごくんと一口飲んでからユミコが高速でかぶりを
振
 ふ

 った。

「あの時、私は、《殻》に包まれるまで空木くんの接近に気付いてもいなかったんですよ！　それはつまり、あの現象に私の意思は
介
 かい
 在
 ざい

 してなかったってことでしょ。
拒
 きよ
 否
 ひ

 する感情が問題なんだとすれば、それは
空
 うつ
 木
 ぎ

 くんの中にあるやつだけです！」

「そんな……
僕
 ぼく

 は別に拒否なんて」

　ユミコの向かいに
腰
 こし

 を下ろし、自分の紅茶にレモンスライスを
沈
 しず

 めながら、ミノルは
控
 ひか

 えめな反論を試みた。

「あの現象がいつでも再現できるようになれば、今後のルビーアイとの
戦
 せん
 闘
 とう

 で役に立つことは重々理解してますよ。感情より任務を優先すべきだってことも
解
 わか

 ってます。だから僕としては、やっぱりあの時うまくいったのは、ユミコさんが僕にまったく気付いてなかったことが大きいんじゃないかって……」

　
途
 と
 端
 たん

 、紅茶の湯気
越
 ご

 しに、ユミコがじろりとミノルを
睨
 にら

 む。

「ちょっと待ちなさいよ。いまの言い方、なんだか《本心では
嫌
 いや

 だけど、僕は任務のためならガマンする》みたく聞こえたんですけど」

「そ、そんなこと言ってないですよ！　むしろユミコさんのほうがそうやって、僕を拒否する理由を探してるじゃないですか！」

「ならこの際だから言わせてもらうけど、きみ、いつまで私に敬語使ってんのよ！　
距
 きよ
 離
 り

 作りたいって感情見え見えなのよ！」

「だって実際そうやって
怖
 こわ

 いんだからしょうがないでしょう！」

　売り言葉に買い言葉の
掛
 か

 け合いを、教授のため息が中断させた。

「はぁ…………
 あのなあ、君たち。
傍
 はた

 から見てると、なんと言うか…………
 ああ
面
 めん
 倒
 どう

 くさい、君らもう付き合っちゃいたまえよ」

　ユミコと同時にぎょっと眼を
剝
 む

 き、ばね仕掛けのように上体を引いてから、ミノルはこれも同時に
叫
 さけ

 んだ。

「い、嫌ですよ！」

「嫌よ、
誰
 だれ

 がこんな…………っ
 て」

　そこでぐりっと首の向きを変え、ユミコは
剣
 けん
 吞
 のん
 極
 きわ

 まる眼光でミノルを
見
 み
 据
 す

 えた。

[image: ]


「ねえ、ちょっと。ちょっと空木クン」

「……は、はい？」

「いま、嫌って言った？　言ったよね、嫌って？　ノータイムで嫌ですって
即
 そく
 答
 とう

 したよね？」

「…………
 だ、だって、ユミコさんだって言ったじゃないですか」

「私はいいのよ！　あーもう、
冗
 じよう
 談
 だん

 じゃないわよ、きみとコンビ組むなんて！　なしなし、あれはたった一度のマグレだったでファイナルアンサーよ！」

　ぐびっと飲み干したカップを乱暴にソーサーに
戻
 もど

 すと、ユミコは勢いよく立ち上がり、ずかずかとエレベータのほうへ歩き始めた。

　しかし
途
 と
 中
 ちゆう

 で足を止め、長い
髪
 かみ

 を
翻
 ひるがえ

 らせて
振
 ふ

 り返る。

「いまの無礼千万な言い草の
埋
 う

 め合わせに、今日はクリスマスっぽいご飯作りなさいよね！　私はチーズたっぷりのシーフードグラタンと、お肉ごろごろのビーフシチューが食べたいです！」

　そして大きく右足を
踏
 ふ

 み出すと、《加速》を使って一足飛びにエレベータの前まで移動し、どつくようにボタンを
押
 お

 して
扉
 とびら

 の中へと消えた。

　
啞
 あ
 然
 ぜん

 と見送ったミノルは、ソファに
沈
 しず

 み込むと、一口レモンティーをすすってからぶちぶち
呟
 つぶや

 いた。

「……無理ですよ、あの人とコンビ組むとか……ましてや付き合うとか、ないです絶対」

「むうう……まあ、今日のところはここまでにしておくか」

　教授はもう一度軽く首を
振
 ふ

 り、すぐに続けた。

「しかし、
諦
 あきら

 めるわけではないぞ。君の《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》とユッコちゃんの《加速》の合わせ技が、
途
 と
 轍
 てつ

 もなく強力なのは論を
俟
 ま

 たないところだからな。防御も
反
 はん
 撃
 げき

 も不可能な、言わば永続する無敵アタックだ」

「はあ……まあ、それは……そうかもですが……」

　一週間前、ミノルは酸素分子の操作能力を持つルビーアイ《イグナイター》と戦い、大量の
水
 すい
 素
 そ
 爆
 ばく
 鳴
 めい
 気
 き

 の中に
突
 とつ
 入
 にゆう

 してしまったユミコを守るため、無我夢中で彼女を自分の《防御殻》に取り込んだ。

　その状態で
爆
 ばく
 発
 はつ

 に
耐
 た

 えた二人は、ユミコの《加速》によってイグナイターに
殻
 から

 ごと体当たりし、たった
一
 いち
 撃
 げき

 で
戦
 せん
 闘
 とう

 不能に至らしめたのだ。もしあれと同じことがいつでもできれば、基本的にあらゆるルビーアイの
攻
 こう
 撃
 げき

 能力を
恐
 おそ

 れる必要はなくなる。いまのところミノルの《殻》は地球上のいかなる物質よりも
硬
 かた

 く、それをユミコの能力で超高速移動させれば、絶対の防御力がそのまま究極の攻撃力へと転化し得るからだ。

　そう考えたイサリリ教授の命令により、イグナイター戦から一週間後の今日、特課本部において再現実験が行われた──のだが。結局ミノルは一度としてユミコを《殻》に取り込むことができず、展開するたびに彼女を
猛
 もう
 烈
 れつ

 な勢いで
弾
 はじ

 き飛ばしてしまい、分厚いウレタンマットには悲しい人型の
窪
 くぼ

 みが生まれたというわけだ。

　──これでも
僕
 ぼく

 は
一
 いつ
 生
 しよう
 懸
 けん
 命
 めい

 やったんだ。

　内心でそう言い訳をするミノルに、教授が「それはそうと」と声をかけてきた。

「は、はい？」

「例の件、考えてくれたかな？」

　質問の意味するところはすぐに
解
 わか

 った。

　しかしミノルは
即
 そく
 答
 とう

 できず、再び顔を
俯
 うつむ

 けた。教授がじっと返事を待つ気配を感じながら、数秒かけて言葉を探し、たどたどしく答える。

「…………
 はい。教授に
勧
 すす

 められたとおりにするのがいちばんなんだろうって、それは解ってるんです。でも、正直……
耐
 た

 えられる気がしないんです。
引
 ひつ
 越
 こ

 しとか……転校とか」

「だがな、ミッくん」

　カフェオレのカップを抱えたまま、教授があどけなさと落ち着きが同居した声で諭すように言った。

「君はたしか、この特課に加入する
代
 だい
 償
 しよう

 として、
氷
 ひ
 見
 み

 課長の能力で《自分を知る
全
 すべ

 ての人間から自分の
記
 き
 憶
 おく

 を消してほしい》と要望しているんだろう？　もしそれが
叶
 かな

 う日が来れば、必然的に転居も転校もしなくてはならないんじゃないか？　その時の予行演習と思えばどうかな」

「……それは、そうなんですが……」

　現在ミノルは、埼玉県さいたま市の自宅から、この特課本部への引越し
及
 およ

 び転校を
勧
 かん
 告
 こく

 されている。その理由はまず、対ルビーアイの実働任務に
即
 そく
 座
 ざ

 に参加できることと、そしてもうひとつ──義姉であり最愛の家族である
由
 よし
 水
 みず
 典
 のり
 江
 え

 がルビーアイに
狙
 ねら

 われる事態を防ぐためだ。

　ルビーアイと、ミノルたちジェットアイは、
互
 たが

 いの能力発動をかなりの
距
 きよ
 離
 り

 から感知できる。ゆえに、もしミノルが自宅周辺で
止
 や

 むにやまれず
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を使えば、それを未知のルビーアイに気付かれ、自宅が割り出され、典江が
襲
 おそ

 われるということは充分にありうる。

　いや、実際、ミノルが最初に
遭
 そう
 遇
 ぐう

 したルビーアイ《バイター》にはそれを実行されてしまったのだ。同じ
過
 あやま

 ちを
繰
 く

 り返すわけにはいかない。

　──しかし。

　いま通っている埼玉県立
吉
 よし
 城
 き

 高校で、空気のように存在感の
薄
 うす

 いポジションを確立するにあたって、ミノルは大いに苦労した。ネガティブな
記
 き
 憶
 おく

 の
蓄
 ちく
 積
 せき

 を激しく
恐
 きよう
 怖
 ふ

 するミノルにとって、未知の環境というものはそれ自体が
途
 と
 轍
 てつ

 もない試練なのだ。いまさら転校生として、見知らぬ生徒たちの前に立つことを考えると、それだけで手に冷や汗が
滲
 にじ

 んでくる。

　
黙
 だま

 り込むミノルの耳に、教授のかすかな
吐
 と
 息
 いき

 が届いた。

「ま……転校と言っても、きみの学歴に穴をあけないための
便
 べん
 宜
 ぎ
 的
 てき

 な
措
 そ
 置
 ち

 だからな。毎日
律
 りち
 儀
 ぎ

 に通う必要はないが、と言ってサボリ続けるのも困る。そのへんを
考
 こう
 慮
 りよ

 したうえ、今年中には結論を出してくれたまえ。それではと……ミッくん、私は食後にチョコレートケーキが食べたい気分だな」

「……はい」

　かっくんと
頷
 うなず

 き、ミノルはよいしょと気合いを入れて立ち上がると、実験スペースの反対側にあるキッチンへと向かった。
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「……まあ、確かに、あの実験が失敗したのは残念ですけど……でも、もし成功してたとしても、今日はやっぱり
僕
 ぼく

 ひとりで行きましたよ」

　短い回想から覚めたミノルがそう言うと、ユミコは防護マスクのゴーグルを
接
 せつ
 触
 しよく

 させたまま問い返してきた。

『なんでよ』

「だって、もし中で何かあって
殻
 から

 が消えちゃったら、僕もユミコさんも
共
 とも
 倒
 だお

 れじゃないですか。損害は少ないほうがいいです」

『そういう言い方が生意気だっていうのよ』

　フン、と今日何度目かの鼻息を
響
 ひび

 かせると、ユミコはマスクを
離
 はな

 した。

　直後、時刻表示が午前十一時に
到
 とう
 達
 たつ

 する。別隊との通信チャンネルを再接続したユミコが、打って変わって
毅
 き
 然
 ぜん

 とした声で言った。

『それでは、作戦を開始します。アイソレータは、一号機原子
炉
 ろ

 建屋エアロックまで前進してください』

「り……了解」

　短く答えると、ミノルは一度深呼吸してから右足を前に出した。

　左右に立ち並ぶ
遮
 しや
 蔽
 へい
 体
 たい

 のあいだを、万が一にも転ばないように気をつけながら歩いていく。
途
 と
 中
 ちゆう

 でリストコムを確認するが、まだ空間線量はさほど上昇していない。一分足らずで最初の目標地点に
辿
 たど

 り着き、足を止める。

「エアロック前、
到
 とう
 着
 ちやく

 しました」

『線量を報告してください』

「ええと……毎時九・三マイクロシーベルトです」

『了解。それではエアロックのロッキングシステム
解
 かい
 除
 じよ

 手順を開始してください』

「了解」

　応答し、ミノルはちらりと後ろを
振
 ふ

 り向いた。二十メートル
離
 はな

 れた場所に停まる高機動車の
傍
 かたわ

 らでは、ユミコと自衛隊の二人がじっとこちらを見守っている。
柿
 カキ
 成
 ナリ

 隊員がひらひら右手を
振
 ふ

 ってくるので思わず振り返しそうになり、
慌
 あわ

 てて体の向きを
戻
 もど

 す。

　すぐ近くで見ると、原子
炉
 ろ

 建屋の
壁
 かべ

 は、事故から八年という年月を
映
 うつ

 してそれなりに
汚
 よご

 れ、ひび割れていた。
鋼
 こう
 鉄
 てつ

 製エアロック
扉
 とびら

 の
塗
 と
 装
 そう

 もあちこちで
剝
 は

 がれ、
薄
 うす
 茶
 ちや
 色
 いろ

 にサビを
吹
 ふ

 いている。開閉用ハンドルの上では、
閉
 へい
 鎖
 さ

 状態を示す赤いインジケータが弱々しく
灯
 とも

 る。

　この扉の向こうは、
致
 ち
 命
 めい
 的
 てき

 な量の放射線が飛び交うデスゾーンだ。いや、事前に特課本部で空間線量を計った時は〇・〇三マイクロシーベルトという値だったので、こうしているいまもミノルの周囲には東京都心の三百倍以上の放射線が飛んでいる。

　当然ながら、今日の作戦のことを、保護者の
典
 のり
 江
 え

 は知らない。それどころか、特課の任務がある日は
全
 すべ

 て、「東京の予備校に通っている」ということになっている。本部での空き時間に、ユミコや教授と
一
 いつ
 緒
 しよ

 に勉強したりもしているのでまるっきり
噓
 うそ

 ではないのだが、最愛の義姉を
騙
 だま

 していることに変わりはない。

　しかしそもそも、特課への参加要請を受け入れ、バーターとして
氷
 ひ
 見
 み

 課長に《周囲の人間全員から自分に関する
記
 き
 憶
 おく

 を消してもらう》という条件を出した時、ミノルは典江をこれ以上はないほど深く裏切ったのだ。

　典江と離れたいわけではない。彼女は、ミノルが日々記憶を増やし、また増やされることを
恐
 おそ

 れずにすむたった一人の人間だ。これからも一緒に暮らしていきたいという気持ちはある。しかしそれは、まだ三十一歳の彼女を、ミノルの保護者という役割に
縛
 しば

 り付け続けるということだ。

　──だから、これでいいんだ。典江さんが義理の弟の存在を忘れて、自分の幸せのために生きられるようになるために、いまは特課から与えられる任務をひたすらこなし続ける。たとえそれがルビーアイとの戦いだろうと……あるいは原発探査ロボットの回収だろうと。

「…………
 ロッキング、解除します」

　インカムにそう告げると、ミノルは
鋼
 こう
 鉄
 てつ

 の二重扉に歩み寄り、ロッキングシステム解除用のハンドルを両手で
握
 にぎ

 った。事前にレクチャーされた通りに、力を込めて左に回す。開けられることはめったにないのだろう、最初はかなり
軋
 きし

 んだが、サードアイによって
賦
 ふ
 活
 かつ

 された筋力を
拒
 こば

 むほどではなかった。三回転させると
扉
 とびら

 の内部でロッキングボルトが
抜
 ぬ

 ける音が
響
 ひび

 き、インジケータが緑色に変わった。

「
解
 かい
 除
 じよ

 、成功」

　ミノルの言葉に、やや
緊
 きん
 張
 ちよう

 の度合いを増したユミコの声が答えた。

『了解。続いてエアロックを
開
 かい
 扉
 ひ

 』

「はい……」

　両手を開閉用ハンドルに移動させ、しっかりと握る。

　自衛隊の二人には言えないが、この扉を開ける前に、ひとつだけやっておくべきことがある。マスクの下で静かに息を吸い、ぐっと肺に
溜
 た

 めながら、
胸
 むね

 に寄生する直径二センチの黒い球体──黒色サードアイの《スイッチ》をオンにする。

　防護服の中でわずかに体が
浮
 う

 き上がり、あらゆる環境音が
途
 と
 切
 ぎ

 れた。
鉛
 なまり

 ガラス
越
 ご

 しに見える光景が青みがかる。防護マスクのゴムバンドの
締
 し

 め付け感、タングステンシートの重みも
消
 しよう
 滅
 めつ

 する。

　ジェットアイとしてのミノルの能力《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》は、体表から約三センチの位置に、無色
透
 とう
 明
 めい

 、絶対
不
 ふ
 可
 か
 侵
 しん

 の
薄
 うす

 い
殻
 から

 を作り出す。つまりいまのミノルは、
素
 す
 肌
 はだ

 にフィットする保温インナー（と左耳に小型のインカム）、その上に防御殻、
更
 さら

 にその上に防護服と防護マスク、という状態になっているわけだ。
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　特課で確認したとおり、殻は物質のみならず、可視光線を
除
 のぞ

 く
全
 すべ

 ての
電
 でん
 磁
 じ
 波
 は

 までも
遮
 しや
 断
 だん

 する。ゆえにいままでは、いったん殻を出したら肉声、通信を問わず外部との音声でのやりとりはできなくなってしまったのだが、今回はそこにひとつ工夫がある。

　左耳のインカム本体と、防護マスクの左側頭部のあいだに、白色発光ダイオードを使用した光トランスミッターを仕込んでいるのだ。防御殻によってそれまでの接続が遮断されると自動的に装置が起動し、ユミコのインカムや
左
 ひだり
 腕
 うで

 のリストコムからの電波はまず防護マスク内蔵の受信機に
捉
 とら

 えられ、光信号に
変
 へん
 換
 かん

 されて防御殻を通過し、ミノルのインカムで再び音声に復号されるようになる。特課での実験では、いくらかタイムラグは増えるものの問題なく会話可能で、トランスミッターを設計製作したＤＤこと
大
 だい
 門
 もん
 伝
 でん
 二
 じ
 郎
 ろう

 は鼻高々だったものだ。

　果たして、本番でもうまく作動するのか──。

「これより一枚目の扉を開放します。線量に注意してください」

　
恐
 おそ

 る恐るインカムにそう
囁
 ささや

 くと、

『了解。そちらも気をつけて』

　少しだけノイズの増したユミコの声が聞こえた。ほっと息を
吐
 は

 き、左手首のリストコムともちゃんと再接続していることを確かめてから、開閉用ハンドルを防御殻
越
 ご

 しに握る。
腰
 こし

 を落とし、
巨
 きよ
 大
 だい

 な
鋼
 こう
 鉄
 てつ

 の
扉
 とびら

 をゆっくりと左にスライドさせる。

　トランスミッターに内蔵されたマイクが、ごろりごろりと重々しい音を拾う。
錆
 さ

 びたレールの上を、二重扉の一枚目がゆっくりと
滑
 すべ

 っていく。一メートルほど動かしたところで手を
離
 はな

 し、リストコムを確認。線量は毎時十五マイクロシーベルトに増加しているが、まだ人体にとって危険というほどの値ではない。

　一枚目の扉の向こうには、見た目は同じだが明らかに
汚
 よご

 れの少ない二枚目の扉があった。こちらはすでに
解
 かい
 錠
 じよう

 されているので、再び開閉ハンドルを
握
 にぎ

 る。

「二枚目、開放します」

『どうぞ』

　短いやりとりを
経
 へ

 て、先ほどと同じように力を込める。

　レールも車輪も錆びていないのに、一枚目よりも
抵
 てい
 抗
 こう
 感
 かん

 は強かった。まるで建屋そのものが
開
 かい
 扉
 ひ

 を
拒
 こば

 んでいるように思えたが、ミノルは足を
踏
 ふ

 ん張り、全体重を
掛
 か

 けて扉を引いた。

　分厚い鋼鉄が
軋
 きし

 み、一気に二十センチほど動いた、その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 ──。

　ヒュイイイン！　という
甲
 かん
 高
 だか

 い警報音が左耳のインカムから鳴り
響
 ひび

 き、ミノルは息を
詰
 つ

 めた。

　急いでリストコムを見ると、二・八ミリシーベルトという値が表示されている。扉を開ける前の約百八十倍。もちろんこの放射線は
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 の外にあるリストコムが検出しているもので、ミノルの体には一筋のベータ線も届いていないはずだ。万が一放射線が防御殻を
貫
 かん
 通
 つう

 した時は、ミノルが首からインナーの中に下げているカウンターから別の警報が鳴るようになっているのだが、それでも
額
 ひたい

 にじわりと汗が
滲
 にじ

 む。

「え……エアロック、開放成功。線量、毎時二・八ミリシーベルト」

『りょ……了解』

　さすがにユミコの声にも
緊
 きん
 張
 ちよう

 が滲んだ。続いて、これまで
沈
 ちん
 黙
 もく

 を保っていた
柿
 カキ
 成
 ナリ

 隊員が通信に割り込んでくる。

『ちょお……二・八ミリとか、ほんまに
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 なん～？』

「だ、大丈夫……です」

　おい大丈夫だよな、と
胸
 むね

 のサードアイに念じかけ、ミノルはきっぱりと宣言した。

「それでは、これより原子
炉
 ろ

 建屋に進入します」

『……危険を感じたら、どんな
状
 じよう
 況
 きよう

 だろうと
即
 そく
 座
 ざ

 に
退
 たい
 避
 ひ

 。いいわね』

「はい。……行きます！」

　──これも仕事、しかも
僕
 ぼく

 にしかできない仕事なんだ。

　今度は自分に向けてそう気合いを入れると、ミノルはエアロックのレールをまたぎ、内部に足を
踏
 ふ

 み入れた。

　原子炉建屋の中は
薄
 うす
 暗
 ぐら

 く、背後から差し込む冬の日差しの中で
砂
 すな
 埃
 ぼこり

 が音もなく
舞
 ま

 っている。内部は負圧に保たれているので放射性物質が外に
漏
 も

 れ出す危険はないはずだが、エアロックの開放時間を短くするに
越
 こ

 したことはない。

　リストコムの表示画面を地図に
戻
 もど

 し、防護マスクの額に装着されたＬＥＤライトのスイッチを入れると、
幅
 はば
 広
 ひろ

 の通路に踏み込む。リストコムの地図に赤いナビラインが表示されるので、それに沿って
慎
 しん
 重
 ちよう

 に進む。

　すぐに、事故の後に設置されたのであろう分厚い放射線
遮
 しや
 蔽
 へい

 ブロックが見えた。これは当然ながらインカムの電波も
遮
 さえぎ

 ってしまうので、防護服の
腰
 こし

 に装着したポーチからバッテリー式の
中
 ちゆう
 継
 けい
 器
 き

 を取り出し、ブロックの
脇
 わき

 に置く。

「中継器一つ目、設置しました」

『了解。信号レベル、良好』

「前進します」

　そこから
更
 さら

 に五メートルも進むと、周囲はほぼ真っ暗になってしまった。リストコムの線量は毎時四ミリシーベルトに上昇している。破損した格納容器から
撒
 ま

 き散らされた放射性元素によって、通路が
汚
 お
 染
 せん

 されているのだ。この通路に十五分立っているだけで、国際放射線防護委員会が
勧
 かん
 告
 こく

 する年間の
被
 ひ
 曝
 ばく

 許容量である一ミリシーベルトに
到
 とう
 達
 たつ

 してしまう。

　
粒
 りゆう
 子
 し

 放射線であるアルファ線やベータ線はプラスチック板でも遮蔽できるので、内部被曝さえしなければ防護服を着ているミノルを害することはないが、問題は
電
 でん
 磁
 じ

 放射線であるガンマ線やＸ線だ。ガンマ線を遮蔽するには厚さ十センチもの
鉛
 なまり

 が必要で、ミノルの防護服にインサートされている
薄
 うす

 いタングステンシートでは完全には防げない。

　考えてみれば、ガンマ線というのは単に可視光よりも波長が短い
電
 でん
 磁
 じ
 波
 は

 でしかないのに、それが生物のＤＮＡを切断し、
細
 さい
 胞
 ぼう

 の修復機能を
阻
 そ
 害
 がい

 して、最悪の場合は死に至らしめる。宇宙からはそのガンマ線が絶えず降り注ぎ、大気が吸収してくれなければ、全人類が
死
 し
 滅
 めつ

 してしまう。

　人間という生物は、いかに
脆
 もろ

 く危ういバランスの中で生きているものか。プレートが
震
 ふる

 えたり、火山が火を
噴
 ふ

 いたり、平均気温が上昇したりするだけで
容易
 たやす

 くそのバランスは
崩
 くず

 れる。

　ルビーアイも、そんなバランスブレイカーの一つなのかもしれない。だが彼らが他の
災
 さい
 厄
 やく

 と異なるのは、知性を持つ人間であるということだ。

　
錦
 ニシキ
 田
 ダ

 隊員に
指
 し
 摘
 てき

 された時は「まさか」と思ってしまったが、思い起こせば、イグナイターは東京全域の水を分解し、
水
 すい
 素
 そ
 爆
 ばく
 鳴
 めい
 気
 き

 に変えて爆破しようとしていた。同じように、自分の力を
誇
 こ
 示
 じ

 するためにこの東京
湾
 わん

 原発を
狙
 ねら

 うルビーアイが出てこないとも限らない。ミノルの身近な人たち……義姉の
典
 のり

 江や陸上部の
箕
 みの
 輪
 わ
 朋
 とも
 美
 み

 の
平
 へい
 穏
 おん

 な暮らしを守るためにも、この任務は無事に成功させなくては。

　そんなことを考えながら、ミノルは暗い通路を進み続けた。

　地図上では、エアロックから格納容器の入り口までは道なりでも二十メートルしかないはずなのに、体感ではその十倍にも思えた。ようやく前方に四角い
扉
 とびら

 が出現し、そこに【格納容器エアロック】という表示板を見つけて、小さく息を
吐
 は

 く。

「格納容器の扉前まで
到
 とう
 達
 たつ

 しました。線量は、毎時十五ミリシーベルト」

『了解……もう少し…………
 んばって』

　すでに三つの
中
 ちゆう
 継
 けい
 器
 き

 を経由しているので、ユミコの応答はノイズに寸断されていた。しかし相棒の声に勇気づけられ、ミノルは「はい！」と大声で答えると、扉に歩み寄った。

　こちらの二重扉は、建屋入り口のそれよりはかなり小さい。だが、オフホワイトに
塗
 ぬ

 られた
鋼
 こう
 鉄
 てつ
 越
 ご

 しに伝わってくるプレッシャーは、入り口の比ではない。

　二〇一一年の原発事故以来、この中に入った人間は一人もいないのだ。探査ロボットが信号
途
 と
 絶
 ぜつ

 前に送ってきた短い映像をブリーフィングの時に見せられたが、放射線の
影
 えい
 響
 きよう

 で
酷
 ひど

 くザラついたそれは、内部の環境の
過
 か
 酷
 こく

 さだけをひしひしと伝えてくるものだった。いまからあそこに行くのだ──と考えるだけで胃がせり上がるような感覚に
襲
 おそ

 われるが、ここで
逃
 に

 げ帰ることは許されない。

　特課メンバーの《
分断者
 デイバイダ

 》こと
斉
 さい
 藤
 とう

 オリヴィエにぶん
殴
 なぐ

 られた
左
 ひだり
 頰
 ほお

 を、防護マスクと
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 越しにそっとなぞり、ミノルはその手を強く
握
 にぎ

 り
締
 し

 めた。

「格納容器、開けます！」

　半ば自分に向けて
叫
 さけ

 び、ハンドルに手を
伸
 の

 ばす。
慎
 しん
 重
 ちよう

 に回転させてロックを
解
 かい
 除
 じよ

 すると、扉を手前に引っ張る。最初は強い
抵
 てい
 抗
 こう
 感
 かん

 があったが、固着したガスケットがべりべりと音を立てて
剝
 は

 がれていき、分厚い
扉
 とびら

 はついに八年間の
閉
 へい
 鎖
 さ

 状態から解き放たれた。

　内部は
奥
 おく
 行
 ゆ

 き一メートル程度の小部屋になっていて、その奥に二枚目の扉がある。事前情報によればこの二重扉は二枚を同時に開けることのできないインターロック仕様なので、小部屋に入ってから一枚目の扉を元通りに閉める。

　これでユミコとの通信は完全に
遮
 しや
 断
 だん

 された。ここからは
全
 すべ

 てを一人で考え、決定しなくてはならない。二十分
経
 た

 っても通信が回復しない時は、ミノルに何かがあったと判断してユミコが
突
 とつ
 入
 にゆう

 してくる手はずになっているので、一秒たりとも
無
 む
 駄
 だ

 にはできない。

　
振
 ふ

 り向き、二枚目の扉のロックを解除する。
恐
 きよう
 怖
 ふ

 を振り払い、力を込めて
押
 お

 す。今度も固着したゴムが剝がれる音を
響
 ひび

 かせながら扉はゆっくりと動き始め──三センチ、五センチと開口部が大きくなって──。

　再び、リストコムがけたたましく
泣
 な

 き
喚
 わめ

 いた。扉を押す手を止め、
恐
 おそ

 る恐る
液
 えき
 晶
 しよう

 を見ると、毎時三・二シーベルトという数字が
明
 めい
 滅
 めつ

 している。特課本部での計測値に単位を合わせれば、三百二十万マイクロシーベルトだ。

　……扉をたった十センチ開けただけで、この線量か。

　右足で
床
 ゆか

 を
踏
 ふ

 み締め、
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 がちゃんと展開していることを確かめてから、思い切って扉を大きく押し開く。

　ヘッドライトの光が、
暗
 くら
 闇
 やみ

 の中に白く拡散した。格納容器内部は高温高湿だと聞いていたが、予想以上の湯気の量だ。マスクのゴーグルは
曇
 くも

 り止め加工されているものの、それでも視界の
隅
 すみ

 が少し白くなる。

　またしてもインカムが
甲
 かん
 高
 だか

 く喚き、無意味と知りつつ左手を持ち上げる。五・八シーベルトまで上昇した数字をちらりと見て、すぐに下ろす。右足を前に出し、エアロックの内部から、ダイヤフロム・フロアと呼ばれる整備用金属フロアの
床
 ゆか
 面
 めん

 へと踏み込む。

「……ここが、原子
炉
 ろ

 格納容器の、中か……」

　自分の精神状態を確認するために、声に出してそう言ってみたが、やはり
語
 ご
 尾
 び

 が少し
震
 ふる

 えた。しかし足は動くし、両手に
痺
 しび

 れも来ていない。
吐
 は

 き気や頭痛といった、肉体的な異常の
兆
 ちよう
 候
 こう

 もいまのところは感じない。さいたまスーパーアリーナの屋上でルビーアイ《バイター》と
対
 たい
 峙
 じ

 した時と比べれば、まだしも落ち着いている──はずだ。

　続いて、ヘッドライトをゆっくり動かしてみる。床面のグレーチングはなんとか視認できるが、フロアの中心に存在するはずの、原子炉圧力容器の
壁
 かべ

 までは光が届かない。床には
水
 すい
 蒸
 じよう
 気
 き
 爆
 ばく
 発
 はつ

 の
衝
 しよう
 撃
 げき

 で落下したらしいボルトなどが転がっているが、大きく損傷はしていないようだ。

　
足
 あし
 許
 もと

 方向を注視すると、グレーチングの
隙
 すき
 間
 ま

 から、ずっと下のほうでライトの光を反射する水面が見える。あの水の底では、圧力容器と格納容器を
突
 つ

 き破って落下した
核
 かく
 燃
 ねん
 料
 りよう

 デブリが、いまも高熱を発しているはずだ。
廃
 はい
 炉
 ろ

 作業で最も困難な工程はそのデブリを回収することだと言われているが、確かに人間が近寄れもしないものをどうやって取り出すのか、ミノルには見当もつかない。

　イサリリ教授の話では、探査ロボットを回収できるなら、ついでに地下の
汚
 お
 染
 せん
 水
 すい

 の中にあるデブリの状態を確認させようという意見も厚労省の上のほうで出たらしい。しかしそれだけは
氷
 ひ
 見
 み

 課長が
頑
 がん

 として
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 したそうだ。いざとなればサードアイ能力を使って、関係者全員から今回の作戦に関する
記
 き
 憶
 おく

 を消すことも辞さないという課長の態度に無茶な意見は
撤
 てつ
 回
 かい

 されたということだが、それでも課長はミノルに深々と頭を下げ、「こんな仕事をお願いしてすまない」と謝った。

　確かにこの任務はルビーアイ
殲
 せん
 滅
 めつ

 とは無関係だが、ミノルと氷見課長の《
契
 けい
 約
 やく

 》は、特課のメンバーとして働く代わりに、特課が解散する時は彼の記憶操作能力を貸してもらうというものだ。これも特課の仕事なら、やるべきことをやるだけだ。

「…………
 さて、ロボット君はどこかな……」

　サードアイの
機
 き
 密
 みつ

 保持のために録画はしていないので、
遠
 えん
 慮
 りよ

 なく
独
 ひと

 り言を
呟
 つぶや

 きながら、円形のダイヤフロム・フロアを時計回りに歩き始める。

　フロアの直径は約二十五メートル、つまり外周の長さは八十メートル弱になる。残り十七分でロボットを発見、回収しなくてはならない。

　幸い、フロア上にガレキのようなものはほとんど落ちていないので、大型の探査ロボットを見つけるのは難しくないはずだ。もし見つからなければ、どこかの開口部から下の汚染水に落下してしまった可能性が高く、その場合は
諦
 あきら

 めるしかない。

　いてくれよ……と念じながら前進するにつれ、リストコムに表示される線量も天井知らずに増加し、ついに十シーベルトを
超
 こ

 える。仮にいまこの
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、何らかの理由で
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 が消えれば、たとえタングステン入りの防護服を着ていても、またサードアイの
細
 さい
 胞
 ぼう

 修復力があろうとも、全身
被
 ひ
 曝
 ばく

 で命を落とす可能性が高い。

　周囲を飛び交う
膨
 ぼう
 大
 だい

 な高エネルギー放射線が、極小の火花として眼に見えるような
錯
 さつ
 覚
 かく

 を味わいながら、ミノルは歩き続けた。

　圧力容器の
壁
 かべ

 を
迂
 う
 回
 かい

 し、二重
扉
 とびら

 のちょうど反対側まで
到
 とう
 達
 たつ

 した、その時。ヘッドライトの白い光の中に、ついにそれらしき
影
 かげ

 が
浮
 う

 かび上がった。

　グレーチングの上で丸くなっている、長さ一メートルほどの
円
 えん
 筒
 とう

 状の物体。有機的な曲線を持つ金属リングがいくつも連結し、ヘビのように
伸
 しん
 縮
 しゆく

 、
蠕
 ぜん
 動
 どう

 することで移動する仕組みらしい。太さは十センチ、長さが八十センチほどか。
寸
 すん
 詰
 づ

 まりなのでヘビというよりツチノコといった印象で、少し
膨
 ふく

 らんだ頭部には複数のレンズを
含
 ふく

 むセンサーが集まっているが、いまは活動している様子はない。

　ロボットが動けなくなった理由は、ひと目で推測できた。胴体の真ん中あたりが派手に
凹
 へこ

 み、金属リングが三つばかり破損して、傷口から中のメカが見えている。不思議なのは、この傷を作った何かが周囲に見当たらないことだが、ミノルの仕事は原因究明ではなく回収することだ。両手を
伸
 の

 ばし、傷ついたメタルツチノコをよいしょと抱え上げた──その時。

　ロボット頭部のインジケータが青く
明
 めい
 滅
 めつ

 し、同時にミノルのインカムから、ペアリング要求のシステム音が聞こえた。

「えっ……」

　思わず周囲を見回してしまうが、もちろん
誰
 だれ

 の姿もない。

　ということは、接続を求めているのは
腕
 うで

 の中のツチノコだろうか。半信半疑でリストコムに
触
 ふ

 れ、要求を許可する。ブルートゥース規格のアイコンが点滅し、ペアリングが確立された、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

『アナタハ　ダレデスカ？』

　ノイズまみれながらも、確かな日本語が左耳に流れ込んできた。ぎょっとして周囲を見回すが、もちろん人間やそれ以外の生物の姿はない。再びメタルツチノコを見下ろし、
恐
 おそ

 る恐る話しかける。

「いましゃべったのは、きみ？」

『ワタシハ　探査ロボット22
 ゴウ　《ミューザー》デス。アナタハ　誰デスカ？』

　よくよく見ると、インカムから聞こえる言葉に同期して、頭部にあるインジケータの一つが不規則に点滅している。やはり、
喋
 しやべ

 っているのはこのツチノコらしい。

　確かに、ミノルが回収するべき探査ロボットは、人間の
操
 そう
 縦
 じゆう

 を必要としない完全
自
 じ
 律
 りつ

 型だと聞いていた。しかしよもや、言葉を話せるほど高度なＡＩまで
搭
 とう
 載
 さい

 していて、そいつに名前を
訊
 き

 かれようとは。

　問いかけを無視してこのまま
撤
 てつ
 退
 たい

 していいものかどうか、ミノルはしばし
悩
 なや

 んだ。しかし
沈
 ちん
 黙
 もく

 が三秒を
超
 こ

 えた時、再びツチノコ改めミューザーが言葉を発した。

『アナタガ　
承
 しよう
 認
 にん

 サレタ有資格者デハナイバアイ　
機
 き
 密
 みつ

 保護ノタメ　本体ノ
制
 せい
 御
 ぎよ

 回路ヲ　
破
 は
 壊
 かい

 シマス』

　ノイジーな合成音声を、どうにか脳裏で文字に
変
 へん
 換
 かん

 する。《あなたが承認された有資格者ではない場合、機密保護のため本体の制御回路を破壊します》──。

『カウント開始　ジュウ　キュウ　ハチ　ナナ……』

「わあ、ちょ、ちょっと待った！」

　ミノルは
慌
 あわ

 ててロボットの頭部に自分のマスクを近づけ、いちばん大きなレンズを
覗
 のぞ

 き込みながら
叫
 さけ

 んだ。

「ぼ、
僕
 ぼく

 は厚生労働省の安全衛生部特別課所属……」

　一瞬迷い、コードネームではなく本名を名乗る。

「──
空
 うつ
 木
 ぎ

 ミノル。きみを回収しに……助けに来たんだ」

『……ワタシヲ　タスケニ？』

　
自
 じ
 爆
 ばく

 カウントを中断したミューザーが、頭部のインジケータを高速で
明
 めい
 滅
 めつ

 させる。レンズのフォーカスを調整しつつ、ロボットのくせに
途
 と
 惑
 まど

 いを感じさせる声で問いかけてくる。

『コノ空間ノ　放射線量ハ　ニンゲンノ　半数
致
 ち
 死
 し

 線量ヲ　コエテイマス。ナゼ　アナタガ　タスケニ　クルノデスカ？』

　半数致死線量……とは、
恐
 おそ

 らく
被
 ひ
 曝
 ばく

 した人間の半数が死亡するレベルの放射線量という意味だろう。
普
 ふ
 通
 つう

 に考えれば、探査ロボットを回収するために、人間が死の危険を冒すはずがない。その人間が、あらゆる放射線を完全に
遮
 しや
 断
 だん

 するすべを持ってでもいない限り。だが
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 のことをロボットのＡＩに説明しても理解してもらえまい。

「ええと、それは……」

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 言葉に
詰
 つ

 まってから、ミノルはどうにか答えを
捻
 ひね

 り出した。

「きみが、とても大切な存在だから。ここで失ってしまうわけにはいかないから、
僕
 ぼく

 が助けに来たんだ」

　ちかちかちか、とインジケータが
一
 ひと
 際
 きわ

 強く明滅し、少しして電子音声が聞こえた。

『……アナタヲ　有資格者ダト　
承
 しよう
 認
 にん

 シマス』

　マスクの中でほっと息を
吐
 は

 き、ミノルは時刻を確認した。格納容器に
突
 とつ
 入
 にゆう

 してから、すでに十二分が経過している。あと八分のうちに容器を出てユミコに
連
 れん
 絡
 らく

 しないと、彼女がミノルを救出しに来てしまう。

「じゃあ、外に出るよ」

　無意識のうちに、あたかも傷ついた生き物を抱くように優しくミューザーを保持しながら、ミノルは二重
扉
 とびら

 へと引き返した。

　入った時と逆の手順を、少々苦労しながら片手でこなして外に出る。ハンドルを回し、外扉をしっかりロックすると、深く息を
吐
 は

 く。

　
中
 ちゆう
 継
 けい
 器
 き

 との再接続が自動で行われるや、インカムに大声で語りかける。

「こちらアイソレータ、ロボットの回収完了しました！」

　報告を待ち構えていたのだろう、すかさずユミコの声が聞こえた。

『了解、中継器はそのまま使い捨てて構いません。速やかに建屋から出てください』

「はい、急いで……」

　ミノルが応じかけた、その瞬間──。

『イマ　シャベッタノハ　
誰
 だれ

 デスカ？』

　と、
腕
 うで

 の中のミューザーが通信に割り込んだ。二秒弱の
沈
 ちん
 黙
 もく

 を、ユミコの
叫
 さけ

 び声が破る。

『そ……そっちこそ誰よ!?
 　うつ……じゃなくてアイソレータ、そこに女の子がいるの!?
 』

「お……女の子ぉ!?
 」

　なんでそうなるんだと
仰
 ぎよう
 天
 てん

 したものの、確かに探査ロボットの合成音声は、どちらかと言えばピッチが高めだ。ユミコの発言に、ミューザーが
警
 けい
 戒
 かい

 するような声を出す。

『名前ト　所属ガ　確認デキナイバアイ　
機
 き
 密
 みつ

 保護ノタメ　
制
 せい
 御
 ぎよ

 回路ヲ……』

「わ、わー！　待って待って二人とも、外に出たらすぐ説明するから！」

　ミノルは
叫
 さけ

 び、建屋の通路をどたどた走り始めた。すると今度は、別隊の
柿
 カキ
 成
 ナリ

 隊員の、
呆
 あき

 れたような声が割り込んだ。

『いったい、なにやっとんねんなぁ～』

「ぼ……
僕
 ぼく

 にも
解
 わか

 りませんよ!!
 」

　
喚
 わめ

 き返すミノルの前方に、開け放たれたままのエアロックから差し込む冬の光が、白く
浮
 う

 かび上がった。





　ミノルにとって初めての対ルビーアイ
戦
 せん
 闘
 とう

 外任務である探査ロボット回収作戦は、どうにか成功裏に終了した。

　
損
 そん
 壊
 かい

 したミューザーは
東
 とう
 都
 と

 電力に引き
渡
 わた

 され、メモリに記録されていた原子
炉
 ろ

 格納容器内部の探査映像はインターネットで公開された。しかしその映像には、ロボットが通信を
途
 と
 絶
 ぜつ

 した原因は
含
 ふく

 まれていなかった。

　《彼女》を損傷させたものがなんだったのか。

　そしてミノルとのファーストコンタクトが、彼女のＡＩにいかなる
影
 えい
 響
 きよう

 を
及
 およ

 ぼしたのか。

　ミノルがそれを知るのは、もう少しだけ先のこととなる。
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　雨はいい。

　考えてみれば、まったく
奇
 き
 跡
 せき
 的
 てき

 ではないか。それまでは空気中に単なる《湿度》としてのみ存在していた水分が、大気圧があるラインを下回った
途
 と
 端
 たん

 に液体として実体を現し、
凝
 ぎよう
 集
 しゆう

 して、やがて重力に引かれ、
雫
 しずく

 となって落下する。気温によっては落下の
途
 と
 上
 じよう

 で
冷
 れい
 却
 きやく

 され、地上に達した時には氷の
粒
 つぶ

 となっていることもある。

　人間の生活
圏
 けん

 において、これほどドラスティックにその
相
 フエイズ

 を
転移
 トランス

 させる物質は、ほかに存在しない。気体の時は意識すらされず、液体となって世界を
潤
 うるお

 し、固体と化せば時として人に
牙
 きば

 を
剝
 む

 く。

　だから、あまねく人間は、雨の日には深く思いを
致
 いた

 すべきなのだ。

　水の
神
 しん
 秘
 ぴ
 性
 せい

 について。なぜ水は、わずか
摂
 せつ
 氏
 し

 百度という
狭
 せま

 い
範
 はん
 囲
 い
 内
 ない

 において、めまぐるしくその有り様を変化させるのかという
深
 しん
 淵
 えん

 なる疑問について。

　──なのに、あの連中ときたら。

　
三
 み
 川
 かわ
 霤
 りゆう

 は軽く首を
振
 ふ

 りながら、三つ
離
 はな

 れたテーブルで
騒
 さわ

 ぐ、高校生とおぼしき四人の若者たちを見やった。

　もう冬休みなのだから、高校生が真っ昼間からファミレスにたむろしているのは仕方ないが、年の
瀬
 せ

 には貴重な、
穏
 おだ

 やかで
物
 もの
 憂
 う

 げな雨の日を台無しにすることだけは許せない。

　もうひとつ看過できないのは、若者たちがテーブルにところ狭しとグラスを並べ、毒々しい色の液体に口をつけては
猿
 さる

 のようにきいきい
喚
 わめ

 き立てていることだ。ドリンクバーの飲み物をあれこれ混ぜ合わせて遊んでいるらしい。無色
透
 とう
 明
 めい

 の水を
糖
 とう
 分
 ぶん

 と合成着色料たっぷりのシロップで
濁
 にご

 らせるだけでも
我
 が
 慢
 まん

 ならないのに、それを何種類も混ぜたあげく、ちゃんと飲み干しもしないとは言語道断。

　三川はため息を
吞
 の

 み込み、それまで読んでいた文庫本をぱたりと閉じた。

　店員を呼んで注意させるか、それとも《力》で
罰
 ばつ

 を与えるかを三秒ほど考え、後者を選ぶ。《組織》の一員として不要不急な殺傷
行
 こう
 為
 い

 は
慎
 つつし

 むべきだが、今日は能力を行使する許可を得て街に出ているのだし、何より──雨の日なのだ。

　十メートルほど離れている男子高校生たちを、視線に気付かれないよう顔を
伏
 ふ

 せ、上目
遣
 づか

 いに凝視する。連中の顔ではなく、一人が手に持ったグラスに意識を集中。

　他の三人が「一気、一気」と
手
 て
 拍
 びよう
 子
 し

 を打つなか、にやけ顔で立ち上がった一人が、どす黒い色の液体を高く
掲
 かか

 げてから口に運んだ。

　グラスを
傾
 かたむ

 ける。飲み物とも呼べないような液体が
縁
 ふち

 から
溢
 あふ

 れ、
口
 こう
 腔
 こう

 に流れ込む──。

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、三川は小さくすぼめた口から、ふうっと細長く息を
吹
 ふ

 いた。

　巻き起こったささやかな空気の流れが届くような
距
 きよ
 離
 り

 ではまったくないが、きしっ、という
鋭
 するど

 い音が高校生の口の中で
響
 ひび

 くのを
三
 み
 川
 かわ

 は確かに聞いた。

　
喉
 のど
 仏
 ぼとけ

 が大きく
膨
 ふく

 らみ、そのまま停止した。両の眼が飛び出さんばかりに見開かれ、右手からグラスが
滑
 すべ

 り落ちてテーブル上で
砕
 くだ

 けた。

「おいおいおい、何やってんだよォー！」

　仲間の一人が
叫
 さけ

 び、他の二人が野太い声で笑った。しかしそれらは急激に音量を下げた。

　立っていた高校生が、両手で喉元を
押
 お

 さえたかと思うと、口から
恐
 おそ

 ろしいほどの量の
鮮
 せん
 血
 けつ

 をどばっと
吐
 は

 き出したのだ。

　そのまま前のめりにテーブルに
突
 つ

 っ
伏
 ぷ

 し、無数のグラスをなぎ
倒
 たお

 しながら、げくっ、げくっ、と
奇
 き
 妙
 みよう

 な悲鳴を上げ続けている。血液は
尽
 つ

 きることなく
迸
 ほとばし

 り、卓上に広がるソフトドリンクのカクテルに
鮮
 あざ

 やかな赤色を加えていく。

　巻き起こったいくつもの悲鳴を聞きながら、三川はそっと立ち上がった。

　文庫本を上着のポケットに入れ、
傘
 かさ

 と伝票を持って歩き出す。背後ではなおも
大
 おお
 騒
 さわ

 ぎが続いている。悲鳴は周囲の客たちにも
伝
 でん
 播
 ぱ

 し、店員が血相を変えて
駆
 か

 け寄るが、どうしていいか
解
 わか

 らないようだ。

　高校生の出血は派手だが、しかし死にはするまい。口に流れ込んだ
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に
硬
 かた

 く
凍
 とう
 結
 けつ

 した液体が、それを飲み下そうとする筋肉の動きにより、無数の
鋭
 えい
 利
 り

 なエッジで
口
 こう
 腔
 こう

 と喉の
粘
 ねん
 膜
 まく

 を切り
裂
 さ

 いただけだ。当分形のあるものは食べられず、ことによると声も失うかもしれないが。

　当然ながらレジに店員の姿はなかったので、銀色のトレイに伝票と千円札を重ねて置き、そのまま店を出た。

　無数にコレクションしている雨傘のうち、特にお気に入りである一本を広げ、くるくる回転させながら
濡
 ぬ

 れた歩道へと
踏
 ふ

 み出す。
超
 ちよう
 撥
 はつ
 水
 すい

 生地を
叩
 たた

 く軽やかな雨音が、背後のファミレスから
漏
 も

 れ出す大騒ぎをかき消していく。

　雨はいい。

　すべてを包み、濡らし、
潤
 うるお

 す水の恵み。

　この感性を理解してくれるに
違
 ちが

 いないと期待していた一人の同種が、先日
惜
 お

 しくも《
奴
 やつ

 ら》に
狩
 か

 られてしまった。彼も組織の
誘
 さそ

 いを受け入れていれば、能力と
記
 き
 憶
 おく

 を
奪
 うば

 われ、
唯
 ただ

 の人間に
戻
 もど

 されるなどという
屈
 くつ
 辱
 じよく

 を味わわずに済んだだろうに。

　今日は彼の
弔
 とむら

 いだ。生物としてはまだ生きているが、
志
 こころざし

 を同じくする
粛
 しゆく
 清
 せい
 者
 しや

 、イグナイターとしては死んでしまった彼の。

　彼もまた、人間どもの
愚
 ぐ
 昧
 まい

 さを
憂
 うれ

 いていた。酸素と水、能力の指向性は似て非なるものだが、しかしこの
汚
 よご

 れた世界を洗い清めようという意思に
於
 お

 いては
一
 いつ
 致
 ち

 していた。

　だから今日は、彼がことのほか
憎
 にく

 んでいた内燃機関──自動車を使って人間を減らす。それがせめてもの
餞
 はなむけ

 というものだろう。

　
三
 み
 川
 かわ

 はひょいと
傘
 かさ

 を持ち上げ、
鈍
 にぶ

 い色をした空を
眺
 なが

 めた。

　低く
垂
 た

 れ込める冬の雨雲は、まだまだたっぷりと水分を
湛
 たた

 えて美しく
潤
 うるお

 っているように見えた。
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「お
疲
 つか

 れ様、
空
 うつ
 木
 ぎ

 くん」

　特課本部の一階エントランスまで見送りに出てくれたユミコに、ミノルはぺこりと一礼した。

「はい、ユミコさんもお疲れ様でした」

「今日は道草しないで、まっすぐ帰るのよ」

　相変わらず
先
 せん
 輩
 ぱい

 ぶったユミコの言葉に、思わず苦笑しながら言い返す。

「さっき原発から帰ってきたばっかりなのに、そんな元気ないですよ」

「そりゃそうよね……。私も、外で
突
 つ

 っ立ってただけなのに、やたらと
疲
 つか

 れたわ」

　そう答えると、ジャージ姿の《加速者》は背中をエレベータ
脇
 わき

 のコンクリート
壁
 へき

 に預けた。四階の自室でシャワーを浴びたばかりなのだろう、少し湿ったように光る
髪
 かみ

 を
搔
 か

 き上げ、午後から降り始めた雨空を見上げる。

「まったく、変な連中は出てくるし、変なロボットに
絡
 から

 まれるし、おかしな一日だったわね」

　《変な連中》とは陸自の別隊、《変なロボット》とはミューザーのことだろう。再び苦笑いを
浮
 う

 かべ、ミノルは折り
畳
 たた

 み傘を広げながら言い返した。

「別隊は……っていうか、
柿
 カキ
 成
 ナリ

 さんは確かに
怪
 あや

 しい人でしたけど、ミューザーはユミコさんが変につっかかるからですよ」

「別につっかかってなんかいないわよ、しょせんはＡＩじゃない」

　言葉とは裏腹な表情でふんと鼻を鳴らし、ユミコは背中を
壁
 かべ

 から
離
 はな

 した。

「……それにしても、よく降るわね……」

「ええ……」

　
頷
 うなず

 き、ミノルは広げた傘を
軒
 のき
 先
 さき

 から差し出した。絶え間ない雨音に、ぼつぼつと
水
 すい
 滴
 てき

 が傘を
叩
 たた

 く音が重なる。

「……じゃあ、
僕
 ぼく

 はこれで失礼します。事件が起きなければ、次に来るのは年明けになると思います」

　ミノルの
挨
 あい
 拶
 さつ

 に、ユミコは軽く
頷
 うなず

 いた。

「うん。食材、あれこれ仕入れとく」

「い、いや、別にゴハン作りに来るわけじゃ……」

「いいじゃない、私、きみの料理好きだわ。ＤＤのと
違
 ちが

 って、家庭的で」

　そう言って
微笑
 ほほえ

 むユミコについどぎまぎしてしまって、ミノルは視線を泳がせた。

「そ……そういえば、今日はＤＤさんとオリビーさんを見かけませんでしたけど……？」

「あー、あの二人……っていうかオリビーは、雨の日にはたいていパトロールに出てるのよ。ＤＤはレーダー代わりに付き合わされるの」

「え？　なんで雨の日に？」

　首を
捻
 ひね

 ると、ユミコは笑みを
薄
 うす

 め、ぽつりと答えた。

「私にとってイグナイターがそうだったように、あいつにもいるのよ。どうしても放っておけないルビーアイが」

「放っておけない……？」

　
鸚
 おう
 鵡
 む
 返
 がえ

 しに
呟
 つぶや

 いたが、ユミコはそれ以上を語る気はないらしく、古びたエレベータのボタンに手を
伸
 の

 ばした。

「いつか本人が教えてくれるでしょ。……それじゃ、またね」

「……はい、失礼します」

　手を
振
 ふ

 るユミコにもう一度軽く
会
 え
 釈
 しやく

 し、ミノルは特課本部を囲む森の中へと歩き出した。

　夕空から落ちてくる冷たい
雨
 あま
 粒
 つぶ

 が、たちまちスニーカーの
爪
 つま
 先
 さき

 を
濃
 こ

 い色に染めた。





　　　＊
 ＊
 ＊






　
轟
 ごう
 音
 おん

 とともに通過した大型トレーラーが歩道まで派手に
水
 みず
 飛沫
 しぶき

 を
撥
 は

 ね上げ、ジーンズの
裾
 すそ

 を
濡
 ぬ

 らした。

　しかし
三
 み
 川
 かわ
 霤
 りゆう

 は
眉
 まゆ

 一つ動かすことなく、無言で夕刻の幹線道を
眺
 なが

 め続けた。

　午後四時二十分。冬至が過ぎたばかりの季節の、しかもこの天気では、すでに夕暮れを通り
越
 こ

 して夜が近づきつつある。国道２４６号
青
 あお
 山
 やま

 通り、
豊
 とよ
 川
 かわ
 稲荷
 いなり

 前を走る車のほとんどは
煌
 こう
 々
 こう

 とライトを
点
 とも

 し、黒く濡れる路面に白い光の筋を引いている。

　雨は
止
 や

 む気配もない。それどころか、先ほどスマホをネットに
繫
 つな

 いで確認したところ、西のほうから、雨雲レーダー画面では真っ赤に表示される
豪
 ごう
 雨
 う

 の
塊
 かたまり

 が近づきつつある。近年、気候の亜熱帯化にともなって、真冬でも積乱雲が発達することは
珍
 めずら

 しくない。

　三川はそれを待っていた。

　歩道を行き交う人間たちは
皆
 みな

 、
傘
 かさ

 の下に小さく身を縮め、苦行に
耐
 た

 えるような顔をしている。
靴
 くつ

 に染み込み、足指を
凍
 こご

 えさせる真冬の雨は、かつては三川にとっても
厭
 いと

 わしいものだった。しかしいまはもう、そんなことは
微
 み
 塵
 じん

 も思わない。どのような相であれ、水に
触
 ふ

 れることは、三川に深い安らぎをもたらす。本当は傘すらも無用なのだが、この天気の中で濡れ
鼠
 ねずみ

 になって立っているのは人目を引きすぎるので、やむなく差しているに過ぎない。

　ぼつぼつ、と
撥
 はつ
 水
 すい

 生地を
叩
 たた

 く水音が、不意にばちばちと
弾
 はじ

 けるような
響
 ひび

 きに変わった。積乱雲の塊が頭上に
到
 とう
 達
 たつ

 したのだ。

　水音が
圧
 あつ
 倒
 とう
 的
 てき

 なボリュームで
沸
 わ

 き立つ。右手に
掛
 か

 かる重みが倍増し、ヘッドライトの群れが白い
滝
 たき

 に
吞
 の

 み込まれる。

　本当に、
奇
 き
 跡
 せき

 のようではないか。

　これほど大量の水分が、数十秒前までは雲として空を
漂
 ただよ

 っていたのだ。もしも水がここまで
敏
 びん
 感
 かん

 な
相
 そう
 転
 てん
 移
 い

 を起こす物質でなければ、この世界に雨は降らず、川も流れず、あらゆる陸地は
砂
 さ
 漠
 ばく

 のまま生命を
育
 はぐく

 むこともなかっただろう。

　──この感動、あなたなら
解
 わか

 ってくれますよね……。

　
三
 み
 川
 かわ

 は、深い
陶
 とう
 酔
 すい

 に包まれながら、いまは亡き同志に呼びかけた。

　
溺
 でき
 死
 し

 しかけたことをトリガーとして、酸素を操る能力を得たルビーアイ、イグナイター。彼は独自の修練により、水を酸素分子と水素分子に分解できるレベルにまでその力を高めていた。いずれはその逆、空気中に
遊
 ゆう
 離
 り

 する酸素と水素から液体の水を生成する力をも
獲
 かく
 得
 とく

 したに
違
 ちが

 いない。その上で《組織》に参加してもらい、コンビを組むことができれば、もはや二人に敵はいなかっただろうに。

　──だから、今日はせめてあなたの
憎
 にく

 んだ内燃機関の
炎
 ほのお

 によって人間たちを焼き払い、その悲鳴を
手
 た
 向
 む

 けとしましょう。

　心中で
呟
 つぶや

 きながら、三川は
胸
 むね

 いっぱいに息を
溜
 た

 めた。

　真冬の
豪
 ごう
 雨
 う

 はピークに達し、２４６号線を
赤
 あか
 坂
 さか

 方面へ下っていく左車線の車たちは、まるでウォータースライダーの中を走っているかのようだ。

　黒いアスファルト上を
滝
 たき

 のように流れる雨水に、三川はじっと意識を集中した。

　
唇
 くちびる

 をすぼめ──。

「ふううぅぅぅぅぅ──…………
 」

　細く、長く、優しく呼気を
吹
 ふ

 きかける。

　びしいいいいっ!!


　と、数時間前にファミレスで
騒
 さわ

 いでいた高校生の口から発せられたのと同じ音が、数千倍の音量で都会の底に
響
 ひび

 き
渡
 わた

 った。

　黒く
濡
 ぬ

 れるアスファルトが、真っ白くその色を変えた。

　法定速度を十キロ以上もオーバーして走っていた車たちが、いっせいにテールランプを赤く
輝
 かがや

 かせた。各車のブレーキキャリパーがディスクローターを
締
 し

 め付け、回転力を熱エネルギーに変えて減少させようとする。

　だが、タイヤの表面と路面とのあいだに発生するはずの
摩
 ま
 擦
 さつ
 力
 りよく

 は、ほとんど生まれなかった。路面が、三川のいる
豊
 とよ
 川
 かわ
 稲荷
 いなり

 前から坂の底に至るまで、完全に
凍
 とう
 結
 けつ

 していたからだ。

　スケートリンクのように真っ白く輝く氷の上を、何十台という車が時速七十キロ以上で
滑
 かつ
 落
 らく

 していく。

　その向かう先、
赤
 あか
 坂
 さか
 見
 み
 附
 つけ

 の交差点ではちょうど信号が切り
替
 か

 わり、交差する
外
 そと
 堀
 ぼり

 通りから、ぬうっと大型のタンクローリーが姿を現したところだった。

　
凍
 とう
 結
 けつ

 した坂をスピンしながら
吹
 ふ

 っ飛んでいった黒いワンボックスが、まずタンクローリーの前輪あたりに
激
 げき
 突
 とつ

 し、ぐしゃりと
鼻
 はな
 面
 づら

 を
凹
 へこ

 ませた。

　タンクローリーの運転手が
慌
 あわ

 ててブレーキを
踏
 ふ

 み、その長大な胴で交差点を完全に
塞
 ふさ

 いだ。

　そこに、後続する乗用車の群れが、立て続けに
突
 つ

 っ込んだ。

　金属質の高音と
鈍
 にぶ

 くこもった低音が、次々に
轟
 とどろ

 き
渡
 わた

 る。

　
三
 み
 川
 かわ

 は右手の
傘
 かさ

 を捨て、
瞼
 まぶた

 を半ば閉じ、しなやかな両手の指を眼に見えない
鍵
 けん
 盤
 ばん

 に
載
 の

 せた。

　車が激突するたび、
短
 たん
 三
 さん
 和
 わ
 音
 おん

 を激しく
奏
 かな

 でる。

　眼下の交差点では、
繰
 く

 り返される激突に
耐
 た

 えかねたタンクローリーが、ついに車体の中ほどからへし折れた。なみなみと
蓄
 たくわ

 えられていたガソリンが、金色の
滝
 たき

 となって路面に
溢
 あふ

 れ出た。

　そこに、氷のスライダーを
滑
 すべ

 り落ちる最後の一台──最大
積
 せき
 載
 さい
 量
 りよう

 が十トンはありそうな大型トラックが、
巨
 きよ
 大
 だい

 な運動エネルギーを蓄えたまま突っ込んだ。三川は両手を高々と
振
 ふ

 り上げた。

　十指が
透
 とう
 明
 めい

 な鍵盤に
叩
 たた

 きつけられるのと同時に、坂の下で
閃
 せん
 光
 こう

 が
膨
 ふく

 れ上がり、広い交差点を
吞
 の

 み込んでから真紅の火柱となって黒い空へと
噴
 ふ

 き上がった。





　　　＊
 ＊
 ＊






　
埼
 さい
 京
 きよう

 線下り快速電車のドア上に設けられた
液
 えき
 晶
 しよう

 パネルに、ニュース速報の文字が白く
浮
 う

 き上がった。

　
吊
 つ

 り
革
 かわ

 にぶら下がりながら画面を見るともなく見ていたミノルは、速報の内容を数秒
遅
 おく

 れて
把
 は
 握
 あく

 し、小さく息を吸い込んだ。

　
港
 みなと

 区の国道２４６号線でタンクローリー一台を
含
 ふく

 む大規模な玉突き事故。現場は現在も
炎
 えん
 上
 じよう

 中。死傷者多数。

　ルビーアイの仕業か──と
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 考えてから、すぐにまさかと
否
 ひ
 定
 てい

 する。

　事故の規模が大きすぎる。先々週に戦ったイグナイターならこれくらいの
破
 は
 壊
 かい

 を引き起こす力を持っていたかもしれないが、それも《周囲に大量の水が存在する》という限定された条件での話だ。

　それに、仮に新手のルビーアイの仕業であったところで、もう自宅
最
 も
 寄
 よ

 りの
与
 よ
 野
 の
 本
 ほん
 町
 まち

 駅に
到
 とう
 着
 ちやく

 しようかという現在位置から港区まで行くには一時間はかかる。犯人はとっくに
逃
 とう
 亡
 ぼう

 しているだろうし、力の残り香すら消え
失
 う

 せているに
違
 ちが

 いない。

　──東京のど真ん中にある特課本部にいれば、間に合ってたかもしれないけど……。

　そう思ってしまってから、ミノルはもう一度軽く頭を振った。特課の任務に従事するには、あの団地に引っ
越
 こ

 すほうが好都合だと
解
 わか

 ってはいるものの、そうそう
容易
 たやす

 く決断はできない。だいたい、
典
 のり
 江
 え

 に何と言えばいいのか。もちろん
氷
 ひ
 見
 み

 課長やイサリリ教授なら、いくらでもそれっぽい理由をでっち上げてはくれるのだろうが──。

　そんなことを考えているうちに快速電車は
与
 よ
 野
 の
 本
 ほん
 町
 まち

 駅に
到
 とう
 着
 ちやく

 し、目の前のドアが開いた。
吹
 ふ

 き込んでくる冷たい風に
抗
 あらが

 ってホームに降りたミノルは、マフラーを引き上げ、早足に改札へと向かった。





　　　＊
 ＊
 ＊






　殺人に
酔
 よ

 うな。

　それが《組織》の第一の教えだ。

　真紅の寄生体ルビーアイは、寄主に
強
 きよう
 烈
 れつ

 なまでの殺人
衝
 しよう
 動
 どう

 を与える。抗うことはできない。実験によれば、殺人を長期間禁じられた寄主はやがて理性を失い、最終的に脳を乗っ取られて暴走状態へと
陥
 おちい

 る。だから、《組織》のメンバーは定期的に能力の行使許可を申請し、人間を殺す。

　殺すと、ルビーアイはこれも
圧
 あつ
 倒
 とう
 的
 てき

 な
陶
 とう
 酔
 すい
 感
 かん

 、全能感を寄主の脳に発生させる。人間だった
頃
 ころ

 にドラッグは一通り試したというメンバーに話を聞いたところ、殺人直後の陶酔感は
麻
 ま
 薬
 やく

 の王様と言われるヘロインのそれを上回るという。

　つまりは、曲芸を仕込まれる
猿
 さる

 と
一
 いつ
 緒
 しよ

 だということだ。命じられるまま人を殺し、ご
褒
 ほう
 美
 び

 にトリップさせてもらう。

　しかしその陶酔に
吞
 の

 まれるな、と組織は教える。これも麻薬と一緒で、快感だけを求めて
闇
 やみ
 雲
 くも

 に人を殺すようになれば、
徐
 じよ
 々
 じよ

 に理性が
衰
 おとろ

 える。その先に待っているのは《黒》に
狩
 か

 られる
屈
 くつ
 辱
 じよく

 だ。力、あるいは命を失いたくなければ、人を殺した直後の陶酔感に抗い、
即
 そく
 座
 ざ

 に
離
 り
 脱
 だつ

 せねばならない。

　
三
 み
 川
 かわ
 霤
 りゆう

 はかつて、それらのことを教えてくれた指導教官である、《リキダイザー》と名乗る女性に
訊
 たず

 ねたことがある。

　──そこまでルビーアイによる調教、洗脳に
抵
 てい
 抗
 こう

 するなら、いっそ
皆
 みな

 で《黒》に自首して、手術で眼球を取ってもらって人間に
戻
 もど

 るのはどうなんです？

　するとリキダイザーは、
微
 び
 笑
 しよう

 しながら答えた。

　──《組織》への加入を認められるほどの強い力を持つルビーアイは、当然それに比例した強度の心的外傷を持っているわ。言い
換
 か

 えれば、社会を、人間世界を
憎
 にく

 んでいる。私のなかの殺人衝動はルビーアイに
誘
 ゆう
 導
 どう

 されたものかもしれない。でも、こんな世界
壊
 こわ

 れてしまえばいい、とはずっと前から思っていたわ。あなたはどう？

　イエス、と答えるしかなかった。しかし少々しゃくでもあったので、三川は食い下がった。

　──でも、そのわりにはこの《組織》はちょっとばかりケチくさいですよね？　存在目的が、
互
 たが

 いに助け合って《黒》の狩りから
逃
 に

 げ続けることだなんて。

　するとリキダイザーはくすくすと笑い、三川の
額
 ひたい

 を軽くつついた。

　──あら、私が一度でもそんなことを言った？　《組織》はこそこそ生き残るための
互
 ご
 助
 じよ
 会
 かい

 なんかじゃないわよ。究極的な存在目的はたったひとつ。

　──全地球人類の
殲
 せん
 滅
 めつ

 、よ。

「……ふ、ふ」

　
赤
 あか
 坂
 さか

 から
青
 あお
 山
 やま
 霊
 れい
 園
 えん

 へと
抜
 ぬ

 ける裏道を早足に歩きながら、
三
 み
 川
 かわ

 は軽く思い出し笑いをした。

　まったく、あの言い草には
痺
 しび

 れた。

　人類根絶。
恐
 おそ

 らく、組織の全ルビーアイがラッシュの
新
 しん
 宿
 じゆく

 駅で同時に力を
振
 ふ

 り
絞
 しぼ

 ったところで、せいぜい千人殺せるかどうかというところだろうにあんな
大
 たい
 言
 げん
 壮
 そう
 語
 ご

 を
吐
 は

 くとは。

　そして、もちろんそんな
馬
 ば
 鹿
 か

 正直なテロを実行すれば、いまは
秘
 ひ
 密
 みつ
 裏
 り

 の処理を目指している日本政府も方針を
転
 てん
 換
 かん

 し、サードアイに関する情報を公表したあげく全警察力と防衛力をつぎ込んでルビーアイを
狩
 か

 りにくるだろう。それに
対
 たい
 抗
 こう

 できるほどの力は、まず
間
 ま
 違
 ちが

 いなく組織にもないはずだ。

　リキダイザーの上に数人いるらしい組織の指導部が何を考えているのかは、一構成員でしかない三川には推測もできない。だが、彼らの方針が、何十年計画でちまちま人を殺していくという
迂
 う
 遠
 えん

 なものでも別に構わないと思う。個人的には、月に一度、雨の日に街に出て、人間を何人か減らせればそれで満足なのだ──いまのところは。

　そういう意味では、今日は少しばかり派手にやりすぎた。アジトに
戻
 もど

 ってからリキダイザーに
叱
 しつ
 責
 せき

 されるかもしれない。でも、彼女も
執
 しゆう
 心
 しん

 していたイグナイターの
弔
 とむら

 いだと言えば
解
 わか

 ってもらえるだろう。

　もう一度
含
 ふく

 み笑いをし、やや弱まったとはいえ
途
 と
 切
 ぎ

 れることなく降り続く
氷
 ひ
 雨
 さめ

 の中、三川は
外
 がい
 苑
 えん
 東
 ひがし

 通りを
渡
 わた

 って青山霊園へと足を
踏
 ふ

 み込んだ。

　広大な墓地は、見える
範
 はん
 囲
 い

 では無人だった。立ち並ぶ墓石の中を、三川はぱしゃぱしゃ水音を立てながら西へと進んだ。ここを通り抜けて、
表
 おもて
 参
 さん
 道
 どう

 駅で地下鉄に乗れば、もう《黒》どもに
捕
 ほ
 捉
 そく

 される可能性はないはずだ。

　そう考えながら、霊園の中ほどにある外国人墓地に差し
掛
 か

 かった──その時。

　ぞわっ、とうなじの毛が逆立った。

「…………ッ！
 」

　
傘
 かさ

 を投げ捨てて飛び退いた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、少し
離
 はな

 れた路面の水たまりが、びしっと音を立てて
弾
 はじ

 けた。

　《黒》の能力による
攻
 こう
 撃
 げき

 か、と考えてから
即
 そく
 座
 ざ

 に
否
 ひ
 定
 てい

 。これは
銃
 じゆう

 による
狙
 そ
 撃
 げき

 だ。恐らく霊園の西側にあるマンションの屋上から。銃声が聞こえなかったのは、
減音器
 サプレツサー

 を使っているからだ。

　それらのことを考えるあいだにも、三川は動きを止めることなく再びジャンプした。
雨
 あま
 粒
 つぶ

 を
砕
 くだ

 きながら飛来した第二の
銃
 じゆう
 弾
 だん

 が、直前まで三川がいた空間を通過して、すぐ東に建つ墓石に深い穴を
穿
 うが

 った。

　実弾だ。しかも
威
 い
 嚇
 かく

 ではない。

　《黒》どものルビーアイ対処方針は、基本的に無力化した上で眼球を
摘
 てき
 出
 しゆつ

 、
記
 き
 憶
 おく

 を消去して人間に
戻
 もど

 すことだ。なのに今回は、いきなり殺しにきた。しかし
恐
 おそ

 らく
狙
 そ
 撃
 げき

 は足止め目的で、近接
攻
 こう
 撃
 げき

 型の能力者が近くに
潜
 ひそ

 んでいる。

　墓地西側の狙撃手からは死角となるはずの、大型の
墓
 ぼ
 碑
 ひ

 の
陰
 かげ

 に
隠
 かく

 れながら
三
 み
 川
 かわ

 は考えを
巡
 めぐ

 らせた。
奴
 やつ

 らがどうやって自分を
追
 つい
 跡
 せき

 、発見したのかは二の次だ。いまは
離
 り
 脱
 だつ

 するのか反撃するのかを速やかに決めねばならない。

　しかし、迷ったのは半秒ほどだった。

　──今日は雨だよ、《黒》の人たち。

　
唇
 くちびる

 にきゅっと笑みを刻み、三川は立ち上がった。この位置を
維
 い
 持
 じ

 すれば、しばらく狙撃による
援
 えん
 護
 ご

 はできないはずだ。そのあいだに、近くにいるであろうアタッカーを処理する。

　分厚い
御
 み
 影
 かげ
 石
 いし

 の墓碑に背中を預け、左右を見回した三川が、その攻撃を
回
 かい
 避
 ひ

 できたのは
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 だった。

　ほんの八十センチ左で、細長い金属が反対側から墓碑を深々と
貫
 つらぬ

 き、そのままずばっと三川めがけて切り払われた。前方に転がるのがコンマ一秒
遅
 おく

 れるか、金属がもう少し近い位置に出現していれば、切断されたのはブルゾンの
裾
 すそ

 だけではすまなかっただろう。

　
濡
 ぬ

 れた
石
 いし
 畳
 だたみ

 の上で一回転して
膝
 ひざ
 立
 だ

 ちになった三川は、金属が音もなく墓石の中に
沈
 しず

 み込むのを見た。直後、墓碑を回り込んで、長身の人影が出現した。

　その顔を見た
途
 と
 端
 たん

 ──。

「……やぁ、君か」

　三川はにこりと
微笑
 ほほえ

 んだ。

「もちろん、オレだよ」

　短く答えた《黒》の顔に、しかし笑みはなかった。
艶
 つや

 のある灰色のボディスーツに体を包み、整った
白
 はく
 皙
 せき

 に
険
 けわ

 しい表情を
浮
 う

 かべた攻撃者は、右手に
握
 にぎ

 る長大な武器──直線的な刀身を持つ西洋風の
長
 ちよう
 剣
 けん

 を素早く切り払った。刃に
触
 ふ

 れた
雨
 あま
 粒
 つぶ

 は、
全
 すべ

 て
砕
 くだ

 けることなく真っ二つに分断された。

　《黒》の能力が放つ化学的な
刺
 し
 激
 げき
 臭
 しゆう

 を感じながら、三川はゆるりと立ち上がった。

「
懲
 こ

 りない人だな、《ディバイダ》。君の力は、ぼくに通じないことを前回教えてあげたのに」

「
悪
 わり

 ーけど、今日は力比べをする気はねーんだよ、《トランサー》」

　そう答えた《黒》は、背中に隠していた
左
 ひだり
 腕
 うで

 を出すと、地面と平行に
伸
 の

 ばした。
握
 にぎ

 られた中型の自動
拳
 けん
 銃
 じゆう

 が、
漆
 しつ
 黒
 こく

 の銃口で三川の
眉
 み
 間
 けん

 をポイントした。

　ハンドガンは、人類史の現時点に
於
 お

 ける、
携
 けい
 帯
 たい

 型武器の最高
到
 とう
 達
 たつ
 点
 てん

 である。

　その
威
 い
 力
 りよく

 は、常人を
遥
 はる

 かに上回る体力と反応速度、そして異能力を持つサードアイ保持者に対しても充分な
脅
 きよう
 威
 い

 となり得る。

　いや、言ってしまえば、ほとんどの攻撃型サードアイ保持者の能力よりも拳銃一丁のほうが強力なのだ。それをよく知っている《黒》どもが、通常はテーザーやナイフを使用するのは、《赤》を寄生体に操られる
被
 ひ
 害
 がい
 者
 しや

 と
捉
 とら

 え、
治
 ち
 療
 りよう

 を第一目的としているからだ。

　しかしその
慈
 じ
 悲
 ひ

 は、《組織》に所属していることが確認されたルビーアイには適用されない。
三
 み
 川
 かわ

 は前回この黒──コードネーム《ディバイダ》と
戦
 せん
 闘
 とう

 になった時、いつの間にか背後に
忍
 しの

 び寄っていた
隠
 おん
 密
 みつ

 型の黒にテーザーの一撃を
喰
 く

 らい、
捕
 ほ
 獲
 かく

 されそうになった。危ないところでリキダイザーに助けられたのだが、それによって組織所属であることが
露
 ろ
 見
 けん

 した。

　だから今回、ディバイダは問答無用で殺しに来たわけだ。

　拳銃のトリガーが
躊
 ちゆう
 躇
 ちよ

 なく引き
絞
 しぼ

 られるまでのわずかな時間で、三川はそこまでを思考した。しかしもちろん、どこに
逃
 に

 げる
余
 よ
 裕
 ゆう

 もなかった。銃口からの
距
 きよ
 離
 り

 はわずか七メートル。ルビーアイの運動能力を
以
 もつ

 てしても、
発
 はつ
 射
 しや
 炎
 えん

 が見えた時にはもう
胸
 むね

 に
銃
 じゆう
 弾
 だん

 を喰らっているだろう。

　──でもね。雨だよ、きみ。

　三川は
逃
 に

 げずに、湿った空気を肺いっぱいに吸い込んだ。

　ディバイダの指が、立て続けに三回トリガーを絞った。

　銃口めがけて、ふううっと細長く息を
吹
 ふ

 きかける。

　暗い雨の底に、黄色い
閃
 せん
 光
 こう

 が連続して
瞬
 またた

 いた。
乾
 かわ

 いた
炸
 さく
 裂
 れつ
 音
 おん

 とともに三発の九ミリ弾が発射され、最初の弾丸が、最初の
雨
 あま
 粒
 つぶ

 に
触
 ふ

 れた。

　きしっ。

　雨粒は粉々になって飛散するかわりに、高速回転する銃弾を包み込むように氷結した。

　きしきしきしきしっ！

　わずか七メートルの距離を
飛
 ひ
 翔
 しよう

 するあいだに、三発の銃弾はそれぞれ数十の雨粒に
接
 せつ
 触
 しよく

 し、その
全
 すべ

 てが氷となって付着した。弾丸の重心が
偏
 かたよ

 り、弾道を大きく
狂
 くる

 わせた。

　一発目、二発目は三川の体を
掠
 かす

 めて背後に飛び去り、三発目だけが
左
 ひだり
 肩
 かた

 に命中した。しかしその時点で弾丸は団子ほどの大きさの
氷
 ひよう
 塊
 かい

 となっており、空気
抵
 てい
 抗
 こう

 によって速度を減殺されたそれは、サードアイ保持者の
強
 きよう
 靭
 じん

 な肉体を
貫
 つらぬ

 くほどの威力は残していなかった。

　それでも
鈍
 どん
 器
 き

 で思い切り
殴
 なぐ

 られた程度の
衝
 しよう
 撃
 げき

 はあったが、ぐらりと体を
揺
 ゆ

 らしながらも三川は
鋭
 するど

 く呼気を
吐
 は

 き出し続けた。

　きしきしという悲鳴が、ディバイダの
握
 にぎ

 る拳銃から発せられた。作動部に
沁
 し

 み込んだ水分が
凍
 こお

 りつき、四発目の
雷
 らい
 管
 かん

 を
叩
 たた

 くはずの撃鉄を
途
 と
 中
 ちゆう

 で止めた。

　左手ごと凍りつく前に、ディバイダは銃を放り投げた。
石
 いし
 畳
 だたみ

 の上にごとんと落下したのは、もはや白い氷の
塊
 かたまり

 でしかなかった。

「……ふう、危ないなあ。警告なしでいきなり
撃
 う

 つような
真
 ま
 似
 ね

 、ハリウッド映画の悪徳警官だってしないよ」

　三川はそう言うともう一度笑った。

「これだから飛び道具は
嫌
 きら

 いなんだよ」

　
拳
 けん
 銃
 じゆう

 を無力化されたディバイダは舌打ち交じりに
吐
 は

 き捨てたが、その表情からふてぶてしさは消えない。重そうな金属製の
剣
 けん

 を両手で
握
 にぎ

 り直し、ひゅんっと空気を
斬
 き

 って中段に構える。前回相まみえた時は、この《黒》は本物だか模造だかは
解
 わか

 らないが日本刀を
携
 たずさ

 えていたのに、いま握っている剣はどう見てもファンタジー映画の中から引っ張り出してきたとしか思えない非現実的な代物だ。

「あのさあ、そんなモノどこで売ってるの？　それとも自作？」

　
三
 み
 川
 かわ

 は
純
 じゆん
 粋
 すい

 な興味からそう
訊
 たず

 ねた。しかしディバイダは巻き毛を
揺
 ゆ

 らして首を横に
振
 ふ

 った。

「教えねーよ、店があんたらに
襲
 おそ

 われんのはカンベンだからな。まぁ、どうせてめーはここでオレにぶった斬られるんだけど」

「いやだなぁ、店を襲ったりしないよ。ぼくも一本欲しいと思っただけなのに」

　
肩
 かた

 をすくめ、ため息をつく動作に
紛
 まぎ

 れ込ませて。

　ディバイダの
足
 あし
 許
 もと

 めがけて、三川はふううっと軽く息を
吹
 ふ

 き付けた。

　びしびしっ！　と
鋭
 するど

 い音が鳴り
響
 ひび

 き、《黒》の
両
 りよう
 脚
 あし

 にさっと白い
霜
 しも

 がまとわりつく。しかし、
即
 そく
 座
 ざ

 に固体化して敵の動きを止めるはずの氷たちは、ディバイダが一歩
踏
 ふ

 み出しただけで
呆
 あつ
 気
 け

 なく払い落とされてしまった。

「ハアッ！」

　鋭い気合いとともに、ディバイダが眼にも留まらぬ速さで剣を振りかぶり、打ち込んでくる。遠い街明かりを受けて銀色に
煌
 きら

 めく刃が、三川の首筋へと
迫
 せま

 る。

　
回
 かい
 避
 ひ

 できたのは、予期せぬ展開の中でも三川が息を吐き続け、ディバイダが踏み込んだ先の
石
 いし
 畳
 だたみ

 を
凍
 とう
 結
 けつ

 させていたからだった。ボディスーツと一体化したブーツが
凍
 こお

 った地面でわずかに
滑
 すべ

 り、剣の
軌
 き
 道
 どう

 を
狂
 くる

 わせた。

　ブルゾンの
右
 みぎ
 襟
 えり

 だけを切り
裂
 さ

 いて、そのまままっすぐ振り下ろされた長剣が、まるで
豆
 とう
 腐
 ふ

 を切る包丁のように、墓地の石畳に五十センチ以上も
沈
 しず

 み込むのを見ながら三川は大きく
距
 きよ
 離
 り

 を取った。

　相変わらずとち狂った切れ味だ。ブルゾンの下にはいちおう《組織》配給のアラミド
繊
 せん
 維
 い

 製
耐
 たい
 刃
 じん
 耐
 たい
 弾
 だん

 インナーを着込んでいるのだが、あの刃の前では
薄
 うす
 紙
 がみ

 ほどの意味も持つまい。しかし、問題はそれよりも──。

「……そのぴちぴちスーツ、お笑い芸人のコスプレじゃなかったんだね」

「この前は、てめーに服をカチコチに凍らされて苦労したからな。完全
撥
 はつ
 水
 すい

 加工済だ、好きなだけフーフーしてくれ」

「なるほど、
傾
 けい
 向
 こう

 と対策ってわけか」

　そのへんの装備開発力に
於
 お

 いては、《組織》は《黒》どもより一歩
劣
 おと

 ると認めざるを得ない。何せ向こうは国がバックについているのだ。

　三川は細めた眼でちらりと上空を
一
 いち
 瞥
 べつ

 した。

　雨雲はまだまだ分厚く、雨が
止
 や

 むという最悪の展開は
恐
 おそ

 れなくてよさそうだ。しかし、この
戦
 せん
 闘
 とう

 を長引かせるわけにもいかない。
今
 いま
 頃
 ごろ

 、ライフル装備のスナイパーは再度
狙
 そ
 撃
 げき

 可能な地点へ移動中だろうし、当然仲間にも
連
 れん
 絡
 らく

 済みだろう。

　連中で最も
厄
 やつ
 介
 かい

 なのは、眼前の近接戦闘マニアよりも、あの見えない《黒》だ。
三
 み
 川
 かわ

 の能力は──というよりもほとんどの
攻
 こう
 撃
 げき

 型サードアイの能力は、視線で照準を定める必要があり、不可視などという反則的な敵には正直手をこまねく。事実、前回あの《黒》が使ったのがテーザーでなくナイフや
銃
 じゆう

 だったら、三川はたぶん死んでいた。

　この
剣
 けん

 使いともう少し遊んでいたいのはやまやまだが、そろそろ
潮
 しお
 時
 どき

 だろう。そう判断し、三川は
口
 くち
 許
 もと

 から笑みを消した。

　殺気を感じたか、ディバイダも
二
 ふた
 重
 え

 の
双
 そう
 眸
 ぼう

 をすうっと細めた。

　三川が、鼻と口から大量の空気を吸い込む。

　ディバイダが、
濡
 ぬ

 れた
石
 いし
 畳
 だたみ

 に白い火花を散らし、
凄
 すさ

 まじい速度で打ち込んでくる。

　上段に
振
 ふ

 りかぶられた剣が、
宵
 よい
 闇
 やみ

 に
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 の
閃
 せん
 光
 こう

 を刻んで落下に転じるその瞬間、三川は
鋭
 えい
 利
 り

 なエッジめがけて限界まで細めた息を
吹
 ふ

 きかけた。

　ディバイダの能力《分断》を発動させた刃が、
篠
 しの

 つく雨を切り
裂
 さ

 きながら接近する。

　三川の能力《
凝
 ぎよう
 結
 けつ

 》によって、エッジに
触
 ふ

 れた
雨
 あま
 粒
 つぶ

 が、瞬間的に
固体
 こおり

 へと
相
 そう
 転
 てん
 移
 い

 する。

　刃がそれを左右に分断し、
水
 すい
 滴
 てき

 の半分ほどは勢いに負けて
弾
 はじ

 け飛んだが、残りは金属の側面に固着する。それらは
斬
 ざん
 撃
 げき

 の過程でみるみる量を増し、剣のエッジは左右からびっしりと氷の
殻
 から

 に包まれて、やがて刃物ではなく氷の棒へと変わる。

　ディバイダの力は、刃を持たない武器では発動できない。

　西洋風の長剣は、三川の体に届く前に切断能力を
喪
 そう
 失
 しつ

 したが、それでもディバイダは構わず剣を振り下ろしてくる。しかし単なる
鈍
 どん
 器
 き

 による攻撃なら、サードアイによって強化された肉体と
耐
 たい
 刃
 じん

 インナーで防ぐことができる。

　
右
 みぎ
 腕
 うで

 で氷の
棍
 こん
 棒
 ぼう

 を弾き落としつつ、三川は肺に半分残しておいた空気を、ディバイダの顔面へと吹き付けようとした。この
近
 きん
 距
 きよ
 離
 り

 からなら、ピンポイントで敵の眼を
狙
 ねら

 える。

　前回の戦闘とまったく同じ展開。勝利を確信しつつ、どうせなら顔にもつるつるのマスクを
被
 かぶ

 っておけばよかったのに──と内心でひとりごちた、その瞬間。

　いったん弾かれながらも再び
跳
 は

 ね上がってきた長剣が、その背中で三川の腹から
右
 みぎ
 肩
 かた

 にかけてをふわりと
撫
 な

 でた。

　痛みはおろか、
衝
 しよう
 撃
 げき

 さえ感じなかった。しかし三川は、自分の体が
致
 ち
 命
 めい
 的
 てき

 な深さで切り
裂
 さ

 かれたことを自覚した。

　長剣を高々と
掲
 かか

 げた姿勢で、ディバイダがにやりと
獰
 どう
 猛
 もう

 な笑みを
浮
 う

 かべた。

「わりーな。前の《マサムネ》と
違
 ちが

 って、この《エクスカリバー》は両刃
 なんだよ」





　　　＊
 ＊
 ＊






　自宅
最
 も
 寄
 よ

 りの停留所でバスを降りると、雨はまだ降り続いていた。

　
傘
 かさ

 を広げつつランニングウォッチを見ると、デジタル数字は午後六時十五分を表示している。夕食には間に合いそうだ。

　特課本部からの
連
 れん
 絡
 らく

 はない。ということは、
赤
 あか
 坂
 さか

 の交通事故はやはりルビーアイとは無関係だったのだろうが、なぜかやけに気に
掛
 か

 かる。自分から電話して確かめたほうがいいだろうか、しかしそれなら駅でそうするべきだったのではないか──。

　そんなことをくよくよ考えつつ最後の二百メートルを足早に歩いたミノルは、自宅の
窓
 まど

 から
漏
 も

 れる暖かい光を見て、ほっと息を
吐
 は

 いた。

　今日の晩ご飯は手巻き
寿
 ず
 司
 し

 だと朝に
典
 のり
 江
 え

 が言っていた。特課本部に
戻
 もど

 ってから
遅
 おそ

 めの昼食をしっかり食べてしまったが、サードアイに寄生されてからというものエネルギー消費が激しくなっているし、原発の格納容器に
突
 とつ
 入
 にゆう

 するというとんでもないミッションをこなしてきたのだ。少しくらい食べ過ぎてしまっても、今日は許されるだろう。

　好物のまぐろアボカド巻きを脳裏に思い
浮
 う

 かべつつ、自宅の
斜
 なな

 め向かいに
路
 ろ
 駐
 ちゆう

 している車の
脇
 わき

 を通り過ぎた、その時。

「おかえりなさい」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 すぐ近くで
響
 ひび

 いた声に、ミノルはぎょっと飛び上がった。

　取り落としそうになった傘を
握
 にぎ

 り直し、素早く前後左右を見回すが、道路上に
人
 ひと
 影
 かげ

 はない。目の前の軽自動車──黄色の初代ダイハツ・コペンは運転席、助手席とも明らかに無人だし、この車は２シーターだ。

　…………
 空耳？

「空耳じゃない」

　
完
 かん
 璧
 ぺき

 なタイミングで再び
誰
 だれ

 かが
囁
 ささや

 き、ミノルは反射的に
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を展開しそうになった。しかしすぐに、
抑
 よく
 揚
 よう

 の
薄
 うす

 い、ややハスキーな女の子の声が続けて言った。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 、私も《特課》のメンバー。この機会に
挨
 あい
 拶
 さつ

 しておこうと思って」

　そして、無人のコペンの左ドアが、勝手にかちゃっと開いた。

「シートが
濡
 ぬ

 れるから、早く入って」

　──と言われても。これがルビーアイの
罠
 わな

 、あるいは本物のオバケだったらどうしよう。

　などと考えてしまってから、ミノルはようやく、
謎
 なぞ

 の声にほんのり聞き覚えがあることに気付いた。この声は──確か先々週、イグナイターの勤務先である
有
 あり
 明
 あけ

 ヘヴンズショア
急
 きゆう
 襲
 しゆう

 作戦の時、無線
越
 ご

 しに……。

「あっ……君は確か、リフ……リフラ……」

「そう。ほら、早く」

「う……うん」

　ミノルは
覚
 かく
 悟
 ご

 を決め、
傘
 かさ

 を
畳
 たた

 むと、コペンの低いルーフをくぐって助手席に体を
滑
 すべ

 り込ませた。ドアを閉めると、雨音が遠ざかる。

　すうはあと深呼吸してから横目で運転席を見るが、どう見ても、何度見ても
完
 かん
 璧
 ぺき

 に無人だ。しかし、車内の空気には、ごくかすかに甘い香りが
含
 ふく

 まれている。ユミコのそれとは
違
 ちが

 うが、明らかに女の子が使うフレグランス。

　ごくりと
喉
 のど

 を鳴らしてから、ミノルは
恐
 おそ

 る恐る運転席に向かって右手を
伸
 の

 ばそうとした。

　その
途
 と
 端
 たん

 。

「気持ちは
解
 わか

 るけど、いきなり
触
 さわ

 るのはどうかと思う」

「は、はいっ」

　びゅんっと手を
膝
 ひざ

 の上に
戻
 もど

 すと、無人のシートから少しだけ調子を改めた声が
響
 ひび

 いた。

「……私は
小
 こ
 村
 むら

 スウ。特課のコードネームは《
屈折者
 リフラクター

 》。はじめまして」

「は……はじめまして。
空
 うつ
 木
 ぎ

 、ミノルです。コードネームは、《
孤独者
 アイソレータ

 》」

「よろしく」

「は、はい。よろしくお願いします……」

　そのような
挨
 あい
 拶
 さつ

 を交わすあいだも、ミノルは
懸
 けん
 命
 めい

 に眼を
凝
 こ

 らし、運転席に座っているはずの声の主を視認しようとした。

　しかし見えない。キャメルカラーのレザーシートには、少し
離
 はな

 れた
街
 がい
 灯
 とう

 から届く
淡
 あわ

 い光と、フロントウインドウを流れる
雨
 あま
 粒
 つぶ

 が作る
陰
 いん
 影
 えい

 が
描
 えが

 かれているだけで、その光景にはわずかな
歪
 ゆが

 みすら存在しない。

　もはや《見えない》のではなく、
氷
 ひ
 見
 み

 課長のようにこちらの意識に
干
 かん
 渉
 しよう

 するタイプの《認識できない》能力なのではと思いたくなるが、だとすると小村スウと名乗るジェットアイの体に
隠
 かく

 されているはずのシートの座面や右ドアが見えていることが説明できない。初対面の
誰
 だれ

 かと
狭
 せま

 い車内に二人きり、という
状
 じよう
 況
 きよう

 の精神的負荷をも
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 忘れ、ミノルは
呟
 つぶや

 いた。

「いったい、どういう能力なんですか？　あまりにも……見えなさ過ぎる」

「《メタマテリアル》って言葉を聞いたことある？」

　問いに問いを返され、ミノルはぱちくりと
瞬
 まばた

 きしてからかぶりを
振
 ふ

 った。

「い、いえ、初耳です……」

「そう」

　まるで感情を
窺
 うかが

 わせない声が、すこし考える様子を
挟
 はさ

 んでから再び流れた。

「あらゆる物質は、光に対して《
屈
 くつ
 折
 せつ
 率
 りつ

 》というパラメータを持つ。
大
 おお
 雑
 ざつ
 把
 ぱ

 に言うと、光が物質に進入した時、どのくらいその角度を変えるかという数字。たとえば水の屈折率は一・三。対して、メガネのレンズの屈折率は一・七くらい。これはつまり、光線が進入した時、レンズのほうが大きく光を曲げるということ」

「は、はい」

　目に見えない
誰
 だれ

 かが語る科学の講義を、ミノルは
懸
 けん
 命
 めい

 に
吞
 の

 み込もうとした。

「この
屈
 くつ
 折
 せつ
 率
 りつ

 が
負
 マイナス

 になる……言い
換
 か

 えれば、光を進入方向と逆に曲げる物質は、自然界には存在しないと考えられていた。ところが、見つかった。いいえ……造られた。光の波長より小さいナノ構造を持つ金属がそれ。メタマテリアル」

「光を……逆に曲げる……？」

　
咄
 とつ
 嗟
 さ

 に現象をイメージできず、首を
傾
 かし

 げるミノルに、不可視の特課メンバーは
淡
 たん
 々
 たん

 と解説を続けた。

「光が曲がる向きを正負に
制
 せい
 御
 ぎよ

 できれば、ある物に光が当たるのを
妨
 さまた

 げることが可能になる。たとえばここにひとつのボールがあるとして、それをメタマテリアルで囲む。全方向から降り注ぎ、本来であればボールの表面で反射してくるはずの光は、ボールの周囲を
迂
 う
 回
 かい

 して向こうに飛んでいってしまう。このボールは、あなたに見える？」

「ええと……」

　ボールを見るためには、どこかからやってくる光が、ボールの表面に反射なり吸収なりされなくてはいけない道理だ。光が多く反射されればボールは白く見えるし、吸収されれば黒く見える。だが、光がボールに当たることなく、その表面を
滑
 すべ

 っていってしまえば。

「あ…………
 」

　ようやく理解したミノルは、小さく声を
漏
 も

 らした。見えない相手が、「そう」と小さく
肯
 こう
 定
 てい

 した。

「私の能力《
屈折
 リフラクシヨン

 》は、究極のメタマテリアル化だと思ってもらえばいい。あらゆる光は、私が私だと認識する物体の表面を
避
 さ

 けて通る。だから、誰も私を見ることはできない」

「光が……避ける……」

　確かに、人は何かを見る時、実際にはその何かに反射なり、吸収された光を見ているのだ。その光が避けて通るというのなら、それは完全に
透
 とう
 明
 めい

 であるのと同じことだ。

　能力の説明はどうにか理解できたが、しかしミノルは少女の声で告げられた言葉のどこかに、深い
寂
 さび

 しさのようなものを感じていた。なぜそう思うのかをしばし考えてから、ようやくその理由に思い至る。

「あ……あの。光が避けるってことはつまり……あなたも外界を見ることができないんじゃ？」

　質問への回答は、ほんの少しだけ
遅
 おく

 れた。

「……そのとおり。能力を全開にしている時、世界は私を見ることができず、私も世界を見ることができない。……ちょっと
驚
 おどろ

 いた」

「な、何にです？」

「私の能力を説明されて、すぐにそこまで考えたのはあなたが初めて」

「え……あ、あの、すみませんでした」

　
不
 ぶ
 躾
 しつけ

 なことを言ってしまったかと思い、反射的にそう口走ると、
右
 みぎ
 隣
 どなり

 からくすっとかすかな笑い声が聞こえた。

「べつに、謝る必要ない。感心しただけ」

　ミノルが反応できずに固まっていると、続く言葉が耳に届く。

「……それじゃ、
挨
 あい
 拶
 さつ

 もできたし、私はそろそろ行くわ」

　それを聞いて、ミノルはぎょっと両眼を見開いた。まさか能力を発動させたまま──つまり外界が見えないまま車を運転する気なのだろうか、と思いながら運転席を
凝
 ぎよう
 視
 し

 する。

　と、ミノルはそこに、
奇
 き
 妙
 みよう

 なものを見つけた。

　ごく小さな黒い点が二つ、ミノルの眼と同じ高さに
浮
 う

 いている。

　物体とは思えない。あらゆる光を吸い込むような、
完
 かん
 璧
 ぺき

 な
闇
 やみ

 。

　──なんだろう？

　
眉
 まゆ

 を寄せ、ミノルはその黒点を間近から観察するべく顔を近づけようとした。その
途
 と
 端
 たん

 ──

「……お別れのキスでもする気？」

　という声が、ものすごく近くから聞こえて、ミノルは自分が見ているものの正体を
悟
 さと

 った。

　この黒点は、《屈折者》というコードネームを持つジェットアイの眼だ。正しくは
瞳
 どう
 孔
 こう

 。いや、より正確に表現すれば、瞳孔の
奥
 おく

 の
網
 もう
 膜
 まく

 に吸収され、電子信号へと
変
 へん
 換
 かん

 されて視神経経由で脳へと伝達されていく光の
消
 しよう
 滅
 めつ

 現象そのものだ。

　つまり自分はいま、姿の見えない
誰
 だれ

 か──九十九パーセントの確率で女性──の顔から十センチの
距
 きよ
 離
 り

 にまで自分の顔を近づけている。

「うわあ！」

　一声
叫
 さけ

 び、ミノルは全力で体を
仰
 の

 け
反
 ぞ

 らせると、左のウインドウに後頭部をごちんとぶつけた。痛みを感じる
余
 よ
 裕
 ゆう

 もなくぶんぶん首を左右に
振
 ふ

 り、上ずった声で言う。

「す、すみません！　
違
 ちが

 うんです！　そういうんじゃなくて……ええと、その」

「気にしてない。……じゃ」

　言葉とともに、
可愛
 かわい

 らしいマスコットつきのキーが右に
捻
 ひね

 られ、きゅるっとセルモーターが回った。

　軽とはいえターボつきの
四
 よん
 気
 き
 筒
 とう

 エンジンがシャープな始動音を
響
 ひび

 かせるのを聞きながら、ミノルは
乾
 かわ

 いた口でもう一度謝りつつ、ドアを開こうとした。

「あの、ほんとに……失礼しました。じゃあ……
僕
 ぼく

 は、これで」

　そしてここでようやく、最初に
訊
 き

 いておくべきだったことをまだ訊いていないと気付く。手を止め、再び運転席を見る。

「そ、そうだ、そもそも、
小
 こ
 村
 むら

 さんはどうして僕の家に？」

　答えは、意外なものだった。

「今日が初めてじゃない。あなたとアクセラレータが作戦行動中は、私か兄がここに張り付いてた。万が一にも、あなたのお姉さんがルビーアイに
攻
 こう
 撃
 げき

 されないように」

「え…………
 」

　ミノルは小さく息を
吞
 の

 んだ。まったく知らされていないことだったからだ。

　確かに、再び
典
 のり
 江
 え

 が
襲
 おそ

 われることを常々
危
 き
 惧
 ぐ

 してはいた。バイターに自宅を
襲
 しゆう
 撃
 げき

 されて以来、ミノルは自宅の周辺では一度たりとも《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》を使用していないのでルビーアイに
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 発見される危険は低いはずだが、特課の任務に従事する時はそうはいかない。
戦
 せん
 闘
 とう

 を重ねていけばいずれは敵に存在を
把
 は
 握
 あく

 され、最終的に自宅を割り出されてしまうことが絶対にないとは言えないのだ。

　だが、まさかいまの段階から、自宅を警護してもらっているとは予想外だった。特課本部がある
新
 しん
 宿
 じゆく

 から、ここさいたま市
桜
 さくら

 区は決して近いとは言えない。ミノルが
引
 ひつ
 越
 こ

 しをためらっているせいで、《屈折者》には大変な苦労を
強
 し

 いていたということになる。

「そうだったんですか……。すみません、
面
 めん
 倒
 どう

 おかけして……」

　小声で謝ると、すぐに「ううん」という声が聞こえた。

「別にいい。もしここを
狙
 ねら

 うルビーアイがいれば、そいつはきっと《組織》のメンバーだから。
捕
 つか

 まえて色々情報を引き出せる」

　
抑
 よく
 揚
 よう

 の
薄
 うす

 い声でなかなか
怖
 こわ

 いことを言われ、ミノルは思わず
口
 くち
 許
 もと

 をひきつらせてしまったが、しかしすぐにもう一度頭を下げた。

「……それでも、お世話になってることに変わりはないですから。ほんとに、ありがとうございます」

　礼を言い、コペンのドアを開けようとした、その時。運転席のほうから、きゅるるっと小さな音が聞こえた。

　車のセルモーターはさっき回ったはずだ。だとするといまの音は……もしかして、《屈折者》のお
腹
 なか

 が鳴った音？

　
恐
 おそ

 る恐る
振
 ふ

 り向き、無人のドライバーズシートを
眺
 なが

 めながら、音を聞かなかったことにするか
否
 いな

 かしばし
悩
 なや

 み──ミノルは、思い切って口を開いた。

「あ、あの……何時間も
監
 かん
 視
 し

 してたら、お腹が
空
 す

 いたんじゃないですか？　よかったら、うちでご飯食べていきませんか……？　今日は手巻き
寿
 ず
 司
 し

 だって言ってたから、一人増えるくらい
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だと思うし……」

　せめてものお礼のつもりだったのだが、相手の返事がすぐに
戻
 もど

 らないので、ミノルはハッと気付いた。

　典江はもちろん特課メンバーではないし、サードアイのことは何も知らない。だから、同じテーブルでご飯を食べるためには、《屈折者》は能力を
解
 かい
 除
 じよ

 して姿を現す必要がある。

　しかし、ユミコが言っていたではないか。サードアイは宿主の心の傷──トラウマを
喰
 く

 って異能力を生み出すのだと。

　いま目の前にいるはずの特課メンバーは、《不可視化》などというある意味では究極の力を発現するほどの心の傷を抱えているのだ。それは
恐
 おそ

 らく、他人に姿を見られることへの
恐
 きよう
 怖
 ふ

 に直結するものであるはずだ。

　──そんな人に、
僕
 ぼく

 は何も考えず、
一
 いつ
 緒
 しよ

 にご飯をとか無神経なことを言ってしまった。

　
激
 げき
 烈
 れつ

 な
後
 こう
 悔
 かい

 の念に
苛
 さいな

 まれながら、ミノルはきつく
唇
 くちびる

 を
嚙
 か

 み
締
 し

 め、
額
 ひたい

 がダッシュボードにつくほど深く頭を下げようとした。

　だが、謝罪の言葉を
絞
 しぼ

 り出す寸前、運転席から予想外の問いが発せられた。

「……手巻き
寿
 ず
 司
 し

 ……。……厚焼きたまご、ある？」

　──は？

　と思いつつ、反射的に
頷
 うなず

 く。

「あ、あります。
典
 のり
 江
 え

 さんの好物だから……」

「じゃあ、アボカドとまぐろは？」

「あ、あります。僕の好物だから……」

　数秒の
沈
 ちん
 黙
 もく

 に続いて。

「じゃあ、ご
馳
 ち
 走
 そう

 になる」

　かちんとキーが左に回り、コペンのエンジンが沈黙した。

　雨音の
戻
 もど

 った車内に、じじっ、と空電ノイズのような音がかすかに
響
 ひび

 いた。

　レザーシートの上に、
小
 こ
 柄
 がら

 な女性の姿が空気から
湧
 わ

 き出すように現れるのを、ミノルは
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と
眺
 なが

 めながら内心で
呟
 つぶや

 いた。

　──姿、見せていい設定だったの？
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　受けたダメージの深さを推し量る
余
 よ
 裕
 ゆう

 はなかった。

　目の前で
振
 ふ

 り上げられた両刃の
剣
 けん

 が、ちゃっ、とかすかな音を立てて半回転した。白く
凍
 こお

 りついたほうのエッジが背に回り、いまだ
鋭
 するど

 い
輝
 かがや

 きを保つエッジが下に来る。

　この間合いでは──そして
右
 みぎ
 胸
 むね

 に
深
 ふか
 傷
 で

 を負った状態では、次の
攻
 こう
 撃
 げき

 を完全に
回
 かい
 避
 ひ

 することは不可能だ。

　そう判断した
三
 み
 川
 かわ

 は、せめて《分断》能力だけは無効化するべく、肺に残された空気を
唇
 くちびる

 から鋭く
押
 お

 し出した。

　三回目の
斬
 ざん
 撃
 げき

 が開始される。長剣の刃に
触
 ふ

 れる空気中の水分が、次々に
凝
 ぎよう
 結
 けつ

 していく。しかしその成長速度は、加速された時間感覚の中ではじれったいほど
遅
 おそ

 い。こちらの体に届く前に、あの刃を氷の
鈍
 どん
 器
 き

 に変えられなければ──

　ぼくの負けだ。

　雨の日なのに。

　周りにこんなにも大量の水があるのに。

　
普
 ふ
 段
 だん

 、大きく感情を動かされることが少ない
三
 み
 川
 かわ

 だが、いまだけは
胸
 むね

 の
奥
 おく

 にあまり
馴
 な
 染
 じ

 みのない種類の熱が生まれるのを自覚した。

　遠い昔、一度だけ感じたことのある熱さ。

　──あの日も、こんなふうに冷たい雨が降っていた。レインコートを着た大人たちはみんな
憂
 ゆう
 鬱
 うつ

 そうに
俯
 うつむ

 いていて、
誰
 だれ

 もぼくらを見ようとしなかった。

　だからぼくらは
咎
 とが

 められることなくあの場所に
忍
 しの

 び込めたんだ。フォークリフトを運転する男たちの眼を
盗
 ぬす

 み、広大な
敷
 しき
 地
 ち

 を横切って、分厚い鉄のドアを押し開けて中に入った。そこは
薄
 うす
 暗
 ぐら

 く、大きな箱が天井近くまで積み重なっていて、息をするたびに鼻の奥がぴりぴりと痛くなった。

　ぼくと○○は、誰にも見つからずに、迷路みたいに積み上げられた箱のあいだを奥へ奥へと進んだ。未来に行くために。夢のような科学技術に満ち
溢
 あふ

 れた、誰も見たことのない未来世界へとワープするために。

　知らなかったんだ。

　水は、
凍
 こお

 ると体積が増える。そんな当たり前の、取るに足りない常識が、時として
恐
 おそ

 ろしい現象を引き起こすなんてことは。

「………………!!

 」

　開きかけた
記
 き
 憶
 おく

 の
扉
 とびら

 を、三川は
懸
 けん
 命
 めい

 に凍らせようとした。

　その精神エネルギーに呼応するかのように、左の肺に収まる球体が、どくんと強く脈打った。

　
尖
 とが

 らせた
唇
 くちびる

 から
吐
 は

 き出される空気の流れが、ダイヤモンドダストのようにきらきらと
輝
 かがや

 くのを三川は見た。接近する
剣
 けん

 のエッジが
猛
 もう
 烈
 れつ

 な勢いで白く、白く、白く凍り付き──。

　どかっ！　と強烈な
衝
 しよう
 撃
 げき

 が
右
 みぎ
 肩
 かた

 を
叩
 たた

 いた。
鎖
 さ
 骨
 こつ

 が
粉
 ふん
 砕
 さい

 され、銀色の火花にも似た痛みが頭の
芯
 しん

 を
貫
 つらぬ

 いた。

　しかし、肉体を二つに断ち割るはずの《分断》は発生しなかった。

　激痛に
抗
 あらが

 い、三川はほんの少しだけ肺に空気を補充した。それを、敵の顔へ
鋭
 するど

 く
撃
 う

 ち込む。素早く顔を
庇
 かば

 ったディバイダの左手が、
薄
 うす

 い氷の
膜
 まく

 に包まれる。

　生まれた
隙
 すき

 を
逃
 のが

 さず、三川は体を
捻
 ひね

 ると、
左
 ひだり
 脚
 あし

 の全筋力を
振
 ふ

 り
絞
 しぼ

 って
石
 いし
 畳
 だたみ

 を
蹴
 け

 った。同時に、少し先の地面めがけて息を
吹
 ふ

 き付ける。雨に
濡
 ぬ

 れた路面が
瞬
 しゆん
 時
 じ

 に
凍
 とう
 結
 けつ

 し、生まれた氷の道を、三川は右足一本でアイススケーターのように
滑
 かつ
 走
 そう

 した。

　息が
尽
 つ

 きたところで、再び体を反転させる。十五メートルほど
離
 はな

 れた場所で、ディバイダが左手の氷を割り
砕
 くだ

 くのが見えた。両手で長剣を
握
 にぎ

 り直したジェットアイは、日本人離れした色の
瞳
 ひとみ

 に
鋭
 えい
 利
 り

 な殺意を
浮
 う

 かべて走り始める。

　ここでようやく、腹から
右
 みぎ
 肩
 かた

 へ至る深い切り傷に
灼
 しやく
 熱
 ねつ

 の痛みが生まれた。
恐
 おそ

 ろしいほど大量の血液が、どっと
溢
 あふ

 れ出してブルゾンを黒く染める。

　激痛を
堪
 こら

 えながら、
三
 み
 川
 かわ

 は傷に向けて息を
吹
 ふ

 きかけた。びしびしっ、という音が体を通して聞こえ、血が白く
凍
 こお

 りついた。入り混じる熱さと冷たさが痛みを倍増させ、目の前にちかちかと火花が散る。

　呼吸はできるので傷は肺にまでは達していないようだが、
恐
 おそ

 らく
肋
 ろつ
 骨
 こつ

 の二、三本は
斬
 き

 られただろう。このまま戦い続けることは、残念ながら難しい。それどころか、
離
 り
 脱
 だつ

 すらも危うい。

　凍った
石
 いし
 畳
 だたみ

 をスパイクで
削
 けず

 りながら
疾
 しつ
 駆
 く

 してくるディバイダを見て、三川は
覚
 かく
 悟
 ご

 を決めた。

　もう、力の出し
惜
 お

 しみをしている
状
 じよう
 況
 きよう

 ではない。

　《組織》第二の教え。それは、能力の
全
 すべ

 てを敵に見せるな、というものだ。

　サードアイの生み出す異能力は、寄主の
心の傷
 トラウマ

 をエネルギー源としている。それはつまり、力を見れば、その傷が何なのかを推測し得るということでもある。《黒》どもには恐るべき
分
 ぶん
 析
 せき
 力
 りよく

 を備えた思考型能力者がいて、《赤》が行使する力の
傾
 けい
 向
 こう

 から、
驚
 きよう
 異
 い
 的
 てき

 な正確さでトラウマを暴いてくる。

　心の傷は、力の源であると同時に、最大の弱点でもある。そこを
容
 よう
 赦
 しや

 なく
攻
 こう
 撃
 げき

 され、
斃
 たお

 された仲間は少なくない。リキダイザーが組織に
勧
 かん
 誘
 ゆう

 していたイグナイターもまた、能力の本質が《水を酸素と水素に分解すること》だと看破され、一人の敵も道連れにできずにテーマパークのプールを
爆
 ばく
 破
 は

 しただけで
捕
 ほ
 獲
 かく

 されてしまった。

　三川はまだ、《黒》どもには水を氷に変える力しか見せていない。だから、
奴
 やつ

 らには三川の
胸
 きよう
 中
 ちゆう

 に巣食う
恐
 きよう
 怖
 ふ

 を
見
 み
 抜
 ぬ

 くすべはないはずだ。

　三川の心の傷は、氷だけに向けられたものではないのだ。

　凍り、
融
 と

 け、
蒸
 じよう
 発
 はつ

 し、また
凝
 ぎよう
 結
 けつ

 する。それら
相転移
 トランジシヨン

 そのものを三川は愛し、また深く
畏
 おそ

 れている。

　もう一つの力を見せれば、奴らは新たな材料から三川の傷を暴き出してしまうかもしれない。そして、有り得ないと信じたいが、この都市の
片
 かた
 隅
 すみ

 にいまも
隠
 かく

 されたままの《彼女》にまで
辿
 たど

 り着くかもしれない。

　だがもう、この状況で、能力を隠し続ける
余
 よ
 裕
 ゆう

 はない。前回の危機はリキダイザーに救ってもらったが、あれはまだ指導期間だったからだ。独り立ちしたいまとなっては、三川の捕獲もしくは死を知っても、あの人は「ふうん」としか言うまい。

　
猛
 もう
 烈
 れつ

 な勢いで
突
 とつ
 進
 しん

 してくる
剣
 けん

 使いを見ながら、三川は
刹
 せつ
 那
 な

 の思考を
閃
 ひらめ

 かせた。

　──ディバイダ君、きみの傷は、いったい何なんだい……？　何でも
斬
 き

 らなきゃ気がすまないなんてさ。

　そして、激痛に
耐
 た

 えながら肺いっぱいに空気を吸い込み。

　大きく口を開いて、ふううう
 ではなく、はああああっ
 と太く息を
吐
 は

 き出した。

　その息は、先刻の青い
煌
 きらめ

 きとは異なり、
濃
 のう
 密
 みつ

 な白に色づいていた。

　純白の
吐
 と
 息
 いき

 が放射状に拡散した、その直後。

　ばふっ！　と、分厚い布を
叩
 たた

 き付けるような
鈍
 にぶ

 い
衝
 しよう
 撃
 げき
 音
 おん

 が、夜の
霊
 れい
 園
 えん

 に
轟
 とどろ

 いた。

　それは、
三
 み
 川
 かわ

 の前方に存在する
全
 すべ

 ての水分が、強制的に気体──つまり
水
 すい
 蒸
 じよう
 気
 き

 へと
相
 そう
 転
 てん
 移
 い

 させられた音だった。

　水を操る三川の能力は、一方通行の現象ではない。息をふうっと細く
吹
 ふ

 き付ければ水蒸気は水に、水は氷へと
凝
 ぎよう
 結
 けつ

 し、結果として温度を下げる。対して息をはあっと太く
吐
 は

 きかければ、氷は水に、水は水蒸気へと蒸散し、結果として
摂
 せつ
 氏
 し

 百度の熱を生みだす。

　三川が発生させた高温の水蒸気
圏
 けん

 は、直径二十メートルにも
及
 およ

 んだ。

　もちろん、その熱は
瞬
 しゆん
 時
 じ

 に周囲へと
奪
 うば

 われ、
微
 び
 細
 さい

 に再凝結した水分が濃密な
霧
 きり

 へと変わる。しかし、全速ダッシュの
途
 と
 上
 じよう

 にあったディバイダは、数秒にせよ百度の蒸気に全身を包まれ、また肺にも吸い込んだはずだ。あらゆる物を分断する刃でも、気体は切れない。

　自分から接近し、
止
 とど

 めを
刺
 さ

 すかどうか三川は迷った。いままで敵にも味方にも
隠
 かく

 し通してきた
奥
 おく

 の手を見せてしまったのだ。せめてあの
仇
 きゆう
 敵
 てき

 の命くらい
貰
 もら

 わねば、割に合わない。

　しかし、三川を決断させたのは、墓地の南側から再び飛来したライフル
弾
 だん

 だった。

　周囲に
漂
 ただよ

 う霧が
狙
 ねら

 いを
狂
 くる

 わせたのだろう、危ういところで
左
 ひだり
 腕
 うで

 を
掠
 かす

 めて
石
 いし
 畳
 だたみ

 に食い込んだ
銃
 じゆう
 弾
 だん

 を見て、三川はさっと身を
屈
 かが

 め、後方に向けてもう一度はああっと息を吐いた。そちらにも
濃
 のう
 霧
 む

 の
塊
 かたまり

 が発生し、
霊
 れい
 園
 えん

 の中心部を完全に
覆
 おお

 い隠す。

　──ここが
潮
 しお
 時
 どき

 か。

　三川はささやかな未練を
振
 ふ

 り捨て、霊園の西側に向かって走り始めた。
右
 みぎ
 胸
 むね

 に受けた
切
 せつ
 創
 そう

 は
凍
 こお

 らせて血止めしただけなので、
溶
 と

 ければまた激しく出血するだろう。一刻も早く《組織》のセーフハウスまで
辿
 たど

 り着き、
治
 ち
 療
 りよう

 しなければ、いかにサードアイ寄主とて体力がもたない。

「……ま、今日のところは引き分けにしとこうよ、ディバイダ君」

　
疼
 うず

 く傷を左手で
押
 お

 さえて走りながら、三川は
呟
 つぶや

 いた。痛みを無視して、無理やり
唇
 くちびる

 に笑みを
浮
 う

 かべる。

　その時、遠く後方で
叫
 さけ

 ぶ声が聞こえた。

「──てめぇ、トランサー！　
逃
 に

 げてんじゃねえ！　
戻
 もど

 ってオレと戦え!!
 」

　感情を
剝
 む

 き出しにした《黒》の
咆
 ほう
 哮
 こう

 が、周囲に漂う水蒸気を
震
 ふる

 わせた。しかしもちろん足を止めるようなことはせず、三川は隠れ
蓑
 みの

 の霧を絶え間なく生み出しながら西に走り続けた。

　高温の蒸気に肺を
灼
 や

 かれてもあれだけ
吼
 ほ

 えるとは、さすがに近接
戦
 せん
 闘
 とう

 型の体力と言うべきか──それとも、彼の
秘
 ひ

 めたる
怒
 いか

 りゆえか。三川は
喉
 のど

 をぜいぜい鳴らしながら、かすかに笑った。

「そう
荒
 あ

 れるなよ、ディバイダ君。きみの大切なお姫様は……ぼくらが、ちゃんと、
面
 めん
 倒
 どう

 見てるから……さ」
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　いったい、特課メンバーの運転免許はどうなってるんだろう。

　というのが、能力を
解
 かい
 除
 じよ

 した《屈折者》
小
 こ
 村
 むら

 スウの姿を初めて見たミノルが、二番目
 に考えたことだった。

　なぜならスウという名の女性、いや女の子は、どう見てもミノルより年上では有り得なかったからだ。まず
間
 ま
 違
 ちが

 いなく、まだ中学生だろう。

　身長は百五十センチ台半ばか。ふわふわした
柔
 やわ

 らかそうな茶色の
髪
 かみ

 は、
肩
 かた

 のラインでカットされている。
肌
 はだ

 の色は、日本人
離
 ばな

 れした白。そして目鼻立ちは、もう人間離れしているとしか言えないレベルで整っていた。

　ゆえに、スウを見たミノルが最初に抱いた感想は、こんなに
綺
 き
 麗
 れい

 な人間が現実世界に実在するはずはない、というものだった。

　顔は人形のように小さく、鼻筋はすっと通り、唇は
艶
 つや

 やかな桜色。何よりも、二つの
瞳
 ひとみ

 が
神
 しん
 秘
 ぴ
 的
 てき

 すぎた。
虹
 こう
 彩
 さい

 の色は、これまでどんな映画や写真でも見たことのない、深みのあるバイオレットブルー。夜明けのすみれ色だ……と思いながら、ミノルはただぼんやりと、
青
 あお
 紫
 むらさき

 の宝石に見入り続けた。

　いっぽう、小村スウは、わずかな
緊
 きん
 張
 ちよう

 をはらんだ視線で二秒ほどミノルを
凝
 ぎよう
 視
 し

 していた。しかしすぐに軽く息を
吐
 は

 き、相変わらず
抑
 よく
 揚
 よう

 の
薄
 うす

 い声で言った。

「…………
 お
腹
 なか

 、すいた」

　ミノルは
更
 さら

 に一秒ばかり放心を続けてから、はっと我に返って口を開いた。

「あっ……ご、ごめん！　じゃあ、い、行きましょう。うち、す、すぐそこです」

「知ってる」

　《屈折者》は慣れた手つきでエンジンを止めてキーを
抜
 ぬ

 くと、右ドアからするりと車の外に出た。ミノルもＡピラーに頭をぶつけながら左ドアから
這
 は

 い出す。
傘
 かさ

 を広げると、ドアロックしたスウが当然のように
隣
 となり

 に入ってくる。

　──これは、
典
 のり
 江
 え

 さんにどう説明すればいいんだ。

　──というか、
僕
 ぼく

 は女の子を自宅での食事に
誘
 さそ

 うという
行
 こう
 為
 い

 について、もっといろいろ深く
検
 けん
 討
 とう

 するべきだったんじゃないのか。

　などといまさらのように考えつつ、ミノルはぎこちない足取りでほんの数十メートル離れた自宅を目指した。





「え、ええと……こちら、友達の小村さん。すぐそこで会ったんで、うちで
一
 いつ
 緒
 しよ

 に晩ご飯どうかなって思って、誘ったんだけど……
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だよね？」

　という少々ぎこちないミノルの説明を聞いた
典
 のり
 江
 え

 は、
飯
 はん
 台
 だい

 の
寿
 す
 司
 し

 飯を混ぜるしゃもじの動きを止め、ぱちくりと両眼をしばたたかせた。

　その顔が、近年まれなレベルで
嬉
 うれ

 しそうな、満開のひまわりのような笑顔になるのを見て、今度はミノルが
瞠
 どう
 目
 もく

 した。

　──そりゃあ
僕
 ぼく

 が女の子を家に連れてくるなんてレアイベントにもほどがあるけど、でも、だからってそんな顔をしなくても。

　と内心で考えてから、ミノルはこれがレアどころの話ではないことに、やっと気付いた。

　初めてなのだ。この家に引き取られた八年前から、ミノルが友達をこの家に連れてくるのは、
掛
 か

 け値なしにこれが一回目だ。

　その事実に、ミノルは自分でも意外なほど
動
 どう
 揺
 よう

 させられた。

　──この僕が、初対面の女の子を、後先考えず自宅に招待した？　これほどイレギュラーな出来事は、
削
 さく
 除
 じよ

 不可能な
記
 き
 憶
 おく

 として脳に刻み込まれてしまうに決まっているのに？　あとで激しく
後
 こう
 悔
 かい

 して、頭を抱えてのたうちまわる羽目になるという可能性を思いつきもせず？

　──いったい、僕はどうしてしまったんだ。

　
愕
 がく
 然
 ぜん

 と立ち
尽
 つ

 くすミノルをよそに、典江は
輝
 かがや

 くような笑顔のまま両手でしゃもじを
握
 にぎ

 り
締
 し

 め、「まあ！」と
叫
 さけ

 んだ。

　続けてもう一度。

「まあ……みーくんが、うちに、お友達を！」

　ひぃ、その呼び方やめて！

　と叫ぶひまもなく、
隣
 となり

 に立つ《屈折者》が、白ワンピースの下にレギンスを
穿
 は

 いた
脚
 あし

 の上でぴたりと両手を
揃
 そろ

 えて深々とおじぎをした。

「はじめまして、
小
 こ
 村
 むら

 スウです。お言葉に甘えてお
邪
 じや
 魔
 ま

 してしまいました。ご
迷
 めい
 惑
 わく

 ではありませんでしたか？」

　相変わらず強弱は
薄
 うす

 いものの
丁
 てい
 寧
 ねい

 な
挨
 あい
 拶
 さつ

 を聞いて、典江はショートの
髪
 かみ

 をぶんぶん
左
 さ
 右
 ゆう

 に
振
 ふ

 り動かした。

「そんな、迷惑なんてとんでもない！　ようこそいらっしゃいませ、小村さん。ちょっとだけびっくりしちゃって。みーくんが、お友達をお招きするなんて初めてなもんだから……しかも、こんなに
可愛
 かわい

 らしいお
嬢
 じよう

 さんだなんて……」

　そう口走る典江の黒目がちな両眼が、本気でうるうると
揺
 ゆ

 れているのを見て、ミノルは完全に思考停止した。こうなってはもう、《雨の中自宅をルビーアイから警護してもらったのが申し訳なくてついうっかり
誘
 さそ

 ってしまったのだ》などとは言えない。それ以前にルビーアイとか警護とか言えるはずもない。

　メッセンジャーバッグをぶら下げたまま立ち尽くしていると、スウがぽつりと
呟
 つぶや

 くのが聞こえた。

「私が……初めて……」

　そして超のつく美少女は、どこか申し訳なさそうな顔になり、再び深々と頭を下げた。

「……ごめんなさい、お姉さま。私、ミノルさんの、彼女とかではないのです」

　この時点で、ミノルはダッシュで二階の自室に飛び込み、クローゼットの
奥
 おく

 にうずくまって《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》を展開させたい──という
強
 きよう
 烈
 れつ

 な
衝
 しよう
 動
 どう

 に
襲
 おそ

 われたが、今度も
耐
 た

 えるしかなかった。





　ダイニングテーブルに並べられた二枚の大皿上の
寿
 す
 司
 し

 ダネ各種は、約三十分でカイワレ一本残さず
消
 しよう
 滅
 めつ

 した。

　もともと
典
 のり
 江
 え

 はご飯を作りすぎる
傾
 けい
 向
 こう

 があり、今日の手巻き寿司もご飯、
海
 の
 苔
 り

 、具ともゆうに四人前はあったのだが、ミノルのみならずスウもこの細い体のどこに、と思えるほどの
健
 けん
 啖
 たん

 ぶりを
発
 はつ
 揮
 き

 して、典江がにこにこと見守る中ぱりぱりもぐもぐとひたすら口を動かし続けた。

　最後のゴマ入り梅シソ巻きをミノルと同時に食べ終え、ほうじ茶を一口飲み、ほーっと息を
吐
 は

 いてから、スウはすみれ色の眼を見開いた。

「あっ……すみません、私、夢中で、意地
汚
 きたな

 く食べちゃって……彼女じゃないのに……」

　言いながら深々と頭を下げる様子を横目で
捉
 とら

 え、ミノルは
呻
 うめ

 いた。

「…………
 それ、もういいよ…………
 」

「うふふ、いいのよ本当に。またいつでもご飯食べに来てね。あっ、お茶のお代わり、
淹
 い

 れてくるわね」

　そう笑って立ち上がる典江に、ミノルとスウは同時に「ご
馳
 ち
 走
 そう

 さま」と頭を下げ、そのままちらりと顔を見合わせた。

　さっと視線を
逸
 そ

 らすミノルに、小さな声でスウが
囁
 ささや

 きかけてくる。

「私が……初めて？」

　──この人、もしかして……いや、絶対に面白がってる。どうして特課メンバーは、こうも食わせ者
揃
 ぞろ

 いなんだ。

　と
胸
 きよう
 中
 ちゆう

 で呻くミノルを放置して、スウは
椅
 い
 子
 す

 から立ち上がると、とことことキッチンに歩いていった。
項
 うな
 垂
 だ

 れるミノルの耳に、《屈折者》の声が届いた。

「お姉さま、すみません。お茶、ミノルさんのお部屋で頂いてもいいですか？」

　このアンコントローラブルな
状
 じよう
 況
 きよう

 に
於
 お

 いて、ほんのわずかに
慰
 なぐさ

 められる要素があるとすれば、それはミノルが自室をちょくちょく典江に
掃
 そう
 除
 じ

 されるという
境
 きよう
 遇
 ぐう

 にこれまで甘んじてきたことだった。

　ゆえに部屋はだいたい片付き、家具にホコリも積もっていない。
更
 さら

 に重要なことに、スウに見られては困るものどもは、少なくとも表面的には存在しない。

　
湯
 ゆ
 吞
 の

 み二つとお茶
菓
 が
 子
 し

 が
載
 の

 ったお盆を
奉
 ささ

 げ持ちながら、それでもミノルは死刑台の十三階段を上るような気持ちで二階の自室に向かった。後ろからは、ほとんど足音を立てずに
小
 こ
 村
 むら

 スウが付いてくる。

　──いったい、何のつもりなんだこの人。

　といまさらな疑問を抱きつつ、ミノルは手首でドアノブを
押
 お

 し下げ、暗い自室に足を
踏
 ふ

 み入れた。続いて
肩
 かた

 で
壁
 かべ

 のスイッチを押し、ＬＥＤシーリングライトが
点
 てん
 灯
 とう

 するのを待ってから、お盆を部屋の中央のローテーブルに置く。

　八畳の部屋には、大型の家具はＰＣデスクとベッド、本棚くらいしか存在しないので、
床
 ゆか

 はけっこう広々としている。ローテーブルを
挟
 はさ

 んで二つ転がる丸クッションの片方をスウに
勧
 すす

 め、ミノルは
強
 こわ
 張
 ば

 った声で言った。

「そこ、座ってください」

　両手でドアを閉めた《屈折者》は、無言でこくりと
頷
 うなず

 くと、低反発クッションに横座りした。ミノルもその向かいでなぜか正座し、お盆から緑茶の
湯
 ゆ
 吞
 の

 みを持ち上げると、スウの前に移動させる。

　もう一つの湯吞みとお菓子の皿もテーブルに移し、お盆を床に置くと、ミノルは自分のお茶を両手で持ち上げてズズーとすすった。

「……お見合いしてるみたい」

　いきなりスウがそんなことを
呟
 つぶや

 いたので、口中の熱い液体をごくりと飲み下してしまい、無言でのたうつ。

　危うく落っことしかけた湯吞みをテーブルに
戻
 もど

 し、ぜえはあ息をついてから、ミノルは
押
 お

 し殺した声で
訊
 たず

 ねた。

「……いったい、何なんですかこの
状
 じよう
 況
 きよう

 は」

「何って……お夕食に招待してくれたのは、あなたなのに」

「そ、そりゃそうですけど。でも……こんな展開は考えてなかったですし……」

「考えてたとすれば、あなたには《女の子を自分の部屋に連れ込む
魂
 こん
 胆
 たん

 があった》ということになりはしない？」

「あ……ああ、なるほど」

　思わずこくりと
頷
 うなず

 いてしまってから、ぶんぶん顔を高速水平運動させるミノルにはもう目もくれず、スウは湯吞みを取り上げると無音で一口飲んだ。

　ほう、と小さく息をついてから、
突
 とつ
 然
 ぜん

 ぺこりと頭を下げる。

「でも、本当に、
誘
 さそ

 ってくれてありがとう。あんなに
美
 お
 味
 い

 しいご飯、思い出せないくらい久しぶり。素敵なお姉さまね、あなたが特課本部への
引
 ひつ
 越
 こ

 しを迷うのも
解
 わか

 る」

　真顔でそう言われ、ミノルは何度か
瞬
 まばた

 きしてから、小声で答えた。

「どういたしまして……」

　こうして間近に向かい合うと、やはり《屈折者》
小
 こ
 村
 むら

 スウは、
途
 と
 轍
 てつ

 もなく美しかった。

　
恐
 おそ

 らくは、白人の血がいくらか入っているのだろう。
肩
 かた

 まで
垂
 た

 れる
髪
 かみ

 の、金茶色に
透
 す

 き通る色合いに、人工的な感じはまったく存在しない。
肌
 はだ

 は
透
 す

 き通るようにしっとりと白く、白目は青みがかるほどで──それらの
淡
 あわ

 い
色
 しき
 彩
 さい

 の中で、バイオレットブルーの
瞳
 ひとみ

 が強い
輝
 かがや

 きを放っている。

　夜明け間近の空の色をした
虹
 こう
 彩
 さい

 と、
漆
 しつ
 黒
 こく

 の
瞳
 どう
 孔
 こう

 を吸い寄せられるように
覗
 のぞ

 き込んでしまってから、ミノルは我に返って素早く
俯
 うつむ

 いた。

　まるで
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を展開した時のような
密
 みつ
 度
 ど

 のある
沈
 ちん
 黙
 もく

 を、スウのひそやかな声が破った。

「ミノルさん。あなたは、《視線》というものの存在を信じる？」

「…………
 え？」

　
唐
 とう
 突
 とつ

 な質問の意味を理解できず、ミノルは
啞
 あ
 然
 ぜん

 と顔を上げた。数秒かけて脳の回転数を
戻
 もど

 し、なんとか
訊
 き

 き返す。

「視線……って、つまり、なんていうか……眼と、見ているものを結ぶ線のこと？」

　言いながら、ミノルは自分の右眼とスウの顔のあいだを右手の人差し指でなぞった。しかし、スウは相変わらず表情の
薄
 うす

 い顔を軽く左右に
振
 ふ

 った。

「そっちの意味じゃない。
誰
 だれ

 かの視線を感じて振り向く、みたいに使うほう。人が何かを見る時、その眼から発せられる何らかの信号とか、エネルギー」

「え……？」

　今度は、ミノルがかぶりを振った。

「それは、
比
 ひ
 喩
 ゆ
 的
 てき

 な表現でしょう？　だって人間の眼っていうのは、カメラのレンズと同じ、光……
電
 でん
 磁
 じ
 波
 は

 の受容器であって、発信器じゃないですよね。だから、眼から本当に物理的な意味での《視線》が出る、なんてことはない……と思うんですが……」

　ぎこちなくそう
喋
 しやべ

 りながら、ミノルはまたしてもスウがまっすぐ向けてくるすみれ色の瞳を
覗
 のぞ

 き込んでしまった。

　──この
綺
 き
 麗
 れい

 な眼からだって、何かのエネルギーが放たれてる、なんてことはないはずだ。でも、だとしたら、
僕
 ぼく

 はなんでこんなに……息が
詰
 つ

 まるほどの
衝
 しよう
 撃
 げき

 を感じるんだろう。頭の裏側まで
貫
 つらぬ

 かれるほどの、物理的なパワーを。

　スウはミノルと視線を合わせたまま、小さく
首
 しゆ
 肯
 こう

 した。

「そう。昔、私を診たお医者さまもそう言った」

「え……い、医者……？」

「私は、人の視線が見えるの
 。ずっと昔……ほんの子供だった
頃
 ころ

 から」

　音になるやならずの
囁
 ささや

 きで発せられたその言葉を、ミノルはたっぷり五秒ほどかけて
解
 かい
 釈
 しやく

 し、
恐
 おそ

 る恐る
訊
 たず

 ねた。

「……子供だった頃から？　
小
 こ
 村
 むら

 さんは、たぶん、いま中学生ですよね？」

「そう。三年生」

　一つ下か。いやそうではなく。

　
謎
 なぞ

 の球体サードアイが出現し、人間たちに寄生したのはほんの三ヶ月前のことだ。だから、《視線が見える》というスウの話は、サードアイが発現させる異能力を指しているのではないということになる。──つまり。

「それは……ほんものの、超能力？」

「もしくは、心の病気」

　
掠
 かす

 れ声で
訊
 たず

 ねたミノルの前で、スウは長い
睫
 まつ
 毛
 げ

 を
伏
 ふ

 せた。ほとんど
唇
 くちびる

 を動かさずに、言葉を連ねる。

「……お医者さまは、《視線
恐
 きよう
 怖
 ふ
 症
 しよう

 》という日本人には
珍
 めずら

 しくない病気なんだと言った。でも、それだけでは説明できないこともあった。ひとつは、私が存在に気付いていない人の視線も見えること」

「気付いていない……？　それは、最初に視線の存在に気付いて、それを
辿
 たど

 っていくと自分を見ている人がいた、みたいなこともあるってことですか？」

「そう」

　こくりとスウが
頷
 うなず

 く。

　確かに、それが事実だとするなら、神経症では説明がつかない現象だ。絶句したミノルは、次の言葉を聞いて
更
 さら

 なる
驚
 きよう
 愕
 がく

 に
見
 み
 舞
 ま

 われた。

「そして、もうひとつ。私の見る《視線》には、色がついている」

「い、色……？」

「きれいなものよ。ものすごく細い、色とりどりの光のラインが、空中できらきら
輝
 かがや

 いているんだから。小さい
頃
 ころ

 の私は、不思議だとは思っても、
嫌
 いや

 だとも、
怖
 こわ

 いとも思っていなかった。怖くなったのは……少し大きくなって、その色に《意味》があることに気付いてから」

　顔を上げると、スウはすみれ色の大きな
瞳
 ひとみ

 でじっとミノルを見た。

　反射的に眼を
凝
 こ

 らすが、もちろんミノルには、スウの瞳から発せられる光のラインなど見えはしない。唇がわずかに動き、静かな声が流れる。

「……小さい頃は、たいていの人は黄色っぽい色合いの視線を放っていた。でも、中学生になる少し前から、女の人が私に向ける視線はだいたい青系統、男の人の視線はだいたい赤系統に変化していった。私はそれを、相手の性別による差なんだと考えた。でも、まだ黄色や緑、オレンジの視線を出す人もいて、その
違
 ちが

 いを私は
一
 いつ
 生
 しよう
 懸
 けん
 命
 めい

 考えた」

　言葉を切り、スウはほんの
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 、
華
 きや
 奢
 しや

 な体を
震
 ふる

 わせた。

「そしてある日、あることがあって、私は真実に気付いた。視線の色は、相手が私に対して抱く感情によって変わる。黄色は、
慈
 いつく

 しむ気持ち。愛情の色。そして──青は、
憎
 ぞう
 悪
 お

 の色。赤は、欲望の色」

「────！
 」

　ミノルは
鋭
 するど

 く空気を吸い込んだ。

　それはつまり、たいていの女性はスウを
憎
 にく

 み、たいていの男性はスウに欲望を抱く、という意味だ。

　いや──それは、ある意味では仕方ないことなのかもしれない。なぜならスウという少女は、容姿だけでなく、まとう空気からして常人
離
 ばな

 れしすぎている。このような存在を
排
 はい
 除
 じよ

 したい、あるいは
奪
 うば

 いたい、と思うのはもう人間という社会生物にプログラムされた本能だ。

　だが、そのネガティブな感情を視覚的に察知できてしまうというのは、本人にとっては
恐
 きよう
 怖
 ふ

 以外の何ものでもあるまい。

　ミノルの
刹
 せつ
 那
 な

 の思考を読んだかのように、スウはすぐに
希
 き
 薄
 はく

 な
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 を取り
戻
 もど

 し、軽く
肩
 かた

 をすくめた。

「……いまはもう、私にも、それはどうしようもないことなんだと理解できている。でも……どうしても
耐
 た

 えられなかったのは、お母さんが私に向ける視線が、毎日少しずつ黄色から青へ……そしてお父さんの視線が、少しずつ、少しずつ赤くなっていくことだった」

　再び体を
凍
 こお

 りつかせるミノルをちらりと見て、スウは
淡
 たん
 々
 たん

 と言葉を続けた。

「もし三ヶ月前、空から降ってきた黒い球体が、私に《人の視線を
回
 かい
 避
 ひ

 する力》を与えてくれなければ……私はたぶん自殺してた」

　そこでスウは
突
 とつ
 然
 ぜん

 立ち上がり、背後の
壁
 かべ

 に歩み寄ると、照明のスイッチに
触
 ふ

 れた。

　部屋がふっと暗くなる。
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 視界が
奪
 うば

 われるが、すぐにサードアイによって強化された視力が、カーテンの
隙
 すき
 間
 ま

 から入り込む
朧
 おぼろ

 な街明かりを
増
 ぞう
 幅
 ふく

 する。

　灰色の
濃
 のう
 淡
 たん

 によって
描
 えが

 き出される視界の中を、《屈折者》は無音で移動し、ローテーブルを
迂
 う
 回
 かい

 してミノルのすぐ
隣
 となり

 で正座した。

　もう声も出せず、ただ眼を見開くことしかできないミノルに、静けさの中にごく小さな熱を
含
 ふく

 んだ声が投げかけられた。

「ミノルさんのお部屋に入れてもらったのは、もう一度あなたの視線をちゃんと見たかったから」

　その言葉を聞いて、ミノルはようやく自分の
迂
 う
 闊
 かつ

 さを認識した。スウには、いままでずっとミノルの視線が見えていたのだ。そこに
滲
 にじ

 み出す、感情の色が。

　
手
 て
 遅
 おく

 れと知りながら、ぎゅっと
瞼
 まぶた

 を閉じる。すると、右の耳のそばで、スウが
囁
 ささや

 いた。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 、車の中で見たあなたの視線は、赤くも青くもなかった。もしそうだったら、私はご飯のお
誘
 さそ

 いを
遠
 えん
 慮
 りよ

 していた。さあ……眼を開けて、私を見て」

　無理だ、と
即
 そく
 座
 ざ

 にミノルは思った。

　
誰
 だれ

 に対しても──たとえ相手が心から敬愛する義姉だとしても、
噓
 うそ
 偽
 いつわ

 りのない感情をさらけ出すなどという
真
 ま
 似
 ね

 はとてもできない。いや、もしかしたら、実の父母に対してさえもそうだったのかもしれない。

　これまでの人生で、心の壁を完全に取り払って、
一
 いつ
 緒
 しよ

 に笑い、
泣
 な

 き、時には
喧
 けん
 嘩
 か

 することができた相手はたった一人──三つ上の姉ワカバだけだ。この世界に
於
 お

 いて、彼女だけが確かに《他人》ではなかった。姉がすでに亡きいま、心の
裡
 うち

 を
誰
 だれ

 かに
覗
 のぞ

 かせることなど二度とあるまい、またそうであるべきだとミノルは心に決め続けてきた。

　──しかし。

　私を見て、という
小
 こ
 村
 むら

 スウの言葉は、ある種の
呪
 じゆ
 術
 じゆつ
 性
 せい

 を備えているかの
如
 ごと

 くミノルの
眼
 がん
 輪
 りん
 筋
 きん

 に働きかけた。声の
抑
 よく
 揚
 よう

 は
薄
 うす

 く、それこそ一切の感情が
削
 そ

 ぎ落とされたかのように静かなのに、そこにはミノルの
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 を
揺
 ゆ

 るがす何かがあった。

　限界まで強く両眼を
瞑
 つぶ

 ってから、ミノルは
強
 こわ
 張
 ば

 った
瞼
 まぶた

 をゆっくりと持ち上げた。

　
薄
 うす
 闇
 やみ

 の中、ほんの三十センチのところに、非人間的なまでに整った顔と、夜明けの色の
瞳
 ひとみ

 があった。
虹
 こう
 彩
 さい

 に走る複雑な模様や、細い
睫
 まつ
 毛
 げ

 の一本一本までがはっきりと見えた。

　ミノルは、自分の両眼から放たれる視線が、無限の
深
 しん
 淵
 えん

 を思わせるスウの
瞳
 どう
 孔
 こう

 へと吸い込まれていくのを感じた。すみれ色の瞳が一瞬だけ大きく見開かれ、すぐにもとの超然とした表情へと
戻
 もど

 った。

「…………
 
僕
 ぼく

 の……」

　お茶を飲んだばかりなのにからからに
渇
 かわ

 いた
喉
 のど

 から、ミノルは無意識の言葉を
押
 お

 し出した。

「僕の視線は、何色なんですか……？」

　スウは、すぐには答えず、瞼を二度、三度と開閉させた。

　やがて、ほんの少し開かれた
唇
 くちびる

 から、何らかの感情をごくかすかに
滲
 にじ

 ませた声が流れた。

「……明かりの下で、あなたの視線が見えにくかった理由が、ようやく
解
 わか

 った。ミノルさん、あなたの視線には……色がない」

「え…………？
 」

「とても細くて、弱い、
透
 とう
 明
 めい

 な光。…………
 前に、よく似た光を、一度だけ見たことがある。これは…………
 そう、無関心の色
 」

　スウの言葉に、ミノルは思わず眼を見開いた。

「無関……心……？」

「ええ。あなたは私に、欲望も、もちろん
憎
 にく

 しみも、そしてたぶん人としての興味すらも感じていない」

　言い切ると、なぜかスウは小ぶりな唇に
淡
 あわ

 くて
柔
 やわ

 らかな笑みを滲ませた。

　ミノルは、改めて眼前にぺたりと正座する少女を
眺
 なが

 め、小刻みにかぶりを
振
 ふ

 った。

「そんな、無関心だなんて……。興味は、感じていると……自分では思うんですが」

「サードアイ寄主としての私に対して、ね。小村スウという人間にじゃない」

　その切り返しに
虚
 きよ

 を
突
 つ

 かれ、ミノルは絶句した。

　そんな
馬
 ば
 鹿
 か

 なと思うと同時に、そうなのかもしれないとも感じたからだ。他人の視線が見えて、それを
回
 かい
 避
 ひ

 できるという《屈折者》の能力には
間
 ま
 違
 ちが

 いなく少なからぬ興味を引かれている。しかし、その力を宿す眼前の少女自身については──。

　彼女のことを知ったところで何の意味がある、という意識が存在することを、果たして
否
 ひ
 定
 てい

 できるだろうか？

　ミノルは、
左
 ひだり
 頰
 ほお

 がちくりと
疼
 うず

 くのを感じた。一週間前、《
分断者
 デイバイダ

 》
斉
 さい
 藤
 とう

 オリヴィエにしたたか
殴
 なぐ

 られた場所。

　オリヴィエはあの時、ルビーアイ《
発火者
 イグナイター

 》の
犠
 ぎ
 牲
 せい
 者
 しや

 となったタクシー運転手に対して、ミノルが何も感じていないと
喝
 かつ
 破
 ぱ

 した。それは事実だった。ルビーアイが
無
 む
 辜
 こ

 の人々を
襲
 おそ

 うのは許せないと思うし、彼らの殺人を止めるために特課に協力したいという気持ちに
偽
 いつわ

 りはない。だが、犠牲者となった見知らぬ人々の死に、リアルな痛みを感じることはミノルにはできない。なぜなら、
全
 すべ

 て無関係な他人だからだ。殺すルビーアイも、殺される人間も。

　そう感じてしまう自分の精神は
畸
 き
 形
 けい

 なのか？　その
歪
 ゆが

 みが、無色の視線となって
顕
 あら

 われているのだろうか？

　
唇
 くちびる

 を
嚙
 か

 み、眼を
伏
 ふ

 せるミノルに、すぐ近くから
穏
 おだ

 やかな声が語りかけた。

「そんな顔をしないで。私は別に、あなたを責めてるわけじゃない」

「…………
 でも」

「むしろ、
嬉
 うれ

 しいと感じてる。あなたの視線は、
怖
 こわ

 くないから。それに……私も、たぶん同じ」

「え……？」

　ちらりと上目
遣
 づか

 いになるミノルに、スウはもう一度
仄
 ほの

 かな笑みを
浮
 う

 かべてみせた。

「ごめんなさい。私も、あなた自身より、あなたの能力に興味があるの。本部であなたの話を聞いた時からずっと。なぜなら……あなたの力と私の力は、相似にして対極だから」

　すぐには意味が
解
 わか

 らず、
眉
 まゆ

 を寄せて数秒考えてから、ミノルはようやくスウの言わんとするところを
悟
 さと

 った。

　相似する部分とは、すなわち《外界との
隔
 かく
 絶
 ぜつ

 》。

　そして対極だと言えるのは、スウの能力が《可視光を
遮
 しや
 断
 だん

 》するのに対して、ミノルの力は《可視光以外の全てを遮断》するからだ。

　正座して向き合う二人の
膝
 ひざ

 が
接
 せつ
 触
 しよく

 するほどの
距
 きよ
 離
 り

 にまでにじり寄り、スウはミノルに問うてきた。

「あなたと私の力の源は、たぶん近しいもののはず。なのに、なぜあなたは光だけを残したの？　私にとって、いちばん怖いのは人の眼。あなたは、そうじゃないの？」

　それは、答えようのない質問だと思えた。なぜなら、
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 という能力を造り上げたのは、ミノルの
胸
 むね

 に
埋
 う

 まるサードアイであってミノル自身ではないからだ。

　しかし、答えねばならないとミノルは感じた。視線の色によって他人の感情を
否
 いや
 応
 おう

 なく知覚してしまうスウは、この家のドアをくぐるのも、いやコペンの車内で能力を
解
 かい
 除
 じよ

 することさえも
恐
 おそ

 ろしかったはずだ。なのに
敢
 あ

 えてそうしたのは、きっとこの問いを発するためだったのだ。

「
僕
 ぼく

 は……」

　言うべきことをあれこれ考える過程をスキップして、ミノルは
呟
 つぶや

 いていた。

「僕も、他人が
怖
 こわ

 いです。なぜなら人は僕を
記
 き
 憶
 おく

 し、僕は人を記憶してしまうから。僕が
怖
 おそ

 れているのはたぶん、他人の中の僕の記憶、僕の中の他人の記憶なんです。でも、最近になって気付いたんですが、僕の力の源はその
恐
 きよう
 怖
 ふ

 じゃないはずだ。もしそうなら、僕の力は
氷
 ひ
 見
 み

 課長と同じような、記憶の操作能力になっていたはずですから……」

　いつしか、スウにというよりも、自分の中の疑問に対してミノルは語りかけていた。

「僕はこの
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 という力を得てから、いつも心の
奥
 おく

 で思い続けていました。こんなものは、僕の求める絶対的な
孤
 こ
 独
 どく

 じゃない、って。そうです……もしこの力の源が恐怖や
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 ならば、あんなことは起きないはずだ。他人を
殻
 から

 の内側に取り込む、なんてことは……」

「その話は、教授から聞いた。《
加速者
 アクセラレータ

 》を、イグナイターが引き起こした
大
 だい
 爆
 ばく
 発
 はつ

 から守った、って」

　スウの声に、ハッと我に返り、ミノルは
頷
 うなず

 いた。

「……はい。たった一度だけですけど……。ちょっと前にやった再現実験では一回も成功しなくて、ユミコさんにものすごく
怒
 おこ

 られました」

「ふうん…………
 」

　それを聞いたスウは、軽く首を
傾
 かたむ

 け、視線を宙に
彷徨
 さまよ

 わせながら言った。

「…………
 ミノルさん。見えなくても、だめ？」

「は、はい？」

「見えない相手でも、《殻》の内部には取り込めない？」

　たっぷり三秒近く
啞
 あ
 然
 ぜん

 としてから、ミノルは
慌
 あわ

 てて
叫
 さけ

 んだ。

「む……無理ですよ！　見えないって言っても、その、
感
 かん
 触
 しよく

 までなくなるわけじゃないでしょうし……そ、それに……」

　言い訳の材料を並べるかのように、口早に言い募る。

「それに、失敗したら、
物
 もの
 凄
 すご

 い勢いで
吹
 ふ

 っ飛ばされちゃうんですよ！　本部での実験では厚さ五十センチもあるウレタンマットを用意したのに、ユミコさん、ちょっと鼻が赤くなっちゃってましたし」

　するとスウは、ごく
控
 ひか

 えめにクスッと笑った。

「きっと、すごく怒った」

「ええ……そりゃもう。当分あの実験はやりたくないです……いやそうじゃなくて、だから、こんなとこじゃ危なくて試せないですよ」

　なぜか背中に冷や汗がつたうのを意識しながら、ミノルはなんとかそこまで口にして、ふうと息をついた。

　しかし直後、スウが何気ない口調で言い返した。

「マット、そこにある」

「は、はいぃ!?
 」

　細い指がまっすぐ示したのは、東の
壁
 かべ
 際
 ぎわ

 に設置された、ウッドフレームのベッドだった。

　またしても三秒間の思考停止に
陥
 おちい

 り、そこからどうにか復帰したのち、ミノルは
強
 こわ
 張
 ば

 った
頚
 けい
 椎
 つい

 を
軋
 きし

 ませつつかぶりを
振
 ふ

 った。

「なん……いや……それは、その、確かにマットレスですけど、その、色々問題が……ていうか……ていうか、あの」

　ぐびりと
喉
 のど

 を動かしてから、上目
遣
 づか

 いにスウを見る。

「もしかして……か、からかってますか」

　すると《屈折者》は、
妖
 よう
 精
 せい

 めいた
美
 び
 貌
 ぼう

 をかすかに
曇
 くも

 らせ、
睫
 まつ
 毛
 げ

 を
伏
 ふ

 せた。

「……私はただ、あなたと私の力について知りたいだけ……」

「あっ、すっ、すみません、ごめんなさい！」

　ミノルは己の失言に気付き、反射的に深く頭を下げた。
小
 こ
 村
 むら

 スウは、男が自分に向けてくる欲望の視線が
怖
 こわ

 いと告白したばかりではないか。ならば、ミノルをからかって楽しむような精神的
余
 よ
 裕
 ゆう

 などありはしないはずだ。

　──きっとこの人は、本心から
僕
 ぼく

 の能力を解明する手助けをしたいと思ってくれているんだ。そんな人に、僕は
酷
 ひど

 いことを言ってしまった。

　という自責回路がコンマ一秒で起動し、ミノルは
唇
 くちびる

 を
嚙
 か

 みながら顔を上げた。

　するとスウはすでにもとの超然とした無表情を取り
戻
 もど

 していて、まったく何気ない口調で言った。

「じゃあ、試してみて。私を
殻
 から

 に取り込めるかどうか」

　…………
 と言っても、具体的にどうすれば。

　視線に込めたミノルの問いかけに、《屈折者》は平然と答える。

「私がまずベッドに横になるから、ミノルさんは上から能力を発動させて」

「え…………
 」

　
凍
 こお

 りつくミノルの目の前で、スウはすっくと立ち上がるとベッドに歩み寄り、
掛
 か

 け布団の上に無造作に横たわった。

「え…………
 」

　もう一度
呟
 つぶや

 くミノルを、
青
 あお
 紫
 むらさき
 色
 いろ

 の
瞳
 ひとみ

 でちらりと見る。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 、私も能力を全開にするから、あなたに私は見えないし、私からもあなたは見えない。あなたが
怖
 おそ

 れる《
記
 き
 憶
 おく

 の
相
 そう
 互
 ご

 保存》は、半分以上減少するはず」

　そう言うや、《屈折者》は宣言通りにサードアイの異能力を発現させた。じじっ、と前にも聞いた音が
響
 ひび

 き、ベッドの上の
華
 きや
 奢
 しや

 な姿が空気に
溶
 と

 けるようにかき消える。

　
窓
 まど

 から入り込む
街
 がい
 灯
 とう

 の光を、体に沿って
湾
 わん
 曲
 きよく

 させているだけ──とはとても信じられない、
完
 かん
 璧
 ぺき

 な
消
 しよう
 滅
 めつ

 。しかしコペンのしっかりしたレザーシートとは
違
 ちが

 い、
柔
 やわ

 らかい
掛
 か

 け布団は人型に
凹
 へこ

 み、そこに確かな質量が
載
 の

 っていることを示している。

「さ、どうぞ」

　凹みからそんな声が聞こえたが、ミノルはすぐには動けなかった。

　──いくら、見えないからって……。

　
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と、見た目には無人のベッドを
眺
 なが

 め続ける。考えてみれば、直立するユミコに後ろから
接
 せつ
 触
 しよく

 するのですらあれほどの心理的
圧
 あつ
 迫
 ぱく

 を感じたのだ。ベッドに横たわる女の子に上から
覆
 おお

 い
被
 かぶ

 さる、などという
真
 ま
 似
 ね

 をして平常心を保てるはずがない。ましてや、
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 の内側に取り込むなどと──。

「…………
 」

　ミノルは口を開き、やっぱり無理です、どうせ失敗します、と言おうとした。

　しかし寸前、数分前にスウが発した言葉が耳の
奥
 おく

 に
甦
 よみがえ

 る。

　──あなたの視線は無関心の色。あなたは私に興味すらも感じていない。

　そのひと言は、一週間前のオリヴィエの
指
 し
 摘
 てき

 と重なり合い、ミノルの
胸
 むね

 をちくりと
刺
 さ

 した。他人を
怖
 おそ

 れる、ということと無関心であるということは似ているようで違う。後者はつまり、生きようと死のうとどうでもいい、という意味だ。もしかしたら、
恐
 きよう
 怖
 ふ

 ではなく、その無関心こそが自分の力の源なのではないだろうか？　自分さえ安全ならあとはどうでもいい、という深層意識が防御殻を生んだのでは？

　…………
 違う！

　ミノルは胸の
奥
 おく

 で短く
叫
 さけ

 び、強く奥歯を
嚙
 か

 み
締
 し

 めると、意を決してベッドへ歩み寄った。

　自分ひとりだけの身を守りたい、という究極的な利己心の
発
 はつ
 露
 ろ

 があの防御殻なのだとすれば、
誰
 だれ

 かを
殻
 から

 の内部に取り込むなどという現象は起こり得ないはずだ。能力の根源が違うところにあることを証明するためにも、
有
 あり
 明
 あけ

 ヘヴンズショアで起きたあの現象を、たった一度の例外で終わらせたくはない。

　スウの
脚
 あし

 があるであろう位置を
避
 さ

 け、ミノルはベッドに
両
 りよう
 膝
 ひざ

 を乗せた。

　
伸
 の

 ばした指先でスウの上半身の位置を確かめ、
両
 りよう
 肩
 かた

 の上あたりに左右の手を降ろす。

「…………
 じゃあ、い、行きます」
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　低く
囁
 ささや

 き、ミノルは大きく息を吸うと、そっと全身を真下へと降下させた。

　ぎし、と軽くウッドスプリングが
軋
 きし

 むと同時に、体の前面全体にふわりと柔らかい
感
 かん
 触
 しよく

 が発生した。

　それはまったく
奇
 き
 妙
 みよう

 な体験だった。自分の体は確かに何かに乗っているのだが、同時に完全に宙に
浮
 う

 いているのだ。凹みの深さを増した掛け布団との
空
 くう
 隙
 げき

 約十五センチには、どれほど目を
凝
 こ

 らそうと何も見えない。

　ごくかすかなシャンプーの香りを意識しながら、ミノルはからからに
乾
 かわ

 いた口を動かした。

「あ、あの……重く、ないですか」

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 。私もジェットアイだから」

　すぐに、これまでと同じく
抑
 よく
 揚
 よう

 の
薄
 うす

 い声で返答があった。確かにスウの言うとおり、サードアイ保持者の
賦
 ふ
 活
 かつ

 された肉体ならば、一人ぶんの体重くらい大した負荷ではない。

　しかし、精神的にはどうなのか──と考えずにはいられない。いくらミノルの能力に興味があるとは言え、客観的に見れば、《初対面の異性にベッドに
押
 お

 し
倒
 たお

 されている》
状
 じよう
 況
 きよう

 なのだ。

「
怖
 こわ

 く…………
 ないですか」

　半ば無意識のうちに、ミノルはそう
訊
 き

 いてしまっていた。

「少し、だけ」

　その答えに続けて、
小
 こ
 村
 むら

 スウは意外な言葉をミノルの
耳
 みみ
 許
 もと

 で発した。

「……ごめんなさい、私さっき、あなたと私の力について知りたいだけって言ったけど、あれは半分
噓
 うそ

 。もう半分は……私の中の《
恐
 きよう
 怖
 ふ

 》の大きさを測りたかった」

「恐怖を……測る……？」

「そう。あなたは、いままで私が出会ったなかで、いちばん
非
 ひ
 攻
 こう
 撃
 げき
 的
 てき

 な視線を持っている男の人だったから。この人と怖がらずに
触
 ふ

 れ合えたなら、もしかしたら、私もいつかは…………
 」

　その先は口にせず、不可視の少女は、
透
 とう
 明
 めい

 な指先をそっとミノルの両手に
触
 ふ

 れさせた。

「…………
 ほら、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 、私は怖がってない。だから、ミノルさんも怖がらないで。……いつでも、どうぞ」

　スウの
述
 じゆつ
 懐
 かい

 の意味は、実のところミノルには半ば以上
汲
 く

 み取れなかった。しかし、
接
 せつ
 触
 しよく

 する指先の
仄
 ほの

 かな温かさが、ミノルに
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 にせよネガティブな想念を忘れさせた。

　頭の中が不思議に静かになっていくのを感じながら、ミノルは
呟
 つぶや

 いた。

「……行きます」

　そして、もし失敗したらどうなるのかについて一切考えることなく、《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》を発動させた。

　部屋は充分静かだったはずだが、いざ消え去ってみると、それまで聞こえていたバックグラウンドノイズの大きさがありありと意識された。家の前の道路を通り過ぎる車の音、常時
換
 かん
 気
 き

 システムの
駆
 く
 動
 どう
 音
 おん

 、リビングルームで
典
 のり
 江
 え

 が見ているテレビの音声、それら
全
 すべ

 てが
消
 しよう
 滅
 めつ

 し、
完
 かん
 璧
 ぺき

 な
静
 せい
 寂
 じやく

 が訪れる。

　直後、
鋭
 するど

 く息を吸い込む音が聞こえた。

　不可視のスウが
殻
 から

 に
弾
 はじ

 き飛ばされ、ベッドが激しく
凹
 へこ

 むさまをミノルは予期していたのだが、青く変調した視界にそのような現象は発生しなかった。ただ、
掛
 か

 け布団の表面がわずかに動いただけだった。つまり──。

「……成功、したの……？」

　ひそやかに発せられたスウの
囁
 ささや

 き声にも、
隠
 かく

 し切れない
驚
 おどろ

 きの
響
 ひび

 きがあった。

「は、はい……そうみたい、です」

　同じく囁きで答え、ミノルは
詰
 つ

 めていた息をそっと
吐
 は

 き出した。

　本部ではあれほど失敗した実験が、いまはたった一度で成功してしまった理由は、すぐには思いつけなかった。ただ一つ確かなのは、防御殻にはやはり他の人間をも取り込む能力があるということだ。
即
 すなわ

 ち、この力の源は、他人への
恐
 きよう
 怖
 ふ

 でも無関心でもないということになる。

　ならば、いったい何が──どのような《心の傷》が、この不可視の
障
 しよう
 壁
 へき

 を作り出しているのか？

　そこまで考えた時、
耳
 みみ
 許
 もと

 でスウが再び
呟
 つぶや

 いた。

「すごい。本当に、
壁
 かべ

 がある。何の
感
 かん
 触
 しよく

 もない……温度も
摩
 ま
 擦
 さつ

 も感じられないのに、絶対的に
硬
 かた

 い……」

「え……す、スウさんは、《
殻
 から

 》に
触
 さわ

 れるんですか？」

　ミノルの問いに、
頰
 ほお

 に
触
 ふ

 れる見えない
髪
 かみ

 がふわりと動いた。

「ええ、触れる。つまり、この殻の形状は、ミノルさんの姿勢に
準
 じゆん
 拠
 きよ

 するということ……」

「じゃ、じゃあ、動く時は気をつけないと……」

　思わずごくりと
喉
 のど

 を動かす。これまで防御殻は、ミノルの体表から数センチの位置を保って形状を変化させていた。
恐
 おそ

 らくいまは、スウの体を収めるに足るぶんだけ拡張された状態なのだろう。

　となると、このまま歩いたり走ったりということはほとんど無理だな……とミノルが考えた、その直後。

　スウが発した
更
 さら

 なるひと言が、ミノルを心の底から
驚
 きよう
 愕
 がく

 させた。

「それに……この音は、なに？」

「えっ…………
 」

　もうすっかり慣れてしまって、自分ではほとんど意識しなくなっていたのだが、《
殻
 から

 》を展開すると周囲の音は
完
 かん
 璧
 ぺき

 に
遮
 しや
 断
 だん

 される代わりに、
謎
 なぞ

 のごおん、ごおんという重低音が聞こえるのだ。ミノルはそれを、
胸
 むね

 に
埋
 う

 まるジェットアイが発するある種の《作動音》が、体を通して聞こえているのだと
解
 かい
 釈
 しやく

 してきた。──しかし。

「す……スウさんにも、このごんごんいう音、聞こえるんですか!?
 」

「聞こえる。不思議な音…………
 」

「ぼ、
僕
 ぼく

 の胸から聞こえます？」

「
違
 ちが

 う。もっと……遠くから…………
 。なんでだろう……どこかで、聞いたことが、あるような…………
 」

　わけが
解
 わか

 らず
黙
 だま

 り込むミノルの耳に、スウが更なる言葉を投げ込んできた。

「ミノルさん。私は体を動かせないから、私のカットソーの胸ポケットからスマホを出して」

「へっ？」

　
素
 す

 っ
頓
 とん
 狂
 きよう

 な声を出してから、ミノルはごく小さな動きでぷるぷる首を
振
 ふ

 った。

「む、むりです」

「べつに難しいこと
頼
 たの

 んでない。早く」

「じゃ……じゃあ、せめてそっちの能力を
解
 かい
 除
 じよ

 して、ポケットが見えるように……」

「そうしたら、この現象そのものが解除されてしまうかもしれない。
触
 さわ

 って楽しいほどない
 から気にしないで。この音を録音して、教授に
解
 かい
 析
 せき

 してもらわないと」





　二分後。

「あ……あの」

　《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》を消し、姿を現したスウと並んでベッドに
腰
 こし
 掛
 か

 けたミノルは、いまさらのように冷や汗が吹き出すのを意識しながら言った。

「考えてみたら、いったん殻を消して、スマホを借りてから僕が一人で録音すればよかったんじゃ……」

　超小型のスマートフォンを耳に当てていたスウは、ミノルの言葉を聞くとぱちぱちと
瞬
 まばた

 きし、なるほど、と
呟
 つぶや

 いた。

「でも、あまり何度も能力を使うのは
控
 ひか

 えたほうがいいから。一度で済むなら、それにこしたことはない」

　その言葉を聞いて、ミノルは久しぶりに自宅で能力を発動させてしまったことに、
遅
 おそ

 まきながら気付いた。しかも自分だけではなく、スウも同時に。もし近くにルビーアイがいたら、察知された可能性がある。

　ミノルの
緊
 きん
 張
 ちよう

 に気付いたのだろう、スマホをポケットに
戻
 もど

 しながら、スウが言った。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 、このおうちの周囲はさっきまで私が
監
 かん
 視
 し

 してたし、私の能力の《
被
 ひ
 探
 たん
 知
 ち
 圏
 けん

 》は
物
 もの
 凄
 すご

 く
狭
 せま

 いから」

「被……探知圏？」

「そう。ジェットアイがルビーアイの、ルビーアイがジェットアイの能力発動を
匂
 にお

 いによって探知できる
範
 はん
 囲
 い

 のこと」

　その現象自体は、ミノルもすでに知っている。ルビーアイが近くで能力を使うと、鉄
臭
 くさ

 さと土臭さが入り混じったような、
獣
 けもの
 臭
 しゆう

 とでも言うべき匂いを
強
 きよう
 烈
 れつ

 に感じるのだ。ルビーアイたちがどのような匂いを感じているのかは不明だが、彼らもまたジェットアイの能力を同じ仕組みで知覚できる。

　しかし、その範囲に個人差があるとはついぞ知らなかった。
瞬
 まばた

 きするミノルに向けて、スウが解説を加えた。

「《被探知圏》は、その能力の範囲と性質によって増減する。簡単に言えば、原子操作による事象の変化が大きければ大きいほど広くなる。特課メンバーだと、《分断者》や《加速者》の被探知圏はかなり広くて、半径二十五メートルくらいある。逆に《思索者》や《探索者》のそれはゼロに近い」

「ははあ……」

　ミノルは、立て続けに挙げられた四名の能力を思い
描
 えが

 きながら
頷
 うなず

 いた。

　確かに、《
分断者
 デイバイダ

 》オリヴィエや《
加速者
 アクセラレータ

 》ユミコの力は、物体の状態や位置を大きく変化させる。対して、《
思索者
 スペキユレータ

 》イサリリ教授の能力はその脳内のみで起きていることだし、《
探索者
 サーチヤー

 》ＤＤに至っては世界に何の変化ももたらさない。

　しかし、ならば不可視化などというとんでもない変化を発現させる《
屈折者
 リフラクター

 》
小
 こ
 村
 むら

 スウの力も、それなりに広い《被探知圏》を備えていそうなものなのだが。

　というミノルの疑問を読み取ったらしく、スウは細い
肩
 かた

 を軽くすくめた。

「私はべつに、体をガラスに変えてるわけじゃない。周囲の光を、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 とも言えないほどの時間
歪
 わい
 曲
 きよく

 させているだけ。……しばらく前の
戦
 せん
 闘
 とう

 では、ルビーアイは五十センチの
距
 きよ
 離
 り

 に近づかれるまで、私に気付かなかった」

「五十センチ。じゃあ、それがスウさんの……《被探知圏》の半径てわけですね」

　ミノルは
呟
 つぶや

 き、続けて考えた。

　──
僕
 ぼく

 の《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》はどうなんだろう？　
不
 ふ
 可
 か
 侵
 しん

 の
壁
 かべ

 を作る、という時点で、世界を大きく変化させていることは確実だ。つまり、オリヴィエやユミコなみに広い被探知圏があると考えるべきなのでは？

「教授は、こう言ってた」

　スウが、自身も何かを考えるような表情で言葉を発した。

「ミノルさんの能力は、本来であれば
物
 もの
 凄
 すご

 く広い、《分断者》の数倍の
被
 ひ
 探
 たん
 知
 ち
 圏
 けん

 を備えていて
然
 しか

 るべきだ……あなたの能力《孤独》は、それほどまでに絶対的な事象変化だ、って。でも、対《バイター》や《イグナイター》戦のデータを見るかぎり、最大でも十メートル程度だとしか思えない、それが不思議だ、って……」

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 口を閉じ、スウは不思議なすみれ色の
瞳
 ひとみ

 でじっとミノルを見た。

「……でも、さっきミノルさんの《
殻
 から

 》に入れてもらって、
解
 わか

 った気がした。たぶんあなたの力は、発動の瞬間だけは
匂
 にお

 いを発するけど、《殻》が完成した
途
 と
 端
 たん

 、被探知圏そのものすらも
遮
 しや
 断
 だん

 してしまうの。あの
壁
 かべ

 は、それほどまでに究極的な
隔
 かく
 絶
 ぜつ

 だった。あの瞬間、世界には確かに私とあなたしかいなかった……たぶんそれが、あなたの力の源……」

　す、と
滑
 なめ

 らかな動作で立ち上がり、スウはドアに向けて歩み寄った。

　白い手でノブを
握
 にぎ

 るが、それを回す前に、ミノルに背を向けたまま言葉を重ねる。

「今日の実験のことは、あなたから教授に報告しておいて。……お話できて楽しかった。あと、お
寿
 す
 司
 し

 も
美
 お
 味
 い

 しかった。ありがとう、またね」

　かちゃ、とドアが開かれる寸前、ちらりと
振
 ふ

 り向いたスウの横顔には、
仄
 ほの

 かな
微
 び
 笑
 しよう

 が
滲
 にじ

 んでいるように見えた。









　　　２





　翌々日、十二月三十日の午後二時。

　
戸
 と
 山
 やま

 公園
奥
 おく

 の特課本部へと至る小道の前に立ったミノルは、そこに
踏
 ふ

 み込むのを少しばかりためらった。

　教授に報告しておいて、という
小
 こ
 村
 むら

 スウの言葉に
一昨日
 おととい

 は
頷
 うなず

 いてしまったのだが──実際、何をどう言えばいいのか。初対面のスウを夕食に招待し、そのあと自室であれこれ話しこんだ挙句、ベッドで
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 の取り込み実験をしたら一発で成功してしまった……という話のどこを切り取っても、
不
 ふ
 穏
 おん

 以外の何ものでもない。

「…………
 そもそも、何で
僕
 ぼく

 が報告しなくちゃいけないんだろ……」

　コートのポケットに両手を
突
 つ

 っ込み、マフラーに顔の下半分を
埋
 う

 めつつ
呟
 つぶや

 く。

　いや、教授だけならまだいいのだ。真の問題は、数日前に行われた同じ実験で、山ほど失敗を
繰
 く

 り返した挙句鼻の頭を
擦
 す

 りむかせてしまった《加速者》
安
 あ
 須
 ず

 ユミコに何と言うかだ。

　……今日は、ユミコさんはお休みか、任務で不在に
違
 ちが

 いない。きっとそうだ。

　まったく
根
 こん
 拠
 きよ

 のない希望的推測に
一
 いち
 縷
 る

 の望みを
託
 たく

 し、ミノルは林の中の小道をとぼとぼ歩き始めた。

　見た目は古びた団地でしかない特課本部に
到
 とう
 着
 ちやく

 すると、年代物のエレベータに乗る。五階でごとごと音を立てて開いた
扉
 とびら

 の向こうは、ワンフロアを
端
 はし

 から端までぶち
抜
 ぬ

 いた広大な空間。

　足音を殺してエレベータを降りると、ミノルの願いが通じたか、部屋には大型テレビの前であぐらをかく
斉
 さい
 藤
 とう

 オリヴィエと、研究ブースでモニタを
覗
 のぞ

 き込むイサリリ教授の姿しかなかった。

　こっそり
安
 あん
 堵
 ど

 の息を
吐
 は

 き、再び大きく吸ってから二人に向けて
挨
 あい
 拶
 さつ

 する。

「こ……こんにちは」

　すると、教授はひらひら右手を
振
 ふ

 ったが、オリヴィエは背中を丸めたまま
微
 び
 動
 どう

 だにしない。どうやら、また旧世代ＲＰＧのレベル上げに夢中になっているらしい。

　苦笑しながら
靴
 くつ

 をスリッパに
履
 は

 き
替
 か

 えていると、部屋の西側の研究ブースで、教授が大きな声を出した。

「ミッくん、すまないがミーティングを十五分延期させてくれ」

「あ、はい」

　
頷
 うなず

 き、ミノルはきょろきょろ周囲を見回してから、とりあえずオリヴィエの背後のソファに座った。

　《分断者》の頭
越
 ご

 しに見える六十五インチの
液
 えき
 晶
 しよう

 テレビには、ミノルも名前を知っている有名ＪＲＰＧシリーズとおぼしき画面が映し出されていた。ポリゴンのクオリティからして、今世紀初めあたりに出たタイトルだろうか。テレビの下に設置されたサウンドバー型スピーカーからは
緊
 きん
 迫
 ぱく
 感
 かん
 溢
 あふ

 れるＢＧＭが流れ、画面では
巨
 きよ
 大
 だい

 なモンスターが大暴れしている。

　これはボス戦の真っ最中か、ならミーティング開始までこの
戦
 せん
 闘
 とう

 をギャラリーしていよう、とソファから身を乗り出したミノルは、
奇
 き
 妙
 みよう

 なことに気付いた。

　画面中央ではおどろおどろしい姿のボスモンスターが派手な
攻
 こう
 撃
 げき

 を
繰
 く

 り出しているのだが、手前に立つ主人公パーティーが、いっこうに動こうとしない。戦闘はリアルタイム制なので、コマンドを入力しなければ、敵にいいように攻撃されるだけだ。実際、三人パーティーのうち二人までが、すでにＨＰゲージを失って力なく
倒
 たお

 れている。

　残る一人のゲージも赤くなっているのを見て、ミノルは体を横に倒し、オリヴィエの
手
 て
 許
 もと

 を覗き込んだ。

　すると、コントローラを
握
 にぎ

 る両手がぴくりとも動いていない。何らかの意図があって敵ボスを放置しているのかもしれないが、このままでは
全
 ぜん
 滅
 めつ

 するだけだ。少し迷ってから、目の前の背中に声をかける。

「あの……オリビーさん」

　返事はない。もう一度、やや大きい声で、

「オリビーさん、全滅しちゃいます」

　と言った
途
 と
 端
 たん

 、
逞
 たくま

 しい
両
 りよう
 肩
 かた

 がぴくっと
震
 ふる

 えた。

「え、あ…………
 ああっ」

　オリヴィエが短く
叫
 さけ

 んだまさにその
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、一人だけ生き残っていた主人公も
呻
 うめ

 き声を上げてどさっと
倒
 たお

 れた。画面が
濃
 こ

 いグレーに
沈
 しず

 み、中央にゲームオーバーの表示が無情に
浮
 う

 かぶ。

「あ……あ……あああ……」

　両手からコントローラを落下させ、《分断者》はがっくりと
肩
 かた

 を落とした。そのまま数秒間停止していたが、やがて首を
振
 ふ

 りながら呻く。

「もうちょいでラスボスだったのになぁ…………
 」

　はあっと太いため息をつき、手を
伸
 の

 ばすと、
傍
 かたわ

 らの本体からゲームディスクをイジェクト。画面が本体メニューに
戻
 もど

 る。

　オリヴィエは、ディスクをケースに収めると、振り向いて力ない笑みを浮かべた。

「よー、ミッくん、おひさ」

「は、はい……お久しぶりです」

　相も変わらず
俳
 はい
 優
 ゆう

 のように整った顔の
右
 みぎ
 頰
 ほお

 に、肌色のハイドロコロイド
絆
 ばん
 創
 そう
 膏
 こう

 が
貼
 は

 ってあることにミノルは気付いた。
前
 まえ
 髪
 がみ

 と青いフレームのメガネに
隠
 かく

 れた部分にも、いくつか水ぶくれのようなものが見える。

　ミノルの視線を気にする様子もなく、オリヴィエは左手のゲームパッケージを見下ろしていたが、やがて顔を上げると言った。

「ミッくん、このハード持ってっか？」

「え？　は……はい、いちおう……」

　現行型はとても自分では買えないが、二世代前のそのハードなら
典
 のり
 江
 え

 が若かりし
頃
 ころ

 に遊んでいたものがリビングのＡＶラックに入りっぱなしなので、こくりと
頷
 うなず

 く。

　するとオリヴィエは、ケースをぽんとミノルの
膝
 ひざ

 に放ってきた。

「んじゃ、それやるよ」

「え……!?
 　だ、だって、まだプレイ中じゃないですか。もうすぐラスボスって」

　眼を丸くするミノルに、オリヴィエはひょいと肩をすくめると、何でもないように答えた。

「あー、オレ、いちど
全
 ぜん
 滅
 めつ

 したゲームはもうやらねーんだ」

「全滅した……って、でも、セーブはしてあるんですよね？　そこからやり直せば……」

　反射的にミノルがそう言うと、オリヴィエはどう答えるべきか迷うような顔で立ち上がり、同じソファにどすんと
腰
 こし

 を落とした。

　やたらと長い
脚
 あし

 を組み、頭の後ろに両手をあてがいながら、ぽつりと
呟
 つぶや

 く。

「……なあ、ミッくん。ロープレの《セーブ》って何なんだろうな」

　言葉の意味をまたしても理解できず、ミノルはしばらく口ごもってから、ありきたりな答えを口にした。

「何って……ゲームの進行をメモリカードとかに保存することじゃないんですか……？」

「まあ、そうなんだけどさ。それは、オレたちがゲームで遊んでる、現実世界での話だよな。そうじゃなくて、ゲームの中の……勇者やら
魔
 ま
 王
 おう

 が戦ってる世界では、セーブって何なんだ、っつうこと」

「あ、ああ……」

　ようやくオリヴィエの言わんとするところを察し、ミノルは小さく首を
捻
 ひね

 ってから答えた。

「それは……魔法とか、
奇
 き
 跡
 せき

 みたいなもんなんじゃ？　大昔の、まだメモリにセーブできないゲームだと、データセーブ用のパスワードを《復活の
呪
 じゆ
 文
 もん

 》なんて言ってたはずですし」

「だよな。でもさ……」

　そこでいったん言葉を切り、オリヴィエは整った顔にどこか
鋭
 えい
 利
 り

 な気配を
漂
 ただよ

 わせると、低い声で続けた。

「なら、なんで魔王はセーブできねぇんだ、っつう話だよな」

「え…………
 」

「魔王も魔王なりに
頑
 がん
 張
 ば

 るわけじゃん。いろんな作戦考えて、手下とか勇者にけしかけてさ。時にはそれがうまくいって、勇者のパーティーを
皆
 みな
 殺
 ごろ

 しにできることもあるわけだ。でもよ、そこで魔王様
万
 ばん
 々
 ばん
 歳
 ざい

 にはならねえ。勇者は、てめーだけが使える《セーブの魔法》で世界ごと巻き
戻
 もど

 しちまうからな。そのサイクルは最終的に魔王が殺されるまで永遠に続く。もしオレが魔王なら、そりゃねえよ、っつって
途
 と
 中
 ちゆう

 で投げるぜ」

　
啞
 あ
 然
 ぜん

 と聞いていたミノルは、オリヴィエの声が途切れてから数秒後、ようやく次の問いを発した。

「じゃあ、さっきオリビーさんが《
全
 ぜん
 滅
 めつ

 したゲームはもうやらない》って言ったのは、セーブポイントからやり直すのが
面
 めん
 倒
 どう

 くさいからじゃなくて……なんていうか、やり直すのがフェアじゃないからですか？　オリビーさんがプレイしてるゲームの世界では、勇者のパーティーがいちど全滅した時点で、魔王の勝ち……ってことですか……？」

　すると、オリヴィエは
淡
 あわ

 い苦笑を
浮
 う

 かべ、ソファに深く
沈
 しず

 み込んだ。

「そう言われっと、なんかすげーガキっぽいけどな。言っとくけど、《セーブアンフェア論》を最初に唱えたのはオレじゃねーからな。でも、なんつーか……一度うっかり納得しちまってからは、全滅したあとセーブ地点からやり直してる主人公を見たくなくってさ……」

「……ええと……その気持ちは、
解
 わか

 らないでもないですが……」

　そう
呟
 つぶや

 きながら、パッケージイラストのヒーローとヒロインを少々複雑な心境で
眺
 なが

 めていると、オリヴィエが軽く笑ってこつんとミノルの
肘
 ひじ

 をつついた。

「別に、ミッくんにもその
縛
 しば

 りプレイに付き合えとは言わねーよ」

「は、はい。…………
 ああ、でも、ということはオリビーさんがやたらと経験値
稼
 かせ

 ぎするのは、万が一にも全滅しないためなんですね」

「まぁな、死ぬほどだりーけどな……。──でも、この縛りプレイにも、いくつか学ぶところがあるぜ」

「え……？」

　視線を右に向けると、オリヴィエは高い天井を見上げて、ぽつりと答えた。

「ひとつは、マックスまでレベルを上げて、万全の準備をしたつもりでも、ボーっとしてりゃアッという間に
全
 ぜん
 滅
 めつ

 することもあるっつうこと。もうひとつは……取り返しのつかないことは常に、
容易
 たやす

 く起こり得る、ってことだ」

　口を閉じると同時に
両
 りよう
 脚
 あし

 を前に
伸
 の

 ばし、すたんと立ち上がると、《分断者》はいつもの
飄
 ひよう
 々
 ひよう

 とした表情に
戻
 もど

 って言った。

「ほれ、ミーティング始まるみてーだぞ。行こうぜ」

　
貰
 もら

 ったゲームパッケージをメッセンジャーバッグに
押
 お

 し込み、オリヴィエを追いかけながら、ミノルはもうひとつ聞き損ねたな、と思った。

　──オリビーさんに《セーブアンフェア論》を説いたのは、いったい
誰
 だれ

 なんだろう？





　教授の研究ブースの一角、八十インチモニタの前に折りたたみ
椅
 い
 子
 す

 が並べられたエリアには、いつの間に現れたのかＤＤこと
大
 だい
 門
 もん
 伝
 でん
 二
 じ
 郎
 ろう

 の姿があった。トレードマークの
迷
 めい
 彩
 さい
 柄
 がら

 キャップを
被
 かぶ

 った《探索者》は、ミノルを見るや、おーっすと右手を挙げる。

　それに
挨
 あい
 拶
 さつ

 を返し、オリヴィエと並んでパイプ椅子に
腰
 こし
 掛
 か

 けてから、やはりユミコは欠席なのかと考えた、その直後。

　後方でずばっと空気が
弾
 はじ

 ける音がして、びくっと
振
 ふ

 り向いたミノルが見たのは、大きく
翻
 ひるがえ

 るグレーのプリーツスカートだった。

「すみません、
遅
 おく

 れました」

　ぺこりと頭を下げ、ミノルの
右
 みぎ
 隣
 どなり

 に腰掛けた《加速者》
安
 あ
 須
 ず

 ユミコは、ミノルの
強
 こわ
 張
 ば

 った顔に
訝
 いぶか

 しげな視線を向けながら
囁
 ささや

 いた。

「……なんでそんな顔してるのよ？」

「い……いえ、別に、なんでもないです」

　背すじを伸ばしてミノルがふるふるかぶりを振っていると、モニタの前に立ったイサリリ教授がぽんと手を
叩
 たた

 いた。

「よし、
揃
 そろ

 ったようだな。みんな、年の
瀬
 せ

 に
緊
 きん
 急
 きゆう

 招集を掛けてしまってすまないが、ルビーの連中も年末年始に休むつもりはないらしくてな。──まずはＤＤ、
一昨日
 おととい

 の
戦
 せん
 闘
 とう

 報告から始めてくれないか」

「ういーっす」

　いつもののんびりとした口調で答えたＤＤは、
手
 て
 許
 もと

 のスマホを素早く操作した。正面の大型モニタに、何者かの全身写真が映し出される。夜間に高感度
撮
 さつ
 影
 えい

 した画像をデジタル補正しているらしく、
粒
 りゆう
 子
 し

 は
粗
 あら

 いが顔立ちと体格くらいは見て取れる。

　写真の上には、【識別済赤色サードアイ保持者第11
 号：トランサー】というキャプションが表示されている。確かイグナイターが19
 号だったはずなので、このトランサーなるルビーアイは、イグナイターより早く発見された、いわば古株なのだということになる。

　初見のミノルにじっくり写真を
眺
 なが

 める時間を与えてから、ＤＤは口を開いた。

「……
一昨日
 おととい

 は午後から雨だったんで、
俺
 おれ

 とオリーは例によって都内を
巡
 じゆん
 回
 かい

 してたんス。そしたら、だいたい十五回目の正直でコイツの
匂
 にお

 いを
嗅
 か

 ぎ付けて。しかも俺らがいたのが
大
 おお
 手
 て
 町
 まち

 、トランサーが現れたのが
赤
 あか
 坂
 さか

 と、かなり近かったわけッス」

「えっ」

　それを聞いた
途
 と
 端
 たん

 、ミノルは軽く
腰
 こし

 を
浮
 う

 かせた。

「一昨日……赤坂!?
 　じゃ、じゃあ、やっぱりあの
玉
 たま
 突
 つ

 き事故は……？」

「うむ、この男の
攻
 こう
 撃
 げき

 だよ」

　答えたのは、モニタ
脇
 わき

 の先生ポジションな
椅
 い
 子
 す

 に座る教授だった。

「水を操るルビーアイ、コードネーム……いや自称《トランサー》。
既
 き
 知
 ち

 のルビーアイでは、相当な古株であり大物だ」

　幼い顔に厳しい表情を浮かべた教授の解説を聞きながら、ミノルはもういちどモニタの写真を
凝
 ぎよう
 視
 し

 した。

　写っているのは、《古株》や《大物》という表現のあまり似つかわしくない、同年代とおぼしき若者だ。半分は
陰
 かげ

 になっているが顔立ちは
柔
 にゆう
 和
 わ

 な印象で、
髪
 かみ
 型
 がた

 も優等生っぽいストレートマッシュ。

　この男子が、あれほど大規模な
破
 は
 壊
 かい
 行
 こう
 為
 い

 を……？

　というミノルの
途
 と
 惑
 まど

 いを察してか、教授が
更
 さら

 なる解説を加えた。

「トランサーは、
青
 あお
 山
 やま

 通りの下り坂を完全に
凍
 とう
 結
 けつ

 させ、大型トラックを
含
 ふく

 む十数台の自動車を
赤
 あか
 坂
 さか
 見
 み
 附
 つけ

 の交差点に突っ込ませた。交差点内にいたタンクローリーが
爆
 ばく
 発
 はつ
 炎
 えん
 上
 じよう

 し、死者七名、重軽傷者十一名という
大
 だい
 惨
 さん
 事
 じ

 になった。現場の
捜
 そう
 査
 さ
 員
 いん

 に事故だと納得させるために、警察庁警備局が公安事案でかなりゴリ
押
 お

 ししたらしいが……ともかく、それほどにこの男は危険だということだ。能力のレベルが高いというだけでなく、応用性に富み、
更
 さら

 にこの男自身も、力の使い方をよく知っている」

「力の……使い方……」

「うむ。サードアイ保持者は、ジェットだろうとルビーだろうと、いわば全員が生後三ヶ月のヒヨッ子なわけだ。我々特課のメンバーも、いまだ自分に与えられた能力を十全に
発
 はつ
 揮
 き

 できているとは言えん。それは敵側も同様で、たとえば先日戦ったイグナイターにしても、
奴
 やつ

 の力の本質である《水を水素と酸素に分解する能力》はまだまだ発展
途
 と
 上
 じよう

 だった。だからこそ勝てたとも言えるわけだが……」

　大型モニタを見上げた教授は、
液
 えき
 晶
 しよう

 パネルの表面を人差し指の背でコンと
叩
 たた

 いた。

「しかし、このトランサーは
違
 ちが

 う。現時点ですでにほぼ完成された能力者であると考えていい。──ＤＤ、続きを」

　一歩引いた教授に代わって、ＤＤが再び口を開いた。

「うっす。ええと……
俺
 おれ

 らが
赤
 あか
 坂
 さか

 の現場に
到
 とう
 着
 ちやく

 した時、当然トランサーはもう
離
 り
 脱
 だつ

 してたけど、俺の鼻がぎりぎりで
奴
 やつ

 の
匂
 にお

 いを
捕
 つか

 まえたんス。車降りて追っかけて、奴が都合よく
青
 あお
 山
 やま
 霊
 れい
 園
 えん

 に入っていったんで、俺がライフル、オリーが
剣
 けん

 の万全な態勢で
仕
 し
 掛
 か

 けたわけなんスけど……」

　言葉を止めたＤＤは、ちらりとミノルの左に視線を向けた。しかしそこに座るオリヴィエは、
両
 りよう
 腕
 うで

 を組み、顔をわずかに
俯
 うつむ

 けたまま
身
 み
 動
 じろ

 ぎもしない。ふうっと短く息を
吐
 は

 いたＤＤが、
咳
 せき
 払
 ばら

 いして説明を続ける。

「……以前あいつと交戦した時の反省で、今回オリーは教授の作ってくれた
耐
 たい
 凍
 とう
 結
 けつ

 スーツを装備してました。それはちゃんと効果があって、トランサーにかなりの重傷を与えるとこまでは行けたんス。でも……そこであいつも
奥
 おく

 の手を出してきて……」

　今度は教授に眼を向けたＤＤは、なぜか先生に言い訳をする生徒のように首を縮めた。

「あいつが、俺らのつけた《フリーザー》ってコードネームを
拒
 きよ
 否
 ひ

 して自分からトランサーって名乗った理由は、教授の予測どおり、《水を
凍
 こお

 らせる》だけでなく《水を
蒸
 じよう
 発
 はつ

 させる》力もあるからだ、ってことが証明されまして。こっちも心の準備はしてたんですが、予想外だったのが、奴が発生させた蒸気がものすごい高温で、それをオリーが正面から浴びちまったもんで、俺はオリーを回収するのに手一杯で、
逃
 に

 げたトランサーを
失探
 ロスト

 しまして…………
 えー、報告は以上です」

「……うむ」

　ＤＤの報告を聞いた教授は、ポケットから出した両手を
両
 りよう
 腰
 こし

 に当て、お下げ
髪
 がみ

 を
一
 ひと
 振
 ふ

 りすると言った。

「確かに、水蒸気のみならず高熱までも発生すると予測できなかったのは私のミスだ。だから失探そのものはやむを得なかったとしよう。しかしＤＤ……いやオリビー、君に
訊
 き

 こう。赤坂でのトランサーの能力発動をＤＤが感知してから、青山霊園での
戦
 せん
 闘
 とう

 を
経
 へ

 て見失うまで、私に一切報告しなかったのはなぜだ？」

　教授が口を閉じても、長身の剣使いはしばらく無言のままだった。

　やがてのそりと立ち上がり、頭を下げながら答える。

「……すんません。オレとＤＤだけで対応できると判断しました」

「ならば、まずは報告した上で、その意見を付け加えればよかろう」

　教授が
即
 そく
 座
 ざ

 に切り返す。見た目は十歳そこそこの女の子なのに、
焦
 こ

 げ茶色の
瞳
 ひとみ

 から放たれる圧力は、ミノルの高校にいるどんな教師よりも強い。

「オリビー、君は、君とＤＤだけで
状
 じよう
 況
 きよう

 に対応できると判断したのではなく、君ひとりの力でトランサーを処理したいと欲した。それを
邪
 じや
 魔
 ま

 されたくなかったから本部に報告しなかった。……そうだな？」

　無言で立ち尽くすオリヴィエから視線を外し、若き
指
 し
 揮
 き
 官
 かん

 は
舌
 ぜつ
 鋒
 ぽう

 をわずかに
緩
 ゆる

 めて言葉を続けた。

「…………
 我々《安全衛生部特別課》は、大層な名前を
掲
 かか

 げてはいるが、実際のところサードアイという事象への対応を決定しかねている政府の留保の産物に過ぎん。私も
全
 ぜん
 貌
 ぼう

 を知らない《３Ｅ事案対策会議》の方針は現在、『
機
 き
 密
 みつ

 を保持した上でのサードアイ現象の完全解明』か、『情報を公開し、関連法案を整備したうえでの全サードアイの無力化』かで割れていて、仮に後者が国の決定となった場合、我々はすぐさま強制的にサードアイ
摘
 てき
 出
 しゆつ

 手術を受けさせられるだろう」

　思わず息を
吞
 の

 んだミノルをちらりと見て、教授は小さな
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 にシニカルな笑みを
滲
 にじ

 ませた。

「そもそも、我々が現在《３Ｅ会議》の
干
 かん
 渉
 しよう

 を受けずに
比
 ひ
 較
 かく
 的
 てき

 自由に活動していられるのも、特課を政治的
闘
 とう
 争
 そう

 の道具に使えると考えている厚労省の
官
 かん
 僚
 りよう

 と厚労族議員がいるからだ。先日ミッくんとユッコちゃんに
接
 せつ
 触
 しよく

 してきた自衛隊の《別隊》もそうだが、いつどんな理由で予算や権限を断たれるか
解
 わか

 らん。──だからこそ、せめて我々のあいだだけでも、
互
 たが

 いの
信
 しん
 頼
 らい

 関係を最優先にしたいと私は考えている。オリビー、私は、君が本部に報告しなかったことを……ましてやトランサーを取り
逃
 に

 がしたことを問題にしているのではないよ」

　そこで口を閉じた教授に代わって、ＤＤがぽつりと言った。

「ちょっと
水
 みず
 臭
 くさ

 いんじゃねーの、ってことだよ、オリー。君がそこまでトランサーにこだわる理由を、そろそろ
俺
 おれ

 たちに教えてくれてもいいんじゃないか？」

　今度の
沈
 ちん
 黙
 もく

 は、かなり長かった。

　
明
 めい
 治
 じ

 通りからかすかに届いてくる車の走行音を、かたん、という小さな音が断ち切った。それは、オリヴィエが折りたたみ
椅
 い
 子
 す

 の背もたれに手を
掛
 か

 け、深く頭を下げた音だった。

　その姿勢のまま、《分断者》は
押
 お

 し殺した声で言った。

「……すんません、いまはまだ説明できません。なぜなら、オレにとっては、特課の任務……いや、ルビーアイの人殺しを止めるのと同じくらい大事なことだからです。ただ、もう、
奴
 やつ

 を自分ひとりで
倒
 たお

 そうとするのはやめます。いまのオレじゃあ……単独じゃ奴に勝てねぇことが解ったから」

　その
台詞
 せりふ

 に、ミノルはぎょっと眼を見開いた。いつも
余
 よ
 裕
 ゆう

 に満ち
溢
 あふ

 れ、また《あらゆるものを切断する》という強力
極
 きわ

 まる能力を持つ
斉
 さい
 藤
 とう

 オリヴィエが、まさか「勝てない」などという言葉を口にするとは思えなかったからだ。

　上体を起こしながら、
隣
 となり

 に座るミノルの視線を受け止めたオリヴィエは、
口
 くち
 許
 もと

 に苦い笑みを
滲
 にじ

 ませて再びミノルを
仰
 ぎよう
 天
 てん

 させることを言った。

「ミッくん、オレを
殴
 なぐ

 れ」

「は……え……!?
 」

「オレ、この前おまえを、『
覚
 かく
 悟
 ご

 が足らねえ』っつってぶん
殴
 なぐ

 ったよな。ルビーアイの
犠
 ぎ
 牲
 せい

 になった人たちの命の重さが
解
 わか

 ってねぇ、って」

　ミノルは反射的に
左
 ひだり
 頰
 ほお

 に
触
 ふ

 れ、すぐにその手を引き降ろした。

「いや……あれは、殴られて当たり前でしたから……」

「オレも同じだ。トランサーはイグナイター以上に危険なルビーアイなのに、個人的な事情を優先して
突
 つ

 っ走った挙句
逃
 に

 げられた。あいつが今後また
誰
 だれ

 かを殺したら、それはオレの責任だ。オレはミッくんに何を言う資格もありゃしなかった。だから……殴れ」

　ぐっ、と空気を
吞
 の

 み込み。

　ミノルはオリヴィエから視線を
逸
 そ

 らすと、もう一度かぶりを
振
 ふ

 った。

「……できません。
僕
 ぼく

 には……誰かを殴るなんて、できない」

　そう答えた時、ミノルの脳裏にあったのは、もしここで言われるがままオリヴィエを殴ったら、その
感
 かん
 触
 しよく

 は右手に染み込んで永久に消えないだろうという
恐
 きよう
 怖
 ふ

 だけだった。

　
右
 みぎ
 隣
 どなり

 でユミコがかすかなため息を
漏
 も

 らし、同時にオリヴィエがくしゃっと顔を
歪
 ゆが

 めて笑った。

「…………
 そっか。わりぃな、変なこと言って」

　教授に向き直り、もう一度頭を下げる。

「ほんとにすんませんでした。次から気をつけます」

「
解
 わか

 った」

　
指
 し
 揮
 き
 官
 かん

 の返事は、これ以上ないほど短かった。その顔には、ここでこれ以上何を言っても
無
 む
 駄
 だ

 であることを理解してしまっているという
諦
 あきら

 めの色があった。

「では、
一昨日
 おととい

 の事件についてはこれで終わりだ。トランサーはいずれまた雨の日に現れるだろう。今回得たデータの
分
 ぶん
 析
 せき

 は進めておくから、次の機会は
奴
 やつ

 を
逃
 のが

 さないようにしたいな」

　その後の議題は、特課の予算
状
 じよう
 況
 きよう

 やマスコミ対策といった事務的な
事
 こと
 柄
 がら

 へと移り、ミノルはそれらを半ば聞き流しながらオリヴィエの言葉について考え続けた。

　──特課の任務と同じくらい大切なことがある。

　つまり、ルビーアイの殺人を止めるという、いわばジェットアイの使命と同じかそれ以上に重要な事情があるとオリヴィエは言ったのだ。

　正直、ミノルにはまだ、その使命の重さが実感できていない。いまこの場所にいる理由は、サードアイ
禍
 か

 が収束した後に、
氷
 ひ
 見
 み

 課長の手によって《誰も自分を知らない世界》を具現化してほしいからだ。

　その
報
 ほう
 酬
 しゆう

 を
反
 ほ
 故
 ご

 にするほど重要な何かが自分の中にあるだろうか、としばらく考えてから、それはたぶん
典
 のり
 江
 え

 さんの命くらいだと自答する。

　つまり、オリヴィエの抱える事情も、そういうことなのだろうか。何よりも大切な《誰か》のために、どうしても一人でトランサーと戦わなければならない？

　だとすれば、それはやはり
復
 ふく
 讐
 しゆう

 なのだろうか。ユミコが、階下の４０４号室で
醒
 さ

 めない
眠
 ねむ

 りにつくかつてのパートナー、
生
 い
 駒
 こま

 サナエの
仇
 かたき

 としてイグナイターを追い続けていたように。

　そこで推察を止め、ミノルは再びちらりとオリヴィエを見た。

　しかし、
俯
 うつむ

 けられた横顔からは、一切の感情を読み取ることができなかった。

「では、今年最後のミーティングはこれまでとする。解散してよし」

　教授がそう宣言した
途
 と
 端
 たん

 、オリヴィエが立ち上がりエレベータへと向かった。フォローするつもりなのだろう、ＤＤもすぐに後を追う。

　──あの二人、仲いいよな。

　などとぼんやり考えていたミノルは、いきなり教授に名前を呼ばれて、びくっと背すじを
伸
 の

 ばした。

「ミッくん、ユッコちゃん、悪いがあと一、二時間ほどこの前の続きをお願いしていいかな。私なりにいくつか考えてきたこともあるのでね」

「はーい、今日はそのつもりでバイクのメット持参ですから」

　ユミコの返答に、教授が苦笑いを
浮
 う

 かべる。

「それはミッくんとの
距
 きよ
 離
 り
 感
 かん

 を増すんじゃないか？」

「だってヤですもん、また鼻の頭
擦
 す

 りむくの！」

　そんなやり取りをする二人を
交
 こう
 互
 ご

 に見ながら、ミノルはどこから説明したものか
懸
 けん
 命
 めい

 に考え、おずおずと右手を挙げた。

「あ、あの、教授。その、今日は、
小
 こ
 村
 むら

 さんは来てないんですか？」

「ん？　小村兄妹のどっちだ？」

「あ、ええと、妹さんのほうです」

「ヒナコちゃんか、自室にいると思うが。基本的に彼女は、ミーティングは
中
 ちゆう
 継
 けい

 映像を観ているだけのことが多いのでね」

「は、はい？　ヒナコ……ちゃん？　あの、
僕
 ぼく

 が言ってるのは小村スウさんのほうで……」

　それを聞いた教授は、苦笑とともに
肩
 かた

 をすくめる。

「ああ、すまない、いつものニックネームだ。小村妹は、名前を漢字で《
雛
 スウ

 》と書くのでね。それを訓読みして、私はヒナコちゃんと呼んでいる。……というか……おや？　ミッくんに、彼女を
紹
 しよう
 介
 かい

 したことがあったかな？」

「いえ……実は
一昨日
 おととい

 、僕の家の警備をしてくれてる小村さんに
挨
 あい
 拶
 さつ

 する機会がありまして、それで……」

　すると
突
 とつ
 然
 ぜん

 、これまで
黙
 だま

 って聞いていたユミコが、
驚
 おどろ

 いたような声を出した。

「えっ、彼女は
透
 とう
 明
 めい
 化
 か

 の能力を使っていたんでしょ？　なのに存在に気付いたの？」

「いえ、僕はぜんぜん気付けなかったです。単に無人の車が停まってるだけだと思って通り過ぎようとしたら、小村さんが中から声をかけてくれて……」

　再びユミコと、なぜか教授までもが同時に「ええっ!?
 」と声を上げた。

「お……
驚
 おどろ

 いたな。まさか《屈折者》が自ら、初対面の相手に存在を明かすとは」

　両手を白衣の
腰
 こし

 に当て、大きな
瞳
 ひとみ

 をぱちぱち
瞬
 まばた

 かせる教授とは対照的に、ユミコはすぐに驚きの色を消して代わりに小さく
眉
 まゆ

 をひそめた──ように見えた。

　この先、スウが実験を終えて部屋を出ていったところまで、どうすればスムーズに説明できるのかだけを
懸
 けん
 命
 めい

 に考えながらミノルは言葉を続けた。

「あの……そ、それで、ですね。
僕
 ぼく

 、いままで作戦中に自宅を警護してもらってたなんて知らなかったし、他にもなんだかんだあって、なんとなく
小
 こ
 村
 むら

 さんを晩ご飯に
誘
 さそ

 う流れになりまして……」

「それは無茶をしたものだな」

　軽い苦笑とともに、教授は小さくかぶりを
振
 ふ

 った。

「そこで気まずい展開になったとしたら、君に彼女を
紹
 しよう
 介
 かい

 するのを後回しにし続けていた私の責任だ。だが、ヒナコちゃんには色々と事情があってな……」

「え、いや、あの、気まずいっていうか……小村さんは、僕の家で、姉と
一
 いつ
 緒
 しよ

 にご飯を……」

「はあ!?
 」

　という二つの声が、異なる音程で
響
 ひび

 いた。

「ちょっと待って
空
 うつ
 木
 ぎ

 くん。ご飯を食べたってことは……彼女は、能力を
解
 かい
 除
 じよ

 したの……？」

　
啞
 あ
 然
 ぜん

 とした顔のユミコに、ミノルが「はい」と
頷
 うなず

 くと、目の前の二人はかなり長いこと絶句した。数秒後、教授がやや
掠
 かす

 れた声を出す。

「……だがな、ミッくん。ヒナコちゃんには、その……サードアイによる《屈折》という能力のほかに、生来の、とある事情があってな……」

　言っていいものかどうか迷ってから、ミノルは
曖
 あい
 昧
 まい

 な言い方で確認した。

「それは、視線の話……ですよね？」

「なに、自分からそこまで話したのか、あのヒナコちゃんが」

　二人の顔に何度目かの驚きが
浮
 う

 かぶので、これは段階を追って説明していたら
埒
 らち

 が明かないと判断し、最後まで話してしまうべく一気にまくし立てる。

「はい。それで、小村さんは、彼女の《屈折》という能力と僕の《孤独》という能力が同種のものなんじゃないかと考えたみたいで、見えない人間なら僕が
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 に取り込めるかもって言うので……それで、その、僕の部屋で実験してみることになってですね。やってみたら、理由は
解
 わか

 らないんですが、最初の一回で成功してしまいまして。小村さんが、殻の内側で
聴
 き

 こえる音を録音して、教授に
分
 ぶん
 析
 せき

 をお願いしておくから
状
 じよう
 況
 きよう

 の説明は僕のほうからしてくれって言うので、それで、ええと……説明は、以上です」

　後半はしどろもどろもいいところだったが、どうにか言うべきことを言い終えたミノルは、シャツの
袖
 そで
 口
 ぐち

 で
額
 ひたい

 の汗を
拭
 ふ

 きながら長々と息を
吐
 は

 いた。

　
沈
 ちん
 黙
 もく

 は、たっぷり五秒以上も続いた。

　やがて教授がゆるりと右手を持ち上げ、人差し指を立て、見えないボタンを
押
 お

 すように空中でぴこぴこ動かしてから
囁
 ささや

 き声で問い
質
 ただ

 した。

「ちょ、ちょっと待ってくれ。まず……最初に一つ確認だが。ミッくん、君はいま、成功してしまいましてと言ったな。それはつまり、ヒナコちゃん……《屈折者》を、君の
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 の中に取り込めた、という意味なのか？　それも、試行たったの一回で？」

「え、ええと……」

　不意にミノルは、ここで
頷
 うなず

 くことが何らかの好ましからぬ展開を導くのではないか、という予感にとらわれて
一
 いつ
 瞬
 しゆん
 口
 くち
 篭
 ごも

 った。

　しかしいまさら
否
 ひ
 定
 てい

 もできず、ためらいながらも首を
縦
 たて

 に動かす。

「……はい、成功した……と、言っていいと……思います……」

　再びの
静
 せい
 寂
 じやく

 が、広い五階フロアの
西
 せい
 端
 たん

 に満ちた。

　やがて教授がぱたりと右手を下ろし、
呻
 うめ

 くような声を出した。

「そりゃあ何とも、
驚
 おどろ

 いたな……。ヒナコちゃんが見えないから成功したのか、あるいは他の要因があるのか……再現実験でいろいろ検証しないと……」

　その先を口の中だけでぶつぶつ
呟
 つぶや

 きながら、大型モニタの前を左右に往復し始める教授から視線を外し、ミノルは
隣
 となり

 の
椅
 い
 子
 す

 で
脚
 あし

 を組んだままのユミコをちらりと見やった。

　もうとっくに冬休みなのにいつもの黒いブレザー姿の《加速者》は、ミノルと眼が合ってもしばらく驚きの表情を保ち続けていたが、不意に何かに気付いたように
瞬
 まばた

 きすると、さっと顔を正面に向けた。

　その横顔から、不意に一切の表情が
抜
 ぬ

 け落ちたように見えた。と思った
途
 と
 端
 たん

 、ユミコはまるで何かを
怖
 おそ

 れるかのようにぎゅっと両眼を
瞑
 つぶ

 った。
膝
 ひざ

 の上で
握
 にぎ

 り
締
 し

 められた両手が、かすかに
震
 ふる

 えた。

　しかしユミコは、自分が見せた反応について、ミノルに何を考えるいとまも与えなかった。わずか一秒後、
瞼
 まぶた

 を開くや上体ごと向き直り、にこっと笑ったのだ。

「あー、良かった！　これで今日は鼻を
擦
 す

 りむかないですむわ！」

　軽い音を立てて両手を打ち合わせ、今度は教授に向けて言う。

「そういうことなら、実験台は
小
 こ
 村
 むら

 さんにバトンタッチでいいですよね」

「ん……あ、ああ……」

「じゃ、私は部屋に
戻
 もど

 ります。これでも高校生なんで、たまには勉強もしなきゃですから。それじゃどうも、お
疲
 つか

 れ様でした」

　すらすらとそう言い終えたユミコは、もうミノルを見ることなく立ち上がり、エレベータに向かった。ごとごと音を立ててドアが開き、閉まって、数秒が経過してから、教授が「あー…………
 」とため息めいた声を出した。

　ユミコにお疲れ様を言うのも忘れてぽかんと見送ったミノルは、我に返って体の向きを戻した。ミノルと眼が合うと、小学四年生の
指
 し
 揮
 き
 官
 かん

 は、少しばかり苦い笑みを
浮
 う

 かべて言った。

「これだから私はリーダー失格だというのだ」

「は……はい？」

「円周率は永久に唱えられても、人の心の動きについては一秒先の予測もできない。人生経験というやつだけは、借り物の知識やデータでは
代
 だい
 替
 たい

 できないからな……」

「あの……何を……」

　首を
傾
 かし

 げたミノルに、教授は
微
 び
 苦
 く
 笑
 しよう

 を保ったまま、
傍
 かたわ

 らのデスクにちょこんと
腰
 こし

 を乗せると予想外の質問を投げてきた。

「なぁ、ミッくん。君は
恋
 こい

 をしたことがあるか？」

「は!?
 」

　最初は
冗
 じよう
 談
 だん

 かと思い、こちらも苦笑に
紛
 まぎ

 らわせようとしたが、すぐにこれは
真
 しん
 剣
 けん

 に答えねばならない問いだと
悟
 さと

 ってミノルは口を閉じた。しばらく
経
 た

 ってから、ゆっくり首を左右に
振
 ふ

 る。

「いいえ……多分、ありません」

　亡き姉ワカバへの
憧
 しよう
 憬
 けい

 も、義理の姉
典
 のり
 江
 え

 への敬慕も、
恋
 れん
 愛
 あい

 感情ではあるまい。
吉
 よし
 城
 き

 高校陸上部の
箕
 みの
 輪
 わ
 朋
 とも
 美
 み

 とは、たまに早朝の
荒
 あら
 川
 かわ

 土手を
一
 いつ
 緒
 しよ

 に走ったりしているが、彼女に恋をしているかと言われれば、やはり
否
 いな

 と言わざるを得ない。

　ミノルの答えに、軽くあごを引きながら教授も言った。

「そうか。私もない。正確に言えば、三ヶ月前までは小学校の同じクラスにちょこっと気になる男子がいたような
記
 き
 憶
 おく

 はあるが、サードアイを宿し、《
思
 し
 索
 さく

 》能力を得た時点で、その感情も
喪
 そう
 失
 しつ

 してしまった」

「な……なぜです？　
誰
 だれ

 かを好きになる気持ちは、サードアイが動力源にする《心の傷》じゃないですよね……？」

「まあ、そうだろうな。しかし私は、本来十歳の子供が持つべきではない思考力を得たことに
舞
 ま

 い上がってな。考える必要のない、いや考えてはいけない
事
 こと
 柄
 がら

 についてまで、
貪
 どん
 欲
 よく

 に答えを追い求めてしまった。結果、私は《人の心》なるものに関して、私自身のそれからリアルな答えを得る機会を失うこととなった……」

　教授の
呟
 つぶや

 きの意味するところを、ミノルは半分以上理解できなかった。

　デスクの
端
 はし

 にちょこんと
腰
 こし
 掛
 か

 ける、ジーンズとセーターの上から白衣を羽織ったお下げ
髪
 がみ

 の女の子を改めて見やりながら、おずおずと口を開く。

「あの……、それはつまり、前に教授が言ってた、《人生の意味》を知ってしまったから……ということですか？　結論に
辿
 たど

 り着いているんだから、いまさら恋愛のような過程を知る必要はない、という……？」

「まあ、な。必要がないというよりも、知ることに対して欲求が生じない、という感じかな。無論、知識……データとしては知りたいとは思うがね。だから、この機にミッくんの経験談を聞かせてもらおうと思ったのに、残念だ」

　ふ、と笑みを
浮
 う

 かべる教授に、ミノルは首を縮めつつ謝罪した。

「お役に立てなくてすみません。でも……なんで
突
 とつ
 然
 ぜん

 、そんな話を？」

「それはな、どちらを優先すべきか少々迷ったからだよ。君の能力の解明と、特課メンバーのメンタルケアと」

「は、はい？　メンタル……？」

「うん。しかし答えは決まっているな。──ミッくん、任務
変
 へん
 更
 こう

 だ。再現実験は後回しにして、君は四階のユッコちゃんの部屋に行き、ドアホンを鳴らしたまえ」

「え!?
 」

　思わぬ指示を告げられ、ミノルは思わず
訊
 き

 き返した。

「な、鳴らして……そのまま
戻
 もど

 っていいんですか？」

「あのなあ、それじゃただのピンポンダッシュだろう。その後は……まあ、なんだ、
頑
 がん
 張
 ば

 れ。骨は拾ってやる」









　　　３





　教授の意味不明な言葉に送り出され、エレベータに乗ったミノルは、一階下の住居フロアで降りた。

　古めかしい
外
 そと
 廊
 ろう
 下
 か

 を、東へと歩く。仮にここへ引っ
越
 こ

 すことになったらミノルに与えられる予定の４０３号室を通り過ぎ、ユミコと
昏
 こん
 睡
 すい

 状態の《
狙撃者
 シユーター

 》
生
 い
 駒
 こま

 サナエが暮らす４０４号室の前で立ち止まる。

　先刻、五階から立ち去る寸前のユミコの反応は、確かに彼女らしくないと言えば言えるものだった。そもそもユミコがあんなにはっきりとした笑顔を見せたことは、いままで一度もなかったはずだ。しかしだからと言って何が問題なのか、教授はなぜこんな指示をしたのかを、ミノルはなかなか推測できなかった。

　先日あれほど失敗しまくった《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 取り込み実験》が、相手を
小
 こ
 村
 むら

 スウに変えた
途
 と
 端
 たん

 に一発で成功してしまったと言われれば、それはユミコも内心
釈
 しやく
 然
 ぜん

 としない部分もあるだろう。しかし今回の結果は《不可視》というスウの能力によるものだと推測されるのだから、そこは気にしても仕方ないことなのではないだろうか。

　いったい教授はユミコとどんな話をしろというつもりなのか……と思い
悩
 なや

 みながら、ミノルは
恐
 おそ

 る恐るドアホンのスイッチを
押
 お

 した。

　きんこーん、と古めかしいチャイムの音が
響
 ひび

 き、たっぷり十秒以上も経過してから、そっけない声がスピーカーから響いた。

「……はい」

「あ、あの、
空
 うつ
 木
 ぎ

 ですけど」

「…………
 何？」

「それが……その……」

　何、と言われても
咄
 とつ
 嗟
 さ

 に訪問の理由など説明できない。教授に指示されたのはここまでで、この先は
頑
 がん
 張
 ば

 れとしか言われていないのだ。そして頑張ろうにも、ミノルには自分が何をしに４０４号室まで来たのかさえ理解できていない。

　
口
 くち
 篭
 ごも

 るミノルの耳に、スピーカー
越
 ご

 しの小さなため息が聞こえ、数秒後かちんとドアロックが
解
 かい
 除
 じよ

 された。

　開いたドアの向こうの
薄
 うす
 暗
 くら

 がりに立つユミコは、まだ制服姿のままだった。

「何なのよ？」

　
眉
 まゆ

 をひそめつつ再び発せられた問いに、ミノルは何度か口を開閉してから、やむなく事実をそのまま答えることにした。

「あの……教授が、ユミコさんと話してこい、って」

　
途
 と
 端
 たん

 、すうっと空気を吸い込んでから、《加速者》はその名に
相応
 ふさわ

 しい早口でまくし立てた。

「そう、ならこれでもう目的は達したわね。いますぐ教授のとこに
戻
 もど

 って、私が『何も問題はありません』と言ってたって伝えてちょうだい。じゃあね」

　言い終えるやユミコがドアを閉めようとしたので、ミノルは
慌
 あわ

 てて半歩後ろに下がった。

　その動きによって、いままでミノルの体が
遮
 さえぎ

 っていた
廊
 ろう
 下
 か

 の北側からの
淡
 あわ

 い光が、
玄
 げん
 関
 かん

 の薄暗がりに入り込んだ。

　そしてミノルは、確かに見た。ユミコの
目
 め
 尻
 じり

 が、うっすらと赤くなっているのを。
頰
 ほお

 に、
乾
 かわ

 き切らない
涙
 なみだ

 の
跡
 あと

 があるのを。

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、ミノルは無意識のうちに手を
伸
 の

 ばし、閉じられようとしていたドアの
縁
 ふち

 をしっかりと押さえていた。

　同時にユミコも、ミノルが何に気付いたのかを察したらしく、さっと右手で
目
 め
 許
 もと

 を
覆
 おお

 いながら顔をそむけた。
鋭
 するど

 さを増した声が、乾いた冬の空気をぴしりと打った。

「何してるのよ、問題ないって言ったでしょ！　早く上に戻って！」

「で……でも」

「戻ってってば！　ほっといてよ!!
 」

　そう
叫
 さけ

 んだ
語
 ご
 尾
 び

 は、しかし激しく
震
 ふる

 えていた。ユミコは
諦
 あきら

 めたようにドアノブから手を放すと、すん、と鼻をすすり上げ、乱暴に
目
 め
 尻
 じり

 を
擦
 こす

 りながら言った。

「…………
 きっときみ、いま、激しく誤解してる」

「え……」

「誤解されたままだと
迷
 めい
 惑
 わく

 だわ」

「え……」

「上がんなさいよ。最低限の説明だけするから」

　通されたのは、前回とは異なり、
廊
 ろう
 下
 か

 の
途
 と
 中
 ちゆう

 にある部屋だった。

　フローリングの六畳間には、ライティングデスクとシングルのベッド、大きなビーズクッションなどが置かれている。どうやらここがユミコの私室らしい。

　とは言え、内装はこの上なくシンプルだった。《女の子の部屋っぽさ》を
漂
 ただよ

 わせているのは小さな
化
 け
 粧
 しよう
 台
 だい

 くらいで、カーテンは無地のホライゾンブルー、ポスターや写真の
類
 たぐい

 は一枚たりとも存在しない。
唯
 ゆい
 一
 いつ

 、ベッドの
隅
 すみ

 にシカっぽい形状の大きなぬいぐるみが転がっているが、鼻筋が黒いユーモラスな顔つきは、何の動物なのか見当もつかない。

「……あのぬいぐるみ、トナカイですか？」

　ベッドの横に所在なく立ちながら、とりあえずそんな質問を口にすると、ユミコはちらりとシカ系動物に視線を向けてから答えた。

「プロングホーンよ。別名エダツノレイヨウ」

「ぷ……プロングホーン……？　どこ原産の動物ですか？」

「アメリカの中西部。草食動物ではいちばん速く走れるの」

　短い解説を加えると、ユミコは
床
 ゆか

 のビーズクッションを指差した。

「……そこ、座って」

　ミノルがおっかなびっくり円形のクッションに
腰
 こし

 を下ろすと、ユミコはベッドに座り、プロングホーンのぬいぐるみを引っ張り寄せ、
膝
 ひざ

 に抱えた。そのまましばし
沈
 ちん
 黙
 もく

 する《加速者》の顔を、ミノルは上目
遣
 づか

 いに
盗
 ぬす

 み見た。

　やはり気のせいではなく、眼の
縁
 ふち

 が赤い。それに、声も五階にいた時より
掠
 かす

 れている。

　──
風
 か
 邪
 ぜ

 ？　それとも季節外れの花粉症？

　などと
逃
 とう
 避
 ひ
 的
 てき

 に考えるミノルをじろっと
睨
 にら

 み、ユミコはいきなり
核
 かく
 心
 しん

 に
斬
 き

 り込んできた。

「……いいわよ、認めるわ。確かに私は強がり言って五階から飛び出して、自分の部屋に
逃
 に

 げ込んで、さっきまでびえーんて
泣
 な

 いてたわ」

「……び、びえーん、ですか」

「そうよ。しかもこのぬいぐるみをボッスボッス
殴
 なぐ

 りながら」

「……ぼ、ぼっすぼっす、ですか」

　これまでいつも強気な態度を
崩
 くず

 したことのなかった
安
 あ
 須
 ず

 ユミコが、ぬいぐるみに八つ当たりしながら泣き
喚
 わめ

 くさまなど、想像しろと言われても無理な話だった。しかもその理由が──。

「きみが誤解してるって言ったのは、そこ！」

　いきなりユミコが
叫
 さけ

 んだ。

「は、はい？」

「きみ、いまこう思ったでしょ。私が
泣
 な

 いたのは、きみを
小
 こ
 村
 むら

 さんに取られたせいだ、って」

「はっ、いや、そんな……」

「
違
 ちが

 うからね!!
 」

　再びぼすっとプロングホーンのお
腹
 なか

 を
殴
 なぐ

 り、
跳
 は

 ね返った右手の人差し指でびしっとミノルの鼻の頭を照準する。

「私が泣いた理由は、自分の
不
 ふ
 甲
 が
 斐
 い

 なさが
口
 くち
 惜
 お

 しかったから。きみがどうのこうのってことじゃないわ。まずそれだけは断固として宣言しておきますから」

　その言葉の後半部分はとっさに
棚
 たな
 上
 あ

 げし、ミノルは前半の一
箇
 か
 所
 しよ

 のみに関して
訊
 たず

 ねた。

「ふ、不甲斐なさ……？　だって……このあいだの実験に失敗し続けたのは、
僕
 ぼく

 のせいなのに」

「そうよ、あれはきみのせいだわ」

　ぬいぐるみの頭に小さなあごを乗せ、ユミコはあっさり
肯
 こう
 定
 てい

 した。
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「私が自分を不甲斐ない、情けない、って思わざるを得ないのはね……、このあいだの実験に関してだけじゃなく、あらゆる場面で、どうしても自分と彼女を比べずにいられないからよ。向こうは私のことなんて何とも思ってないのに、勝手に比べて、勝手に負けて、独りで
凹
 へこ

 んで。ほんと……バカみたい」

　言葉は
徐
 じよ
 々
 じよ

 にトーンを落とし、最後は
掠
 かす

 れた
呟
 つぶや

 き声だった。

　まったく反応できずに
押
 お

 し
黙
 だま

 るミノルを見て、ユミコはぽつりと問いを発した。

「
空
 うつ
 木
 ぎ

 くんは、
小
 こ
 村
 むら

 さんの素顔を見たのよね？」

「え……ええ」

「なら、自分の視線の色を教えてもらった？」

　
頷
 うなず

 き、ミノルは答えた。

「はい……。
透
 とう
 明
 めい

 、だそうです。ス……小村さんいわく、《無関心の色》だとか」

「無関心……か。きみも
徹
 てつ
 底
 てい

 してる人ね」

　
頰
 ほお

 にかかる
黒
 くろ
 髪
 かみ

 を指先で
搔
 か

 き上げ、ユミコはかすかに苦笑した。

「私も、一ヶ月くらい前にようやく素顔を見せてもらったわ。多分、私ときみの他に彼女の顔を見ているのは、
氷
 ひ
 見
 み

 課長と教授くらいでしょうね。でもね……、小村さんは、私には視線の色を教えてくれなかった」

「え…………
 」

「言いづらい色だったんだと思う。何となく、見当もつくの。多分、私が彼女に向ける視線は
紫
 むらさき
 色
 いろ

 だわ。つまり《
嫉
 しつ
 妬
 と

 》の色」

「嫉……妬？」

「そうよ。私は小村さんに嫉妬してる。でも、それは彼女の顔を……あのとんでもなく
可愛
 かわい

 い素顔を見せてもらうより、ずっと前からよ……」

　ふうっと小さく息を
吐
 は

 くと、ユミコは視線を南の
窓
 まど

 の向こうへと
彷徨
 さまよ

 わせた。

　明日はもう
大
 おお
 晦日
 みそか

 だけあって、午後の太陽は転がり落ちるような速さで地平線に近づき、部屋に差し込む光はすでにかなり色を
濃
 こ

 くしている。その陽光を受けて、
輪
 りん
 郭
 かく

 をほんのり金色に
輝
 かがや

 かせるユミコの横顔を見ながら、ミノルはふと、この人だって
完
 かん
 璧
 ぺき

 なくらい
綺
 き
 麗
 れい

 なのにな、と考えた。

　そしてすぐに、その思考がすでにユミコとスウを
比
 ひ
 較
 かく

 してしまっているものなのだと気付き、さっと視線を外す。そんなミノルに向けて、ユミコが
囁
 ささや

 くような声で説明を再開する。

「……この《特課》の活動は、地球にサードアイが降ってきた一ヶ月後……つまりいまから二ヶ月前に、私、サナエ、ＤＤ、教授の四人でスタートしたの。すぐにオリビーが加わって、小村兄妹が加入したのはその後よ」

「…………
 」

　無言で聞き入るミノルをちらりと見て、ユミコは人差し指で空中に数字を書いた。

「私とサナエは、コンビを組んで七人のルビーアイを無力化したわ。でも小村さんは、すでに同じ数のルビーをたったひとりで確保しているのよ。彼女は、バックアップとフォワードを
兼
 か

 ねる、特課最強のジェットアイなの」

「さ……最強!?
 　あの人がですか……？」

　
鸚
 おう
 鵡
 む
 返
 がえ

 しにそう口走りながらも、ミノルの脳裏にはスウの
記
 き
 憶
 おく

 がフラッシュバックしていた。

　コペンの車内で初めて姿を現した時の、ミノルを
怖
 おそ

 れるように
俯
 うつむ

 いた姿。

　ミノルの家の食卓で、左手に広げた
海
 の
 苔
 り

 に
真
 しん
 剣
 けん

 な表情で
酢
 す
 飯
 めし

 と具を
載
 の

 せている姿。

　そして、ミノルの部屋で差し向かいに座り、視線の話をしてくれた時の
儚
 はかな

 げな姿。

　あの、いまにも空気に
溶
 と

 けて消えてしまいそうな──いや
比
 ひ
 喩
 ゆ

 ではなく、
瞬
 しゆん
 時
 じ

 に
消
 しよう
 滅
 めつ

 してしまう力を持つ中学三年生の少女が、この特課で最大の
戦
 せん
 闘
 とう

 能力を持っていると、ユミコはそう言ったのか。

「信じられない、って顔ね」

　ごく
薄
 うす

 い笑みを口の
端
 はし

 に
滲
 にじ

 ませ、ユミコは言った。

「でも、少し考えれば
解
 わか

 るわ。
小
 こ
 村
 むら

 さんは、能力をほぼ全開にしている時でも、
瞳
 どう
 孔
 こう

 の小さな黒点しか見えない。そして彼女の《
被
 ひ
 探
 たん
 知
 ち
 圏
 けん

 》は半径五十センチ。それはつまり、周囲が水面やぬかるんだ
泥
 どろ

 だったりするか……あるいは視覚以外の強力なセンサーを持っていない限り、五十センチの至近
距
 きよ
 離
 り

 に接近されるまで
誰
 だれ

 も彼女に気付けないってことなの」

「……その距離からなら、どんな武器も……」

「ええ。テーザーだろうと、
麻
 ま
 酔
 すい

 注射だろうと、もちろん
拳
 けん
 銃
 じゆう

 だろうと必中だわ」

　一瞬言葉を切ったユミコの笑みが、
自
 じ
 嘲
 ちよう
 的
 てき

 なものへと変わる。

「先々週の、イグナイター
捕
 ほ
 獲
 かく

 作戦のメンバーに教授が小村さんを入れずに私を入れたのは、場所がプールだったから……それと、私がイグナイターにこだわってることを知ってた教授の温情よ。ま、私は危うく死にかけて、それをきみに助けてもらっただけだったけどね」

「い、いえ……だけだなんて。
僕
 ぼく

 の能力は、
攻
 こう
 撃
 げき

 面ではなんの役にも立ちませんから。あの場合は、ユミコさんの《加速》がなければ、イグナイターは
倒
 たお

 せませんでした」

　かぶりを
振
 ふ

 りつつそう言ったミノルの眼を、ユミコはじっと
見
 み
 詰
 つ

 めてきた。
涼
 すず

 やかに切れ上がった
瞼
 まぶた

 の下の
瞳
 ひとみ

 に、
突
 とつ
 然
 ぜん

 切実な色が
浮
 う

 かんだ。

「…………
 正直に言うわ。私はね……きみの
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 ごと突進してイグナイターを一撃で倒した、あのとんでもないパワーを体感した時からずっと考えてた。この力をいつでも使えれば、私は小村さんに勝てる、って」

「え…………
 」

「東京
湾
 わん

 原発でも実証されたとおり、きみの防御殻はあらゆる攻撃に対して
不
 ふ
 可
 か
 侵
 しん

 。なら、敵に見つかろうと、探知されようと関係ないわ。ひたすら突撃して、体当たりするだけで、どんなルビーアイも無力化できる。それだけじゃない……《組織》の
本
 ほん
 拠
 きよ
 地
 ち

 が判明したら、私ときみでそこに乗り込んで、
奴
 やつ

 らを
皆
 みな
 殺
 ごろ

 しにだってできるんだわ」

　組織──とは、ルビーアイの集団のことだろうか？

　という
刹
 せつ
 那
 な

 の疑問は、ユミコの激しすぎる言葉にかき消されてしまった。ミノルは勢いに
吞
 の

 まれ、反射的に問い
質
 ただ

 していた。

「こ……
小
 こ
 村
 むら

 さんに勝てる、だなんて……なにも、同じ特課のメンバーで、力を競わなくても……」

　
途
 と
 端
 たん

 、ユミコの両眼に
鋭
 するど

 い光が
閃
 ひらめ

 いた気がした。

　しかしそれはすぐに消え去り、
肩
 かた

 から力を
抜
 ぬ

 いた《加速者》は、再び
口
 くち
 許
 もと

 に
自
 じ
 嘲
 ちよう
 的
 てき

 な笑みを
滲
 にじ

 ませた。

「…………
 そうね。私たちの目的は、一人でも多くのルビーアイを無力化し、彼らの
犠
 ぎ
 牲
 せい

 になる人を減らすこと。
誰
 だれ

 が何人
倒
 たお

 すか、なんてどうでもいい」

「え、ええ……」

「その意見は正しいわ。まったく、議論の余地なく正しい。でもね、
空
 うつ
 木
 ぎ

 くん。そういうふうに言えるのは、まだきみが
奴
 やつ

 らへの
憎
 にく

 しみを知らないからよ」

　ユミコの声は静かだったが、その内部には
密
 みつ
 封
 ぷう

 された高熱が
揺
 ゆ

 らめいているのを、ミノルはありありと感じた。

「に……憎しみ……？」

「ええ。大切な人を奴らに
奪
 うば

 われ、個人的な
憎
 ぞう
 悪
 お

 が生じる時がもし来れば、きっときみにも
解
 わか

 るわ」

　ミノルはちらりと南の
壁
 かべ

 ──その向こうのリビングルームで
眠
 ねむ

 る《狙撃者》サナエに視線を向けてから、でも、と
呟
 つぶや

 いた。

「でも……ユミコさんは、もうイグナイターを倒したじゃないですか。サナエさんを脳死状態に追いやったあのルビーアイは、能力と
記
 き
 憶
 おく

 を奪われて、人間に
戻
 もど

 った。あなたの
復
 ふく
 讐
 しゆう

 は終わったはずです」

「だから、満足してフォワードは降りろと？　実戦はオリビーや小村さんに任せて大人しくバックアップだけしてろって、そう言いたいの？」

「え……いえ、そんな……」

「私はね……」

　底光りのする眼でじっとミノルを
見
 み
 据
 す

 え、ユミコは
囁
 ささや

 くように言った。

「私の能力は、単独ではほとんど
戦
 せん
 闘
 とう

 には使えないの。
脚
 きやく
 力
 りよく

 だけの《加速》じゃ
距
 きよ
 離
 り

 も速度も大したことないから、どうしてもかなり近くまで敵に接近する必要がある。でも私は小村さんみたいに消えることはできないから、多くの場合、武器の間合いに入る前に気付かれてしまう。そうなったら、遠距離
攻
 こう
 撃
 げき

 型、あるいは肉体変容型のルビーアイには
太
 た
 刀
 ち
 打
 う

 ちできない。きみも見たでしょう、私が《バイター》相手に、一対一で力負けするところを……。つまり、サナエの《
狙
 そ
 撃
 げき

 》による
援
 えん
 護
 ご

 がなければ、私はまったく無力なのよ」

　そんな──そんなわけはない！

　ミノルは内心で
叫
 さけ

 んだ。ユミコの加速能力は、単独でも
恐
 おそ

 るべきものだ。近距離戦闘での、視認すら難しいほどの超高速機動。その勢いを乗せたナイフ攻撃の
威
 い
 力
 りよく

 。愛用の大型バイクに
跨
 また

 がれば、時速五百キロを
超
 こ

 える
猛
 もう

 スピードでハイウェイを
疾
 しつ
 駆
 く

 し、数百メートルもの
距
 きよ
 離
 り

 を
跳
 ちよう
 躍
 やく

 する。あんなことができる人が、どうして無力なはずがあるだろう。

　しかしユミコは、ミノルの思考を読んだかのように、小さくかぶりを
振
 ふ

 った。

「バイクに乗ってる時に使える力は、バイクがなきゃ使えない力だしね……。ほんと、
依
 い
 存
 そん

 が強いよね、私。サナエや、アグスタや……そしていまはきみに依存しようとしている。……多分、本来ならとっくにサードアイが《
離
 り
 脱
 だつ

 》して、呼吸も
心
 しん
 拍
 ぱく

 も停止しているはずのサナエが
眠
 ねむ

 り続けているのは、私のことを心配しているからなんだ。一人じゃ戦えない私が気がかりだから、そばに居続けてくれてる。だからね……私は、証明しなくちゃいけないの。私はもう、サナエがいなくてもちゃんとやれるよ、って。心配してくれなくてもいいんだよ、って。…………
 でも、そのために、今度はきみを利用しようとして…………
 私…………
 私は…………
 」

　すう、とユミコの
頰
 ほお

 を、
透
 とう
 明
 めい

 な
雫
 しずく

 が伝った。

　ゆっくり
俯
 うつむ

 き、抱えた
膝
 ひざ

 の上に顔を
伏
 ふ

 せて、《加速者》はひそやかな
嗚
 お
 咽
 えつ

 を
漏
 も

 らし始めた。

　《屈折者》
小
 こ
 村
 むら

 スウへの
対
 たい
 抗
 こう
 心
 しん

 。

　ルビーアイたちへの、
過
 か
 剰
 じよう

 とも思える敵意。

　ユミコが抱くそれらの感情の源が、《狙撃者》
生
 い
 駒
 こま

 サナエの異常な
昏
 こん
 睡
 すい

 状態にあることを、ミノルはようやく
悟
 さと

 った。

　初めてミノルをこの４０４号室に招いた時、ユミコは言っていた。自分とサナエは、最高のフォワードとバックアップだったのだ、と。しかし、イグナイターの酸欠
攻
 こう
 撃
 げき

 によって、その
片
 かた
 翼
 よく

 が折れてしまった。

　以来サナエは、脳死状態でありながらサードアイの肉体
制
 せい
 御
 ぎよ
 下
 か

 で自発呼吸を続けるという、《静的暴走》を続けている。ユミコはその原因が、自身の
不
 ふ
 甲
 が
 斐
 い

 なさにあると考えているのだ。単独では満足に戦えず、作戦の
遂
 すい
 行
 こう

 能力に
於
 お

 いて小村スウに引き
離
 はな

 されている自分を心配して、サナエは生と死の境界にとどまり続けている──と。

　そして、そのサナエの心配を解消するために、自分の手で一人でも多くのルビーアイを
倒
 たお

 さねばならないと思いつめている。

　サナエの昏睡の理由が実際には何なのか、ミノルに真実を知るすべはもちろんない。ユミコの推測は正しいのかもしれないし、
間
 ま
 違
 ちが

 っているのかもしれない。しかしミノルには、ユミコの心境が──そして眼前ですすり
泣
 な

 く姿が、
途
 と
 方
 ほう

 もなく
哀
 あい
 切
 せつ

 で、痛々しいものに感じられた。

　……傷ついてるんだ、この人は。

　ふと、そんな思考が脳裏に小さく
弾
 はじ

 けた。

　
僕
 ぼく

 だけじゃなかった。ユミコさんだって──いや、きっと小村さんも、オリビーさんも、教授も、
皆
 みな

 がそれぞれの傷を、痛みを抱えている。同じなんだ、
誰
 だれ

 だって。

　その
概
 がい
 念
 ねん

 は、ミノルにとってはまったく
馴
 な
 染
 じ

 みのないものだった。これまでミノルにとって、他の人間は例外なく《自分を傷つける可能性を持つファクター》でしかなかった。

　しかし、もしかしたらそれは
間
 ま
 違
 ちが

 っていたのかもしれない。人は
皆
 みな

 、
硬
 かた

 い
殻
 から

 と
柔
 やわ

 らかい心を抱え、
互
 たが

 いにぶつかりあって傷を増やしている。そう、少なくとも、いま目の前にいる女の子の
涙
 なみだ

 の理由は間違いなくミノルが作ったものだ。その意味では、この人はもう──

　他人じゃないんだ。

　
奇
 き
 妙
 みよう

 な感覚が
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 心の
奥
 おく

 に生まれ、
儚
 はかな

 く
薄
 うす

 れていく。ミノルはその
余
 よ
 韻
 いん

 を
懸
 けん
 命
 めい

 に
摑
 つか

 みとめようと、息を
詰
 つ

 めた。

　この感じ
 。

　イグナイターの
爆
 ばく
 発
 はつ
 攻
 こう
 撃
 げき

 からユミコを守ろうとした時、そしてスウと
一
 いつ
 緒
 しよ

 に実験を試みた時も、こんな感覚が心の中に満ちていた気がする。静かで、
透
 とう
 明
 めい

 で、それでいてある種の希求を
含
 ふく

 んだ感覚。

「……ユミコさん」

　ミノルは、
掠
 かす

 れた声で、すすり
泣
 な

 きを続ける少女の名を呼んだ。ブレザーの
肩
 かた

 がぴくりと
震
 ふる

 え、
嗚
 お
 咽
 えつ

 がわずかに減速した。

「もしかしたら……いまなら……」

　ほんの少し持ち上げられた、ユミコの
濡
 ぬ

 れた顔をまっすぐに見詰めて、ミノルはその続きを口にしようとした。

　しかし直前、部屋の
壁
 かべ

 に設置されたスピーカーから、ビーッ！　という
鋭
 するど

 いブザー音が
響
 ひび

 いた。続けて流れたのは、
緊
 きん
 張
 ちよう
 感
 かん

 に満ちたＤＤの声だった。

『こちらＤＤ！　いま、オリーと一緒に街を流してたんだけど、
春日
 かすが

 通りで、ルビーの
匂
 にお

 いを感知しました！』

　
即
 そく
 座
 ざ

 に教授の声が応じた。

『トランサーか!?
 』

『ち、違います。この感じは、前に一回だけ
接
 せつ
 触
 しよく

 した……
恐
 おそ

 らくあいつです、《リキダイザー》……』

『危険だ、絶対にそれ以上接近するな!!
 』

　ＤＤの声を
遮
 さえぎ

 るように、教授が張り詰めた声で
叫
 さけ

 んだ。

『そのまま充分な
距
 きよ
 離
 り

 を取って匂いを追ってくれ、だがくれぐれも気取られるなよ！　ユッコちゃん、ミッくん、それに……ヒナコちゃん、すぐ五階に集合してくれ!!
 』





　　　＊
 ＊
 ＊






「傷の具合はどう、
坊
 ぼう

 や？」

　そう言いながら部屋に入ってきた人物を、《
凝結者
 トランサー

 》は苦笑で
迎
 むか

 えた。

「その呼び方、
勘
 かん
 弁
 べん

 してくださいよ。もう
師
 し
 匠
 しよう

 と弟子でもないんだし」

「あら、そんな
深
 ふか
 傷
 で

 を負わされてるようじゃまだまだヒヨッコだわ、えーと……
三
 み
 川
 かわ
 霤
 りゆう

 クン」

　紅い
唇
 くちびる

 に皮肉げな笑みを
浮
 う

 かべ、訪問者──《
液化者
 リキダイザー

 》の名を持つ《組織》の幹部は、三川の名前を呼んだ。しかしすぐに
眉
 まゆ

 を寄せ、いまさらな問いを口にする。

「しっかし、なんでそんなキラキラネームっぽい名前にしたわけ？」

「キラキラは
酷
 ひど

 いなぁ。霤っていうのは
雨
 あま
 垂
 だ

 れのことで、《雨垂れは
三
 さん
 途
 ず

 の川》っていうことわざがあるんですよ」

「ふうん……意味は？」

「家から一歩外に出れば、どんな災難が待ち受けているか
解
 わか

 らない」

「なるほどね、身を
以
 もつ

 てそのことわざを実証しちゃったわけね」

　再びシニカルに
微笑
 ほほえ

 むと、リキダイザーは
両
 りよう
 腕
 うで

 にぶら下げていた
紙
 かみ
 袋
 ぶくろ

 の片方を三川のベッドに放ってきた。
倒
 たお

 れた袋の口から、ガーゼの束と包帯のロール、
軟
 なん
 膏
 こう

 の
小
 こ
 瓶
 びん

 が転がり出る。

　苦笑を返しながらそれらを拾い上げ、三川はちらりと自分の体を見下ろした。

　
裸
 はだか

 の上半身には、血の
滲
 にじ

 む包帯がきつく巻かれている。
一昨日
 おととい

 の夜、《ディバイダ》に右の
肋
 ろつ
 骨
 こつ

 を三本断ち割られた傷だ。危ういところで肺は破れなかったが、それでも重傷であるのは
間
 ま
 違
 ちが

 いない。実際、二日が
経
 た

 ついまでも、息をするたびに深い
疼
 うず

 きが走る。

　三川は左手で包帯を
解
 ほど

 きながら、上目で《リキダイザー》を見た。

「……これ、一人で
替
 か

 えるの大変なんですよね」

「でしょうね」

「……手伝ってくれたら、
物
 もの
 凄
 すご

 く感謝しちゃうんですけど」

「やぁよ、めんどくさい」

　その答えを予想していた三川は再び苦笑する。しかし文句は言えない。何せ一昨日、
青
 あお
 山
 やま
 霊
 れい
 園
 えん

 からほうほうの
体
 てい

 でこの
隠れ家
 セーフハウス

 に
辿
 たど

 り着いた三川の応急手当てをし、そのうえ《液化》能力と
医
 い
 療
 りよう

 用接着剤を使って、切断された肋骨三本の仮止めまでしてくれたのは眼前の
謎
 なぞ

 めいた女性なのだから。

　
汚
 よご

 れた包帯を丸めてダストボックスに捨て、傷口に張り付いたガーゼをべりっと引き
剝
 は

 がすと、いくらか新しい血が
滲
 にじ

 み出した。しかし、たった二日で傷はかなり縮小している。サードアイによって
賦
 ふ
 活
 かつ

 された肉体の力もあろうが、《ディバイダ》のふざけた
長
 ちよう
 剣
 けん

 に
斬
 き

 られた
切
 せつ
 創
 そう

 が芸術的なまでに
綺
 き
 麗
 れい

 だったおかげもある。

　傷に
抗
 こう
 生
 せい
 剤
 ざい

 の軟膏を
塗
 ぬ

 り、ガーゼを当て、苦労して包帯を巻きつけていると、リキダイザーが
妖
 よう
 艶
 えん

 に微笑みながら言った。

「そうね……、またアレやってくれたら、手伝ってあげてもいいわよ」

　そして答えを待たず、殺風景な部屋の
片
 かた
 隅
 すみ

 にあるキッチンの冷蔵庫に歩み寄ると、ミネラルウォーターのボトルを取り出した。
隣
 となり

 の戸棚からクリスタルガラスのタンブラーも出し、水をなみなみと注ぎいれる。

「さ、どうぞ」

　
掲
 かか

 げられたタンブラーを見て、
三
 み
 川
 かわ

 は小さく
肩
 かた

 をすくめた。痛みに
耐
 た

 えながら息を吸い込み、
尖
 とが

 らせた
唇
 くちびる

 からふうっと細く、優しく
吹
 ふ

 き付ける。

　タンブラーの中の水に見た目の変化は起きなかったが、ぴしっ、というかすかな音が一度だけ
響
 ひび

 いた。

「……いいですよ」

　三川が言うと、リキダイザーは右手のタンブラーをシンクの上で
傾
 かたむ

 けた。水が細く流れ出し、その中に生成されたものが転げ落ちる前に器用に手首を返す。

　タンブラーの底に、かららんと
澄
 す

 んだ音を立てて転がったのは、
完
 かん
 璧
 ぺき

 な形状と
透
 とう
 明
 めい
 度
 ど

 を持つ直径五センチほどの球体だった。三川が《
凝
 ぎよう
 結
 けつ

 》能力によって水を氷に変えたのだ。みだりな能力の使用は《黒》どもを引きつける危険があるが、都内にいくつかあるセーフハウスの中はその限りではない。

　リキダイザーは満足そうに眼を細め、氷球をしばし光に
透
 す

 かすと、今度は
戸
 と
 棚
 だな

 からスコッチウイスキーのボトルを取り出し、
琥
 こ
 珀
 はく
 色
 いろ

 の液体をこんこんと音を立ててタンブラーに注ぎ入れた。

　キッチンを
離
 はな

 れ、部屋に一
脚
 きやく

 だけある
椅
 い
 子
 す

 に
腰
 こし

 を下ろして長い
脚
 あし

 を組む元
師
 し
 匠
 しよう

 の姿を、三川はしばし傷の痛みを忘れて
見
 み
 詰
 つ

 めた。

　
年
 ねん
 齢
 れい

 はどうにも推測しがたい。ほんの少し
濃
 こ

 いめのメイクが
施
 ほどこ

 された
目
 め
 許
 もと

 や、
艶
 つや

 やかな赤に
塗
 ぬ

 られた
唇
 くちびる

 は
妖
 よう
 艶
 えん

 のひと言で、百七十センチを
超
 こ

 える長身や、めりはりのあるプロポーションとも相まって少し年上──二十代の半ばくらいかと思えるが、常に
抑
 よく
 制
 せい

 された言動や
物
 もの
 腰
 ごし

 には
老
 ろう
 獪
 かい

 さすら感じる。

　やや茶色がかった
髪
 かみ

 をアップにまとめ、ブランド物らしきタイトスカートのスーツを堂々と着こなしたリキダイザーは、三川の視線など意に
介
 かい

 するふうもなくじっとタンブラーを
眺
 なが

 めていたが、やがて
吞
 の

 み
頃
 ごろ

 がきたのか、指二本ぶんほど注がれた液体をひょいっと口の中へ放り込んだ。

　細い
喉
 のど

 がこくりと動き、ほう、と小さなため息を
漏
 も

 らす。

「……
美
 お
 味
 い

 しい。やっぱり、
坊
 ぼう

 やの作ってくれるボールアイスだと一味
違
 ちが

 うわね。真球なのと、
気
 き
 泡
 ほう

 がまったくないせいかしら」

「酒なんて、何が
旨
 うま

 いのかまったく
解
 わか

 りませんけどね」

　
肩
 かた

 をすくめて言い返し、三川はリキダイザーに背中を向けた。

「それより、ちゃんと手伝ってくれるんでしょうね」

「
興
 きよう
 醒
 ざ

 めな反応ねえ。ダルモアの三十年よ、これ」

　軽く鼻を鳴らしながらもベッドに歩み寄ってきたリキダイザーは、約束を守って三川の体に包帯を巻き始めた。冷たくしなやかな指が
肌
 はだ

 に
触
 ふ

 れるたび、ぞくりとする感覚が背すじを走る。しかしそれは決して性的欲求に類するものではない。指の持ち主の
恐
 おそ

 るべき危険性を、
三
 み
 川
 かわ

 の本能──あるいはサードアイが感じ取っているのだ。

　仮にこの
状
 じよう
 況
 きよう

 で、リキダイザーと
戦
 せん
 闘
 とう

 になったらどう戦うか。

　無防備に背中を向けたまま、ふとそんなことを考える。

　三川の武器である水は、キッチンの
片
 かた
 隅
 すみ

 に積まれたダンボールの中に、ペットボトル入りのミネラルウォーターとしてたっぷりと存在する。まずはそれらを
全
 すべ

 て
水
 すい
 蒸
 じよう
 気
 き
 化
 か

 し、部屋に充満させる。しかるのちに相手に
触
 ふ

 れる水分のみを氷結させ、
徐
 じよ
 々
 じよ

 にそれを厚くしていき、やがて強固な氷の
殻
 から

 に閉じ込める──。

　そこまで考えた時、リキダイザーの指が、三川の
胸
 むね

 の中央で巻き終えた包帯の
端
 はし

 を軽く
押
 お

 さえた。

　つう、と
一
 ひと
 撫
 な

 でしただけで包帯の
断
 だん
 端
 たん

 は
消
 しよう
 滅
 めつ

 していた。彼女の能力によって
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 だけ《液化》された綿
繊
 せん
 維
 い

 が分子レベルで
融
 ゆう
 合
 ごう

 し、
完
 かん
 璧
 ぺき

 に接着されたのだ。

「ほら、終わったわよ」

　そう言って
離
 はな

 れていくリキダイザーの背中を、三川はかすかな苦笑いとともに見送った。

　勝てない。この
距
 きよ
 離
 り

 では、彼女を
氷
 ひよう
 塊
 かい

 に
封
 ふう

 じ込める前に、どうしても一度は手で触れられてしまうだろう。その瞬間、三川の肉体は《液化》され、ディバイダに
斬
 き

 られた
切
 せつ
 創
 そう

 がかすり傷に思えるほどのダメージを与えられる。

　リキダイザーの能力の恐ろしさは、操作対象に《人体》をも
含
 ふく

 む、という点だ。

　水を自在に
相
 そう
 転
 てん
 移
 い

 させられる三川も、人体内の水分までは操れない。なぜならそれは単独で存在していないからだ。認識できない水分子と感応することは不可能であり、同様の理由で、
土
 ど
 壌
 じよう

 に含まれる水気なども対象外となってしまう。その制限は、酸素を操るイグナイターにも存在したはずだ。あの男も、人間の血中に存在する酸素までは操れなかった。

　しかしリキダイザーは
違
 ちが

 う。彼女の能力は、手で触れたあらゆる固体を瞬時に液化する。対象が生物だろうと無生物だろうと関係ない。それはつまり、人体に触れるだけで、タンパク質のスープへと変えられるということだ。
腕
 うで

 や
脚
 あし

 が溶け落ちる程度ならばまだ生き残る可能性もあろうが、頭や胴体のどこか一
箇
 か
 所
 しよ

 だけでも液化されれば、
即
 そく
 死
 し

 は
避
 さ

 けられない。

　つまり、この女性と戦うならば、絶対に
接
 せつ
 触
 しよく

 されない遠距離を保つのが必要条件だ。こんな
狭
 せま

 い部屋では百パーセント負ける。理想的には、広大な水面が存在するオープンスペース……そう、例えば
遠
 とお
 浅
 あさ

 の海辺のような……。

「ねぇ
坊
 ぼう

 や、ありがとうくらい言ったら？」

　再び
椅
 い
 子
 す

 に
戻
 もど

 ったリキダイザーから、
微
 び
 笑
 しよう

 とともにそう言葉を
掛
 か

 けられて、三川は
瞬
 まばた

 きした。それまでの思考をおくびにも出さず、同じく
微笑
 ほほえ

 みながら頭を下げる。

「これは失礼しました。手当てしてくれてありがとうございます」

「次はオンザロック一杯じゃ足りないわよ」

「なら、何か新しい芸を仕込んでおきますよ。……それはそうと、さっきから気になってるんですが、そっちの
袋
 ふくろ

 は何なんです？」

　
三
 み
 川
 かわ

 が指差したのは、リキダイザーが持参した二つの紙袋のもう一方だった。
見
 み
 舞
 ま

 いに有名店のお
菓
 か
 子
 し

 でも持ってきてくれたのかと期待していたのだが、しかし「ああ、これね」という言葉とともに袋の中から取り出されたのは、やけにくたびれた大ぶりのビデオカメラだった。
眉
 まゆ

 をひそめ、再度問いかける。

「……なんであなたがそんなものを？　動画
撮
 さつ
 影
 えい

 の
趣
 しゆ
 味
 み

 なんかありましたっけ？」

「ないわよ。実はね、ここに来る前に、ちょっと病院に寄ってきたの」

「病院……？」

「そ。残念ながら私たちの同志になり損ねた、あのかわいそうなオジサンが入院させられてる病院に、ね」

　その言葉に、三川は大きく両眼を見開いた。

「……イグナイターの……!?
 　で、でもなんでいまさら……。彼はもうサードアイを
摘
 てき
 出
 しゆつ

 され、自分がイグナイターだったという
記
 き
 憶
 おく

 すら
奪
 うば

 われたはずでは……？」

「ほんと、黒の連中は
酷
 ひど

 いことするわよねぇ。無力で無目的な人間に
戻
 もど

 すより、いっそ殺してあげたほうが、ずっと
慈
 じ
 悲
 ひ

 深いのに」

「…………
 ま、まさか……殺したんですか？」

　
恐
 おそ

 る恐るそう
訊
 たず

 ねると、リキダイザーは
珍
 めずら

 しく声を上げて笑った。

「あはは、まさか。なんで私がそんな無意味なことしなきゃならないのよ。そうじゃなくてね、《
共感者
 エンパサイザー

 》を連れていったの。元イグナイター氏が、頭の
隅
 すみ

 っこに記憶の断片なりとも残してないか、と思ってね」

　《エンパサイザー》の名前を聞いた
途
 と
 端
 たん

 、三川は反射的に顔をしかめた。

「あの
覗
 のぞ

 き
魔
 ま

 を……？　
無
 む
 駄
 だ

 でしょう、黒どもに処置された元ルビーアイが、何か
憶
 おぼ

 えてた例なんかないじゃないですか」

　するとリキダイザーは紅い
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 を
妖
 あや

 しく
吊
 つ

 り上げ、ひょいとビデオカメラを放ってきた。
慌
 あわ

 てて空中でキャッチし、そのずしりとくる重さにロゴマークを確かめると、デジタルカメラですらなく、とっくに生産が終了したアナログテープ方式の
Ｈｉ８
 ハイエイト

 規格だ。

「再生してご覧なさいな」

　というリキダイザーの声に、三川は首を
捻
 ひね

 りながら
液
 えき
 晶
 しよう

 パネルを開いて再生ボタンを
押
 お

 した。

　現れた映像は、灰色のサンドストームだった。時折
粒
 りゆう
 子
 し

 が固まり、何らかの形に結像しようとするものの、すぐにまた無機質なノイズに戻ってしまう。

「……何も映ってないですよ……」

　言いかけた、その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

　ざざっとスピーカーが鳴り、色の
褪
 あ

 せた風景が画面に
浮
 う

 かび上がった。

　不規則に
揺
 ゆ

 れる光。水面だ。
奥
 おく

 には白い砂浜と、やや貧相な
椰
 や
 子
 し

 の木が見える。しかし南の島というわけではなさそうだ。遠景に並ぶ金属の柱とガラスの
壁
 かべ

 からして、ビーチを模したプールらしい。

　よくよく見れば、椰子の木は半分以上が半ばから折れ、ガラスも割れ
砕
 くだ

 けている。
巨
 きよ
 大
 だい

 な
爆
 ばく
 発
 はつ

 の後、という印象だ。

『許せん!!
 』

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 、
嗄
 しやが

 れた男の声が
響
 ひび

 いた。

　画面に、傷つき血を流す右手がフレームインする。
鉤
 かぎ
 爪
 づめ

 状に折れ曲がった指の延長線上には、
朧
 おぼろ

 な
人
 ひと
 影
 かげ

 が二つ、寄り
添
 そ

 って立っている。

　
恐
 おそ

 らくは、この手の持ち主がイグナイター。そして、照準された二人は、《黒》のハンターたちだ。

　広げられた五指の中央で、赤い光が
迸
 ほとばし

 った。
離
 はな

 れて立つ二人の周囲から、立ちこめる
水
 すい
 蒸
 じよう
 気
 き

 が
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 で引き
剝
 は

 がされた。イグナイターの能力、酸素操作だ。二人の黒を取り囲む空気からは酸素分子が根こそぎ
奪
 うば

 われ、黒どもはすぐに
倒
 たお

 れて
悶
 もだ

 え苦しむはずだ。

　──しかし。

『………………
 なぜだ』

　イグナイターが
呻
 うめ

 いた。その言葉は、
三
 み
 川
 かわ

 の
胸
 きよう
 中
 ちゆう

 に
浮
 う

 かんだ疑問の代弁でもあった。

　二人の黒は、浅い水の中で平然と直立し続けている。吸うべき酸素が存在しないはずなのに、苦しむどころか
身
 み
 動
 じろ

 ぎひとつしない。

『なぜだあああああ!!
 』

　
怒
 いか

 りに満ちた
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 。
突
 つ

 き出された手がぎしぎしと
軋
 きし

 み、無数の傷口から
鮮
 せん
 血
 けつ

 が飛び散る。

　直後。

　黒の片方が、右足を一歩
踏
 ふ

 み出した。

　たったそれだけの動作なのに、まるで
靴
 くつ

 にブースターでも装備しているが
如
 ごと

 く、抱き合った状態の二人が画面中央に向けて
凄
 すさ

 まじい勢いで
突
 とつ
 進
 しん

 してきた。水面が左右に割れ、高い水柱が上がった。小さな
液
 えき
 晶
 しよう

 モニタ内の映像なのに、三川は反射的に顔をそむけた。

　ピントが
不
 ふ
 鮮
 せん
 明
 めい

 なので顔立ちまでは
判
 わか

 らないが、二人の黒は男と女だ。急接近する二人は、
肩
 かた
 口
 ぐち

 からイグナイターに激突し、そこで画面はぶつりとブラックアウトした。

「…………
 この、映像は、つまり」

　長い
沈
 ちん
 黙
 もく

 を続けてから、三川はようやくそう
呟
 つぶや

 いた。

「いわゆる《念写》的な何かですか？　エンパサイザーは、人の
記
 き
 憶
 おく

 を
覗
 のぞ

 き見るだけじゃなくて、こんな能力まであったんですか……？」

「あったの。ただ、どういうわけかデジタルメディアには念写できないのよね。その古くさいカメラ探すの、とっても
面
 めん
 倒
 どう

 だったわ」

　リキダイザーの返答に、それでいまどきＨｉ８なのか、と
三
 み
 川
 かわ

 は軽く
頷
 うなず

 いた。巻き
戻
 もど

 しボタンを
押
 お

 し、もう一度イグナイターの
記
 き
 憶
 おく

 映像を頭から再生する。

　一方通行ではあったが、よく似た系統の能力者として敬意と親近感を抱いていたルビーアイの血を
吐
 は

 くような
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 は、三川の
胸
 むね

 にもそれなりの痛みをもたらした。もしこの場所に自分がいれば……と
悔
 く

 やむ。これだけの量の水があれば、たとえ黒が何人いようとも敵ではなかっただろうに。

　──しかし、それはイグナイターも同様だったはずだ。この場所、《
有
 あり
 明
 あけ

 ヘヴンズショア》の屋内プールを一つ丸ごと
吹
 ふ

 き飛ばした
爆
 ばく
 発
 はつ

 は、イグナイターの水分解能力によるものなのは明らかだ。それほどの
威
 い
 力
 りよく

 の爆発に巻き込まれて、なぜこの二人の黒どもは無傷なのか？

　三川の疑念を感じ取ったかのように、リキダイザーが少し鼻にかかったハスキーボイスでコメントを加えた。

「その映像をアジトで
解
 かい
 析
 せき

 してみないと何とも言えないけど……どう？　その二人の黒が
突
 とつ
 進
 しん

 してくる時、水面が
妙
 みよう

 な割れ方してると思わない？」

「え……そうですか？」

　三川は
眉
 まゆ

 をしかめ、不鮮明な念写映像に眼を
凝
 こ

 らした。

　言われてみれば、
猛
 もう
 烈
 れつ

 なスピードで接近してくる黒たちの
足
 あし
 許
 もと

 で、プールの水が必要以上に大きく押しのけられているような気がしなくもない。水面を切り
裂
 さ

 いているはずの足が、水に
触
 ふ

 れていないように見えるのだ。

「……風圧、ですかね？　ホバークラフトみたいな……」

「そうね。あるいは……何らかの
壁
 かべ

 があるのか……」

「壁……？」

　具体的なイメージが
湧
 わ

 かず、首を
捻
 ひね

 る三川に、リキダイザーは
吞
 の

 み干したタンブラーを軽く
振
 ふ

 ってみせた。まだほとんど
溶
 と

 けていない丸氷が、からころと
澄
 す

 んだ音を立てる。

「例えばこんな感じの、
透
 とう
 明
 めい

 な壁よ。ガラスだか氷だか、他の透明な物質なのかは
解
 わか

 らないけど」

「いくらなんでも、ガラスや氷はないでしょう。もしその壁によって、イグナイターの爆発
攻
 こう
 撃
 げき

 を防いだのなら」

「なら、ダイヤモンドでもオリハルコンでもいいわよ。ともかく、あのプールを吹っ飛ばしたほどの大爆発を無傷で防ぎ得る無色透明な
障
 しよう
 壁
 へき

 を、そこに映ってるジェットアイの、男のほうが作れるんだと仮定しましょう」

　タンブラーにウイスキーのお代わりを注ぎながらリキダイザーがそう言ったので、三川は軽く手を挙げた。

「男のほう、なんですか？　二人いますけど」

「髪の長い女は、
恐
 おそ

 らく移動系能力者だわ。ミスター・イグナイターにナイフで
深
 ふか
 傷
 で

 を負わせた相手がそんな感じの黒だったらしいの。一歩足を動かしただけで
突
 とつ
 進
 しん

 してきたのが女の能力なら、
障
 しよう
 壁
 へき

 は男のほうってことになるわ。……それはともかく、仮にダイヤモンド級の強度を持つ
壁
 かべ

 を作れる能力者だとして、あなたならどうやって戦うかしら、トランサー？」

　
琥
 こ
 珀
 はく
 色
 いろ

 の液体をちびりと
舐
 な

 め、元
師
 し
 匠
 しよう

 は問うてきた。

　
三
 み
 川
 かわ

 はしばし考え、ひらりと右手を広げた。

「戦いません。そこら中にある炭素からダイヤモンドを好き放題作れる能力を持ってるなら、手を組んで
大
 おお
 儲
 もう

 けします」

「デビアス社と戦争になっちゃうわよ」

「そりゃ楽しそうですね。……
冗
 じよう
 談
 だん

 はさておき、そうですね……。たっぷり水がある場所、という前提ですけど、障壁の上から分厚く氷で
覆
 おお

 って、酸欠になるのを待ちますか」

「ふむ。では、相手が大容量の酸素ボンベを装備していたら？」

「それが切れるまで待ちますよ。あるいは
脱
 だつ
 水
 すい

 でも
餓
 が
 死
 し

 でもいい」

　三川の答えに、リキダイザーはグラスをひょいと持ち上げた。

「
坊
 ぼう

 やの気の長さに
乾
 かん
 杯
 ぱい

 。でもまあ、障壁の上から固めるってのは結構よさそうね……」

「あの、師匠。正直、
嫌
 いや
 味
 み

 にしか聞こえないんですけどね」

　同じく苦笑いを
浮
 う

 かべ、三川は言った。

「だってあなたなら、ダイヤの壁だろうとなんだろうと関係ないでしょう。ちょっと
触
 さわ

 れば、それでジ・エンド……
違
 ちが

 いますか？」

「壁が物質なら……ね」

　眼を細め、リキダイザーは紅い
唇
 くちびる

 にグラスを
触
 ふ

 れさせると、琥珀色の液体を一息に
呷
 あお

 った。

　再び空になったタンブラーを、何気ない仕草で体から遠ざけ──。

　ぱしゃり、と小さな音が
響
 ひび

 くと同時に、直前までガラスだったものは
透
 とう
 明
 めい

 な液体へと変じて真下へ
滴
 したた

 った。
床
 ゆか
 上
 うえ

 に広がった小さな水たまりが、たちまち
硬
 こう
 質
 しつ

 な板へと固化するのを、三川は
戦
 せん
 慄
 りつ

 とともに
見
 み
 詰
 つ

 めた。

　
胸
 きよう
 中
 ちゆう

 に染み出す
恐
 おそ

 れを
悟
 さと

 られぬよう、ぱたりと音を立ててビデオカメラの
液
 えき
 晶
 しよう

 画面を閉じ、「それ
剝
 は

 がすの大変なんですよ」と文句を言う。リキダイザーがにやにやしているだけなので、
肩
 かた

 をすくめて話題を切り
替
 か

 える。

「……この映像を入手できた、ってことは、元イグナイターさんの入院してる病院で《能力》を使ったんですよね？　
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 なんですか、そんなことして？　彼に
接
 せつ
 触
 しよく

 したのを悟られたら、そこから
手
 た
 繰
 ぐ

 られるのでは……？」

「リスクに見合う情報は取れたわ。それに、
他
 よ
 所
 そ

 で
餌
 えさ

 を
撒
 ま

 いておいたもの。いまごろ、黒のワンちゃんたちは見当違いの穴を
嗅
 か

 ぎまわっているわよ」





　　　＊
 ＊
 ＊






　顔を洗ってくから先に行ってて、とだけ言い残してユミコが洗面所に消えてしまったので、ミノルは一人で４０４号室を出た。

　ＤＤからの通信が入電する直前、
胸
 むね

 の
奥
 おく

 深くに生まれた不思議な感覚は、かすかな
余
 よ
 韻
 いん

 だけを残してすでに消えてしまっていた。エレベータに向かって歩きながら、ミノルは
懸
 けん
 命
 めい

 にあの
瞬
 しゆん
 間
 かん

 のことを思い出そうとした。

　他人じゃない。

　そんなひと言が、かすかなこだまとなって頭の
芯
 しん

 に
響
 ひび

 いている気がする。

　しかし、改めてその意味を考えようとすればするほど、数分前に訪れたはずの
奇
 き
 跡
 せき

 の
手
 て
 触
 ざわ

 りは遠ざかっていく。

　他人ではない人間。確かにミノルは《加速者》
安
 あ
 須
 ず

 ユミコが心に
秘
 ひ

 め続けてきたものを──彼女の痛みを知った。その意味では、すでにユミコは見知らぬ
誰
 だれ

 かではない。しかし、ならば何なのだろうか？　仲間？　友達？　同志？

　それらの名称のどれもが、まるで実感を
伴
 ともな

 わない。いや、あの瞬間だけは正しい答えに近づけたはずなのだが、それを改めて言葉にはできないのだ。

　けれど、少なくとも、これだけは言える。

　他の人間を《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》に取り込むという現象の
鍵
 かぎ

 は、ミノル個人が相手をどう認識するか、という一点に存在する。たぶん、ミノルの感情が誰かとシンクロした時のみ、その相手は
殻
 から

 が
排
 はい
 除
 じよ

 するべき異物ではなくなるのだ。

「……感情、か……」

　
呟
 つぶや

 きながら、エレベータの上りボタンを
押
 お

 す。

　感情とは、つまり何かを心に取り込み、それに対して反応するということだ。言い
換
 か

 えれば、
記
 き
 憶
 おく

 の生成そのもの。ミノルは、実の家族を亡くした八年前のあの事件以来、誰からも
距
 きよ
 離
 り

 を置き、話している相手の顔すら見ようとせずに、かたくなに他人の記憶を増やすことを
拒
 こば

 んできた。

　その理由は──《自分の中の他人》、《他人の中の自分》というものが
恐
 おそ

 ろしいからだ。

　自分が誰かに負の感情を抱き、あるいは誰かに
疎
 うと

 まれ、
蔑
 さげす

 まれ、
憎
 にく

 まれる。それを想像しただけで手足が冷たくなり、胸は息苦しくなる。人間なんてそんなものだ、気にしなければそれまでだ、と大人は言うかもしれないが──しかし、人が発生させ得る悪意の量には上限がないのだ。

　ドアが閉まり、ごとごとと上昇を開始したエレベータの箱の中で、ミノルは汗ばむ両手を強く
握
 にぎ

 り
締
 し

 めた。

　他人は
恐
 おそ

 ろしい。
誰
 だれ

 がいつ
豹
 ひよう
 変
 へん

 し、悪意を向けてくるか
解
 わか

 らない。

　そして同時に自分も恐ろしい。人間である以上、いつそのような
衝
 しよう
 動
 どう

 に支配されてしまうとも限らないのだから。

　ゆえにミノルは基本的に、他人に対して、あらゆる感情を抱きたくない。何も知りたくない。同じ場所にいたくない。

　その
秘
 ひ

 めたる欲求が、あの
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を造っているのかもしれない。他者への《
恐
 きよう
 怖
 ふ

 》や《
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 》ではなく、《
離
 り
 脱
 だつ

 》とでも言うべきもの。

　しかし、だとすれば、他人を
殻
 から

 に取り込む時に生まれる感情とは、いったい何なのだろうか？

　五階でエレベータを降りたミノルは、スリッパに
履
 は

 き
替
 か

 えると、物思いに
沈
 しず

 んだまま部屋の西側へと歩き始めた。大型テレビの前を通り過ぎ、
本
 ほん
 棚
 だな

 ゾーンも
抜
 ぬ

 けて、イサリリ教授の待つ研究エリアに
辿
 たど

 り着く。

「……ユミコさんももうすぐ来ます」

　モニタを
睨
 にら

 んでいる教授にそれだけ言うと、ミノルは八
脚
 きやく

 並んでいるパイプ
椅
 い
 子
 す

 の右後ろ、一つだけピンク色のクッションが
載
 の

 っている椅子に
腰
 こし

 を下ろそうとした。

「…………？
 」

　
奇
 き
 妙
 みよう

 な感覚があった。低反発クッションにしてはやけに
弾
 だん
 力
 りよく

 がある。それでいて背もたれはふんわりと
柔
 やわ

 らかい。おまけに何かいい
匂
 にお

 いがする。同じ香りを、最近どこかで
嗅
 か

 いだような……。

「こんにちは、ミノルさん」

　いきなり至近
距
 きよ
 離
 り

 でそんな声がして、ミノルは飛び上がった。

「えひっ!?
 」

　間抜けな声を
漏
 も

 らしながら、椅子から転げ落ちるように後ろを
振
 ふ

 り向くのと、じじっ、という小さなノイズが
響
 ひび

 いたのはほぼ同時だった。

　二秒前に思い切り
腰
 こし
 掛
 か

 けた椅子の上に、空気から
湧
 わ

 き出すように《屈折者》
小
 こ
 村
 むら

 スウの姿が出現するのを、ミノルは
床
 ゆか

 に
尻
 しり
 餅
 もち

 をついたまま
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と
眺
 なが

 めた。

　ウェーブのかかった
栗
 くり
 色
 いろ

 の
髪
 かみ

 を細い黒リボンで結わえ、先日とよく似たワンピースにレギンス姿のスウは、相変わらず
妖
 よう
 精
 せい

 じみた
美
 び
 貌
 ぼう

 にごくかすかな笑みを
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 だけ
浮
 う

 かべて言った。

「このクッションは、椅子に私が座ってるって目印。
憶
 おぼ

 えておいて」

「…………
 はい」

　こっくりと
頷
 うなず

 いてから、ミノルはやっと、自分がスウの
膝
 ひざ

 の上に思い切り座ってしまったのだと理解し、両手と首を高速水平運動させた。

「す、すすす、すみません!!
 　きき気付かなくて……その、し、しつ、失礼しました!!
 」

　上ずった声でそう謝ると、スウは小さく
肩
 かた

 をすくめた。

「気にしないで。ミノルさんの部屋のベッドで、上に乗っかられたのに比べればどうってことない」

「…………
 ほう？」

　という声を出したのは教授だった。

　ミノルは顔から血の気が引くのを自覚しながら、モニタ
越
 ご

 しにこちらを見る
指
 し
 揮
 き
 官
 かん

 に、ぷるぷるとかぶりを
振
 ふ

 った。

「じっ、じじ、実験で、安全のために、仕方なく、その」

　
掠
 かす

 れ声による必死の説明に、スウがすらすらと付け加える。

「私の
胸
 むね

 ポケットからスマホを取り出してもらった時に四十秒もかかったのに比べれば、もっとどうってことない」

「………………
 ほう？」

　《
離
 り
 脱
 だつ

 》したい。

　と脳内で
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 しつつ、反射的に
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を展開しそうになった時、背後でエレベータがごとりと音を立てた。

　その
途
 と
 端
 たん

 、じっ、と空電の音を鳴らしてスウの姿がかき消えた。あとには、ピンク色のクッションだけが、そのつもりで見ると不自然に
凹
 へこ

 んだ形のまま残される。

　開いた
扉
 とびら

 から現れ、すたすたと歩いてきた《加速者》
安
 あ
 須
 ず

 ユミコは、もう
涙
 なみだ

 の
痕
 こん
 跡
 せき

 など
欠片
 かけら

 も残っていない顔で
床
 ゆか
 上
 うえ

 のミノルを不思議そうに見た。

「……何やってるの、きみ？」

「い……いえ、なんでも……」

　どうにかそれだけ答えたミノルが、
這
 は

 い上がるようにパイプ
椅
 い
 子
 す

 のひとつに座ると、ユミコはちらりと右側に視線を振った。ピンク色のクッションを見つけると、表情を動かさずに小さく
会
 え
 釈
 しやく

 する。

「こんにちは、
小
 こ
 村
 むら

 さん」

「こんにちは、安須さん」

　
即
 そく
 座
 ざ

 に椅子の上の空間から返事があった。ユミコはすっと視線を切り、ミノルの
左
 ひだり
 隣
 どなり

 の椅子に座った。

　直後、まるで三人が
揃
 そろ

 うのを待っていたかのように、
壁
 かべ

 のスピーカーから
緊
 きん
 迫
 ぱく

 した声が流れた。

『こちらＤＤ、《リキダイザー》が能力を使った現場と思われる場所に
到
 とう
 着
 ちやく

 したッス。当人はすでにここから
離
 はな

 れています。しかし……
妙
 みよう

 なんです』

「妙とは、何がだ」

　デスク上のマイクに教授が問いかける。わずかな間を置いて、ＤＤではなくオリヴィエの声で返事があった。

『……殺しじゃねえんだ』

「殺人では……ない？」

　お下げ
髪
 がみ

 を
揺
 ゆ

 らしてそう
繰
 く

 り返してから、教授は
訝
 いぶか

 しむ声で
更
 さら

 に問うた。

「ならば、あいつはいったい何をしたんだ？」

『
泥
 どろ
 棒
 ぼう

 だ。それも、ハリウッドムービーばりの派手な手口で。あの女、銀行の
外
 がい
 壁
 へき

 に《液化》能力で大穴開けて、金庫室に
侵
 しん
 入
 にゆう

 しやがった』

　スピーカーから流れたオリヴィエの言葉に、ミノルはもちろん教授やユミコも目を丸くして絶句した。消えたままのスウだけは、その表情を確かめるすべはなかったが。

「……それは、つまり……金を
盗
 ぬす

 んだということか？」

『ええとですね……』

　報告の声が再びＤＤのものへと
替
 か

 わった。

『現場は、
大
 おお
 塚
 つか

 駅近くのやまと銀行の支店なんですけど、周囲は当然もう警察に
封
 ふう
 鎖
 さ

 されてまして……ただ、警察無線を
傍
 ぼう
 受
 じゆ

 した限りでは、現金の
被
 ひ
 害
 がい

 はないようですね。どうやら貸金庫がいくつか破られて、中身を持ち去られたようです』

「貸金庫…………
 。ううむ、だとすると、実際に何が盗まれたのかを
突
 つ

 き止めるのは骨だな」

『ええ。
顧
 こ
 客
 きやく

 が借りているボックスの中身までは、銀行も
把
 は
 握
 あく

 してないはずですから……』

「ううむ……」

　白衣の
腕
 うで

 を組み、ハイバックチェアに体を預けて、教授は
瞼
 まぶた

 を閉じた。
滑
 なめ

 らかな
額
 ひたい

 の
奥
 おく

 では、《
思
 し
 索
 さく

 》能力が全開で発動しているはずだ。
瞑
 めい
 目
 もく

 したまま、十歳の
指
 し
 揮
 き
 官
 かん

 は、思考をトレースするかのように
呟
 つぶや

 く。

「……リキダイザーが実際に
奪
 うば

 いたかったモノは一つだけで、それ以外に破られたボックスは陽動だろうな。そして、こちらに探知される危険を冒してまで能力を使ったからには、奪ったモノは
奴
 やつ

 ら《組織》の目的……つまり人類社会への大規模な
攻
 こう
 撃
 げき

 か、あるいは我々《特課》の
殲
 せん
 滅
 めつ

 、そのどちらかに利する何かであるはずだ……」

　そこまでを口にしてから、教授はぱちりとつぶらな
瞳
 ひとみ

 を見開いた。

　視線を、
壁
 かべ

 に
掛
 か

 けられた丸いアナログ時計に走らせる。

「だが、待て。なぜこんな時間なんだ。まだ午後四時にもなっていないじゃないか。銀行に
侵
 しん
 入
 にゆう

 するのに、外に通行人もいれば中に行員もいる、こんな時間を
敢
 あ

 えて選んだのはなぜだ？」

「ルビーアイの
傲
 ごう
 慢
 まん

 さ……では？」

　答えたのはユミコだった。切れ長の眼を
険
 けわ

 しく細め、静かだが
硬
 かた

 い声で呟く。

「あいつらは人間を人間とも思っていないわ。目撃者なんていようといまいと関係ない、
邪
 じや
 魔
 ま

 なら殺せばいい……そういうことじゃないんですか？」

「うむ……いや、それはどうかな……。これまでの
接
 せつ
 触
 しよく

 から得られたデータによれば、リキダイザーは
冷
 れい
 徹
 てつ

 な合理主義者だ。必要なことなら万全を期して成功させるし、不要なことは一切しない。銀行
侵
 しん
 入
 にゆう

 の成功率は、こんな白昼より深夜のほうが高いのは自明だ。ならば、あの女なら必ず夜を選んだはずだし、そもそも
外
 がい
 壁
 へき

 に大穴を開けるという手口もわざとらし過ぎる。つまり……つまり」

　教授は右手の中指を、
眉
 まゆ

 と眉のあいだにとん、と当てた。直後、強い口調で断言する。

「つまり、破られた貸金庫は、一つを
除
 のぞ

 いて……ではなく
全
 すべ

 て陽動だ。銀行侵入事件そのものが、我々の眼……そしてＤＤの鼻を引きつける
撒
 ま

 き
餌
 え

 なのだ！」

　それを聞き、ミノルやユミコ、そしてスピーカーの向こうのＤＤとオリヴィエも
黙
 だま

 り込んだ。しばし
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 としてから、ミノルは無意識のうちに言葉を発していた。

「……てことは、同じ時間に、別のどこかでルビーアイが
違
 ちが

 う事件を起こしてた、ってことですか？」

「そうなるな。そして、
恐
 おそ

 らくそちらも殺人ではあるまい。殺しならば、こんな手間をかけてまで
隠
 かく

 そうとはしないだろうからな。つまり、我々に気付かれたくない《何か》を《どこか》で行った。そしてそれは昼間でないとできないことだ。いや……昼間でないと入れない場所、ということか……」

　《
思
 し
 索
 さく

 》能力を発動させて目まぐるしく推論を展開する教授は、ここでぐるりとミノルたちを見回した。

「夕方三時か四時ごろまでじゃないと入れない、というとどんな
施
 し
 設
 せつ

 が思い
浮
 う

 かぶ？」

「他の銀行」

　
即
 そく
 座
 ざ

 にユミコが答えた。

「郵便局」

　何もない
椅
 い
 子
 す

 の上から、スウも発言する。

「が……学校」

　つられるようにミノルも答えた。他にも何か……と頭を
捻
 ひね

 るあいだにも、左右から女性
陣
 じん

 が立て続けに言い合う。

「区役所」「博物館」「美術館」「病院」

「それか!?
 」

　がたん、とメッシュチェアを鳴らして教授が
腰
 こし

 を
浮
 う

 かせた。

「以前、サードアイの
摘
 てき
 出
 しゆつ

 処置を
施
 ほどこ

 して社会復帰した元ルビーアイに、何者かが
接
 せつ
 触
 しよく

 したという報告があった。今回もそれだとすれば……対象は……」

　デスクから固定電話の受話器をひったくり、短縮ダイヤルボタンを
叩
 たた

 く。どこかに
繫
 つな

 がるや
否
 いな

 や早口で質問
事
 じ
 項
 こう

 をまくし立てた教授は、先方の答えを聞いた直後、ぱちんと指を鳴らした。

　短く礼を言って受話器を下ろし、軽く
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 を持ち上げる。

「ビンゴだ。今日の午後三時半、
港
 みなと

 区の病院に入院中の
中
 なか
 久
 く
 保
 ぼ
 洋
 よう
 介
 すけ

 ……つまり元イグナイターに、初めての面会人があったそうだ」

「えっ」

　今度はミノルが
中
 ちゆう
 腰
 ごし

 になった。

「ま、まさか……こ、ころ……」

「それなら
接
 せつ
 触
 しよく

 を
隠
 かく

 す理由はあるまい、
中
 なか
 久
 く
 保
 ぼ

 は無事だよ。しかし、看護師がおかしな光景を
目
 もく
 撃
 げき

 している。面会人の男が、ベッドで
昼
 ひる
 寝
 ね

 する中久保の顔をいまどき大型のビデオカメラで
撮
 さつ
 影
 えい

 していたそうだ。理由は不明だが、ともかくその映像こそが、わざわざ銀行の金庫破りを演出してまでリキダイザーが
秘
 ひそ

 かに手に入れたかった情報なのだろう」

　そこで口をマイクに寄せ、教授は確信に満ちた口調で指示した。

「ＤＤ、オリビー。その銀行はもういい。すまんがすぐに中久保の入院している病院に回って、
監
 かん
 視
 し

 カメラの映像を入手してほしい。厚労省経由で根回しはしておく」





　　　＊
 ＊
 ＊






　《組織》のセーフハウスとなっている建物から出た
三
 み
 川
 かわ
 霤
 りゆう

 は、足を止め、背後を
振
 ふ

 り返った。

　本当に、何の
変
 へん
 哲
 てつ

 もない五階建ての雑居ビルだ。コンクリートの
外
 がい
 壁
 へき

 には黒い雨染みが流れ、エントランスの
隅
 すみ

 には
砂
 すな
 埃
 ぼこり

 が
溜
 た

 まっている。

　だが、中身は決して見た目どおりの
老
 ろう
 朽
 きゆう

 物件ではないはずだ。原理は不明だが、このビルの内部ではどれほど《能力》を使おうとも黒どもに探知される
恐
 おそ

 れはなく、それはつまり建物の
壁
 かべ

 に何らかの
仕
 し
 掛
 か

 けが
施
 ほどこ

 してあることを意味する。

　三川は以前、その仕組みをリキダイザーに
訊
 たず

 ねたことがある。しかし年上の女性教官は、
妖
 よう
 艶
 えん

 に笑うだけで答えてくれなかった。

　《組織》にはまだまだ
秘
 ひ
 密
 みつ

 が多い。参加して二ヶ月が
経
 た

 つというのに、メンバーの総数も知らなければ、トップの顔すら見ていない。

　だが、基本的にはどうでもいいことだ。組織は三川に知識と保護を提供してくれて、しかもその
代
 だい
 償
 しよう

 を求めない。一人立ちしたいまとなっては、黒どもと
戦
 せん
 闘
 とう

 になってもいちいち加勢に来てはくれないが、こうして傷を
癒
 いや

 す場所があるだけでもこの上なく有り
難
 がた

 い。

　イグナイターは、組織のメンバーに課せられる厳格な《殺人制限》が気に入らなかったようで、それは三川も同感ではあるが、しかし好き放題に殺しまくればいつかは黒犬どもに
嗅
 か

 ぎつけられ、追い立てられてしまうのだ。

　
一昨日
 おととい

 は、時ならぬ
豪
 ごう
 雨
 う

 にも助けられてたっぷりと殺せた。いまでも眼を閉じれば、無数の車が次々と
衝
 しよう
 突
 とつ

 、
炎
 えん
 上
 じよう

 していく
甘
 かん
 美
 び

 な光景を脳裏に
描
 えが

 き出せる。その
記
 き
 憶
 おく

 だけであと一ヶ月は満足感を味わえそうだし、その
頃
 ころ

 には
右
 みぎ
 胸
 むね

 の
深
 ふか
 傷
 で

 も完治しているだろう。

　三川は
隠
 かく

 れ家から視線を外し、
夕
 ゆう
 闇
 やみ

 深まる東京の空を見上げた。

　一月になれば、きっと大雪が降る日もあるに
違
 ちが

 いない。雪は、地上への水分の
蓄
 ちく
 積
 せき

 量では雨と
比
 ひ
 較
 かく

 にならないほど大きい。能力の使い方を工夫すれば、
一昨日
 おととい

 よりももっと楽しい遊び方ができるはずだ。そして、水の
相
 そう
 転
 てん
 移
 い

 を当たり前の自然現象だと思っている人間たちに、その
恐
 おそ

 ろしさと
無
 む
 慈
 じ
 悲
 ひ

 さをたっぷりと教える。

　──ぼくがかつて、この身を
以
 もつ

 て知った事実。

　──そして○○が、この都市の
片
 かた
 隅
 すみ

 で、いまも体感し続けている事実を。

　三川はくるりと後ろを向き、わずかに
右
 みぎ
 胸
 むね

 を
庇
 かば

 いながら、
最
 も
 寄
 よ

 りの駅に向かってゆっくり歩き始めた。





　　　＊
 ＊
 ＊






「それじゃ……い、行きます」

　ミノルの言葉に、背後から小さく「どうぞ」という声が
応
 こた

 えた。

　無言で見守る教授と、その
隣
 となり

 のユミコを
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 見やってから、ミノルはほとんど破れかぶれで《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》を発動させた。

　──どうせ、今度もまた失敗する。この前のユミコさんみたいに、スウさんも
壁
 かべ

 にびたーんてなるんだ。
僕
 ぼく

 の部屋で成功したのは、たった一度の
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 だったに
違
 ちが

 いない。だって頭の中がこんなに雑念だらけなんだから。

　というような思考を、訪れた完全な
静
 せい
 寂
 じやく

 のなかで一瞬
巡
 めぐ

 らせてから、ミノルは恐る恐る背後を
振
 ふ

 り向いた。

　しかし、
殻
 から
 越
 ご

 しに薄青く色合いを変えて見えるウレタンマットには、一センチの
凹
 へこ

 みもできていなかった。

「あ……あの……？」

　
掠
 かす

 れ声でそう
呟
 つぶや

 くと、
即
 そく
 座
 ざ

 に右耳のすぐ後ろから応答があり、ミノルは飛び上がりかけた。

「ここにいるわ、ミノルさん。何度経験しても……とても、不思議」

「あっ……いえ、その、はい」

　──なんで成功するんだ!?


　ミノルは
胸
 きよう
 中
 ちゆう

 で
叫
 さけ

 ばざるを得なかった。確かに現在、《屈折者》
小
 こ
 村
 むら

 スウはその能力を発動していてミノルからは姿がまるで見えない。
更
 さら

 に、先日の失敗の反省から、相手の立ち位置を前ではなく後ろに
変
 へん
 更
 こう

 してもらっている。しかし
密
 みつ
 着
 ちやく

 する背中からは体温が伝わるし、
耳
 みみ
 許
 もと

 には
息
 いき
 遣
 づか

 いを感じる。スウの存在は
如
 によ
 実
 じつ

 に意識できるのだ。

　もしかしたら、この《防御殻取り込み実験》の
成
 せい
 否
 ひ

 は僕の精神状態に左右されるんじゃなくて、サードアイ自体が気まぐれで決めているのでは。──おい、そうなんだろう？

　と、胸に
埋
 う

 まる寄生体に脳内で語りかけながら、ミノルは横目で左方向を見た。

　イサリリ教授は記録装置の隣で実に興味深そうな表情を
浮
 う

 かべているし、少し
離
 はな

 れた
椅
 い
 子
 す

 に座るユミコはほんのり
険
 けん

 のある視線でミノルを
睨
 にら

 んでいる。

　ＤＤたちの
偵
 てい
 察
 さつ

 報告を待つあいだに再現実験をしておいたら、と提案したのはしかしユミコ自身なのだ。しかもその際、わざわざミノルに「別に失敗を期待してるわけじゃないからね」と耳打ちまでした。

　だから、実験成功を喜びまではしなくとも、せめて
冷
 れい
 凍
 とう

 光線的なものを浴びせるのは
勘
 かん
 弁
 べん

 してほしい──と考えたその時、教授が卓上から小型マイクを持ち上げ、口を動かした。

　ミノルの左耳に装着された、
一昨日
 おととい

 の原発進入作戦でも使った光通信インカムから、
興
 こう
 奮
 ふん

 を
隠
 かく

 しきれない声が流れ出す。

『よしよし、それでは第二段階に進んでくれ』

「は……？　だ、第二……？」

　意味が
解
 わか

 らず首を
捻
 ひね

 ると、すぐ後ろで同じインカムを装備したスウが言った。

「あの指示は、私向け。さっき、教授とちょっと打ち合わせしておいたの」

「え……スウさんが、何を？」

　その問いにすぐには答えず、スウは見えない
両
 りよう
 腕
 うで

 をいきなりミノルの胴に回した。背中に伝わる
感
 かん
 触
 しよく

 と温度が倍化し、びくん、と体を
強
 こわ
 張
 ば

 らせた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、右耳に
吐
 と
 息
 いき

 が
触
 ふ

 れるほどの
距
 きよ
 離
 り

 でごくひそやかな
囁
 ささや

 きが発せられた。

「ミノルさん。理由は特定できないし、あるいは
沢
 たく
 山
 さん

 あるのかもしれないけれど……ともかくなぜだか、私はあなたに
恐
 きよう
 怖
 ふ

 は感じない。尊敬し、
信
 しん
 頼
 らい

 もしている
氷
 ひ
 見
 み

 課長に対してすら、私は自分の姿を見せられないのに」

「は……はあ……」

　突然の告白をどう受け取っていいのか解らず、間の
抜
 ぬ

 けた反応を返すミノルに、スウは落ち着いた声で
更
 さら

 なる言葉を告げた。

「だから、あなたも私を
怖
 こわ

 がらないで」

「えっ……そんな、怖がってなんて……」

「私、一昨日、あなたの視線を
透
 とう
 明
 めい

 って言った。でも、本当は、少しだけ……ほんのわずかに、
薄
 うす

 い灰色が混じっていたの。黒は、恐怖の色。たぶん私が、自分自身の視線を見ることができれば、それはインクみたいに真っ黒なはず」

「…………
 黒……」

　もう、近くで見守る教授やユミコの眼も忘れ、ミノルは
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と
呟
 つぶや

 いた。

　しかし言われてみれば納得できる。
小
 こ
 村
 むら

 スウとて、他人であるには
違
 ちが

 いないのだ。どれほど似ている能力を持っていようと、
互
 たが

 いの傷に共感しようと、その思考や感情すべてを読み取れるわけではない。であるならば、あくまで可能性としては、小村スウがその口ぶりとは裏腹に、心の中ではミノルの性格を
嗤
 わら

 い、
疎
 うと

 んじ、
蔑
 さげす

 んでいるということだって──

「────!!

 」

　ミノルは
軋
 きし

 むほどに歯を食い
縛
 しば

 り、そこで無理やり思考を断ち切った。

　スウの内なる悪意を疑う。その
行
 こう
 為
 い

 は、つまるところ自分がスウに悪意を抱くに等しい。

「……ごめんなさい。
僕
 ぼく

 は、たぶん、あなたにも……
誰
 だれ

 に対しても、
恐
 きよう
 怖
 ふ

 を捨てることはできない」

　ごおん、ごおん、と正体不明の重低音だけが周期的に
響
 ひび

 く
閉
 へい
 鎖
 さ

 空間で、ミノルはぽつりとそう
呟
 つぶや

 いた。

「でも、少なくとも、あなたの言葉は信じます。僕に恐怖を感じない、という言葉だけは」

「ありがとう」

　右の
耳
 じ
 介
 かい

 に温かな
吐
 と
 息
 いき

 が
触
 ふ

 れ、その言葉を空気分子の
振
 しん
 動
 どう

 に乗せて伝えた。続けて、きっぱりとした声が響く。

「じゃあ、始めます」

　じじっ。

　というあの空電めいた音が聞こえた。直後、ミノルは、自分の体──パーカーを着た胴体やジーンズを
穿
 は

 いた
脚
 あし

 が
瞬
 しゆん
 時
 じ

 に消え去るさまを見た。

「う……うわ!?
 」

　反射的に
叫
 さけ

 び、目の前に右手を持ち上げたが、どれほど眼を
凝
 こ

 らしてもそこには何も存在しない。息を
吹
 ふ

 きかければ風圧を感じるし、自分の鼻や
頰
 ほお

 を
触
 さわ

 ることもできるのだが、とにかく見えないのだ。

「これ……って…………
 」

「私の能力、《
屈
 くつ
 折
 せつ

 》よ。いま、あなたの体は、周囲から降り注ぐ光を
迂
 う
 回
 かい

 させ、すり
抜
 ぬ

 けているの。
瞳
 どう
 孔
 こう

 に入射されるものだけを
除
 のぞ

 いて」

「つ……つまり、あなたも……？　スウさんも、自分の能力を、他人に適用することができる……ってことですか？」

　
掠
 かす

 れ声で
訊
 たず

 ねると、
右
 みぎ
 肩
 かた

 の上で小さく首を
振
 ふ

 る動きが生じた。

「ううん……誰でも、じゃない。いままで、
一
 いつ
 緒
 しよ

 に消えることができたのは兄だけ」

「お兄さん……？」

　
鸚
 おう
 鵡
 む
 返
 がえ

 しに口にしたが、いままでスウの兄だという人物については、存在だけを知らされただけで名前も
年
 ねん
 齢
 れい

 も能力すらも聞かされていない。

　しかし、ということは、スウは兄に対しても恐怖を抱いていないということになる。当然のような気もするが、しかし確か、両親の視線さえも
怖
 こわ

 かった、と
一昨日
 おととい

 言っていなかっただろうか。

　そこまで考えた時、左方向で何かが動き、ミノルは視線を向けた。すると教授がにんまりとした笑みを
浮
 う

 かべ、右手の親指を
突
 つ

 き出していた。

「……じゃ、
解
 かい
 除
 じよ

 する。私の能力を全開するとどうなるかは、次の楽しみにしておいて」

　その声とともに、再びミノルの体が色を取り
戻
 もど

 した。続いてミノルも《
殻
 から

 》を
解
 かい
 除
 じよ

 し、背中からスウの体温が
離
 はな

 れるのを感じながら、ふうーっと長く息を
吐
 は

 く。

　顔を上げた
途
 と
 端
 たん

 、教授の
叫
 さけ

 び声がした。

「よぉし、グッジョブだぞミッくん、ヒナコちゃん！」

「は……ど、どうも……」

　
会
 え
 釈
 しやく

 してから視線を左に動かすと、そこにはいっそう
剣
 けん
 吞
 のん

 さを増したユミコの顔があった。二時間前、だいたいこれと同じシチュエーションでユミコが退室してしまい、ミノルをそのフォローに行かせたにもかかわらず教授はそれを忘れてしまったらしい。

「え……えーと、ええっと……」

　ここは自分が何とかしなくては！　と必死に頭を働かせつつ、ミノルは
強
 こわ
 張
 ば

 った笑みとともに言った。

「で、でもその、《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》と《
屈
 くつ
 折
 せつ

 》の合わせ技だと、あんまり使いどころがないかもですね。不意打ちなら、スウさんの能力だけで充分できるわけですし」

「いやいやいや、そんな事はないぞミッくん」

　ミノルの努力をうっちゃるように、教授が
興
 こう
 奮
 ふん

 した口調でまくし立てた。

「これで、かねてよりの
懸
 けん
 案
 あん

 だった作戦が実行できる！」

「へ……さ、作戦？」

「そうだ。いやな、前から、
透
 とう
 明
 めい
 化
 か

 したヒナコちゃんに敵《組織》の情報収集をしてもらおうという計画があったのだ。しかし、いかにヒナコちゃんの《
被
 ひ
 探
 たん
 知
 ち
 圏
 けん

 》がごく
狭
 せま

 いと言っても、至近まで接近されれば見つかってしまうからな……。だが、ミッくんの《防御殻》とのコンボなら話は別だ。君の殻は被探知圏すらも
遮
 しや
 断
 だん

 するし、たとえ発見されても強引に
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 できる。つまり、
双
 そう
 方
 ほう

 の能力を発動した状態で敵のセーフハウスに
潜
 せん
 入
 にゆう

 し、
奴
 やつ

 らの
本
 ほん
 拠
 きよ

 に
繫
 つな

 がる情報を入手してもらう……いわば《強行
偵
 てい
 察
 さつ

 》だ！」





　時計の針が午後五時を回った
頃
 ころ

 、ようやく
壁
 かべ

 のスピーカーから、ＤＤのやや
疲
 つか

 れた声が流れた。

『えー、こちらＤＤ。ちょいとモメましたけど、
中
 なか
 久
 く
 保
 ぼ

 が入院してる病院の、今日一日の
監
 かん
 視
 し

 カメラ映像をコピーできました。問題の、中久保に面会した男ですけど、こりゃ変装してますね……。
帽
 ぼう
 子
 し

 にメガネに口ひげっすよ、素顔はまるで見えません』

「ふむ。ま、そうだろうな。それでも、身長体格歩き方等のデータだけでも大いに参考になる」

　卓上マイクに向かって答える教授の様子を、ホットケーキを
突
 つ

 き
刺
 さ

 したフォーク片手にミノルはじっと注視した。

　例によってユミコの命令でおやつを作らされたのだ。
市
 し
 販
 はん

 のホットケーキミックスを使った簡単なものだが、焼き方にコツがある。タネを落とす時に、思い切って火力を上げないと炭酸ガスが充分に発生せず、ふんわり円筒形に焼き上がらないでモソモソと固いレンズ形になってしまうのだ。

　ミノルが長年
培
 つちか

 ったワザで焼き上げたホットケーキを、ユミコとスウはそれぞれの皿に四枚も積み上げ、
真
 しん
 剣
 けん

 な表情でバターとメープルシロップを
塗
 ぬ

 った。とは言え目視できるのは当然ユミコだけで、スウのぶんのケーキは不可視のフォークとナイフで自動的に切り分けられたのだが。

　
啞
 あ
 然
 ぜん

 として
眺
 なが

 めていると、三角形のひとかけにフォークの穴が
穿
 うが

 たれた
途
 と
 端
 たん

 、それが音もなく
消
 しよう
 滅
 めつ

 した。どうやらスウの能力適用
範
 はん
 囲
 い

 は、操る道具と道具に保持されたモノにまで
及
 およ

 ぶらしい。

「……
美
 お
 味
 い

 しい。ミノルさん、いい
奥
 おく

 さんになれるわね」

　というスウのコメントに、たちまち一枚を平らげたユミコが「
空
 うつ
 木
 ぎ

 くんの裏コードネームは《調理者》だからね」と応じたところで、ＤＤからの通信が入電したのだった。

　やり取りのあいだにホットケーキが冷めるのを容認する気はないらしく、教授は大きな一切れをもぐもぐごくんと飲み込んでから、再びマイクに語りかけた。

「それより、
駐
 ちゆう
 車
 しや
 場
 じよう

 の映像のほうはどうだった？」

『……なんか、美味しそうな音がするんスけど』

「ほう、鼻だけでなく耳もいいなＤＤ。ミッくんがホットケーキを焼いてくれたんでな」

『ず、ずるいッスよ！　何で
俺
 おれ

 がいない時だけ手作りおやつが出るんスか!?
 』

「じゃあ一口ぶんだけ残しておいてやろう。で、情報は取れたのか？」

『…………
 ええ、まあ。問題の男が乗ってきたとおぼしき車のナンバーが、ぎりぎり
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 だけ
映
 うつ

 ってました』

「よし！　
恐
 おそ

 らくナンバープレートも
偽
 ぎ
 造
 ぞう

 だろうが、今日一日の動きだけならＮシステムで
追
 つい
 跡
 せき

 できる。ナンバーは？　うん……うん、よし。ご苦労！」

　通信を切るや、教授は左手にフォークを持ったまま、右手だけで器用にキーボードを
叩
 たた

 いた。

　ミノルは首を
傾
 かし

 げ、すでに三枚目に取りかかっているユミコに
訊
 たず

 ねた。

「あの……Ｎシステム、って何でしたっけ？」

「警察が都内の主だった道路に張り
巡
 めぐ

 らせてる、通行車のナンバーを自動的に記録する装置のことよ。問題の車のナンバーが偽造だとしても、それがシステムに記録されてれば、どこをどう移動したかは割り出せるわけ」

「ははあ……なるほど。じゃあ、イグナイターのところに現れた変装男が、どこから来てどこに行ったのかが
解
 わか

 る……ってことですか……」

　ミノルは思わず、
離
 はな

 れた場所でキーボードを乱打する教授の後ろ頭を見やった。

　小さな背中に
揺
 ゆ

 れるお下げ
髪
 がみ

 からはとても想像できないが、やはりあの
指
 し
 揮
 き
 官
 かん

 に宿る能力──《
思
 し
 索
 さく
 力
 りよく

 》は恐るべきものなのだ。ほんのかすかな
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 だけを
頼
 たよ

 りに銀行
侵
 しん
 入
 にゆう

 事件が陽動だとあっさり看破し、その裏で敵がイグナイターに
接
 せつ
 触
 しよく

 したことを推測し、そこから敵の移動経路まで引き出してしまうのだから。

　こっそり
感
 かん
 嘆
 たん

 のため息をついたのと同時に、教授がモニタ
越
 ご

 しにフォークを
振
 ふ

 り、
叫
 さけ

 んだ。

「ミッくん、おかわり！」

「私も」

　ぎょっとして向き直ると、ユミコが
真
 ま
 面
 じ
 目
 め

 な顔で言った。

「サードアイに寄生されて確実に良かったのは、どんだけ食べても余分なカロリーは全部アレに吸収されてまったく太らないってことよね」

「全面的に同意」

　という
透
 とう
 明
 めい

 人間の
呟
 つぶや

 きとともに、空になったお皿がひとりでにミノルのほうに動いた。









　　　４





　明くる十二月三十一日の
大
 おお
 晦日
 みそか

 、ミノルは朝から
埼
 さい
 京
 きよう

 線に
揺
 ゆ

 られていた。

　そろそろ、
頻
 ひん
 繁
 ぱん

 に東京へ出かけることを
典
 のり
 江
 え

 に
怪
 あや

 しまれていそうな気もするのだが、なぜかにこにこ笑いながら「行ってらっしゃい」と言うだけで行き先すら
質
 ただ

 されない。

　ことによると、先日
一
 いつ
 緒
 しよ

 に晩ご飯を食べた
小
 こ
 村
 むら

 スウのことを、あらぬ方向に
解
 かい
 釈
 しやく

 されているのでは──とミノルは
吊
 つ

 り
革
 かわ

 に
摑
 つか

 まりながら考えた。

　広義では《スウに会いに行っている》のはまったくの
噓
 うそ

 ではないし、そう考えればミノルもやや気が楽なのだが、しかしこのまま典江の
勘
 かん
 違
 ちが

 いを放置しておくと後々
巨
 きよ
 大
 だい

 なカタストロフを招きそうな予感がしないでもない。

　やはり本部に引っ
越
 こ

 すことを
真
 しん
 剣
 けん

 に考えるべきか、でもその場合典江さんへの説明をどうすればいいのか、などと思い
悩
 なや

 みつつ
西
 にし
 早
 わ
 稲
 せ
 田
 だ

 駅で降り、
諏
 す
 訪
 わ

 通りを歩いて特課本部に
辿
 たど

 り着き、エレベータを五階で降りたミノルを待っていたのは──。

　予想だにしていなかった指令だった。





「は!?
 　敵
施
 し
 設
 せつ

 に……
潜
 せん
 入
 にゆう

 !?
 」

　棒立ちのまま上体を
仰
 の

 け
反
 ぞ

 らせたミノルに、教授がにこやかに
頷
 うなず

 きかけた。

「うん。昨日言った《強行
偵
 てい
 察
 さつ

 》だよ。問題の車のナンバーが、ばっちりＮシステムにヒットしてな。防犯カメラの映像を
辿
 たど

 って、車が最終的に停まった
月
 つき
 極
 ぎ

 め
駐
 ちゆう
 車
 しや
 場
 じよう

 を割り出せたのだ。そこの
契
 けい
 約
 やく
 者
 しや

 はまったくのペーパーカンパニーだったが、近くに同一会社名で登記されているビルが存在した。
恐
 おそ

 らくそこが、我々の
捜
 さが

 し求めた敵《組織》のセーフハウスだ！」

　
興
 こう
 奮
 ふん

 した口調でそうまくし立て、教授はぱちんと指を鳴らした。

「このタイミングで、ミッくんとヒナコちゃんの
相
 そう
 互
 ご

 取り込み実験が成功したのは
天
 てん
 佑
 ゆう

 としか思えん。充分
離
 はな

 れた場所で能力を発動させれば、《
被
 ひ
 探
 たん
 知
 ち
 圏
 けん

 》の問題もクリアできるはずだ。そのまま
透
 とう
 明
 めい

 状態で
当
 とう
 該
 がい

 ビルまで移動し、内部に
潜
 せん
 入
 にゆう

 して、あらゆる情報を根こそぎ記録してきてくれ。運がよければ、
奴
 やつ

 らの
本
 ほん
 拠
 きよ

 にまで
繫
 つな

 がる手がかりを得られるかもしれん！」

「は……はあ…………
 」

　絶句しつつ、ミノルは考えた。

　それは──つまり、
小
 こ
 村
 むら

 スウと、ずっとくっつきっぱなしで行動しろと、そういうことなのだろうか。体の前にせよ後ろにせよ完全に
密
 みつ
 着
 ちやく

 したまま何十分、ことによると何時間も……

「や、ちょ、ちょっと、待ってくだ……」

　必死に口を動かしかけた時、後ろから見えない手がぽんとミノルの
肩
 かた

 を
叩
 たた

 き、声だけが聞こえた。

「よろしく。
頑
 がん
 張
 ば

 りましょう、ミノルさん」

　どうやらスウはすでに待機中だったらしい。まったく気負いも
緊
 きん
 張
 ちよう

 もない、いつもどおり
抑
 よく
 揚
 よう

 の
薄
 うす

 い声に、ミノルはいっそう
慌
 あわ

 てながら
振
 ふ

 り向いた。

「頑張る……って、でも、その……」

　見えない相手のいるであろう位置に向け、身振りとともに
訊
 たず

 ねる。

「だって、敵に探知されないように
侵
 しん
 入
 にゆう

 するには、相当遠くから《
殻
 から

 》を発動させていかないと……つ、つまり、そのあいだずっと
僕
 ぼく

 に密着してないとなんですよ！　あ、い、いえ、僕はいいですけど、でも」

「私もいいですけど」

「………………
 」

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 絶句してから、なんとか思考を立て直す。

「……で、でも、そうだ、
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 の形状は僕の動きに
追
 つい
 随
 ずい

 しますから……ただくっついただけじゃスウさんは歩けないですよ。むしろ、無理に
圧
 あつ
 迫
 ぱく

 されてケガするかも……や、やっぱり危ないですよ」

「いや、その心配はないと思うよ」

　と、割り込んだのは教授だった。

「先日
採
 さい
 取
 しゆ

 したデータはまだ
解
 かい
 析
 せき

 中だが、現時点でのイメージを
大
 おお
 雑
 ざつ
 把
 ぱ

 に語らせてもらえばな……ミッくんの《
殻
 から

 》は、どうやら我々が思っていたような
超
 ちよう
 硬
 こう
 質
 しつ

 の物理
障
 しよう
 壁
 へき

 ではないようなのだ」

「え……、か、
硬
 かた

 くないってことですか？」

「硬いよ。硬いが、ある程度の
弾
 だん
 性
 せい

 を備えている。しかも、一方向に限定された、な」

　意味が
解
 わか

 らず
瞬
 まばた

 きするミノルに、とことこと近づいてきた教授が右手を
伸
 の

 ばした。

「いいか、君が能力を発動させると、体表面から約三センチ
離
 はな

 れた場所に不可視の《何か》が発生する。それは、外部からは文字通り絶対
不
 ふ
 可
 か
 侵
 しん

 だ。ダイヤモンドドリルでも
貫
 かん
 通
 つう

 できず、油圧カッターでも切断できない」

　ミノルの
脇
 わき
 腹
 ばら

 から少し離れた場所で手のひらをすりすり動かしてから、教授はぎゅっと手を
触
 ふ

 れさせた。くすぐったさを
我
 が
 慢
 まん

 しながら、解説の続きを聞く。

「……だが、こうやって殻の内側から触れる場合は、その限りではないのだ。殻が展開すると、君が着ている服は
全
 すべ

 て三センチの空間に
押
 お

 し込められるが……先日の実験で君に、野球のボールをポケットに入れたまま殻を出してもらったろう」

「は、はい」

「あれは、直径七センチある。私は、君の脇腹にボールが
物
 もの
 凄
 すご

 い力で押し付けられ、
縫
 ぬ

 い目の
痕
 あと

 がつくだろうと予想していたのだが……」

　あんぐりと口を開けるミノルを見上げ、教授はにっと笑いながら続けた。

「しかし、そうはならなかった。ある程度は
圧
 あつ
 迫
 ぱく

 したようだが、痕がつくほどではなかったのだ。いいか……あの時私はボールの上から殻を
触
 さわ

 ってみたが、明らかにその部分だけが出っ張っていたんだよ。つまり、君の
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 は、内側から圧力を加えた場合に限って弾性を持つということだ」

「内側から……弾性を……」

　
繰
 く

 り返しながら、ミノルは小さく右手を動かしてみた。しかしまったく実感などできない。それも当然で、《殻》はミノルの動きに合わせて形を変えるため、自分では押してみたくとも押せないのだ。

「あ……、なんとなく、
解
 わか

 る」

　と、
突
 とつ
 然
 ぜん

 すぐ近くでスウの声がした。

「ミノルさんの防御殻に入れてもらうと、ほんの少しだけ圧迫感がある。まるで、
薄
 うす

 いストレッチ素材の布に包まれたみたいに…………
 ううん、それとも、少し
違
 ちが

 う。だって、私が内側から触っても、ぜんぜん伸びない。ものすごく硬い」

「……なに？　ヒナコちゃんが中から押しても動かない……？　おかしいな、ある程度はゴムのように伸ばせると予想したんだが……」

　ううむ、と
両
 りよう
 腕
 うで

 を組み、その場で行きつ戻りつし始めた教授に、ミノルは
恐
 おそ

 る恐る声をかけた。

「…………
 あの、やっぱり、そのへんのことが解明されるまで、《強行
偵
 てい
 察
 さつ

 》は延期したほうが……」

「むう……つまりは
殻
 から

 自体の固有性質ではないということか……？　
弾
 だん
 性
 せい

 が変化する……？　だが、パラメータは何だ？　時間ではない……取り込む物体の
硬
 かた

 さ……
違
 ちが

 うな……」

　もうこのまま好きなだけ考えさせておくべきか、とミノルはそろそろ後退しかけたが、その背を不可視の人差し指がつんと制止した。

　同時に小さく「教授」と呼びかける声が
響
 ひび

 き、白衣の小学生はひょいと顔を上げると、
状
 じよう
 況
 きよう

 を思い出したかのように両手を合わせた。

「お、おお、そうだったな。まあ、《殻》の形質はどうあれ、要はヒナコちゃんの体がきちんと固定されていれば支障はないはずだ。そこでだ」

　研究ブースに歩み寄った教授は、デスクの上から
奇
 き
 妙
 みよう

 なものを取り上げた。

　
絡
 から

 み合ったヒモの
塊
 かたまり

 、としか見えないそれを、教授はびろんと広げた。
幅
 はば
 広
 ひろ

 のベルトが複雑に交差し、各所に保護パッドが装着されている。
頑
 がん
 丈
 じよう

 そうなバックルが何個もぶら下がり、何かを何かに固定する道具と見えるが、具体的な
用
 よう
 途
 と

 はまったく推測できない。

「…………
 あの、教授。なんです、ソレ？」

　
恐
 おそ

 る恐る
訊
 たず

 ねると、にこやかな笑顔とともに答えが返った。

「特課装備部
謹
 きん
 製
 せい

 、《バックマウンティング・ハーネス》だ」

「ば、ばっくま……？」

「
凄
 すご

 いぞ。ベルトは
全
 すべ

 て軍事用アラミド
繊
 せん
 維
 い

 製、パッドはクールマックス素材で汗
蒸
 む

 れなし、バックルはカーボン一体成型で高強度、超軽量……」

「で、ですから、何なんです、ソレ」

「ま、古来から日本では、原始的だが同じ原理の道具が使われているがな。和名では《おんぶひも》という」

　その答えを聞いた一秒後、ミノルは無言で高速
離
 り
 脱
 だつ

 しようとしたが、再びスウの手に
阻
 はば

 まれた。





　
港
 みなと

 区
南
 みなみ
 青
 あお
 山
 やま

 六丁目。

　そこが、Ｎシステムによって判明した、ルビーアイの《組織》が運用するセーフハウスの所在地だった。

　特課本部を出発して
外
 がい
 苑
 えん
 東
 ひがし

 通りを南進する黒いデリカＤ：５の後部で、ミノルはひたすら息を殺していた。

　
額
 ひたい

 に
滲
 にじ

 む汗の理由は、もちろん八割がたは強行偵察任務への
緊
 きん
 張
 ちよう
 感
 かん

 だ。

　しかし残り二割のうち半分は、手の中の新兵器《なんとかハーネス》であり。

　もう一割は、助手席に座って以来ひと言も発しない《加速者》
安
 あ
 須
 ず

 ユミコだった。

　──そりゃあ、バックアップ要員が必要なのは
解
 わか

 る。でも、どうしてこんな人選なんだ。

　と、ミノルは本部で待つ教授を少しばかり
恨
 うら

 んだ。

　そもそも教授は、ユミコのメンタル状態を
気
 き
 遣
 づか

 うようミノルに指示したのではなかったか。そして、ミノルが《屈折者》
小
 こ
 村
 むら

 スウとコンビを組むことが、ユミコの
機
 き
 嫌
 げん

 を少なくとも上向けないことは確実だ。

　その理由が、ユミコがスウに抱いている
戦
 せん
 闘
 とう

 要員としての
対
 たい
 抗
 こう
 心
 しん

 のせいであり、その対抗心を
刺
 し
 激
 げき

 しているのが、《ミノルはスウは取り込めるがユミコは取り込めない》という事実である──となれば、何も
敢
 あ

 えてチームを組ませる必要はないのではないか。いったい教授は何を考えて……いや、ことによるとただ面白がっているという説も……。

　などと考えていると、デリカがまた停車した。前方に、やけにノロノロ運転のＢＭＷがいるせいでさっきから信号に引っかかってばかりなのだ。

　それがスピード
狂
 きよう

 のユミコを
更
 さら

 にイライラさせているのか、どこまでも上昇する
緊
 きん
 張
 ちよう
 感
 かん

 に
耐
 た

 え切れなくなったＤＤが、運転席でぽそっと言った。

「あ……あのさ、こうしたらどうかな。この
偵
 てい
 察
 さつ

 任務が終わったら、ユミコちゃんも
空
 うつ
 木
 ぎ

 くんにおんぶしてもらうとか」

　──何言ってるんですか!!


　とミノルが
胸
 きよう
 中
 ちゆう

 で
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 した直後、ユミコが運転席に手を
伸
 の

 ばし、ステアリング下部のホーンボタンをビ──────────────
 と
長
 なが
 押
 お

 しした。

　信号が青になったのにＢＭＷが動かなかったせいなのだが、車がそれで発進することはなく、代わりにドアが
一
 いつ
 斉
 せい

 に開くと、中からイカツイ外見の男たちが飛び出してデリカに
駆
 か

 け寄ってきた。

「ヒイッ」

　とＤＤが悲鳴を上げ、ハンドルを右に切りざまデリカを急発進させた。追い
越
 こ

 す時、男たちがンダコラァトマレヤアァクルスゾボケエエェと
叫
 さけ

 んでいる声がドア越しに聞こえた。

　車線を
縫
 ぬ

 うように
猛
 もう

 スピードで加速し、ＢＭＷをミラーから消し去ってから、ＤＤが再び
喚
 わめ

 いた。

「な……何するんだよユミコちゃん！　あいつら完全にジャパニーズマフィアだよ!!
 　たぶん親分か若頭が免許取り立てで練習してたんだよ!!
 」

「なら若葉マーク付けとけっつうのよ」

　ぶすっと言い返し、ユミコはちらりと後部座席を見ると、にこやかな笑みを
浮
 う

 かべた。

「もちろん
解
 わか

 ってると思うけど、私はきみにおんぶしてほしいとか一ピコグラムも思ってないからね」

「ハ……ハイ」

「だいたい、対イグナイター戦の時に抱っこしてもらってるのに、いまさらおんぶされたいとか思う理由がないわ。そうでしょう？」

　そしてぷいっと前を向いたユミコに代わり、すぐ近くでスウが
呟
 つぶや

 く声が聞こえた。

「……それ、本当ですか、ミノルさん？」

「えっ……あの……抱っこ……ていうか……」

　いまここで何を言っても、
更
 さら

 なるクライシスを招く。

　という
強
 きよう
 烈
 れつ

 な予感に
見
 み
 舞
 ま

 われ、ミノルが視線を右と左に高速移動させていると、幸い左耳のインカムから教授の声が
響
 ひび

 いた。

『寸劇はそのくらいにして、そろそろ準備のほうを
頼
 たの

 む。いいか、
恐
 おそ

 らく問題のビルのドアは
施
 せ
 錠
 じよう

 されているだろうが、よほどの物でない限り用意したピッキングガンで開けられるはずだ』

「は、はい」

　配布された雑居ビルの平面図を
眺
 なが

 めながらミノルは答えた。指示は更に続く。

『もちろん、内部のルビーアイの
在
 ざい
 否
 ひ

 は、事前にＤＤの鼻で確認するんだぞ。
九
 く
 分
 ぶ
 九
 く
 厘
 りん

 無人だと思うが、仮に
奴
 やつ

 らがいた場合は、
侵
 しん
 入
 にゆう

 ではなく
監
 かん
 視
 し

 、
尾
 び
 行
 こう

 作戦へと
変
 へん
 更
 こう

 する』

「ういッス」

　と今度はＤＤが応じた。

　いつの間にか車は
新
 しん
 宿
 じゆく

 区を
離
 はな

 れ、
港
 みなと

 区に入っていた。もう敵
施
 し
 設
 せつ

 までは数分だろう。

　ミノルはちらりと
窓
 まど

 の外を見た。

　低い灰色の雲に
覆
 おお

 われた街は、
大
 おお
 晦日
 みそか

 の昼下がりだからか
閑
 かん
 散
 さん

 としていた。車内はエアコンが効いているのに、かすかな寒気を覚えてミノルは
袖
 そで

 の上からそっと
腕
 うで

 を
擦
 さす

 った。

　
南
 みなみ
 青
 あお
 山
 やま

 という地名から、ミノルは
洒落
 しやれ

 た
店
 てん
 舗
 ぽ

 の並ぶ
小
 こ
 奇
 ぎ
 麗
 れい

 な街並みを予想していたのだが、デリカが速度を落としたのは、灰色の雑居ビルばかりが連なる通りの一角だった。少し南には首都高三号線の
高
 こう
 架
 か

 があり、ごうごうと大型車の走行音を響かせている。

「まず一度、敵セーフハウスの前を通過するから、道を覚えてくれ」

　ＤＤの声に「はい」と答え、ミノルはフロントウインドウの向こうに眼を
凝
 こ

 らした。

　左右にパーキングメーターがある二車線の道路を、デリカはゆっくりと走る。大型のカーナビ画面もそれにつれてスクロールし、やがて赤い目的地マークが表示される。

「あそこだ。右側、コンクリート打ちっ放しの、五階建てのビル」

　ＤＤの手が指差した先に、どこにでもあるような、至極ありふれた雑居ビルが建っていた。

　テナントは入っていないらしく、
壁
 かべ

 に看板のたぐいは見えない。窓も
全
 すべ

 て内側からブラインドが下ろされ、まるで
両
 りよう
 隣
 どなり

 のやや大きめのビルの
隙
 すき
 間
 ま

 に、ひっそりと身を
隠
 かく

 しているようにも感じられる。

「……セーフハウスなんて言うから、もっとこう……
要
 よう
 塞
 さい

 っぽいのを予想してました」

　ミノルが呟くと、ＤＤが苦笑まじりに答えた。

「目立ったら意味ないじゃないか。
俺
 おれ

 らの本部だって、ぜんぜん
秘
 ひ
 密
 みつ

 基地って感じじゃないだろ？」

「ただのおんぼろ団地だもんね」

　と付け加えたのはユミコだった。相変わらずぶすっとした顔ながら、
振
 ふ

 り向くと続けて言う。

「いい、教授は
戦
 せん
 闘
 とう

 より情報収集優先って言ってたけど、最優先すべきは安全なんだからね。ちょっとでも危ないと思ったら、《
殻
 から

 》を出したまま
窓
 まど

 でもどこでも
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 してくるのよ」

「え……ええ、もちろんそうします」

　
緊
 きん
 張
 ちよう

 しながら
頷
 うなず

 くミノルに、再びＤＤがのんびりと声をかけた。

「ま、心配はないと思うよ。あの建物はもちろん、半径百メートル
圏
 けん
 内
 ない

 に《ルビー》はいない。
俺
 おれ

 っちの鼻は、たとえ敵が能力を使ってなくても、その
距
 きよ
 離
 り

 からなら存在をばっちり
嗅
 か

 ぎ付けるからさ」

「ご
馳
 ち
 走
 そう

 の
匂
 にお

 いは一キロ先から嗅ぎ付けるくせに」

　ユミコが
容
 よう
 赦
 しや

 ない
突
 つ

 っ込みを入れるあいだに車はビルの前を通過し、少し
離
 はな

 れたパーキングメーターの
駐
 ちゆう
 車
 しや
 枠
 わく

 で停まった。直線距離で、ぎりぎり百メートルに入っているかどうかという所だろう。

「俺らは、ここで待機してるからね。先行
偵
 てい
 察
 さつ

 役のオリーも、近くでビルを
監
 かん
 視
 し

 してる。緊急
連
 れん
 絡
 らく

 は光インカムで……と言いたいところだけど、インカム単体じゃ、見通し線が取れないと通信不可だからなあ……」

「まさかビルのあちこちにトランスミッターを置いてくわけにもいかないしね。教授が小型化を研究してるみたいだけど……今回の通信は、電話でやるしかないわね……」

　というＤＤとユミコのやり取りは、半分くらいしかミノルの頭に入ってこなかった。

　なぜならここでついに、偵察任務本体よりも困難と思えるミッションが立ちはだかったからだ。

　手の中の、特課装備部
謹
 きん
 製
 せい

 《バックマウンティング・ハーネス》に視線を落とし、ミノルは
掠
 かす

 れ声で言った。

「……あの。なんでしたら、足首だけ
縛
 しば

 って、こう……
二
 に
 人
 にん
 三
 さん
 脚
 きやく

 、じゃなくてムカデ競走的な……」

「私、どっちも苦手」

　というスウの声に、ミノルは観念しつつデリカの後部荷室に移動した。前席のユミコはいつものブレザー姿だが、ミノルとスウはどこか
特
 とく
 殊
 しゆ

 部隊っぽい黒ジャケットに
着
 き
 替
 が

 えている。その上から、ハーネスの前半分を、
両
 りよう
 肩
 かた

 と
腰
 こし

 にバックルでかちかちと固定する。

「
小
 こ
 村
 むら

 さん、ど、どうぞ……」

　言いながらスウのいる方に背を向けると、「おじゃまします」と小さな
呟
 つぶや

 きとともに、まず
仄
 ほの

 かな香り、次にふわりとした
柔
 やわ

 らかさ、最後に
控
 ひか

 えめな重みが三段構えで
襲
 おそ

 ってきて、思考を減速させかけた──

「てつだおっか、
空
 うつ
 木
 ぎ

 クン？」

　──ところで、やけに優しげなユミコの声が
響
 ひび

 き、ミノルは小刻みにかぶりを
振
 ふ

 った。

「いっ、いえっ、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 です！　あ、あの、
小
 こ
 村
 むら

 さん、自分でバックル留められます？」

　すると、かちかちという音が二度響き、小さな声が続いた。

「
腰
 こし

 の下だけ手が届かない」

　
緊
 きん
 迫
 ぱく
 感
 かん

 に満ちた二分間を
経
 へ

 て装着が完了し、各所の調節ベルトをぎゅっと
締
 し

 めてから、ミノルは軽く体を
揺
 ゆ

 すってみた。背負ったスウの体は、ハイテクハーネスによって完全に固定され、手を放してもぐらつく様子はない。

「じ……準備ＯＫです」

「私も」

　ミノルとスウの言葉に、相変わらずの
仏
 ぶつ
 頂
 ちよう
 面
 づら

 でユミコが
頷
 うなず

 き、先に外へ出た。周囲を確認してからリアゲートをコンコン
叩
 たた

 き、ミノルたちに能力発動を
促
 うなが

 す。

「ええと……じゃあ、まずスウさんからお願いします」

　気持ちを切り
替
 か

 えながらミノルが言うと、
右
 みぎ
 肩
 かた

 の上でこくりと頷く気配がした。

「了解」

　直後、じじっ、という空電ノイズとともに、ミノルの体が視界から消えた。何度経験しても、実に
奇
 き
 妙
 みよう

 なものだ。

　
透
 とう
 明
 めい

 な手を
伸
 の

 ばし、自分の体がちゃんと存在するのをぺたぺた確かめてしまってから、
慌
 あわ

 てて顔を上げる。

「じゃあ、
僕
 ぼく

 も……行きます」

　そして、《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》を発動させようとして──ミノルは
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 ためらった。

　いままでスウの取り込みに成功したのは、いずれも失敗してもどうということのない実験の時だけだ。対ルビーアイの任務、つまり実戦で試すのはこれが初めてだ。

　もしここで失敗すれば、
殻
 から

 は
強
 きよう
 靭
 じん

 なハーネスを切断して、スウを
吹
 ふ

 き飛ばそうとするだろう。車の
壁
 かべ

 に
激
 げき
 突
 とつ

 すれば、いかにサードアイ保持者でも負傷は
避
 さ

 けられない。つまり、ここからの失敗は絶対に許されない──。

　急激に高まる緊張に、ミノルが背中を
強
 こわ
 張
 ば

 らせた、その瞬間。

　右耳に、温かな
吐
 と
 息
 いき

 が
触
 ふ

 れた。

「大丈夫」

　発せられたのはそのひと言だけだったが、ミノルは小さく頷き、
躊
 ちゆう
 躇
 ちよ

 を振り払って防御殻を展開した。

　
全
 すべ

 ての音が消え、周囲の
色
 しき
 彩
 さい

 が青くシフトし、体が少々
浮
 う

 き上がった。

　背中の重みが続いていることにほっと
安
 あん
 堵
 ど

 し、左手でリアゲートを叩き返す。ユミコが外からドアを開け、一歩退く。

　二重の能力によって外界と切り
離
 はな

 されたいま、ユミコはミノルを見ることも、
喋
 しやべ

 ることも、
触
 ふ

 れることもできない。それでも《加速者》はまっすぐにミノルの顔へと視線を合わせ、口の動きだけで言った。

　──き、を、つ、け、て。

　の五文字を視認し、ミノルは聞こえないと
解
 わか

 りつつも、「はい！」と答えてから、道路を北に向かって歩き始めた。





　たかだか百メートルの道行きだったが、それはまったく不思議な経験だった。

　いままでの人生で、女の子を背負って歩いたことなどもちろん一度もない。実に
奇
 き
 妙
 みよう

 な光景だろうと思うが、通り過ぎる
誰
 だれ

 もが
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 たりとも視線を向けてこないのだ。

　歩道を前から近づいてくる通行人は、当然道を
譲
 ゆず

 ろうとしないので、
擦
 す

 れ
違
 ちが

 う時には大きく
避
 さ

 けなければならなかった。加えて、後ろからも自転車がやってくるかもしれないので
頻
 ひん
 繁
 ぱん

 に
振
 ふ

 り返らねばならず、わずかな
距
 きよ
 離
 り

 を進むのに予想外の時間がかかってしまった。それでも、
道
 みち
 端
 ばた

 の
猫
 ねこ

 に一度けげんな顔を向けられたくらいで、トラブルを起こすことなく問題のビルまで
辿
 たど

 り着くことができた。

「……ここ、ですよね」

　ミノルが
呟
 つぶや

 くと、
右
 みぎ
 肩
 かた

 の上で「そのはず」という声が返る。スウが
身
 み
 動
 じろ

 ぎするたびに伝わってくる
皮
 ひ
 膚
 ふ

 感覚を全力で無視しつつ、ミノルはビルの入り口をじっと
睨
 にら

 んだ。

　
薄
 うす
 暗
 ぐら

 いエントランスの左側にエレベータの
扉
 とびら

 、右側に階段、特に
不
 ふ
 審
 しん

 なモノは見当たらない。「入ります」と短く宣言してから、意を決してビルに歩み入る。

　油断なく左右に眼を走らせながら、まずはビル一階への
侵
 しん
 入
 にゆう

 を試みようとして──。

「……あれっ……」

　ミノルは低く呟いた。

　ないのだ。エントランスホールには、エレベータと上り階段以外のドアも通路も存在しない。本来であれば正面に何かしらの入り口があるはずだと思うのだが、そこにはのっぺりとコンクリートの
壁
 かべ

 が立ちふさがるだけだ。

　きょろきょろ見回していると、小さくスウの声がした。

「ミノルさん。前の壁……左右と、少し色が違う気がする」

「え、そうですか？」

　あわてて眼を
凝
 こ

 らすが、《
殻
 から

 》
越
 ご

 しではあらゆるものが青っぽく変色してしまうので、いまひとつ確信ができない。

　近寄り、殻越しに軽く
叩
 たた

 いてみるが、それで何が解るわけでもなくミノルはあやふやな口調で言った。

「……まさか、
僕
 ぼく

 らがここを発見したのを知って、入り口ごとコンクリで
塗
 ぬ

 り固めた……とか……？」

「見つけたのは昨日、そんな時間はなかったと思う」

「です……よね」

「ごめんなさい、気のせいかも。二階へ行きましょう」

　スウにそう言われ、ミノルはわずかに引っかかるものを感じながらもコンクリートの
壁
 かべ

 から
離
 はな

 れた。
薄
 うす
 暗
 ぐら

 い階段を上り、二階のホールに出る。

　今度は、
奥
 おく

 の壁にちゃんと金属のドアが存在したので、
慎
 しん
 重
 ちよう

 に近づく。

　直前にＤＤが
自
 じ
 慢
 まん

 の鼻を利かせ、内部にルビーアイがいないことは確認しているが、この階は《組織》とは無関係で中に人がいるという可能性は
否
 ひ
 定
 てい

 できない。それを確認するためにも、またドアを
開
 かい
 錠
 じよう

 するためにも、ここで一度《
殻
 から

 》は
解
 かい
 除
 じよ

 する必要がある。

　階段ホールに
監
 かん
 視
 し

 カメラが存在しないことを確かめてから、

「一度、殻を消します」

　と宣言し、ミノルは能力を解除した。すっと体が
沈
 しず

 み込み、
靴
 くつ
 底
 ぞこ

 が
床
 ゆか

 に
触
 ふ

 れる。直後スウも《
屈
 くつ
 折
 せつ

 》を解き、二人の体が可視化する。

　
押
 お

 し寄せてくる温度と音、そして
匂
 にお

 いに、しばし二人は全神経を集中した。感じられるのは真冬の冷気と街のノイズ、ビルの
乾
 かわ

 いた
埃
 ほこり
 臭
 くさ

 さだけで、ルビーアイの放つ暴力的な
獣
 けもの
 臭
 しゆう

 は一切存在しない。

　短く息を
吐
 は

 き、ミノルは上着の内ポケットから小型の
携
 ガ
 帯
 ラ
 電
 ケ
 話
 ー

 を取り出すと、短縮ダイヤルボタンを押した。ＤＤたちが待つ車と特課本部に同時に接続した回線に向けて
囁
 ささや

 きかける。

「こちらアイソレータとリフラクター。これから、ビルの二階に
侵
 しん
 入
 にゆう

 します」

　すぐに教授の『了解』の声、そしてＤＤの『ルビーアイ感知なし』の声が聞こえ、ミノルは通信を切った。そのあいだにスウは、ミノルに背負われたまま右手を
伸
 の

 ばして
聴
 ちよう
 診
 しん
 器
 き

 のような器具をドアに当てていたが、それを外して言った。

「中に音源なし。
誰
 だれ

 もいないと思う」

「は……はい。じゃあ、ドア開けます……」

　囁き返し、ミノルは別のポケットから、今度は開錠用のピッキングガンを引っ張り出した。平行に何本も並ぶ複雑な形のニードルを
鍵
 かぎ
 穴
 あな

 に当て、ぐいっと押し込む。わずかな
抵
 てい
 抗
 こう

 を
経
 へ

 て根元まで
潜
 もぐ

 り込んだそれをゆっくり左に
捻
 ひね

 る。

　がちん、とロックが開き、ミノルはもう一度息をついた。道具をしまい、薄い
手
 て
 袋
 ぶくろ

 を
嵌
 は

 めた右手でノブを回すと、ドアは意外と
滑
 なめ

 らかに手前へ動いた。

　中は
濃
 こ

 い
暗
 くら
 闇
 やみ

 に沈んでいた。ずっと奥のほうで、ごく細く外の光が差し込んでいるのだけが見える。

　ふわり、と流れ出てきた空気の中に、ミノルはほんのかすかだが気になる匂いを
嗅
 か

 ぎ取った。
赤
 あか
 錆
 さび

 を思わせる、重苦しいそれは──

「……血の
匂
 にお

 い」

　背中のスウがぽつりと
呟
 つぶや

 いた。いきなり
不
 ふ
 穏
 おん

 な気配が
漂
 ただよ

 うが、ここで引き返すわけにもいかない。
玄
 げん
 関
 かん

 ホールに入り、ドアを閉めて
鍵
 かぎ

 を
掛
 か

 け直し、再びお
互
 たが

 いの能力を発動させると
鉄
 てつ
 臭
 くさ

 い匂いも消え去った。

　その発生源について考えることは
止
 や

 め、ミノルは左手に
握
 にぎ

 り込んだ小型
高
 こう
 輝
 き
 度
 ど

 ＬＥＤライトを
点
 てん
 灯
 とう

 させた。
濃
 こ

 い灰色の
闇
 やみ

 に、さっと白い光の輪が
浮
 う

 かび上がる。

「……けっこう、
普
 ふ
 通
 つう

 の家、って感じですね……」

　どんなに大声を出そうと外部に
漏
 も

 れはしないのだが、それでもつい
囁
 ささや

 き声になりながらミノルは言った。

「２ＬＤＫ……くらい」

　そう応じてから、背中のスウは、ミノルの
緊
 きん
 張
 ちよう

 を感じ取ったかのように続けた。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 、私たちを待ち
伏
 ぶ

 せている敵はいない。いれば、私には敵意を示す青い視線が見えるはずだから」

「そ……、そうですよね」

　
頷
 うなず

 き、ミノルは大きく深呼吸してから、土足のまま
廊
 ろう
 下
 か

 へと歩を進めた。このビルにはまだ三、四、五階もあるのだ。二階にあまり時間をかけてはいられない。

　間取りは至って普通のマンションだが、しかし生活感は
薄
 うす

 かった。玄関に
靴
 くつ

 は一足もなく、スリッパやマットも見当たらない。まず、すぐ左側のバスルームを
覗
 のぞ

 いたが、そこも使われている様子はない。

　次に、廊下の途中にあるドアをそっと開いた。幸い
押
 お

 し下げタイプのノブなので、
殻
 から
 越
 ご

 しでも回せる。

　八畳ほどの部屋の中で、ＬＥＤライトの光の中にまず浮かび上がったのは、シンプルなパイプベッドだった。シーツの上にブランケットが
畳
 たた

 まれているが、その調子がやや乱雑だ。バスルームと
違
 ちが

 って使用感がある。

　
更
 さら

 にライトを動かすと、部屋の
隅
 すみ

 に小型の流し台と冷蔵庫、その近くに積まれたダンボール箱が照らし出された。近づき、やや苦労して冷蔵庫を開けると、中身は意外な代物だった。ドアポケットにはミネラルウォーターのボトルが並び、それはいいのだが、
棚
 たな

 は小さなガラス
瓶
 びん

 ばかりに
占
 せん
 拠
 きよ

 されているのだ。瓶にはラベルが
貼
 は

 られ、舌を
嚙
 か

 みそうなカタカナ名が印刷されているのだが、ミノルには正体がまるで
解
 わか

 らない。
眉
 まゆ

 をしかめていると、
肩
 かた

 の上でスウが囁いた。

「……
抗
 こう
 生
 せい
 剤
 ざい

 ……止血剤……ぜんぶ、薬。それも、外傷用のばかり」

「薬……。あ、ほんとだ。下の段は消毒薬ですね」

　体を起こし、シンク上の
吊
 つ

 り戸棚を開けると、そこには大量の包帯とガーゼ類がストックされている。
謎
 なぞ

 なのは隅に見えるウイスキーらしき数本のボトルだが、もしかしてあれも消毒用かもと無理やり納得し、ミノルは言った。

「つまり、この部屋は、病室……っていうか
治
 ち
 療
 りよう
 室
 しつ

 ってことなんでしょうか」

「たぶん。私たちとの
戦
 せん
 闘
 とう

 で受けた傷を応急手当てするための場所」

「……じゃあ、さっきの血の
匂
 にお

 いは、ここから……」

　反射的にミノルはライトを
床
 ゆか

 に向けたが、のっぺりとした
樹
 じゆ
 脂
 し

 タイルには
血
 けつ
 痕
 こん

 のようなものは見つからなかった。しかし、よくテレビの刑事ものドラマでやっているように、血液と反応する薬品を
吹
 ふ

 き付ければきっと派手に光るに
違
 ちが

 いない。

　ぞっとしながらも
更
 さら

 に
捜
 そう
 索
 さく

 したが、《治療室》には書類やパソコンの
類
 たぐい

 は一切なさそうなので、そこを出て次の部屋に向かう。

　今度こそ血みどろかも、というか死体くらいあるかも、と
怯
 おび

 えつつドアを開けたが──。

「あ、あれ……」

　
拍
 ひよう
 子
 し
 抜
 ぬ

 けするほど、次の部屋は
普
 ふ
 通
 つう

 だった。と言うより、何もなかった。

　六畳ほどの床にはタイルすら
貼
 は

 られておらず、灰色のコンクリートが
剝
 む

 き出しになっている。
壁
 かべ

 も同じく
石
 せつ
 膏
 こう

 ボードとコンクリートの
梁
 はり

 が
露
 ろ
 出
 しゆつ

 し、天井からはＬＥＤ電球が一つ下がるだけだ。

　いちおう足を
踏
 ふ

 み入れ、
殻
 から
 越
 ご

 しに床の各所を踏みつけてみたが、どこも均質な
硬
 かた

 さを伝えてくるだけで
隠
 かく

 しハッチなどはありそうになかった。

「……次、行きます」

　そう告げると、やや
遅
 おく

 れて「どうぞ」という返事があった。スウも何かに引っかかっているようだが、収納スペース一つない部屋なのでこれ以上どこを探りようもない。

　
廊
 ろう
 下
 か

 に出て、
突
 つ

 き当たりのガラス戸を開ける。

　リビングルームに相当するのであろう部屋は、かなり広大だった。面積は二十畳近いだろう。ここにも家具調度の類はほとんど置かれておらず、南側のブラインドから、細い光の筋が
斜
 なな

 めに落ちている。

　明かりが必要ない程度には室内を見通せるので、ミノルはＬＥＤライトのスイッチを切り、素早く視線を
巡
 めぐ

 らせた。

「あっ……」

「あ」

　という声が上がったのは同時だった。

　西側の
壁
 かべ
 際
 ぎわ

 に、シンプルなデスクとチェアが置かれている。その卓上に、ついに目指すものを発見したのだ。黒く、
薄
 うす

 い
矩
 く
 形
 けい

 は、
間
 ま
 違
 ちが

 いなく小型のノートパソコン。しかも、側面からは電源ケーブルだけでなくＬＡＮケーブルも
伸
 の

 び、壁のジャックに
繫
 つな

 がっている。

「……中、見ないと、ですよね」

　ミノルがいちおう
訊
 き

 くと、
即
 そく
 座
 ざ

 に「当然」という単語が返った。こっくりと
頷
 うなず

 いたものの、さすがにパソコンを操作するには《
殻
 から

 》を
解
 かい
 除
 じよ

 しなくてはならない。

　一度
玄
 げん
 関
 かん

 のほうを
覗
 のぞ

 き見て、何の動きもないことを確認してから、ミノルは再び能力を停止させた。

　すと、とスニーカーのソールが
床
 ゆか

 に接する。温度、
匂
 にお

 い、音が同時に
押
 お

 し寄せてくる。

　いきなり何者かが
襲
 おそ

 い
掛
 か

 かってくるようなことはなかった。ポケットから
携
 けい
 帯
 たい

 電話を取り出すが、スウが《
屈
 くつ
 折
 せつ

 》能力を発動させたままなので画面も、自分の手も見えない。スマホではなくガラケーを持たされたのは、ボタンを手探りで操作できるからなのだが、それでも二度ほど失敗してからミノルは再び特課本部への回線を開いた。

「こちらアイソレータ。二階への
侵
 しん
 入
 にゆう

 に成功して、ノートパソコンを発見しました。ネットに
繫
 つな

 がってます」

『よし！』

　
即
 そく
 座
 ざ

 に教授の声が
響
 ひび

 いた。

『
渡
 わた

 したＵＳＢメモリを
挿
 さ

 してから起動しろ。そいつが自動でデータをコピーし、終わったら状態を
戻
 もど

 してくれる。プログラムが動き出したらもう
蓋
 ふた

 を閉めて構わん』

「り、了解」

　
凄
 すご

 い、ほんとに映画みたいだ、と思いながらミノルはポケットから黒いＵＳＢメモリを出し、それをパソコン側面のコネクタに押し込んだ。次に、そっと蓋を開くと、それだけで
液
 えき
 晶
 しよう

 画面が
点
 てん
 灯
 とう

 した。電源オフではなくスタンバイ状態だったようだ。

　かなり高速のＣＰＵ
及
 およ

 びＳＳＤを
搭
 とう
 載
 さい

 しているようで、わずか数秒でデスクトップが表示される。
壁
 かべ
 紙
 がみ

 は黒一色、アイコンもデフォルト状態のそっけない画面に、自動的に小さなプログレスバーが出現し、アクセスランプが
忙
 せわ

 しく
点
 てん
 滅
 めつ

 を始める。

「……コピー、開始しました」

　報告し、ミノルがそっとノートパソコンの蓋を閉じた──

　その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

『あっ……くそっ、まずい!!
 』

　というＤＤの声が、
端
 たん
 末
 まつ

 から低く流れた。

『ルビーアイ一名、北西から接近中！　個体識別不可能……でも、すげえプレッシャーです、鼻が焼けそうだ！　アイソレータ、いますぐ《殻》を出せ！　あと一分以内に君の《
被
 ひ
 探
 たん
 知
 ち
 圏
 けん

 》に入る!!
 』

「で、でもまだデータコピーが……」

　ＵＳＢメモリのインジケータは、まだ小さな青い光を忙しく点滅させている。
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を出したら、回収ができなくなる。と言っていまメモリを引き
抜
 ぬ

 けばパソコンが休止状態に戻らず、敵にアクセスを気付かれる可能性がある。

『……構わん、安全が最優先だ。すぐに《殻》を出せ！』

　教授の指示に、ミノルは「了解」と返すと同時に
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を展開した。

　これまでの戦いから
解
 かい
 析
 せき

 したところでは、ミノルの能力の《
被
 ひ
 探
 たん
 知
 ち
 圏
 けん

 》──つまり能力発動をルビーアイに
匂
 にお

 いで感知されてしまう
範
 はん
 囲
 い

 は、十メートル程度と推測されているようだ。このリビングルームから北側のビル入り口までは、直線
距
 きよ
 離
 り

 でもそれ以上あるだろう。だから、近づく敵にはまだ気付かれていないはずだ。

　と推測しつつも、ミノルは再び訪れた
薄
 うす
 青
 あお

 い
静
 せい
 寂
 じやく

 の中を、リビングルームの南西の
隅
 すみ

 まで移動した。

「……しゃがんで、
壁
 かべ

 の
陰
 かげ

 に入って」

　不意にスウが言った。
途
 と
 惑
 まど

 いながらも従うと、
注
 ちゆう
 釈
 しやく

 が続いた。

「いま私とミノルさんはほぼ
透
 とう
 明
 めい

 だけど、
瞳
 どう
 孔
 こう

 の黒点だけは外から見えるの。背景が明るいと、万が一見つかるかもしれない」

「……な、なるほど……」

　それを聞いて、いっそうばくばくと心臓を脈打たせるミノルの
胸
 むね

 を、背後からぎゅっとスウの両手が
押
 お

 さえた。

「
怖
 こわ

 がらなくていい。いざとなれば戦うだけ。私とミノルさんの複合能力なら、どんな敵の、どんな力にも負けはしない」

「…………
 ええ」

　
頑
 がん
 丈
 じよう

 なハーネスの上からも、スウの手の温度が感じられた。自分より少し低いその体温に、熱と
一
 いつ
 緒
 しよ

 に
恐
 きよう
 怖
 ふ

 や
焦
 あせ

 りが吸い取られていくようで、ミノルは
鼓
 こ
 動
 どう

 が
徐
 じよ
 々
 じよ

 に落ち着いていくのを自覚しながら
頷
 うなず

 いた。

　数十秒後、リビングのガラス戸のノブが回った。

　ミノルがこれまでに直接相対したことのあるルビーアイは、《バイター》と《イグナイター》の二人だけだ。

　
年
 ねん
 齢
 れい

 、体格、性格、何を取っても大きく異なっていた二人だが、しかしたった一つだけ共通する要素があった。それは
憎
 ぞう
 悪
 お

 だ。あらゆる人間に対する、
無
 む
 尽
 じん
 蔵
 ぞう

 とすら思えるほどの
憎
 にく

 しみを彼らは
瘴
 しよう
 気
 き

 のように
撒
 ま

 き散らしていた。たとえ《
殻
 から

 》
越
 ご

 しであっても、ミノルはそれを
強
 きよう
 烈
 れつ

 に感じることができた。

　だが、いまガラス戸を開けて現れた人物は、バイターともイグナイターともまったく
違
 ちが

 った。身のこなしも、
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 すら
完
 かん
 璧
 ぺき

 なまでに
抑
 よく
 制
 せい

 され、内面を
窺
 うかが

 わせるような情報は一切
漏
 も

 らしていない。

　そしてもう一つ、先のルビーアイ二人とは明らかに異なる点があった。

　女性なのだ。

「…………っ!?

 」

　対象を視認した
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、ミノルは反射的に音を立てて空気を吸い込んでしまい、
慌
 あわ

 てて口を引き結んでから、ようやく呼吸音が相手に聞こえるはずがないことを思い出した。

　ふうっと大きく息を
吐
 は

 き、改めて眼を見開く。

　広いフローリングの
床
 ゆか

 を
滑
 すべ

 るように歩き、ミノルたちが
潜
 ひそ

 む南西の角からは反対側に位置するソファに歩み寄った女性は、持っていたトートバッグを床に置くと、大きく
背
 せ
 伸
 の

 びしてからふっと力を
抜
 ぬ

 いた。
窓
 まど
 際
 ぎわ

 に歩み寄り、一枚のブラインドのスリットを開く。差し込んだ陽光が、すらりとした体を照らし出す。

　かなり長身、百七十センチ以上もあるだろう。わずかに茶色がかった
髪
 かみ

 をアップにまとめ、いかにも上等そうなブルーグレーのスーツを一分の
隙
 すき

 もなく着こなしている。タイトスカートから伸びる
脚
 あし

 には、
艶
 つや

 のある茶色のストッキング。

　そして顔がまた、
妖
 よう
 艶
 えん

 としか形容できない
美
 び
 貌
 ぼう

 だった。かなり
濃
 こ

 いめのメイクにもまったく負けていない高い
鼻
 び
 梁
 りよう

 と
二
 ふた
 重
 え

 の
目
 め
 許
 もと

 は日本人
離
 ばな

 れしている。
年
 ねん
 齢
 れい

 は二十代後半な気がするが、確信は持てない。

　
只
 ただ
 者
 もの

 ではない──と直感しつつも、直接的な
脅
 きよう
 威
 い

 を読み取ることができず、ミノルは
掠
 かす

 れ声で
呟
 つぶや

 いた。

「ルビーアイ……なんですか……？」

「…………
 たぶん」

　背中から返ったスウの声にも、確信の
響
 ひび

 きはなかった。

「顔は初めて見る……。
撮
 さつ
 影
 えい

 できないのが、残念」

「え……、あ、そうか……」

　なぜできないのかと
訊
 き

 こうとして、ミノルはすぐに理由を
悟
 さと

 った。スウの能力《
屈
 くつ
 折
 せつ

 》は、着ている衣服や所持する道具をも自分と見なし、その表面に反射するべき可視光を
迂
 う
 回
 かい

 させてしまう。つまり、たとえカメラを構えたところで、そのレンズはいっさい光を
捉
 とら

 えることはないのだ。

　ならば、せめて
網
 もう
 膜
 まく

 に
煙
 けむり

 が出るほど焼き付けよう、とミノルは両眼を見開き──。

「うわっ!?
 」

　直後、
素
 す

 っ
頓
 とん
 狂
 きよう

 な声を上げた。いきなり、スウが後ろから両手でミノルの眼を
覆
 おお

 ったのだ。
瞳
 どう
 孔
 こう

 に入るべき光はスウの手の表面で迂回してしまい、何も見えなくなる。

「な、何するんです!?
 」

「…………
 うー」

「……うー、って、何ですか」

「うー」

　もう一度
謎
 なぞ

 の
唸
 うな

 りを
繰
 く

 り返してから、スウはしぶしぶという感じで両手を外した。

　視界に入った光景に、ミノルは思わず上体を
仰
 の

 け
反
 ぞ

 らせ、危うくスウの顔に
頭
 ず
 突
 つ

 きしてしまうところだった。

　ルビーアイと思われる女性が、タイトスカートのファスナーを下ろし、すとんと床に
脱
 ぬ

 ぎ捨てたところだったのだ。

　
凍
 こお

 りついたミノルの視線の先で、女性は続けてブラウスのボタンを外していく。眼を
逸
 そ

 らす
余
 よ
 裕
 ゆう

 もないうちに白い布が
両
 りよう
 肩
 かた

 から
滑
 すべ

 り落ち、ほんの十メートル足らず先で、女性は黒レースの下着姿を
露
 あら

 わにした。
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　衣類をソファの背にかけ、
腰
 こし

 を下ろして
両
 りよう
 脚
 あし

 のストッキングを
脱
 ぬ

 ぎ始める様子から
懸
 けん
 命
 めい

 に視線を外そうとしながら、ミノルはぱくぱくと口を動かした。

　
恐
 おそ

 るべき
緊
 きん
 張
 ちよう
 感
 かん

 に満ちた《
殻
 から

 》内部の空気をなんとかするべく、何か
冗
 じよう
 談
 だん

 を言ったものかどうか数秒迷い、危うく思いとどまる。かといって
黙
 だま

 り続けるのも
耐
 た

 えられず、
頚
 けい
 椎
 つい

 を
軋
 きし

 ませながらデスクのほうを見たミノルは、やっと言うべきことを思いついた。

「あ……ゆ、ゆ、ＵＳＢメモリのコピー、終わったみたいです」

　北側の
壁
 かべ

 に接するデスクの上で、先ほどまで小さく
瞬
 またた

 いていた青い光が停止している。ノートパソコン内部のデータの複製が完了し、再度休止状態に
戻
 もど

 ったのだ。

「…………
 でも、あの人が、パソコン使おうとしたら気付きますよね……ＵＳＢメモリが
刺
 さ

 さってることに……」

「……たぶん」

　気のせいか、そこはかとなく冷ややかな声でスウが応じた。

「いまのうちに、回収できればしたほうがいい」

「で、ですよね。でも……あれを
抜
 ぬ

 くには、《
殻
 から

 》を
解
 かい
 除
 じよ

 しないと……」

「殻を出したままだと、無理？」

　何とか会話が続いたことにほっとしながら、ミノルは小さく首を
振
 ふ

 った。

「無理……だと思います。殻の表面には
摩
 ま
 擦
 さつ

 がないはずですから、ドアノブを
押
 お

 すくらいならできますけど、あんな小さなメモリを引き抜くのはちょっと……」

「…………
 」

　スウが
黙
 だま

 ってしまったので、再度ちらりとソファのほうを見る。

　ストッキングを
脱
 ぬ

 ぎ終えた女性は、下着姿のままガラステーブルの上に小さな鏡を立てると、バッグから取り出したクリームを顔に
擦
 す

 り込み始めた。どうやら
化
 け
 粧
 しよう

 を落とすようだ。ならばしばらく時間がかかるはずで、メモリを回収する好機──ではあるのだが。

　と、なにやら考え込んでいたスウが小声で言った。

「…………
 殻の摩擦係数、ゼロで固定じゃなくて、変動してる気がする」

「え……へ、変動？」

「そう。だって、ミノルさんが歩く時、足がぜんぜん
滑
 すべ

 らない。私の想像よりずっと安定してる。この任務の前、教授が言ってたの、覚えてる？　殻の
弾
 だん
 性
 せい

 が変化してるかもって話」

「……え、ええ……覚えてますけど……」

「同じことが、摩擦係数にも言えるとしたら……ミノルさんの意思次第で、殻
越
 ご

 しにメモリを
摑
 つか

 めるかも……」

「…………
 意思次第……」

　確かに、言われてみれば思い当たる
節
 ふし

 がなくもない。以前、イグナイターこと
中
 なか
 久
 く
 保
 ぼ
 洋
 よう
 介
 すけ

 の旧宅に
侵
 しん
 入
 にゆう

 した時、ミノルは
水
 すい
 没
 ぼつ

 した地下室への階段を、
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を展開したまま降りた。木製の階段はすっかりカビてぬるぬると光っており、仮に殻を出していなくても大いに滑ったはずなのだが、しかしミノルの足底はまるで吸い付くように
腐
 くさ

 った木を
捉
 とら

 えた。

　あの時と同じように意識を集中すれば──あるいは、可能なのだろうか。

「……試して、みます」

　
呟
 つぶや

 き、もう一度ソファのほうを見やる。下着姿の女性は
目
 め
 許
 もと

 にコールドクリームを擦り込んでいて、パソコンのほうに顔を向ける様子もない。

　ミノルは
腰
 こし

 を
浮
 う

 かせると、
壁
 かべ

 沿いをじりじりと北へ移動した。いかにリビングが広いと言っても短辺方向は四、五メートル程度なのに、その
距
 きよ
 離
 り

 が
途
 と
 方
 ほう

 もなく長い。

　十秒ほどもかかってデスクの前まで
辿
 たど

 り着くと、体を
捻
 ひね

 り、パソコンに不可視の右手を
伸
 の

 ばす。親指と人差し指をいっぱいに開き、そこに生まれたはずの殻の
間
 かん
 隙
 げき

 に、ＵＳＢメモリを
挟
 はさ

 み込む。

　もう一度ちらりと女性の背中を見ると、すぐにスウの声が聞こえた。

「あっちは私が注意してるから、ミノルさんは
殻
 から

 の
制
 せい
 御
 ぎよ

 に集中して」

「は……はい」

　
頷
 うなず

 いて、ゆっくり、ゆっくりと指を動かしていくと、やがて指先に
抵
 てい
 抗
 こう
 感
 かん

 が生まれた。

　くっつけ、くっつけ。そう念じながら手を引くが、まるで引っかからずに指が
滑
 すべ

 ってしまう。まるで油を
塗
 ぬ

 ったガラスで
挟
 はさ

 んでいるが
如
 ごと

 き
摩
 ま
 擦
 さつ

 のなさだ。

　やっぱりダメか、とため息をつきかけてから、すぐに思い直す。

　──
僕
 ぼく

 は
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を出したまま歩く時、殻の表面感覚なんかまったく意識してない。それよりは、足裏の
皮
 ひ
 膚
 ふ

 で地面を
捉
 とら

 えている感覚がある。つまり、殻
越
 ご

 しじゃなく……指先でホールドする意識で……。

　再びＵＳＢメモリを
睨
 にら

 み、今度は指の腹に神経を集中させる。実際には三センチ
離
 はな

 れているが、その
距
 きよ
 離
 り

 を精神力によってゼロにして、しっかりと指で
摑
 つか

 む──。

「…………！
 」

　くっ、という抵抗感が、右手に生まれた。

「い、いけそうです！」

　低く
叫
 さけ

 ぶと、スウもすぐに応じた。

「あっちはもう
唇
 くちびる

 が終わりそう。すぐ
抜
 ぬ

 いて、ポケットにしまって！」

　頷き、ミノルは素早く、しかし
慎
 しん
 重
 ちよう

 にメモリを引き抜いた。

　安物のＵＳＢプラグはこんな時
頑
 がん
 固
 こ

 に抵抗するが、教授がくれたそれはゴールドメッキした上にしっかり
磨
 みが

 いてあって、すこんと
滑
 なめ

 らかにパソコンから分離した。

　いま、あの女性がこっちを向けば、デスクの上にＵＳＢメモリが
浮
 う

 いている光景を見ることになる。ミノルは息を止め、最短距離で
腕
 うで

 を移動させると、メモリを上着のポケットに入れた。
途
 と
 端
 たん

 、黒いメモリはスウの《
屈
 くつ
 折
 せつ

 》能力の
影
 えい
 響
 きよう
 下
 か

 に入り、視界から
消
 しよう
 滅
 めつ

 する。

　はああっ、と深く息をつき、再び元いた南西の
隙
 すき
 間
 ま

 に
戻
 もど

 ろうとした時──。

「あっ……コード！」

　スウが
鋭
 するど

 く
叫
 さけ

 んだ。

　ミノルの右足が、ノートパソコンの側面から
伸
 の

 びるＬＡＮケーブルを引っ
掛
 か

 けていることに気付かず、それをほんの少し引っ張ってしまったのだ。

　張り
詰
 つ

 めたケーブルが、わずかにパソコンを動かした、ような気がした。

　ミノルたちには聞こえないが、もし音がしていたら、女性に気付かれる。

　歯を食い
縛
 しば

 り、ミノルはさっとソファのほうを見た。

　ルビーアイと思われる女性は動きを止めていた。しかし顔は鏡に向いたままだ。
化
 け
 粧
 しよう

 の落ち具合を確認しているようにも、聞き耳を立てているようにも見える。

「……あのルビーアイの能力は
解
 わか

 らない。だから、先手を打つしかない」

　背中のスウが、さすがに
緊
 きん
 張
 ちよう

 を
孕
 はら

 んだ声で
囁
 ささや

 いた。

「もしこっちに来たら、後ろに回りこんで
殻
 から

 を
解
 かい
 除
 じよ

 して。私がテーザーで無力化する」

「……はい」

　短く答え、ミノルはうずくまったまま、きつく
奥
 おく
 歯
 ば

 を
嚙
 か

 み
締
 し

 め続けた。

　やがて、黒い下着姿の女性が、すっとソファから立ち上がった。ミノルたちの
潜
 ひそ

 む右側ではなく、左を向き、
隣
 りん
 接
 せつ

 するキッチンのほうへ歩く。シンクに上体を
屈
 かが

 めると、水道のコックを
押
 お

 し上げて顔を洗い始める。

　小さく息を
吐
 は

 き、ミノルはゆっくり、ゆっくりと
壁
 かべ
 際
 ぎわ

 の
陰
 かげ

 の中へと
戻
 もど

 った。

　一分後、タオルで顔を
拭
 ふ

 きながら戻ってきた女性は、再びソファに座った。アップにしていた
髪
 かみ

 を
解
 ほど

 き、ブラシを当ててから、今度はシンプルな二つ分けにして黒いゴムで留める。

　……その髪型に、さっきのスーツは合わないような……。

　と、ついおせっかいなことを考えていると、やはり女性はショッピングバッグから
着
 き
 替
 が

 えを取り出した。地味な
紺
 こん
 色
 いろ

 のそれを広げ、ぱんと
一
 ひと
 振
 ふ

 りする。

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、またしてもミノルは
仰
 ぎよう
 天
 てん

 し、眼を見開いた。
驚
 おどろ

 きはスウにも伝染したらしく、
右
 みぎ
 肩
 かた

 で小さく息を吸い込む音がした。

　女性が取り出した着替えは、どう見ても、セーラー服以外の何ものでもなかった。

　二人の
侵
 しん
 入
 にゆう
 者
 しや

 が
啞
 あ
 然
 ぜん

 と
凝
 ぎよう
 視
 し

 しているのも知らず、女性はまず上着をすぽんと
被
 かぶ

 り、髪を引き出すと
胸
 むね

 三角のホックを留め、
脇
 わき

 のファスナーを下げた。

　次いで黒のストッキングを
穿
 は

 き、紺色のプリーツスカートに足を通す。続けて取り出した白いスカーフを
襟
 えり
 下
 した

 に通し、胸の輪っかに
潜
 くぐ

 らせて形を整える。

　髪を一振りして立ち上がったのは、もう
妙
 みよう
 齢
 れい

 のキャリアウーマンではなかった。

　
化
 け
 粧
 しよう

 を落とした顔は
妖
 よう
 艶
 えん

 さの代わりに
清
 せい
 潔
 けつ

 さを
漂
 ただよ

 わせ、地味な髪型に
膝
 ひざ
 上
 うえ

 まであるスカートと相まって、《進学校に通う女子高生》以外の何ものにも見えない人間がそこに出現していた。

　とどめとばかりに、トートバッグの底から取り出した
黒
 くろ
 縁
 ぶち

 メガネをかけた女性は、先刻まで身につけていたシックなスーツとブラウス、化粧品類を手早く片付けにかかった。

「……アレ、どっちが正体なんですか？」

　
乾
 かわ

 いた声で
訊
 たず

 ねるミノルに、女性と同性であるスウも小さく首を振った。

「……さあ……サードアイ所持者の肉体は
賦
 ふ
 活
 かつ

 されるから、見た目じゃ判断できない……」
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　一秒後、気を取り直したように付け加える。

「でも、もし
実
 じつ
 年
 ねん
 齢
 れい

 が
二
 は
 十
 た
 歳
 ち

 を
越
 こ

 えてるなら、あの格好で外を歩くのはキツイと思う。たとえルビーアイでも」

　……そういうものか。

　と
胸
 きよう
 中
 ちゆう

 で
呟
 つぶや

 くミノルの視線の先で、キャリアウーマン改めメガネ女子高生は、荷物を入れたトートバッグを持ち上げ、ブラインドのスリットを閉めると、ついにノートパソコンのほうへと歩き始めた。

　もう、パソコンを起動しても操作の
痕
 こん
 跡
 せき

 はないはずだ。と思いつつもミノルは
緊
 きん
 張
 ちよう

 したが、女子高生はメッシュチェアに座ることもなく、デスクの
端
 はし

 に置かれたメモ用紙を一枚千切ると、備え付けのボールペンでさらさらと何か書き付けた。その紙を持ったまま、すたすたとリビングの出口へと向かう。

「か、帰る……みたいですね。あのメモ、何でしょう」

「……仲間への、
連
 れん
 絡
 らく
 事
 じ
 項
 こう

 ？」

「ですかね……確認しないと、ですね」

　そんな会話を交わすあいだにも、女子高生はガラス戸を開け、
振
 ふ

 り返ることなく
廊
 ろう
 下
 か

 へ消えてしまった。

　十秒近く待ってから、ミノルは立ち上がると、廊下が見通せる位置まで移動した。ちょうど
玄
 げん
 関
 かん

 のドアが閉まるところだった。
更
 さら

 に数十秒後、ブラインドの
隙
 すき
 間
 ま

 から、ビルを出た女子高生が道路を北へ去っていくのが見えた。歩道を早足に進む背中が、やがて街路樹の枝に
紛
 まぎ

 れて消えた。

「…………
 メモ、持ってなかったですね……」

　ミノルが
呟
 つぶや

 くと、スウもこくりと
頷
 うなず

 いた。

「他の部屋のどっちかに置いていったのかも」

「ですね、探しましょう」

　まずＵＳＢメモリがしっかりポケットに収まっているのを確認してから、ガラス戸を開けて
廊
 ろう
 下
 か

 に出る。すると、がらんとしていた二番目の部屋のドアが開け放されているのに気付いた。

　もう
誰
 だれ

 もいないはずだが、それでも神経を使いながら入り口まで歩き、ＬＥＤライトで中を照らす。

「あ…………
 」

　コンクリート
剝
 む

 き出しの
床
 ゆか

 の中央に、白い紙片が
浮
 う

 かび上がった。
間
 ま
 違
 ちが

 いなく、女性ルビーアイが何か書き付けたものだ。

　目立つ置き方は、やはり次にここを訪れる仲間への
連
 れん
 絡
 らく
 事
 じ
 項
 こう

 だと思われた。とすれば放っておくわけにはいかない。

　殺風景な部屋に
踏
 ふ

 み込もうとしたミノルの
肩
 かた

 を、きゅっとスウが
摑
 つか

 んだ。

「ど、どうしたんです？」

「…………
 いえ、なんでも……ない」

「はあ……」

　首を
捻
 ひね

 りつつ、ミノルは一歩、二歩と前進した。すぐに紙片の前に達し、しゃがみ込む。

　黒々と書き付けてあったのは、短いセンテンスがたった一行だけだった。

　しかしそれはアルファベットの、しかも
流
 りゆう
 麗
 れい

 な筆記体で、ミノルにはすぐには内容を読み取れなかった。

　メモの下側に回り込み、食い入るように
睨
 にら

 む。

「な、何だ……？　英語じゃ……ない、ですよね、これ。ええと……Ａ、ｕ、ｒ……」

　半分ほど読んだ時、
突
 とつ
 然
 ぜん

 スウが
鋭
 するど

 く
叫
 さけ

 んだ。

「だめっ……外に出て……!!
 」

「え……？」

　反射的に
腰
 こし

 を
浮
 う

 かせながらも、ミノルはメモから視線を引き
剝
 は

 がすことができなかった。

　──
Au revoir
 オー・ルヴォワール

 。

　どこかで見た、あるいは聞いたような文言だ。たぶんフランス語。意味は……確か…………
 。

　《さようなら》だ。

　直後、
足
 あし
 許
 もと

 のコンクリートが、
硬
 かた

 さを
喪
 そう
 失
 しつ

 した。

　どぼっ、という聞こえるはずのない音をミノルは聞いた気がした。体がまっすぐに落下し、
暗
 くら
 闇
 やみ

 が足から腹、顔までを
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 で
吞
 の

 み込み、頭上で口を閉じた。
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　《熱》とは、つまるところ分子の運動エネルギーである。

　熱い物体の内部では構成分子が激しく
振
 しん
 動
 どう

 しているし、冷たい物体の内部では逆に静止している。

　だから、寒さと静けさは同義だ。温度が下がれば下がるほど、世界は
静
 せい
 謐
 ひつ

 に包まれる。仮に無限量の液体ヘリウムをざぶりと地球の表面にぶちまければ、その一分後にはあらゆる人工音が
途
 と
 絶
 だ

 えていることだろう。

　液体ヘリウムとまではいかないが、
三
 み
 川
 かわ
 霤
 りゆう

 が横たわっている場所も、寒さではなかなかのものだ。

　マイナス三十度。

　周囲では、天井近くまで積み上げられた無数の箱が白く
凍
 こお

 り付いている。
這
 は

 い回るパイプやダクトには分厚く
霜
 しも

 が降り、空気中をきらきらと
微
 び
 細
 さい

 な
結
 けつ
 晶
 しよう

 が
舞
 ま

 う。

　東京の
港
 こう
 湾
 わん

 部に立ち並ぶ
冷
 れい
 凍
 とう

 倉庫のひとつに
忍
 しの

 び込んでから、三川はもう八時間近くも
床
 ゆか

 に直接
寝
 ね
 転
 ころ

 んでいた。

　もちろん、いかに新人類たるサードアイ所持者とは言え、
化
 か
 繊
 せん

 のブルゾンにジーンズという格好でただ寝ていれば
凍
 とう
 死
 し

 は
免
 まぬが

 れない。三川は服に付着する水分を次々と
相
 そう
 転
 てん
 移
 い

 させ、最低限の熱を生み出すことで体温を
維
 い
 持
 じ

 していた。

　だが、心の
奥
 おく
 底
 そこ

 には、このまま何もせずに凍ってしまいたいという欲求が存在することを、三川は自覚している。死にたいわけではない。ただ凍りたい。凍ってみたい。その静謐を全身で感じたい。

　まったく、
真
 しん
 核
 かく
 生
 せい
 物
 ぶつ

 とはなんと
脆
 ぜい
 弱
 じやく

 であることか。

　マクロレベルでは水の相転移なしには生きられないくせに、ミクロレベルでは水の凍結温度にも
沸
 ふつ
 騰
 とう

 温度にも
耐
 た

 えられない。

　寝転がったまま、三川は真上に向けてふうっとため息をつき、それがたちまち
結
 けつ
 晶
 しよう
 化
 か

 して
輝
 かがや

 くのを見ながらぼんやりと考えた。

　昨日、《リキダイザー》に見せられた念写映像。あれに映っていた《黒》の男──不可視の
障
 しよう
 壁
 へき

 を作るという彼なら、自分よりももっと
静
 せい
 寂
 じやく

 に近づけるのだろうか？　どこかの大学の極低温実験室に入り込み、その静けさを体感できるのか？

　…………
 いや。

　すぐに打ち消す。しょせん障壁
越
 ご

 しでは、真なる相転移の極北には
辿
 たど

 り着けない。それを知るには、あらゆる防護なしに生身を極低温に
曝
 さら

 すしかないのだ。もちろん結果として死ぬが、血液が凍りつき、呼吸が停止し、
脳
 のう
 細
 さい
 胞
 ぼう

 が
破
 は
 壊
 かい

 される過程で、きっと感じられるはずだ。
全
 すべ

 てが止まり、静まり、すなわち永遠となる
瞬
 しゆん
 間
 かん

 を。

　ずっと昔、○○が
辿
 たど

 り着いたであろう、その地平を……。

　不意にブルゾンの内ポケットで、熱──運動が生まれた。

　
三
 み
 川
 かわ

 は
眉
 まゆ

 をしかめ、その発生源を取り出すと、ぶぶぶ、ぶぶぶと
振
 しん
 動
 どう

 し続ける小さな機械を両手で
覆
 おお

 って通話アイコンを
押
 お

 した。

「はい、トランサー」

『私よ、
坊
 ぼう

 や』

「……だからそれ、やめてくださいよ」

　ふうと息を
吐
 は

 くと、空中に小さな白い筋が生まれる。

「で、何のご用ですか？　あなたから電話してくるなんてずいぶん久しぶりですよね、リキダイザー」

『つまりはそれだけの重要任務があるってことよ。すぐ
五
 ご
 反
 たん
 田
 だ

 のセーフハウスまで来てちょうだい』

　その指令に、ふたたび眉を寄せる。

「……五反田？　いつもの
南
 みなみ
 青
 あお
 山
 やま

 じゃなくて、です？」

『そっちには絶対近づかないで。《黒》に
侵
 しん
 入
 にゆう

 されたかもしれない』

「えっ」

　
驚
 おどろ

 きのあまり上体を起こし、三川は冷え切った脳のギアを上げながら
訊
 たず

 ねた。

「……かもしれない、ってどういうことです？」

『さっき
着
 き
 替
 が

 えに寄ったんだけどね、ちょっと……カン、ていうか気配がね……。
奴
 やつ

 らには、不可視化能力があるのがいたでしょう。それで、いちおう空き部屋にトラップを
仕
 し
 掛
 か

 けて出てきたんだけど、発動したかどうかはもう一度行ってみないと
判
 わか

 らないわ』

「カン、ですか……。トラップって、前に言ってた《落とし穴》？」

『そうよ、そのために一階を丸ごとコンクリで
埋
 う

 めたんだもの。こんな時くらい使わないとね。──ともかく、最悪なのは、情報を取られてまんまと
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 されたパターンだわね。だとするとあそこと
繫
 つな

 がる
枝施設
 ブランチ

 を全部
閉
 へい
 鎖
 さ

 しなきゃ。でも、侵入されて情報を取られたけど、こっちのトラップに掛かった……その場合は、むしろチャンスでしょ』

「……チャンス、といいますと？」

『私の落とし穴から脱出できるサードアイはいないわ。黒だろうと赤だろうと、能力発動中は激しく呼吸しなきゃならない。でも、深さ三メートルのコンクリートに
塗
 ぬ

 り込められたら、一口ぶんの空気だってありゃしないもの。すぐ死ぬわ……でも、奴らは私たちと
違
 ちが

 って、非合理的な感情に
縛
 しば

 られてる。
無
 む
 駄
 だ

 と
解
 わか

 っていても仲間を助けにくるのよ、絶対』

「…………
 そう、でしょうね」

　ようやくリキダイザーの言わんとするところを
悟
 さと

 り、三川は
微笑
 ほほえ

 んだ。

「そして、その
状
 じよう
 況
 きよう

 なら、彼が来るでしょうね……」

『
坊
 ぼう

 やも、いい加減あのサムライ君と遊ぶのは
飽
 あ

 きたでしょう。殺しときなさい、そろそろ。ちなみに、いい空模様よ。予報では、八十パーセントの確率でこれから雪だわ』

「おや、そうですか」

　
三
 み
 川
 かわ

 は、せっかくの
瞑
 めい
 想
 そう

 を破られたことも忘れてにこりと破顔した。

「でも、彼一人で来るとは限らないのでは？」

『もしオマケがいたら、そっちは私が遊んであげるわ。
南
 みなみ
 青
 あお
 山
 やま

 セーフハウスのすぐ裏に、うってつけの
廃
 はい

 工場があるのよ。地図送っておくから確認なさい』

「了解。すぐ向かいます」

　通話を切ると、三川はひらりと立ち上がった。全身から、
薄
 うす

 い氷の
殻
 から

 がはらはらと
舞
 ま

 い落ち、
床
 ゆか

 でひそやかに
砕
 くだ

 けた。

　首を
巡
 めぐ

 らし、通路のずっと
奥
 おく

 の
薄
 うす
 闇
 やみ

 を
覗
 のぞ

 くと、
眠
 ねむ

 り続ける分身に
囁
 ささや

 きかける。

「……また来るよ。それまで、ゆっくりおやすみ……」





　　　＊
 ＊
 ＊






　
不
 ふ
 透
 とう
 明
 めい

 な液体の中に落下し、視界が暗闇に
没
 ぼつ

 した
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、ミノルは反射的に両手を広げて表面へと
浮
 う

 き上がろうとした。

　しかしできなかった。ミノルとスウを
吞
 の

 み込んだ液体が、液体であり続けた時間はわずか一秒足らずだったのだ。

　広げようとした両手は
突
 とつ
 如
 じよ

 、
圧
 あつ
 倒
 とう
 的
 てき

 なまでの
硬
 かた

 さに
妨
 さまた

 げられ、一センチたりとも動かせなくなった。それどころか、頭も、
脚
 あし

 も、五体の
全
 すべ

 てが
完
 かん
 璧
 ぺき

 に固定され、
身
 み
 動
 じろ

 ぎひとつできない。

　パニック状態に
陥
 おちい

 りかけたミノルをなんとか引き留めたのは、背中から伝わる体温だった。何度も呼吸を
繰
 く

 り返し、どうにか少しばかり落ち着いたところで、ミノルは
掠
 かす

 れた声で後ろに
訊
 たず

 ねた。

「……ぶ、無事ですか、スウさん」

　答えはすぐに返った。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 、あなたと同じくらい元気」

「……そ、それは……そうですよね」

　背中の
小
 こ
 村
 むら

 スウも《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》に守られているので、ミノルが無事なら当然彼女も無事なはずだ。

　固く
強
 こわ
 張
 ば

 った手足をなんとか
脱
 だつ
 力
 りよく

 させてから、ミノルはもう一度
呟
 つぶや

 いた。

「……これは……敵の能力、ですよね……？」

「
間
 ま
 違
 ちが

 いない。
床
 ゆか

 のコンクリートを液化して、私たちを
沈
 しず

 めた。つまり、さっきの女が《組織》の幹部、《
液化者
 リキダイザー

 》当人……最初からそうと
解
 わか

 っていれば、先制で
攻
 こう
 撃
 げき

 したのに……」

　
罠
 わな

 にかけられた
状
 じよう
 況
 きよう

 にもかかわらず、堂々と
悔
 くや

 しがるスウの言葉に、ミノルは思わず苦笑いを
浮
 う

 かべた。

「そうだと解ってたら、
僕
 ぼく

 は一歩も動けませんでしたよ、きっと……。──でも、これがあの人の能力なんだとしても、完全に見えなくなるくらい
離
 はな

 れてから動いたはずなのに……」

「能力の
遅
 ち
 延
 えん

 起動か、何らかのトリガーが設定されてたのか、どっちかだと思う」

「…………
 そんなことまでできるんですか」

　ますます直接戦わずに済んでよかった、と
安
 あん
 堵
 ど

 してしまってから、ミノルはようやく現状も《助かった》と言うには程遠いことを思い出した。

　幸い左手の小指にストラップが引っかかっていたＬＥＤライトを、
慎
 しん
 重
 ちよう

 に
握
 にぎ

 り直す。もし
足
 あし
 許
 もと

 に落っことしたら、指と口くらいしか動かせないこの状況では二度と拾えない。

　指先でスイッチを
押
 お

 すと、真っ白い光が垂直に放たれ、
闇
 やみ

 を遠ざけた。

　目の前三センチ、《
殻
 から

 》のすぐ向こうをみっしりと
埋
 う

 めるのは、コンクリート色としか言いようのない灰色の
壁
 かべ

 だった。しかし、本来は砂利や砂とセメントの混合物であるはずなのだが、どれほど眼を
凝
 こ

 らしても
砂
 すな
 粒
 つぶ

 ひとつ見分けることができない。

「……コンクリって言うよりも、なんだか
石
 せつ
 膏
 こう

 みたいにきめ細かいですね……」

　ついそう声を
漏
 も

 らすと、スウも小さく
呟
 つぶや

 いた。

「たぶん、
乾
 かわ

 いたコンクリートを生に
戻
 もど

 したんじゃなくて、分子レベルで結合を断ち切ったんだと思う。そうでなければ、私たちがほんの
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 で
沈
 しず

 んだことの説明がつかない」

「……じゃあ、オリビーさんと同じ能力ってことですか……？」

「系統的には。ただ……」

　そこで
珍
 めずら

 しく言い
澱
 よど

 んだスウに、ミノルは急いで続きを
促
 うなが

 した。

「ただ、何なんです？」

「…………
 力のレベルが、
違
 ちが

 いすぎる……。《
分断者
 デイバイダ

 》の力が、刃の延長線上、つまり二次元平面にのみ作用するのに対して……《リキダイザー》は三次元空間の分子間力を自在に操作できる、ということ……」

「…………！
 」

　小声の説明を聞いた
途
 と
 端
 たん

 、ミノルは
鋭
 するど

 く息を
吞
 の

 んだ。

　あらゆる物体を意のままに切断する
斉
 さい
 藤
 とう

 オリヴィエの能力は、
戦
 せん
 闘
 とう

 では最強だとこれまで思ってきた。実際、《特課》のジェットアイの中で、直接的
攻
 こう
 撃
 げき
 力
 りよく

 の大きさを比べれば明らかにトップだろう。《
加速者
 アクセラレータ

 》ユミコも、《
屈折者
 リフラクター

 》スウも、攻撃力のパラメータそのものはナイフなりテーザーなりのそれに
準
 じゆん
 拠
 きよ

 するのだから。

　なのに、リキダイザーの力はオリヴィエを
遥
 はる

 かに上回るということになれば、いまの特課ではあの女性に
対
 たい
 抗
 こう

 するすべがなくなってしまう。

「ミノルさん。早く
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 しないと」

　いっそう張り
詰
 つ

 めた声で、スウが
囁
 ささや

 いた。

「たぶん、教授は他のメンバーに私たちの救出を指示する。そしてそれをリキダイザーも予測して、待ち受けているはず。
戦
 せん
 闘
 とう

 になったら、たとえ三対一でも危ない」

「…………
 はい」

　からからに
掠
 かす

 れた声でそう応じた──ものの。

「…………
 でも、脱出以前に、この
状
 じよう
 況
 きよう

 、かなりやばいと思うんです……。生き延びられるかどうかも、
微
 び
 妙
 みよう

 な気が……」

　リアルな危機感はまだ感じられないが、客観的に見ればそう判断すべきなのではないかと考えながら、ミノルは小声で続けた。

「ええと……酸素は、《
殻
 から

 》の中にいる限りは
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 なはずです。でも、水と食料はどこからも出てきませんし……コンクリートを
壊
 こわ

 そうにも、手足を一センチも動かせないんじゃ……」

　言葉を切っても、スウはしばらく
沈
 ちん
 黙
 もく

 を続けた。

　何かしらの打開策を考えているのかなと思い、ミノルは年下の少女の声をじっと待った。

　やがて、ぽつりと発せられたのは──。

「…………
 わ、ほんとだ」

　というひと言だけだった。





　　　＊
 ＊
 ＊






　ひらりと目の前に降ってきた白い小片を、
三
 み
 川
 かわ

 は
革
 かわ
 手
 て
 袋
 ぶくろ

 の指先で受け止めた。

　黒いフェイクレザーの上に横たわった
微
 び
 細
 さい

 な六角形の
結
 けつ
 晶
 しよう

 は、たちまち
溶
 と

 けて微小な
水
 すい
 滴
 てき

 となった。

　無言で空を
振
 ふ

 り
仰
 あお

 ぐと、重苦しく
垂
 た

 れ込める
鉛
 なまり
 色
 いろ

 の雲から、無数の
影
 かげ

 がちらちらと
舞
 ま

 い降り始めたところだった。今年初めての雪は、予報どおり本降りになりそうだ。

　昨シーズンは結局まとまった雪は一度も降らず、温暖化やらＣ[image: Ｏ２]
 というお決まりのワードを
繰
 く

 り返し聞かされた。かと思えば
近
 ちか
 頃
 ごろ

 、太陽活動の
極
 きよく
 小
 しよう
 期
 き

 とやらで、これから氷河期が来ると予言している科学者もいるらしい。それが正しければ今度は、二酸化炭素をたくさん出して地球を暖めましょう、ということにでもなるのだろうか。

　ふふ、と笑いを
漏
 も

 らしながら三川は夕暮れが近付きつつある街を足早に歩いた。

　氷河期大いに結構。人間がその
到
 とう
 来
 らい

 を
妨
 さまた

 げるというなら、彼らを根絶せんとする《組織》の最終目標は、氷の世界を望む三川にとっても直接的な利益があるということになる。

　先日の
深
 ふか
 傷
 で

 がようやく
癒
 い

 えかけたばかりの体で《黒》どもと戦うのは正直気が乗らないが、この天気なら話は別だ。あらゆる水分子は三川の武器であり
盾
 たて

 でもある。地上に降り注ぐそばから
排
 はい
 水
 すい
 溝
 こう

 に消えてしまう雨と
違
 ちが

 って、雪は
健
 けな
 気
 げ

 にその場に
留
 とど

 まり、助けてくれる。

　それに、どうやら今回は《リキダイザー》もそこそこ本気らしい。

　
三
 み
 川
 かわ

 が出てきたばかりの
五
 ご
 反
 たん
 田
 だ

 セーフハウスにはリキダイザー当人はすでにいなかったが、
手
 て
 土産
 みやげ

 が一つ残されていた。ブルゾンの内ポケットに
突
 つ

 っ込んで持ってきた九ミリ口径の自動
拳
 けん
 銃
 じゆう

 は、元
師
 し
 匠
 しよう

 の
冗
 じよう
 談
 だん

 めいた「そろそろ殺しておきなさい」という言葉が、
掛
 か

 け値なしの本気だった
証
 あかし

 だろう。

　拳銃はおろか
狙
 そ
 撃
 げき

 用のライフルまで
繰
 く

 り出してくる《黒》どもと違い、《組織》は軽々しく
末
 まつ
 端
 たん

 メンバーに武器を与えてくれない。それは、組織の上部が、仲間であるルビーアイさえも無条件に信用はしていないことを意味している。

　つまり、今回の指令は、三川を《組織》の上位メンバーに引き上げるかどうかの試金石的な意味合いもあるに違いない。

　正直、組織内で出世したいという欲求があるわけではない。だが、知りたい、とは思う。

　分厚いベールに包まれた、顔も名前も
解
 わか

 らない上層部は、いったい何を考えているのか？　正面から戦えば自衛隊一個中隊にも
敵
 かな

 わないであろう現状で、どのようにして全人類
殲
 せん
 滅
 めつ

 などという
大
 たい
 言
 げん
 壮
 そう
 語
 ご

 を実現する気なのか？　いや、手段はともかく、その可能性があるのかどうか──それだけでも知りたい。
是
 ぜ

 が
非
 ひ

 でも。

　ブルゾンの上からそっと
鋼
 こう
 鉄
 てつ

 の
硬
 かた

 さを確かめると、三川は降り続ける雪の中を、
南
 みなみ
 青
 あお
 山
 やま

 方面に向けて足取り軽く歩き続けた。





　　　＊
 ＊
 ＊






「…………
 そもそも」

　現状の
窮
 きゆう
 地
 ち

 を認識してから、数秒
経
 た

 ってスウが発した声は、それまでと同じように生の感情を
窺
 うかが

 わせないものだった。それが意外なようにも、また彼女らしくあるようにもミノルには思えた。

「ここは、どこなの」

「どこ……って、コンクリートの中ですよね」

　ＬＥＤライトに照らし出される灰色の
壁
 かべ

 を見ながら、ミノルは答えた。

「それは、そうだけど。でもこのコンクリート、最低でも深さ二メートルはある。私たちは、ビルの二階から
床
 ゆか

 を
貫
 かん
 通
 つう

 したんだから、本来なら一階に落っこちるはず」

「あ……そうか、確かに……」

　ライトの向きを変え、見える
範
 はん
 囲
 い
 全
 すべ

 てを照らしてみるが、見えるのはまったく同じ灰色だけ。もし柱の内部ならば鉄筋が通っているはずで、それが存在しないということは、やはり
巨
 きよ
 大
 だい

 な
無
 む
 垢
 く

 のコンクリートに閉じ込められているとしか思えない。

　しかし、
普
 ふ
 通
 つう

 のビルには、絶対にそんな構造物は存在しない。となれば──わざわざ作った、いや
埋
 う

 めたのだ。ビル一階の、少なくとも丸々一部屋に、生コンを流し込んで固めた。

　同時にその結論に達したのだろう、スウが小さく息を
吐
 は

 いた。

「……つまり、これは
侵
 しん
 入
 にゆう
 者
 しや

 を閉じ込めるために作った、
大
 おお
 掛
 が

 かりなトラップ。しかも、リキダイザーの液化能力を前提とした……」

「で……でも」

　その結論を
容
 よう
 易
 い

 に受け入れることができず、ミノルは動かせる
範
 はん
 囲
 い

 で小刻みにかぶりを
振
 ふ

 った。

「ビルの建築段階なら
解
 わか

 りますけど、すでに完成している建物の部屋を、生のコンクリートで埋める……なんてことができるもんでしょうか？　ミキサー車から直接流し込むのは不可能だし、
乾
 かん
 燥
 そう

 だってしにくいんじゃ……」

「生である必要はない。二階にコンクリートブロックを運び込んで、《液化》して下の部屋に落とすだけでいい」

「あっ……、そ、そうか…………
 」

　肺に
溜
 た

 まった空気を、細く、長く吐き出す。

「…………
 あの人、人殺しなんかやめて、建築家か芸術家になればいいんですよ。石像でも銅像でも、
溶
 よう
 解
 かい
 炉
 ろ

 なしで造り放題じゃないですか……」

　ぶつぶつ文句を言ってから、ミノルは口調を改めた。

「ともかく、つまり
僕
 ぼく

 たちの上下左右には、少なくとも一メートル以上の厚さのコンクリートが存在するってことですよね。
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 するには、それをどうにかして
破
 は
 壊
 かい

 しないと……」

「そうね。そのためには……一度、ミノルさんの
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を
解
 かい
 除
 じよ

 してみる必要がある」

　耳のそばで発せられたスウの言葉に、ミノルはゆっくりと
頷
 うなず

 いた。

　《
殻
 から

 》はあらゆる
脅
 きよう
 威
 い

 から二人を守るが、身動きできない現状では、外界へのいかなる
干
 かん
 渉
 しよう

 をも不可能にしている。コンクリートに
触
 ふ

 れ、その強度を確認するためには、まずは殻を消さなければ始まらない。

　しかし問題もある。ミノルたちの体表面とコンクリートとの
間
 かん
 隙
 げき

 はわずか三センチ、そこに保持できる酸素の量などたかが知れている。二人で呼吸すれば、あっという間に消費し
尽
 つ

 くしてしまうだろう。それより
恐
 おそ

 ろしいのは、
高
 こう
 濃
 のう
 度
 ど

 の二酸化炭素を吸ってしまうことだ。仮に
昏
 こん
 倒
 とう

 でもすれば、そのまま死ぬのは確定的だろう。

「……ええと、たぶん殻を消した状態で呼吸するのは危険です。大きく息を吸って、呼吸を止めてから解除します。そのあいだに、色々確認しましょう」

「了解。せーのでお願い」

　短い応答に頷き返し、ミノルはまず肺の空気をすべて吐きつくした。最後の息で、行きます、せーの、と
囁
 ささや

 いてから思い切り吸う。

　二人の
胸
 きよう
 郭
 かく

 が同時に拡張し、しかし外には
膨
 ふく

 らめないために
互
 たが

 いの肉体が思い切り
押
 お

 し付けられ、背中にある種の
弾
 だん
 力
 りよく
 感
 かん

 が発生し、危うく
吐
 は

 き出してしまいそうになった空気をなんとか肺に収め──。

　ミノルは《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》を消した。

　重い周期音が去り、代わりに耳が痛くなるほど
高
 こう
 密
 みつ
 度
 ど

 な
静
 せい
 寂
 じやく

 が訪れた。ビル外部の
騒
 そう
 音
 おん

 などまるで聞こえない。素早く右手を動かし、ミノルはコンクリートの表面を
撫
 な

 でてみた。

　氷のように冷たく、紙やすりのようにざらりとして、そして
圧
 あつ
 倒
 とう
 的
 てき

 なまでに
硬
 かた

 い
手
 て
 触
 ざわ

 りが伝わった。ためしに
爪
 つめ

 を立ててみるが、一ミリたりとも
凹
 へこ

 む気配もない。今度は
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 り、ごんごんと
叩
 たた

 いてみる。
反
 はん
 響
 きよう
 音
 おん

 など
皆
 かい
 無
 む

 で、やはり
壁
 かべ

 は相当に分厚い。

　数十秒かけて、この
状
 じよう
 況
 きよう

 で得られる限りの情報を得たところで、ミノルは息苦しさを覚えた。首を回し、背中に向けて細く言う。

「……いいですか、もっかい
殻
 から

 を出しますよ」

　すると、同じく最小ボリュームで、スウが思わぬ指示を出した。

「あ、少し体勢を変えてから出してみて」

「は……はい」

　意図は不明だったが、言われるままミノルは両手を腹の前まで移動させ、その格好で再び防御殻を展開した。

　ぐっ、と手が腹筋に押し付けられる感覚。しかし痛みを感じるほどではなく──そしてミノルは予想外のものを見た。

　再展開した殻が、場所を変えた
両
 りよう
 腕
 うで

 の形に、コンクリートを押しのけている。ほとんど自然岩と同じくらい硬かった壁が、まるで大きなスプーンで
抉
 えぐ

 られたかの
如
 ごと

 く、新しい形に
凹
 へこ

 んでいるのだ。

「……こ、これは……!?
 」

　再びどこからか補給された
無
 む
 味
 み
 無
 む
 臭
 しゆう

 の空気を大きく吸ってから、ミノルは
叫
 さけ

 んだ。すると背中のスウが、深く考え込むような口調で答えた。

「防御殻の性質は、私よりミノルさんのほうがよく知ってるはず。殻の展開時、境界線上に存在する異物は、外側に
弾
 はじ

 き出される……体勢を変えて、殻の発生位置が広がったから、その分コンクリートが外に押し出された」

「あ…………
 、そ、そうか……。──てことは」

　激しく
瞬
 まばた

 きを
繰
 く

 り返しながら、ミノルは目の前のグレーの壁を
凝
 ぎよう
 視
 し

 した。

「体を動かしながら殻を出したり消したりすれば、この空間をどんどん大きくできる……!?
 」

「……方法はそれしかない、と思う。私たちの生身の力でどうにかできる強度じゃなかった。ただ…………
 」

　そこでスウが
語
 ご
 尾
 び

 をフェードアウトさせたので、ミノルは後ろを
振
 ふ

 り向こうとした。しかしそれより早く、

「……いえ、なんでもない。やってみて、ミノルさん」

「は、はい」

　
頷
 うなず

 き、ふたたび「せーの」の
掛
 か

 け声とともに
殻
 から

 を消す。体をぐいっと回し、
両
 りよう
 腕
 うで

 がコンクリートにしっかり
密
 みつ
 着
 ちやく

 するようにしてから、再度展開。

　今度は、みしっ、とコンクリート
塊
 かい

 全体が
軋
 きし

 む音が聞こえたような気がした。それは
錯
 さつ
 覚
 かく

 だろうが、しかし実際に、ミノルの
両
 りよう
 肩
 かた

 の形に
窪
 くぼ

 んだ
壁
 かべ

 には糸のように細かいひび割れが
縦
 じゆう
 横
 おう

 に走っているのが見えた。

　展開時、ミノルが感じた
圧
 あつ
 迫
 ぱく

 も、先ほどより大きかった。しかし痛みを覚えるほどではない。これなら行ける、と
拳
 こぶし

 を
握
 にぎ

 りかけた時、再びスウが何かを
懸
 け
 念
 ねん

 するような声で言った。

「…………
 なんで、反発があるんだろう……」

「え……反発？」

「そう。殻が出る時、壁も
凹
 へこ

 むけれど、私たちの体も
押
 お

 し込まれる感じがする。ダメージを受けるほどじゃないけど……」

　そこで再び
黙
 だま

 り込んでしまったので、ミノルは小さく首を
捻
 ひね

 ったが、スウが何を気にしているのかはよく
解
 わか

 らない。圧迫感は確かに不快だが、肉体的には充分
耐
 た

 えられる
範
 はん
 囲
 い

 だ。ならば、いまは無視して、
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 を急ぐべきだという気がする。

「あの、次、行っていいですか？」

「……どうぞ」

　もう一度殻を消し、体を回転させて再び展開。ごん、という
衝
 しよう
 撃
 げき

 とともにコンクリートはいっそう押し広げられ、すでに最初の倍近くにまで広がっている。

　もう会話を
挟
 はさ

 むことなく、ミノルはひたすらその作業を続けた。両腕で足りなくなってからは
脚
 あし

 を使い、背を丸め、限界まで体を大きく使って壁を
穿
 うが

 ち続ける。

　それを十回ほど
繰
 く

 り返してから──。

　ミノルはようやく、スウの
懸
 け
 念
 ねん

 の理由を
悟
 さと

 った。

「あ、あれ……。は、
弾
 はじ

 かれる……」

　コンクリートの中の空間は、当初の人ふたり分プラス三センチの容積から、細長い
楕
 だ
 円
 えん

 の
繭
 まゆ

 型にまで拡張されている。内部の壁にはびっしりとひびが入り、まるで古い
陶
 とう
 器
 き

 のようだ。表面は高密度に圧迫されたせいか、
薄
 うす

 く
光
 こう
 沢
 たく

 を放っている。

　しかし。そこから
更
 さら

 に穴を広げようと、両手をぐっと押し付けて殻を展開したミノルの両手は、意思に反してぐいっと内側に弾き返された。

　
慌
 あわ

 てて、今度は限界まで力を込めて壁を押しながら展開。しかし結果は同じだ。殻を出した
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、有無を言わせぬ反発力で手が押し
戻
 もど

 され、壁はまるで凹んでいない。

「……やっぱり……」

　スウの
呟
 つぶや

 きに、ミノルは
急
 せ

 き込んで
訊
 たず

 ねた。

「や、やっぱりって、どういうことです!?
 　なんで急にうまくいかなくなったんでしょう……」

「たぶん、空間が広くなりすぎた。考えてみて……いままで、特課の本部とかでミノルさんが
殻
 から

 を出した時、
足
 あし
 許
 もと

 の
床
 ゆか

 に穴が開いたりはしなかった。そうでしょう？」

「ええ……。体が、上に持ち上がりました」

「それと同じこと。充分な空間があって、対象の質量があまりにも
巨
 きよ
 大
 だい

 な場合は、反発力で動かされるのはミノルさんのほう。つまり……いままでの方法じゃ、この穴はこれ以上広げられない……」

「そ……そんな！」

　ミノルは
呻
 うめ

 き、
往
 おう
 生
 じよう
 際
 ぎわ

 悪く両手に両足も使って体を
突
 つ

 っ張らせて殻を出したが、結果は同じだった。どうしても、体のほうが
押
 お

 し
戻
 もど

 されてしまう。

　再び
忍
 しの

 び寄るパニックの気配に浅い呼吸を
繰
 く

 り返していると、スウが口調を変えて
囁
 ささや

 いた。

「……いけない、もう閉じ込められて二十五分も
経
 た

 ってる。教授が最速で救出の命令を出せば、そろそろみんながここに来てしまう」

「えっ、もうそんなに時間が……」

　ミノルは左手に持ったライトの光をせわしなく動かし、いちばんひび割れの多そうな
箇
 か
 所
 しよ

 を
狙
 ねら

 って、殻
越
 ご

 しに右手を
叩
 たた

 きつけてみた。

　完全な
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 型能力者のミノルではあるが、殻を展開した状態でのパンチ
攻
 こう
 撃
 げき

 はかなりの
威
 い
 力
 りよく

 がある。
拳
 こぶし

 を負傷する
気
 き
 遣
 づか

 いなしに思い切り
殴
 なぐ

 れるので、ちょっとした鉄板なら
凹
 へこ

 ませられるくらいなのだ。

　だが、
腕
 うで

 を
振
 ふ

 りかぶるための充分なスペースがない
状
 じよう
 況
 きよう

 から
突
 つ

 き出した拳は、
壁
 かべ

 にがつんとぶつかって停止しただけだった。コンクリートの壁は無表情に立ちはだかったまま、
欠片
 かけら

 ひとつ落とす様子もない。

「くそっ……！
 」

　毒づいたミノルの腕を、スウが後ろからそっと押さえた。

「
破
 は
 壊
 かい

 は無理、圧縮されたせいで、コンクリートの
硬
 こう
 度
 ど

 そのものはむしろ上がってる」

「……ええ、そうみたいです……」

　大きく息をつき、ミノルは
額
 ひたい

 をごつんと壁に預けた。

「ここまで……ですかね。あとは外から
誰
 だれ

 かが……オリビーさんあたりが
剣
 けん

 で壁を
斬
 き

 って助けてくれるのを待つしか……」

　《分断者》
斉
 さい
 藤
 とう

 オリヴィエの能力ならば、このコンクリート
塊
 かい

 をバターのように切り
裂
 さ

 き、たやすく二人を救出できるだろう。

　助けを待つしかない、とミノルは長時間の待機を
覚
 かく
 悟
 ご

 した。

　しかし直後、背後のスウが、いままでにない決意を感じさせる声で言った。

「…………
 それはだめ。みんなを、ここに近づけちゃいけない」

「え……」

「《リキダイザー》が待ち構えてたら、全員殺される。あのルビーアイは、不意打ちじゃないと絶対に
倒
 たお

 せない。倒せない理由がある」

　スウにしては
珍
 めずら

 しくきっぱりとした断定口調に、ミノルは大きく両眼を見開いた。

「そ、そんな……。オリビーさんと、ＤＤさん、ユミコさんの三人でかかれば、いくらあの人が強くたって……」

「無理なの。リキダイザーに
対
 たい
 抗
 こう

 できるのは、
恐
 おそ

 らくミノルさんだけ。だからこそ教授は、この
偵
 てい
 察
 さつ

 任務をあなたに任せた。
戦
 せん
 闘
 とう

 になる前に……せめて、あなただけは
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 しないと……」

　だけは、というスウの言葉に、今度はミノルがかぶりを
振
 ふ

 った。

　それは有り得ない。強固なハーネスと
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 で結び付けられたこの
状
 じよう
 況
 きよう

 では、ミノルとスウは
一
 いち
 蓮
 れん
 托
 たく
 生
 しよう

 なのだ。脱出できる時は、必ず二人同時でなくてはならない。

「そんな、
僕
 ぼく

 だけ、なんて有り得な……」

　言いかけたミノルの首を──。

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 、後ろからスウの
両
 りよう
 腕
 うで

 が、そっと抱いた。

　ぎょっと息を
詰
 つ

 めたその
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、
穏
 おだ

 やかな
囁
 ささや

 き声が告げた。

「ううん。ある。たった一つだけ、いますぐにこの場所からあなたが脱出する方法が」

「え……ま、まさか、あるわけないですよ。僕たち、ドリルも、
爆
 ばく
 薬
 やく

 も持ってないんですよ」

　きっかり一秒の
沈
 ちん
 黙
 もく

 。

　次にスウが発した言葉は、ミノルにはまったく予想もし得ないものだった。

「ミノルさんも、見たことがあるはず。サードアイの……
離
 り
 脱
 だつ

 現象を」

「離……脱」

　
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 と
繰
 く

 り返したその言葉の意味を理解するよりも先に、ミノルの脳裏にひとつの光景が
浮
 う

 かび上がった。

　深夜の地下
駐
 ちゆう
 車
 しや
 場
 じよう

 。
炎
 ほのお

 に包まれ、暴れまくる
巨
 きよ
 軀
 く

 。体表面のほとんどが炭化するほど焼け
爛
 ただ

 れ、しかも頭部は八割がた失われている。

　残った太い首の
断
 だん
 端
 たん

 で、
突
 とつ
 如
 じよ
 炸
 さく
 裂
 れつ

 する赤光。
猛
 もう
 烈
 れつ

 な速度で垂直に
飛
 ひ
 翔
 しよう

 し、駐車場の天井に大穴を開けて、高く、高く飛翔し──やがて夜空の星に
溶
 と

 けて消える。

　サードアイの《離脱》。

　それは、保持者の肉体から外科的手段で
摘
 てき
 出
 しゆつ

 されるか、あるいは保持者が生命機能を
喪
 そう
 失
 しつ

 した時点で、寄生するサードアイが空へ──もと来た場所へと
還
 かえ

 っていく現象を指す言葉だ。

　呆然と立ち
尽
 つ

 くすミノルの耳に、スウの穏やかな声が届いた。

「特課でサードアイ摘出術を行う時は、ルーフを開閉できる手術室仕様の大型車を使うことが多い。でも以前、特課以外の政府系研究チームが、
瀕
 ひん
 死
 し

 の《赤》から摘出したサードアイを確保しようとしたの。結果、三重の合金
隔
 かく
 壁
 へき

 と、そのチームが入っていた建物の十五階ぶんの
床
 ゆか

 と天井に大穴が開いた。サードアイの
離
 り
 脱
 だつ

 を
妨
 さまた

 げることはできない。たとえ、厚さ十メートルのコンクリートでも……」

「なにを……、何を、言ってるんです」

　それ以上スウの言葉を聞いていることができず、ミノルは
押
 お

 し殺した声で
遮
 さえぎ

 った。

「まさか、この場所でサードアイを無理やり《離脱》させて、コンクリートに穴を開けようとでも言うんですか。──無茶すぎます！　
麻
 ま
 酔
 すい

 も、止血もできないのに……それに、あれを失ったら、戦う力もなくしてしまうんですよ！」

　まったく論外のアイデアだ、と思いながらミノルは反論した。

　しかし《屈折者》は、思わぬ言葉を返してきた。

「ミノルさん。私のサードアイは、たとえ万全な環境でも、
摘
 てき
 出
 しゆつ

 はできないの」

「え…………？
 」

「私に寄生するサードアイは、脳の中心……
視
 し
 床
 しよう

 と
融
 ゆう
 合
 ごう

 している。外科手術で切り
離
 はな

 すのは不可能。だから……」

「だから、何だって言うんですか！」

　無意識のうちに、首に回されたスウの右手を強く
摑
 つか

 み、ミノルは
叫
 さけ

 んだ。

「なら、そんな手段はそもそも成立しません！　そうでしょう!?
 　たとえサードアイの離脱を利用してコンクリートに穴を開けられたところで、生きて
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 できないんじゃ無意味です！」

「いいえ、あなたはできる」

「それじゃあ、何の意味もないって言ってるんです！」

　叫びながら、右手にいっそう力を込める。

「
僕
 ぼく

 は……僕なんて、ただ
透
 とう
 明
 めい

 な
殻
 から

 に閉じこもることしかできないんだ！　特課には……ルビーアイとの戦いには、あなたのほうが何百倍も必要です！　僕ひとりが脱出できたとしても、そんなの、スウさんの命には、全然見合わない!!
 」

　
塞
 ふさ

 がりかけた
喉
 のど

 から、
途
 と
 切
 ぎ

 れ途切れの言葉を必死に
絞
 しぼ

 り出したが、すぐに応じたスウの声はどこまでも
穏
 おだ

 やかだった。

「ううん、そんなことない。あなたの力には、あなたが思っているよりずっと、ずっと大きな可能性がある。あなたなら、リキダイザーの
攻
 こう
 撃
 げき

 からみんなを守れる。それに、さっきコピーしたデータには、きっと敵の
本
 ほん
 拠
 きよ

 に
繫
 つな

 がる情報が
含
 ふく

 まれているはず。本拠地の所在が
解
 わか

 れば、今度こそ政府の《３Ｅ会議》も動かせる。みんなを守って、敵組織を
壊
 かい
 滅
 めつ

 させられるなら……そして、この
牢
 ろう
 獄
 ごく

 からあなたを解放できるなら、対価としては充分過ぎる」

「対価……対価なんて、そんな
理
 り
 屈
 くつ

 だけで、スウさんの命を
犠
 ぎ
 牲
 せい

 にしていいわけない!!
 」

　激しく首を
振
 ふ

 りながらそう叫ぶと、ミノルは無我夢中で続けた。

「そうだ……僕のなら。僕のサードアイは、
胸
 きよう
 骨
 こつ

 に
埋
 う

 まってます。
抉
 えぐ

 り出しても
致
 ち
 命
 めい
 傷
 しよう

 にはならない。どっちも死なずに
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 できるほうが、ずっと合理的です。そうでしょう!!
 」

　左手でジャケットのジッパーを下ろし、インナーウェアの
襟
 えり
 首
 くび

 を引き
裂
 さ

 こうとする。

　その手を、今度はスウの左手が後ろから
押
 お

 さえた。

　
華
 きや
 奢
 しや

 な白い指が、断固たる力でミノルの
衝
 しよう
 動
 どう
 的
 てき

 な
行
 こう
 為
 い

 を
押
 お

 し
留
 とど

 めた。同じく強い意志を
秘
 ひ

 めた声が、静かに告げた。

「私では、ユミコさんやオリヴィエさんたちを守れない」

　そのひと言を聞いた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、ミノルははっと眼を見開いた。

　いままで、スウはユミコたちを常に
苗
 みよう
 字
 じ

 かコードネームで呼んでいたはずだ。この瞬間になって、彼女が初めて仲間の名前を口にしたことの意味を、しかしミノルは考えまいとした。

「ぼ、
僕
 ぼく

 にだって無理です！　だって、こうして
床
 ゆか

 に
塗
 ぬ

 り込められて、脱出さえできないのに！　僕は……僕には、あなたが言うような力なんかない！　ただ
逃
 に

 げて、閉じこもるための
殻
 から

 しか……」

　必死に連ねた言葉を、ぱちん、という
乾
 かわ

 いた音が断ち切った。

　音は、ぱち、ぱちといくつも続く。同時にミノルの
肩
 かた

 にかかる重みがたちまち
薄
 うす

 れていく。スウが、二人を
繫
 つな

 ぐハーネスのバックルを
解
 かい
 除
 じよ

 しているのだ。

　装着する時は「手が届かない」と言っていたはずの、
脚
 あし

 の裏側のバックルまでもが外され、ミノルの背中から体温が遠ざかった。

「な、何を……だめです、そんなのだめだ！　他に方法があるはずです。よく考えれば、絶対に何かあるはずだ！」

「そうかもしれない。でも、もう考えている時間がない」

　答えたスウは、
突
 とつ
 然
 ぜん

 ミノルの両肩に手をかけて、体を反転させようとした。
促
 うなが

 されるまま、ミノルが体勢を入れ
替
 か

 えると、それにつれて
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 が変形してスウの体が正面に来た。

　至近
距
 きよ
 離
 り

 から、深いすみれ色の
瞳
 ひとみ

 がまっすぐにミノルの眼を見た。そこには
恐
 きよう
 怖
 ふ

 も
焦
 しよう
 燥
 そう

 もなく、ただ強い意志の光だけが満ちていた。

「ミノルさん。私は、あの人たちが好き。特課の人たちは、みんな好き。私が
臆
 おく
 病
 びよう

 なせいで、いつも消えたままだったけど、それでも、みんなは……私の家族だった。お願い、ミノルさん。みんなを守って」

　
毅
 き
 然
 ぜん

 とした声でそう言うスウに、ミノルは小刻みにかぶりを
振
 ふ

 りながら、
懇
 こん
 願
 がん

 するように言い返した。

「でも……、でも、僕は……僕にはできない。あなたを
犠
 ぎ
 牲
 せい

 にしてユミコさんたちを守って、そのあとでも同じように戦い続けるなんて、絶対にできない……」

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 。忘れられる」

　かすかに
微笑
 ほほえ

 み、スウは
囁
 ささや

 いた。

「あなたと私は、出会ってからまだ三日しか
経
 た

 ってない。だから、三日経てば、きっと忘れられる」

「そ……そんなわけない!!
 」

　
叫
 さけ

 び、ミノルはスウの細い
肩
 かた

 を
摑
 つか

 もうとした。

　しかしその直前、すみれ色の
瞳
 ひとみ

 がふわりと閉じられ、空電の音が
響
 ひび

 き──スウ一人だけが消え去った。眼を見開き、どれほど視線を
凝
 こ

 らそうと、
瞳
 どう
 孔
 こう

 の黒点すらも見分けられない。

　ＬＥＤライトの
淡
 あわ

 い反射光に照らされた
狭
 せま

 い空間の、スウの瞳があるべき一点を
凝
 ぎよう
 視
 し

 し、ミノルはひび割れた声で必死に言い募った。

「スウさんは、
僕
 ぼく

 があなたに向ける視線の色は、無関心の
透
 とう
 明
 めい

 に少しだけ
恐
 きよう
 怖
 ふ

 の黒を混ぜた色だって言いましたよね。確かに、僕は他の人を
怖
 おそ

 れてます。関わりたくない、近づきたくないと思っている。でもそれは、
記
 き
 憶
 おく

 してしまうのが
怖
 こわ

 いからだ！　あなたは……スウさんはもう、僕の記憶に強く焼き付けられてるんです！　忘れられるはずがない、絶対に！」

　短い
沈
 ちん
 黙
 もく

 が、灰色の空間を満たした。

　やがて、わずかに
震
 ふる

 える声が、ぽつりと
響
 ひび

 いた。

「…………
 ありがとう」

「えっ…………
 」

「ああ……光を
遮
 さえぎ

 っていても、あなたの視線が
視
 み

 える。きれいな……あったかい色……ずっと、忘れていた色……」

　不意に、しなやかな手の感覚がミノルの
両
 りよう
 頰
 ほお

 を
挟
 はさ

 んだ。

　続けて、
唇
 くちびる

 に、たとえようもなく
柔
 やわ

 らかで温かい何かが
触
 ふ

 れた。それが
離
 はな

 れ、ひそやかな声が耳に届いた。

「……私の兄さんに会ったら、先に行くね、って伝えて。さよなら、ミノルさん」

　直後、
強
 きよう
 烈
 れつ

 な
衝
 しよう
 撃
 げき

 がミノルの
胸
 むね

 の中央を
叩
 たた

 いた。

　スウが片手で思い切り
突
 つ

 き放したのだとミノルは直感した。強い
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 の意思を示すその行動を認識した
刹
 せつ
 那
 な

 、ほんの
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 ではあったが、これまでスウとミノルを
繫
 つな

 ぎ、能力を共有させていた何かが切断された。

　《屈折者》
小
 こ
 村
 むら

 スウの体が、
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 からコンクリートの
壁
 かべ

 に向かって、
凄
 すさ

 まじい速度で
弾
 はじ

 き出された。





　　　＊
 ＊
 ＊






　本降りになった雪は、アスファルトを黒く
濡
 ぬ

 らしてから、すぐに白く
覆
 おお

 い始めた。

　まだ午後三時過ぎなのに、空から光はほぼ消え去り、気温も急降下していく。きっと今夜は、
三
 み
 川
 かわ

 が能力を使わずとも、
凍
 とう
 結
 けつ

 した路面のせいで自動車事故が多発することだろう。

　両手に軽く息を
吐
 は

 きかけ、白い
蒸
 じよう
 気
 き
 越
 ご

 しに《組織》の
南
 みなみ
 青
 あお
 山
 やま

 セーフハウスを見守りながら、
三
 み
 川
 かわ

 は
傍
 かたわ

 らの人物に
訊
 たず

 ねた。

「……あそこに、《黒》のスパイがコンクリ
漬
 づ

 けになってるってのはほんとなんですか？」

「私の時限式トラップが発動したのは確かね。中身が黒の能力者か、それともビルに巣食ってるネズミなのかは
解
 わか

 らないけど」

「
掘
 ほ

 り出して確かめたりとか、しなくていいんです？」

「しないわよ。そんなの、わざわざ助け出すようなもんじゃないの」

　ふん、と鼻を鳴らす会話相手をちらりと見上げ、三川は軽く
肩
 かた

 をすくめた。

　セーフハウスのある五階建てビルの南西、道路からは裏側になる土地にある
廃
 はい

 工場の屋根に、二人は
陣
 じん
 取
 ど

 っている。当然ながら周囲には
壁
 かべ

 も天井もなく、
刺
 さ

 すような冷気は三川の着ている安物のブルゾンではまったく防げない。

　しかし、
隣
 となり

 に立つ《リキダイザー》は、
遥
 はる

 かに
薄
 うす
 着
 ぎ

 なのにまったく寒がる様子も見せない。より
核
 かく
 心
 しん
 的
 てき

 な問題は、その服装がいつものブランド物のスーツではなく、セーラー服の上下だということだ。そのうえ顔には地味な黒フレームのメガネ、
髪
 かみ

 は二本の三つ編みお下げと来ている。

「……あの、いい加減スルーするのもきついんで
訊
 き

 きますけど……それ、変装なんですか？　それとも正体ですか？」

　意を決して訊ねたが、返ってきたのは、これだけは常と変わらぬ意味深な
微
 び
 笑
 しよう

 だった。

「どっちだと
嬉
 うれ

 しい？」

「…………
 別に、どっちでもぼくより年上なのは
一
 いつ
 緒
 しよ

 ですし」

「つまんない返事ね」

　じろっと浴びせられる視線から
逃
 のが

 れるように、三川はもう一度周囲の地形を確認した。

　廃工場の
敷
 しき
 地
 ち

 は、セーフハウスの入るビルの西と南を囲うように延びている。と言うよりも、ビルが工場敷地の北東の角に食い込んでいると表現するべきか。以前は金属加工の工場だったのだろう、
軒
 のき
 下
 した

 には打ち捨てられたフライス
盤
 ばん

 やら何やらが
錆
 さ

 び付いている。

　建物そのものも半ば
朽
 く

 ちて、屋根にはあちこち穴が開いている。
端
 はし

 っことはいえ
青
 あお
 山
 やま

 エリアになんでこんな
廃
 はい
 墟
 きよ

 が……と思うが、リキダイザーの説明によれば、この一帯を地上げしようとした不動産会社が
倒
 とう
 産
 さん

 し、土地が虫食い状に
塩
 しお
 漬
 づ

 けになったままらしい。

　おかげで近くには民家もなく、この天候で、しかも
大
 おお
 晦日
 みそか

 ということもあって、派手に暴れても
邪
 じや
 魔
 ま

 が入る心配はあるまい。残る問題は──。

「……来ますかね、彼らは」

　ぼそっと
呟
 つぶや

 く。いかに正義の味方を気取っている《黒》どもとは言え、敵が待ち構えていると解っていてのこのこ現れるとは、なかなか思えない。これで彼らが、
罠
 わな

 にかかったスパイを切り捨てる
選
 せん
 択
 たく

 をしたら、寒い中で待ちぼうけだ。しかも、スパイは
九
 く
 分
 ぶ
 九
 く
 厘
 りん

 もう死んでいるのだ。

　しかし、リキダイザーの答えはシンプルだった。

「来るわ」

「危険を冒して、コンクリを苦労して
破
 は
 壊
 かい

 して、ただ死体を回収するだけのために？」

「あら、生きてるわよ、まだ。だって《
離
 り
 脱
 だつ

 》してないもの」

「…………
 」

　
眉
 まゆ

 を寄せ、
三
 み
 川
 かわ

 は改めてセーフハウスを
眺
 なが

 めた。ビルの屋上は工場の屋根よりも高いので見えないが、確かに
窓
 まど

 ガラス一枚割れていない。サードアイの離脱現象は、障害物があればあるほど
巨
 きよ
 大
 だい

 な反作用を残すため、ビルの五フロアを
貫
 かん
 通
 つう

 して外側が無傷ということはない。

「……生きてる？　でも、もう三十分くらい
経
 た

 ちますよね？」

「そうね。用心深くもエアボンベを持ってたか、あるいは…………
 」

　
黒
 くろ
 縁
 ぶち

 メガネの下で両眼を
鋭
 するど

 く細め、リキダイザーはその先を
薄
 うす

 い笑みに
紛
 まぎ

 れ込ませた。こういう顔をしている時は続きを
訊
 き

 いても
無
 む
 駄
 だ

 だと学習しているので、三川は自前の脳を回転させ、数秒かけてやっと気付いた。

「ああ、そうか。あるいは、あの、念写ビデオに映っていた……」

　しかしそこで、リキダイザーの白い指先がさっと三川の
口
 くち
 許
 もと

 に
伸
 の

 びた。

「来たわ」

「え、ほんとですか」

　元
師
 し
 匠
 しよう

 が指差すほうを見ると、ビル前の二車線道路を、南から急接近してくる黒いワンボックスカーが、降り続ける雪
越
 ご

 しに視認できた。

「あれ、停めて」

「了解」

　
即
 そく
 答
 とう

 し、三川は大きく息を吸い込むと──。

　まだ五十メートルは
離
 はな

 れている車めがけ、ふううううっ、と
鋭
 するど

 く
吹
 ふ

 き付けた。

　道路上に、シャーベット状に
溜
 た

 まっていた雪が一気に
凍
 とう
 結
 けつ

 し、がちがちのアイスバーンへと変わった。ワンボックスがタイヤのグリップを失い、左右に
蛇
 だ
 行
 こう

 し始めた。しかし速度を落とす様子はない。どうやら強引にセーフハウスの
敷
 しき
 地
 ち

 へ
突
 つ

 っ込むつもりのようだ。

「
無
 む
 駄
 だ

 、無駄」

　
呟
 つぶや

 き、三川は車の進路右側に立つ街路樹に向けて、今度ははああっと短く息を
吐
 は

 いた。
枯
 かれ
 葉
 は

 に積もった雪に
控
 ひか

 えめな分子運動を
促
 うなが

 し、気化ではなく液化する。大量の水がざばっと路面に流れ落ちたところで、再びそれを凍結させる。

　いきなり道路に出来上がった氷の
傾
 けい
 斜
 しや

 にタイヤを取られ、車はスピンしかけた。しかし見事なカウンターで立て直し、とは言え進路は
戻
 もど

 せずに左方向へとスライドし──。

　がきゃん！　と
施
 せ
 錠
 じよう

 された
門
 もん
 扉
 ぴ

 を吹き飛ばして、セーフハウスではなく
廃
 はい

 工場の
敷
 しき
 地
 ち

 に突っ込んできた。

「……おっと、入ってきちゃったな」

　
三
 み
 川
 かわ

 が
呟
 つぶや

 くあいだにも、ワンボックスカーは雪を
蹴
 け
 散
 ち

 らしながらブレーキを
掛
 か

 け、フロントバンパーを工場の
壁
 へき
 面
 めん

 に食い込ませて停まった。見下ろす二人の視線の先で、左右のドアが開き、三つの黒い
人
 ひと
 影
 かげ

 が飛び出した。

「行くわよ。
坊
 ぼう

 やは右に出た一人を片付けなさい。私は左の二人を始末する。殺していいけど脳はできるだけ傷つけないで。《エンパサイザー》に情報を取らせる」

　まったく
昂
 たか

 ぶりのない声で、リキダイザーが指示した。最後にちらりと元
師
 し
 匠
 しよう

 のルビーアイを見上げると、
化
 け
 粧
 しよう

 っ気のない顔には、
冷
 れい
 徹
 てつ
 極
 きわ

 まる
微
 び
 笑
 しよう

 だけが
浮
 う

 かんでいた。

「了解」

　呟いた三川は、待ち時間のあいだに屋根の雪で作っていたものをブルゾンのポケットに
詰
 つ

 め込み、師匠の後を追って屋根からためらいなく身を
躍
 おど

 らせた。

　
赤
 あか
 錆
 さび

 に
覆
 おお

 われた非常階段にいったん着地し、再びジャンプすると、五メートル下の地面に降り立つ。直後、
猛
 もう
 然
 ぜん

 と
突
 とつ
 進
 しん

 してくる影を視界の
右
 みぎ
 端
 はし

 に
捉
 とら

 えた。

　思い切り左に
跳
 と

 ぶ。コンマ数秒の差で、三川の体が存在した空間を銀色の光が
薙
 な

 ぎ、降り積もった雪がぱっと一直線に
舞
 ま

 い上がった。

「……なんだ、今日はお
喋
 しやべ

 りしてくれないの、ディバイダ君？」

　ぎらぎらと
濡
 ぬ

 れたように
輝
 かがや

 く
剣
 けん
 吞
 のん

 な両刃の長剣を油断なく注視しながら、三川は
薄
 うす

 い笑みとともに呟いた。

　剣をすうっと中段ポジションに
戻
 もど

 しながら、長身
瘦
 そう
 軀
 く

 、容姿
端
 たん
 麗
 れい

 な《黒》の
戦
 せん
 闘
 とう
 員
 いん

 は、低い声で
吐
 は

 き捨てるように言った。

「お前にはもう、絶対に何も
奪
 うば

 わせねぇ。そんなに何かを
凍
 こお

 らせたいなら、
地
 じ
 獄
 ごく

 の底で自分だけ永遠に凍ってろ」

　強い光を宿す
碧
 へき
 眼
 がん

 を見返し、三川はなおも微笑を浮かべたまま応じた。

「やれやれ、
酷
 ひど

 いなぁ。ぼくはただ、命じられた任務をこなしてるだけさ。あの時も、いまもね。
私
 し
 怨
 えん

 まみれの君と
違
 ちが

 って」

　
濃
 のう
 密
 みつ

 に舞い散る雪のスクリーンに、ちらりと
記
 き
 憶
 おく

 の断片が
映
 うつ

 し出される。

　二ヶ月前、《組織》に参加してすぐの
頃
 ころ

 、三川は二名の仲間とともにディバイダが乗る車を
襲
 しゆう
 撃
 げき

 した。しかし
狙
 ねら

 いは彼ではなく、後部座席の同乗者だった。三川の役目は、その同乗者を氷で覆って、万が一にも傷つけないように
拉
 ら
 致
 ち

 することだった。

「……あのね、ディバイダ君。ぼくは、あの子が何なのかすら知らなかったんだよ。だいたい、奪ったと言うけど、本当にそうかな？　だって、あの子は君と違って」

「それ以上喋るな」

　
鋭
 するど

 いひと言で三川の
台詞
 せりふ

 を断ち切り、
突
 とつ
 然
 ぜん

 ディバイダが地を蹴った。

　ひゅおっ、と
唸
 うな

 りを上げて
襲
 おそ

 い
掛
 か

 かってくる刃に、三川は先日と同じく、ふうっと細く息を
吐
 は

 きかけた。

　降りしきる雪を
含
 ふく

 む空気中の水分子がエッジに
触
 ふ

 れるたびに氷結し、刃を
鈍
 どん
 器
 き

 に変えていく光景を予期した──その直後。

　
長
 ちよう
 剣
 けん

 の
柄
 つか

 で、小さなスパークが飛ぶのが見えた。

　ぼっと音を立てて、刀身全体がオレンジ色に燃え上がった。

　──やけに剣がぎらぎら光っているように見えたのは、何かの燃焼剤が
塗
 ぬ

 られていたせいだったのか。

　と
三
 み
 川
 かわ

 は直感したが、
瞬
 しゆん
 時
 じ

 に
対
 たい
 抗
 こう

 策までは思いつけなかった。
炎
 ほのお

 が生み出す熱量を相殺するには、
斬
 ざん
 撃
 げき
 軌
 き
 道
 どう

 上の雪だけでは
到
 とう
 底
 てい

 足りない。

　
咄
 とつ
 嗟
 さ

 に口を大きく開き、はっ！　と大きく息を吐いた。眼前の水分が、氷ではなく
水
 すい
 蒸
 じよう
 気
 き

 へと
相
 そう
 転
 てん
 移
 い

 する。真っ白い
霧
 きり

 の
塊
 かたまり

 が出現し、視界を閉ざす。しかし、そこで肺の空気が
尽
 つ

 きた。敵にダメージを与えられるほどの高温は生み出せない。

　蒸気を
貫
 つらぬ

 き、炎の剣が
猛
 もう
 烈
 れつ

 なスピードで
襲
 おそ

 いかかってきた。

　限界まで体を
捻
 ひね

 り、
仰
 の

 け
反
 ぞ

 らせて、切っ先を
回
 かい
 避
 ひ

 しようとする。数日前に同じ剣に
斬
 き

 られ、ようやく
塞
 ふさ

 がりかけたばかりの傷が引き
攣
 つ

 れる感覚に、動きが少しばかり
阻
 そ
 害
 がい

 される。

　だが、咄嗟に生み出した蒸気が目くらましの役目を果たし、ディバイダの
突
 つ

 きもまたわずかに
狙
 ねら

 いを
逸
 そ

 らしていた。燃え上がる
剣
 けん
 尖
 せん

 は
左
 ひだり
 肩
 かた

 を浅く切り
裂
 さ

 くに
留
 とど

 まり、そこでようやく
息
 いき
 継
 つ

 ぎを終えた三川は、再び高温の霧を生み出しながら後退した。敵も同じように飛び退き、間合いが生まれる。

「…………
 いやあ、
驚
 おどろ

 いたな。その派手なロングソードだけでも充分に
悪
 あく
 趣
 しゆ
 味
 み

 なのに、まさか燃えるとはね！　塗ってたのは何？　ごま油？」

「トリオキサン」

　無表情にディバイダが答えた物質名にはまったく聞き覚えがなかった。
恐
 おそ

 らくは化学合成された高性能の燃焼剤か何かだろう。こういう所でも、黒と赤の装備開発力の差が出るというわけだ。

「……ふぅん。ま、何であれ一発芸だよね、ディバイダ君。さっきので決められなくて残念、ざんねん」

　三川の言葉どおり、剣を包む炎はすでにほぼ消えている。どんな燃料でも、刀身に塗った程度の量では、連続して燃え続けられるのはせいぜい十秒というところだろう。

　今度はこっちが
反
 はん
 撃
 げき

 する番だよ、と内心で
呟
 つぶや

 き、三川はブルゾンのポケットに右手を差し入れた。しかし、中のものを
握
 にぎ

 ろうとした時、ディバイダが思いがけない行動に出た。

　背負っている細長い
筒
 つつ

 ──
鞘
 さや

 に、炎の消えた剣を素早く納めたのだ。

　すぐに、しゃりぃぃん！　と
鋭
 するど

 い金属音を立てて
抜
 ぬ

 き放たれた刀身には、再び
濡
 ぬ

 れたような
輝
 かがや

 きが
戻
 もど

 っていた。

「…………
 なるほどね」

　ついに
口
 くち
 許
 もと

 から笑みを消し、
三
 み
 川
 かわ

 は低く
囁
 ささや

 いた。

　油断なく相手を注視しながら、右方向で
繰
 く

 り広げられているもう一つの
戦
 せん
 闘
 とう

 の様子を確かめる。

　
廃
 はい

 工場の
壁
 かべ

 に
鼻
 はな
 面
 づら

 をめりこませたワンボックスの向こうでは、セーラー服姿のリキダイザーと、黒の
戦
 せん
 闘
 とう
 員
 いん

 二人が
対
 たい
 峙
 じ

 していた。敵の片方は、黒いブレザータイプの制服を着た
髪
 かみ

 の長い女──
恐
 おそ

 らくは《アクセラレータ》のコードネームを持つ移動型能力者。もう一人は
迷
 めい
 彩
 さい

 ジャケット姿の
小
 こ
 柄
 がら

 な男で、こちらには見覚えがない。二人とも、右手に制音器つきの自動
拳
 けん
 銃
 じゆう

 を
握
 にぎ

 っている。すでに数発が発射されたようで、
足
 あし
 許
 もと

 の雪に点々と
空
 から
 薬
 やつ
 莢
 きよう

 が見える。

　
双
 そう
 方
 ほう

 の
距
 きよ
 離
 り

 はせいぜい十メートルしかなく、あれだけの弾数を
撃
 う

 って
全
 すべ

 て外すということは考えられない。だが、
悠
 ゆう
 然
 ぜん

 と立つリキダイザーは明らかに無傷だ。いったいどうやって銃撃を
回
 かい
 避
 ひ

 したのかと三川が疑問に思った時、二人の黒が再び拳銃を構えた。

　ばすばすばす、という空気銃に似た音が立て続けに十回以上
響
 ひび

 いた。その
容
 よう
 赦
 しや

 ない連射に対して、リキダイザーは無造作に右手を持ち上げ、体の前で
掌
 てのひら

 を広げただけだった。

　そして三川は──
恐
 おそ

 らくはディバイダもまた、
驚
 きよう
 愕
 がく

 に眼を見開いた。

　リキダイザーの体の中心を
狙
 ねら

 って、殺すつもりで放たれた銃弾の数々が、掌に
触
 ふ

 れたものもそうでないものも全て、
鉛
 なまり
 色
 いろ

 の
雫
 しずく

 となって空中に散ったのだ。

　《液化》能力の恐ろしさは三川も
嫌
 いや

 というほど知っていた。しかし手で直接
接
 せつ
 触
 しよく

 していない物体にまで力を
及
 およ

 ぼせるとはついぞ知らなかった。さすがに効果
範
 はん
 囲
 い

 は
狭
 せま

 い──というよりも広げた掌を中心とした半径一メートルほどの平面上に
留
 とど

 まるようだが、それでも銃撃を無効化するには充分な性能だ。

　
瞬
 しゆん
 時
 じ

 にそこまで考えてから、三川は小さな疑問を抱いた。たとえ銃弾を液化したところで、運動エネルギーは保持されるはずだ。小さな
塊
 かたまり

 のまま直進し、リキダイザーに命中して、ある程度のダメージを与えてから飛び散るべきではないのか。

　しかしその疑問も、
溶
 と

 かされた鉛が空中に
渦
 うず
 巻
 ま

 きを
描
 えが

 く光景が解決した。

　拳銃の銃身内部には、
施
 し
 条
 じよう

 と呼ばれる
螺
 ら
 旋
 せん

 状のねじが切ってある。そこを
押
 お

 し出される弾丸には回転力が与えられ、それが発射後の直進性を増す。しかし弾丸が《液化》されるとその回転があだとなり、遠心力に
耐
 た

 え切れずに空中で四散してしまうのだ。

　つまり、リキダイザーを
撃
 う

 つなら、ねじのない
滑
 かつ
 腔
 こう

 銃身を持つ拳銃──そんなものが存在するのかどうかは知らないが──のほうがまだしも効果的だということだ。いまはもう黒たちもそれに気付いているだろう。だが、残念ながら、得た情報を
活
 い

 かす機会はもう彼らにはない。あのリキダイザーが、手の内を見せた相手を生かして返すわけがないからだ。

　十数発の銃弾は例外なく銀色の
飛
 ひ
 沫
 まつ

 に変えられ、冷たい大気中に放散された熱が白い
蒸
 じよう
 気
 き

 を生み出した、その直後。

　せめてそれを利用しようと思ったか、女のほうの黒──アクセラレータが、自動
拳
 けん
 銃
 じゆう

 を降ろすや、スカートの内側に装備された大型ナイフを
抜
 ぬ

 き、強く地面を
蹴
 け

 った。

　ずばっ!!


　という
破
 は
 裂
 れつ
 音
 おん

 とともに、降り積もった雪が激しく
舞
 ま

 い上がった。《加速》能力。
三
 み
 川
 かわ

 の眼にも、
墨
 すみ
 色
 いろ

 の
影
 かげ

 しか
捉
 とら

 えられない、それは
凄
 すさ

 まじい速度のダッシュだった。しかし。

　
響
 ひび

 いたのは、
鋼
 こう
 鉄
 てつ

 が肉を
抉
 えぐ

 る音とはかけ
離
 はな

 れた、ぱしゃん、という軽い水音だった。

　神速で
迫
 せま

 るナイフの刃を、リキダイザーが右手の
甲
 こう

 で外側に払ったのだ。
瞬
 しゆん
 時
 じ

 に液化されたブレードの鋼鉄が放射状に飛び散り──。

　今度は、リキダイザーの左手がアクセラレータに迫った。

　白い
掌
 てのひら

 が、とん、と敵の右腹部に
押
 お

 し当てられた。

　死んだな、と三川は感じた。アクセラレータの胴体が液化され、タンパク質のスープとなって
溶
 と

 け
崩
 くず

 れるさまを強く予期する。

　しかし、空中に
撒
 ま

 かれた
飛
 ひ
 沫
 まつ

 は黒一色だった。液化されたのは、敵が着ているブレザーだけだったのだ。直後、再び破裂音が響き、アクセラレータが大きく後退した。

　再び停止した時、彼女の上半身を
覆
 おお

 うのは、ぴったりした灰色のボディスーツだけになっていた。

「……まさか、拳銃を
撃
 う

 ちまくればなんとかなる、なんて思ってたわけじゃないわよね？」

　アクセラレータともう一人の黒に向けて、リキダイザーが
悠
 ゆう
 然
 ぜん

 と言い放った。
薄
 うす

 い色の
唇
 くちびる

 にも、黒メガネの
奥
 おく

 の
瞳
 ひとみ

 にも、薄い笑みが
滲
 にじ

 んでいる。その
微
 び
 笑
 しよう

 は、
完
 かん
 璧
 ぺき

 なメイクをしている時よりも
遥
 はる

 かに冷ややかなものに感じられた。

「さあ、もっと工夫してちょうだい」

　す、と一歩前に
踏
 ふ

 み出す元
師
 し
 匠
 しよう

 を見て、あちらはもう時間の問題だろうと判断した三川は、再びディバイダに視線を
戻
 もど

 した。

　
仇
 きゆう
 敵
 てき

 は、いままで
対
 たい
 峙
 じ

 したどの瞬間よりも明確な殺意を
端
 たん
 正
 せい

 な顔に刻みながら、再び
長
 ちよう
 剣
 けん

 にスパークを発生させた。

　瞬時に燃え上がる刀身を見つめながら、三川もブルゾンのポケットに差し込んでいた右手──そこに
握
 にぎ

 ったものをするりと抜き出した。
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防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を消去するのが一瞬でも
遅
 おく

 れれば、
小
 こ
 村
 むら

 スウは
即
 そく
 死
 し

 していただろう。
殻
 から

 とコンクリートの間の、わずか三センチの
隙
 すき
 間
 ま

 に押し出され、瞬時に全身の骨が
砕
 くだ

 けて臓器は
破
 は
 裂
 れつ

 したはずだ。

　だが、ミノルはスウが
弾
 はじ

 き出されるのを感じた瞬間、ほとんど無意識的に殻を消していた。結果、スウの肉体が
破
 は
 壊
 かい

 され、サードアイが
即
 そく
 時
 じ

 に
離
 り
 脱
 だつ

 するという事態は防げたものの、しかしそれは
状
 じよう
 況
 きよう

 をいくばくか先送りしたに過ぎないのかもしれなかった。

　
小
 こ
 村
 むら

 スウは、背中から
猛
 もう
 烈
 れつ

 な速度でコンクリート
壁
 へき

 に
激
 げき
 突
 とつ

 し、
鈍
 にぶ

 い
衝
 しよう
 撃
 げき
 音
 おん

 とともにミノルの
腕
 うで

 のなかに
跳
 は

 ね返ってきた。がくりと
俯
 うつむ

 けられた小さな頭の後ろ側から、
恐
 おそ

 ろしいほど大量の血液が
噴
 ふ

 き出すのを見て、ミノルは
掠
 かす

 れた声を
漏
 も

 らした。

「あ……あ……！」

　右手で
懸
 けん
 命
 めい

 に傷口のあたりを
押
 お

 さえながら、再び
殻
 から

 を展開する。
密
 みつ
 着
 ちやく

 した
胸
 むね

 から弱々しい
鼓
 こ
 動
 どう

 が伝わりはするが、出血はいっこうに収まらず、
瞼
 まぶた

 の閉じられた顔はみるみるうちに青白くなっていく。

　ダメージが後頭部だけでなく、全身に
及
 およ

 んでいることを告げるように、
唇
 くちびる

 の
端
 はし

 から血の混じった
泡
 あわ

 がこぼれ、次々と
滴
 したた

 る。消化管、あるいは肺が傷ついているのだ。

「スウさん……スウさん！」

　無我夢中で呼びかけたが、もちろん応答はなかった。このままでは、遠からず心臓の鼓動が停止し、宿主の肉体が死んだことを感知したサードアイが、スウの頭を
炸
 さく
 裂
 れつ

 させて《離脱》するだろう。

　それが
避
 さ

 けられないならば──ミノルが
為
 な

 すべき行動は、たった一つだった。いまこの
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、自らの手でスウの生命活動を停止させ、サードアイを離脱させるのだ。

　なぜなら、想像し得る最悪の展開は、《スウのサードアイ
離
 り
 脱
 だつ

 によってコンクリートの
牢
 ろう
 獄
 ごく

 から
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 しても、その時点で外部にいるユミコたちが全員殺されてしまっている》ことだからだ。それでは、何のためにスウが自らの命を投げ出したのかまったく
解
 わか

 らなくなる。この少女は、自分の《家族》であるユミコやオリヴィエ、ＤＤを助けたいという願いをミノルに
託
 たく

 し、
犠
 ぎ
 牲
 せい

 になることを選んだのだ。

　────
 しかし。

　しかし、ミノルにはできなかった。

　できようはずもない。出会ってたった三日しか
経
 た

 っていないのだからすぐに忘れられる……スウはミノルにそう告げたが、しかしそれを言うならば、ユミコたちと
秋
 あき
 ヶ
 が
 瀬
 せ

 公園で
遭
 そう
 遇
 ぐう

 したのだって、まだほんの三週間前のことなのだ。どちらかを
選
 せん
 択
 たく

 し、どちらかを切り捨てることなどできない。絶対に。

「…………
 助ける。助けます。あなたも、ユミコさんたちも」

　食い
縛
 しば

 った歯の間から、ミノルは
震
 ふる

 える声を
押
 お

 し出した。

「それができないなら……
僕
 ぼく

 もここで死ぬ。だって、僕は、世界を救うために戦っているわけじゃないんだ。僕の……僕の手が届くだけの、小さな場所を守りたいだけなんだ。あなたは、もうそこにいる。だから……だから」

　その先は言葉にできず、代わりにミノルは、意識を失ったスウの頭を左手で
胸
 むね

 にしっかりと抱いた。この状態でスウのサードアイが真上に離脱すれば、必然的にミノルの体にも大穴が開く。

　しかし
恐
 きよう
 怖
 ふ

 はなかった。ただ、
馴
 な
 染
 じ

 みのないある種の感情だけが、強く胸の中央で脈打っている。

　ユミコをイグナイターの
爆
 ばく
 発
 はつ
 攻
 こう
 撃
 げき

 から守った時の、燃えるような熱さとは異なる、青白い静かさが胸に宿っていた。それに
促
 うなが

 されるように、ミノルは右手をまっすぐ持ち上げ、目の前のコンクリート
壁
 へき

 に押し当てた。

　この状態から
殻
 から

 を消し、
掌
 てのひら

 を
壁
 かべ

 に
接
 せつ
 触
 しよく

 させてから再度展開しても、押し
戻
 もど

 されてしまうだけなのはすでに散々試して実証されている。だから、コンクリートにいままで以上の圧力を加えるためには────


　
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 そのものを拡げるしかない。

　ミノルの体表から約三センチの
距
 きよ
 離
 り

 に展開される無色
透
 とう
 明
 めい

 、絶対
不
 ふ
 可
 か
 侵
 しん

 のフィールド。その距離を十センチ、いやそれ以上に拡張するのだ。

　いままで、試そうとしたこともない
行
 こう
 為
 い

 だった。しかしそれが
唯
 ゆい
 一
 いつ

 の脱出手段であることを、ミノルは強く直感した。

「う……ううっ…………！
 」

　低い
唸
 うな

 り声とともに、右手を全力でコンクリート壁に向かって
突
 つ

 き出す。掌は何にも
触
 ふ

 れていないが、手首と
肘
 ひじ

 の関節がみしりと
軋
 きし

 む。

　ミノルの《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》。

　三ヶ月前、空から降ってきた
漆
 しつ
 黒
 こく

 の球体によって与えられたその力を、ミノルは長いあいだ《
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 》の感情を具象化したものだと考えてきた。

　しかし、
恐
 おそ

 らくは、そうではなかった。なぜなら力は、ユミコを、そしてスウをその内部に取り込んだ。他人を強く
拒
 こば

 むという心の傷を動力源としているのなら、そんな現象が起きるはずがない。

　だから、このフィールドの内側に満ちている感情は、拒絶や
恐
 きよう
 怖
 ふ

 ではない。

　その逆だ。

　《親愛》なのだ。

　この地上でたった一つ、信じられる場所。安らげる場所。かつて、ただひとり愛し、信じた人間である姉、
空
 うつ
 木
 ぎ

 ワカバだけがミノルに与えてくれた
穏
 おだ

 やかな世界。

「姉……さん……」

　
右
 みぎ
 腕
 うで

 から全身に広がる激痛に顔を
歪
 ゆが

 めながら、ミノルは
懸
 けん
 命
 めい

 に声を
押
 お

 し出した。

「お願い……
僕
 ぼく

 に、力を……貸して。僕は……この人を……みんなを、助けたい。失いたくない……！」

　応じる声は、もちろんなかった。しかしミノルは、心の
裡
 うち

 でなおも姉に呼びかけ続けた。

　八年前、ミノルの両親と姉は、家に
侵
 しん
 入
 にゆう

 してきた何者かによって
惨
 ざん
 殺
 さつ

 された。ワカバはミノルをパントリーの
奥
 おく

 の
床
 ゆか
 下
 した

 収納庫に
隠
 かく

 れさせ、自分は外に助けを呼びに行こうとした。

　しかし間に合わなかった。リビングを出たところで犯人に見つかり、
凶
 きよう
 刃
 じん

 の
餌
 え
 食
 じき

 となった。ミノルが最後に聞いた姉の声は、収納庫のハッチを閉める寸前、
強
 こわ
 張
 ば

 ってはいたが確かな笑顔とともに発せられた
囁
 ささや

 きだった。

『
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だよ。ミーくんは、わたしが守るから。わたしを信じて、その中で、声に出さないで数をかぞえててね』

　その言葉は真実だった。犯人はミノルを探してキッチンの
戸
 と
 棚
 だな

 という戸棚をひっくり返したが、ミノルの隠れた床下収納庫だけは開けなかった。

　防御殻は、あの
狭
 せま

 い空間の再現なのだ。姉ワカバの願いによって、絶対的に守られた場所。いかなる
脅
 きよう
 威
 い

 も、悪意も
侵
 おか

 すことのできない世界。

「姉さん……、僕は、姉さんを、見殺しにした。もう……、もう、二度と、
繰
 く

 り返したくない。だから……お願いだ、姉さんの力を……スウさんや……ユミコさんたちにも、分けて…………！
 」

　
叫
 さけ

 び声に続いて、ミノルは、右手の内側から
鋭
 するど

 い音が
響
 ひび

 くのを聞いた。どこかの骨が折れたのだろう、眼も
眩
 くら

 むような激痛が
右
 みぎ
 肩
 かた

 から頭の
芯
 しん

 までを
貫
 つらぬ

 いた。

　しかし、同時に。

　目の前のコンクリート
壁
 へき

 にも、ごく細い、くもの糸のような
亀
 き
 裂
 れつ

 がひと筋走った。

「う……ぐ……うううううっ!!
 」

　スウの体をしっかりと抱き、ミノルはあらん限りの力を
振
 ふ

 り
絞
 しぼ

 って、右手を前に
突
 つ

 き出そうとした。

　手の
甲
 こう

 を折れた骨の
尖
 せん
 端
 たん

 が
突
 つ

 き破り、
鮮
 せん
 血
 けつ

 を
撒
 ま

 き散らした。

　びき、ごき、という音が立て続けに
右
 みぎ
 腕
 うで

 から
響
 ひび

 く。指の関節が外れ、太い骨にも
亀
 き
 裂
 れつ

 が入っていくのを感じる。

　このままでは、コンクリートが
破
 は
 壊
 かい

 されるよりも早く、右腕全体が
爆
 ばく
 発
 はつ

 しそうだった。しかしミノルは力を
緩
 ゆる

 めようとせず、必死にイメージし続けた。いままで、たった三センチだけ信じていたこの場所を、もう少しだけ──広く。遠く。

　
壁
 かべ

 に、一本、また一本と放射状にひび割れが増えていく。

　しかしそのたびにミノルの腕からも
破
 は
 砕
 さい
 音
 おん

 が響き、
筋
 きん
 繊
 せん
 維
 い

 が
断
 だん
 裂
 れつ

 していく。

「うああ……あああ！　ああああああ!!
 」

　激痛のあまり、意思とは
離
 はな

 れたところで両眼から
涙
 なみだ

 が
溢
 あふ

 れ、視界を
歪
 ゆが

 ませた。左手に
握
 にぎ

 ったＬＥＤライトのボディにも亀裂が入り、
明
 めい
 滅
 めつ

 する光が白く
滲
 にじ

 んだ。

　ライトが完全に破壊され、光が消え去る、その寸前──。

　ミノルは、確かに見た。

　
仄
 ほの

 かな金色に
輝
 かがや

 く
誰
 だれ

 かの腕が、そっと
右
 みぎ
 肩
 かた
 越
 ご

 しに
伸
 の

 ばされ、血まみれの手にふわりと重ねられるのを。
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三
 み
 川
 かわ

 がブルゾンのポケットから
摑
 つか

 み出したのは、直径十センチ弱の、ただの氷の球だった。

　中に何を
埋
 う

 めてあるわけでもない。握った雪を《
凝
 ぎよう
 結
 けつ

 》能力で固く
凍
 こお

 らせただけの代物で、時間さえかければ家庭用冷蔵庫でもまったく同じものが作れる。

　刃に
塗
 ぬ

 られた燃焼剤によって《
炎
 ほのお

 の
剣
 けん

 》と化した武器を振りかぶり、打ち
掛
 か

 かってこようとするディバイダに、三川は右手の氷球をひょいと投げつけた。同時に、はあっと強く息を
吐
 は

 く。

　ディバイダはわずかに眼を細めただけで、剣のエッジで球を
迎
 むか

 え
撃
 う

 とうとした。この程度のサイズしかない氷なら、剣を振るまでもなく、
触
 ふ

 れただけで
容易
 たやす

 く両断できるという判断だろう。そしてそれはまったく正しい。

　しかし、燃える剣が氷球に
接
 せつ
 触
 しよく

 し、数ミリ食い込んだ、その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

　バン!!
 　という
炸
 さく
 裂
 れつ
 音
 おん

 とともに、球が激しく爆発した。

　三川は、投げつけた氷球の中心部の水分子を瞬間的に気体──つまり
水
 すい
 蒸
 じよう
 気
 き

 へと
相
 そう
 転
 てん
 移
 い

 させたのだ。その内圧は、ただの氷の
塊
 かたまり

 を小型の
手
 しゆ
 榴
 りゆう
 弾
 だん

 へと変え、ディバイダの至近
距
 きよ
 離
 り

 で無数の
鋭
 えい
 利
 り

 な破片を
撒
 ま

 き散らした。

「ぐっ！」

　低い
呻
 うめ

 き声とともに、敵が上体をぐらつかせた。切り
裂
 さ

 かれた顔や
肩
 かた

 の傷口から、ぱっと細い血の糸が流れた。

　それでも、
倒
 たお

 れるまいと足を
踏
 ふ

 ん張るディバイダの腹めがけ、
三
 み
 川
 かわ

 は左のポケットに入れていた二つ目の氷球も投げつけた。同時に太く、短い
吐
 と
 息
 いき

 を放つ。

　今度の
炸
 さく
 裂
 れつ
 音
 おん

 は、そのほとんどが敵の肉体に吸収され、
鈍
 にぶ

 く、低く
響
 ひび

 いた。

　大きく後ろに
吹
 ふ

 き飛ばされ、背中から地面に倒れ込もうとする相手に向けて、三川は三度目の息を大きく
吐
 は

 きかけた。しかし
狙
 ねら

 ったのは敵そのものではなく、倒れるであろう位置に降り積もった雪だった。

　直径二メートルにわたって、円形に白い雪が
消
 しよう
 滅
 めつ

 した。気体ではなく液体に転移した水分が作り出した池に、ディバイダの体がばしゃっと
墜
 つい
 落
 らく

 した。
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、今度はふうっと
鋭
 するど

 く息を吹く。

　生木を裂くような、
乾
 かわ

 いた
軋
 きし

 み音が耳を打った。

　再び真っ白く
凍
 とう
 結
 けつ

 した池が、がっちりとディバイダを
咥
 くわ

 え込んでいるのを見て、三川はもう一度ゆるく息を吐いた。それは能力の行使ではなく、ただのため息だったが。

「……やれやれ、うまくいったみたいだね」

　
呟
 つぶや

 き、
薄
 うす

 く
微笑
 ほほえ

 む。

「凍結と
融
 ゆう
 解
 かい

 を
交
 こう
 互
 ご

 に連発するのは、こう見えても
物
 もの
 凄
 すご

 く大変なんだよ、イメージの切り
替
 か

 えがね。何でも
斬
 き

 るだけの君には、
解
 わか

 ってもらえないかもしれないけどさ」

　歯を食い
縛
 しば

 り、氷から
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 しようと全力を
振
 ふ

 り
絞
 しぼ

 っているらしいディバイダに向けて、すたすたと歩み寄る。まだ小さく
炎
 ほのお

 を上げている
剣
 けん

 を思い切り
蹴
 け
 飛
 と

 ばし、遠く
離
 はな

 れた雪の吹き
溜
 だ

 まりに放り込む。

　びし、とかすかな音に顔を
戻
 もど

 すと、ディバイダを
捕
 とら

 える氷に細い
亀
 き
 裂
 れつ

 が入るのが見えた。

「お、凄いな。ぼくの氷を筋力だけで割りそうだ。でも……」

　にこりと微笑み、ふうっと細く息を吐くと、この短時間ですでに敵の体に降り積もり、体温で
融
 と

 けていた雪が、瞬時に氷へと変わった。そのまま、まんべんなく息を吹き付け続ける。敵の体が、ぴき、ぴきと音を立てて氷の
殻
 から

 に
吞
 の

 み込まれていく。

「ま、こうなるのは仕方ないよ、ディバイダ君。これだけ雪が降ってれば勝負にならないって、きっと君にも最初から解ってただろうにね。そんなに、
罠
 わな

 にかかった仲間が大切だったの？　いや、仲間っていうだけで、絶対見捨てられないのかな……。それが、君たち《黒》の限界だよね……」

　三川の
饒
 じよう
 舌
 ぜつ

 な言葉が、もうディバイダに聞こえているかどうかも不明だった。なぜなら、すでに敵の顔までが、口だけを残して白い氷に
覆
 おお

 い
尽
 つ

 くされているからだ。

　このまま、降り積もる雪をどんどん凍結させていけば、ディバイダはやがて呼吸すらできなくなり静かに息絶えるだろう。サードアイがどこから
離
 り
 脱
 だつ

 するかは解らないが、寄生
箇
 か
 所
 しよ

 が頭でない限り、脳は
冷
 れい
 凍
 とう

 状態で保存されるはずだ。

　結局、
拳
 けん
 銃
 じゆう

 を使うまでもなかったなと思いながら、
三
 み
 川
 かわ

 はちらりともう一つの戦場のほうを見やった。

　リキダイザーと
対
 たい
 峙
 じ

 する二人の黒は、どうやら《加速者》のスピードを
活
 い

 かした
攪
 かく
 乱
 らん

 戦法を試みているようだった。キャップを
被
 かぶ

 った
迷
 めい
 彩
 さい

 男が
銃
 じゆう
 撃
 げき

 し、その弾にリキダイザーが対処している間に、アクセラレータが超高速で位置を変えて銃弾を
撃
 う

 ち込む。

　いい作戦だと思えたが、《組織》の幹部たるルビーアイは、基本的な身体能力からして常人
離
 ばな

 れしている。頭の後ろにも眼があるかの
如
 ごと

 き視野の広さで、
縦
 じゆう
 横
 おう

 に飛びまわり続けるアクセラレータの位置を
捕
 ほ
 捉
 そく

 し、二方向から放たれる銃弾を両手を使って液化し続ける。

　その
攻
 こう
 防
 ぼう

 が、三十秒ほども続いただろうか。

　迷彩男が大きく飛び
退
 しさ

 り、同時にジャケットの内側に手を入れた。弾切れしたのだろう、右手の拳銃からマガジンを
振
 ふ

 り落とし、取り出した新しいマガジンと
交
 こう
 換
 かん

 しようとした──

　
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、加速者のお株を
奪
 うば

 うほどの
猛
 もう
 烈
 れつ

 なダッシュで、リキダイザーが迷彩男に
肉
 にく
 迫
 はく

 した。体を
前
 ぜん
 傾
 けい

 させ、限界まで
伸
 の

 ばされた右手の指先が、男の
握
 にぎ

 る拳銃の、制音器の
先
 せん
 端
 たん

 に届いた。

　それだけで充分だった。
鋼
 はがね
 色
 いろ

 の
飛
 ひ
 沫
 まつ

 となって銃口からスライドの半ばほどまでが液化され、雪上に散った。

　
驚
 きよう
 愕
 がく

 に眼を見開く迷彩男の首筋めがけて、空中でくるりと反転したリキダイザーの手刀が
迫
 せま

 る。

　しかし、
致
 ち
 死
 し

 の指先が
触
 ふ

 れる寸前、リキダイザーの
左
 ひだり
 隣
 どなり

 に
滑
 すべ

 り込む黒い
影
 かげ

 があった。アクセラレータが再び近接攻撃を試みたのだ。左手に握られたのは、ナイフではなく、黒いバトン状の道具だった。

　離れた場所から見守る三川は、おっと口を開いた。あれは高圧電流を発生させるテーザーだ。いかなリキダイザーでも、電気までは液化できない。テーザー本体に触れる前に感電してしまうはずだ。

　迷彩男への攻撃を
諦
 あきら

 め、リキダイザーは体を低くして
俊
 しゆん
 敏
 びん

 に飛び退った。

　だが、どれほど身体能力が高かろうとも、移動力でアクセラレータに
対
 たい
 抗
 こう

 できるはずもない。ほんの数歩で追いつかれ、電撃を浴びせられる。

　と思えたその寸前、がくん、とアクセラレータの体がつんのめった。

　見れば、右足の
靴
 くつ
 底
 ぞこ

 が、これまでの
戦
 せん
 闘
 とう

 で
露
 ろ
 出
 しゆつ

 したアスファルトに数センチ
沈
 しず

 み込んでいる。リキダイザーが後退しながら一瞬だけ地面に触れ、浅く《液化》していたのだ。そこにアクセラレータの靴が
踏
 ふ

 み込んだ瞬間、
舗
 ほ
 装
 そう

 が
再
 さい
 硬
 こう
 化
 か

 し、靴底を接着したのだろう。

　敵の顔がぎりっと
強
 こわ
 張
 ば

 った。素早く身を
屈
 かが

 め、防水ブーツのバックルを外そうとする。

　だが、超高速での加速と制動に
耐
 た

 えるためだろう、普通の靴ではなく足首までしっかりと固定するハーフブーツなのがアクセラレータに災いした。

　
靴
 くつ

 が
脱
 ぬ

 げるよりも早く、再度アスファルトにリキダイザーの右手が
押
 お

 し当てられ──。

　どぼっ、と音を立てて、アクセラレータの
脚
 あし

 が
膝
 ひざ
 上
 うえ

 まで
沈
 しず

 み込んだ。
即
 そく
 座
 ざ

 に
再
 さい
 硬
 こう
 化
 か

 し、固く
咥
 くわ

 え込む。手段としては
三
 み
 川
 かわ

 がディバイダを
捕
 とら

 えた方法と似ているが、固定力は
段
 だん
 違
 ちが

 いだろう。

「くそっ」

　
迷
 めい
 彩
 さい

 男が
叫
 さけ

 び、
溶
 と

 かされた自動
拳
 けん
 銃
 じゆう

 に代わって、小型のリボルバーを
抜
 ぬ

 こうとした。

「動くな！」

　
鋭
 するど

 く
響
 ひび

 いたリキダイザーの声が、敵の動きをぴたりと止めた。右手をアスファルトに当てたまま、続けて言う。

「銃を捨てなさい。さもないと、この子を頭まで
埋
 う

 めちゃうわよ」

「…………
 」

　
小
 こ
 柄
 がら

 な黒は、一秒ほど
凍
 こお

 り付いていたが、やがて素直にリボルバーを投げ捨てた。

　リキダイザーは
薄
 うす

 く
微笑
 ほほえ

 むと、お利口ね、と
嘯
 うそぶ

 いた。続けて鋭い声を出す。

「ついでに教えてちょうだいな。あそこのビルに埋まってるお前たちの仲間……
透
 とう
 明
 めい

 な
障
 しよう
 壁
 へき

 を造る
坊
 ぼう

 やの能力は、いったいどういう代物なの？　もう三十分以上
経
 た

 つのに、なんで酸欠で死なないのかしら？」

　──まったく
怖
 こわ

 い人だなぁ。

　と三川は内心で
呟
 つぶや

 いた。どうせ二人、いやディバイダも
含
 ふく

 めれば三人とも殺すつもりなのに、生きている間に引き出せる限りの情報を取ろうというのだ。

　立ち
尽
 つ

 くす迷彩男が、ぎりっと歯を食い
縛
 しば

 るのが見えた。

「何も言わないで！　
逃
 に

 げて、いますぐ!!
 」

　地面に
捕
 と

 らわれたアクセラレータが悲痛な声で叫んだ。

　再びリキダイザーが軽く能力を使ったのだろう、アスファルトに
捕
 ほ
 縛
 ばく

 された少女の左脚までもがずぶっと沈んだ。

　迷彩男が大きく顔を
歪
 ゆが

 め、口を開こうとした、

　その
刹
 せつ
 那
 な

 。

　
奇
 き
 妙
 みよう

 な音を、三川は聞いた。

　ぎ、ぎっ、という、とてつもなく重い
軋
 きし

 み。

　まるで地の底から響くような、音というより
震
 しん
 動
 どう

 の源を
捜
 さが

 して三川は視線を周囲に走らせた。

　そして、予想だにしなかった光景を
目
 もく
 撃
 げき

 し、息を止めた。

　二十メートルほど
離
 はな

 れた場所に立つ、《組織》所有の五階建てビル。その屋上から、ぱらぱらと雪が
零
 こぼ

 れ落ちてくる。風でも、地震でもない。
揺
 ゆ

 れているのだ。ビル全体が、何か
巨
 きよ
 大
 だい

 な力に
耐
 た

 えかね、細かく
身
 み
 震
 ぶる

 いしている。

　
驚
 きよう
 愕
 がく

 のあまり、三川は背後で凍りつくディバイダから、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 ではあったが注意を
逸
 そ

 らせた。だから、その動きに気付くのがわずかに
遅
 おく

 れた。

　いつの間にか、ディバイダの右手の指が一本だけ動いていて、その
先
 せん
 端
 たん

 から
垂
 た

 れ下がった小さな刃物──長さ一センチの
氷柱
 つらら

 が、ゆっくりと周囲の氷を切り
裂
 さ

 いていたのだ。

　ばきぃん！　という
鋭
 するど

 い音に、はっと眼を見開きながら
振
 ふ

 り向いた時にはもう、ディバイダは
右
 みぎ
 腕
 うで

 全体を氷の池から解放させていた。

　その手に
握
 にぎ

 られた、長さ五十センチほどの鋭い氷片が、
三
 み
 川
 かわ

 が再度
凍
 とう
 結
 けつ

 させるよりも早く
縦
 じゆう
 横
 おう

 に
閃
 ひらめ

 いた。

　──まさか、金属の刃物だけじゃなく、氷のエッジでも切断能力を。

　と三川が思考したのと、
跳
 は

 ねるように飛び起きたディバイダの氷の
剣
 けん

 に、
胸
 むね

 から
左
 ひだり
 肩
 かた

 にかけてを切り裂かれたのはほぼ同時だった。

「うっ……」

　
呻
 うめ

 きながら飛び
退
 しさ

 ったが、ディバイダは追ってこなかった。傷だらけの全身から、新たな
鮮
 せん
 血
 けつ

 を
迸
 ほとばし

 らせながら大きく右手を振りかぶり──。

「お……おおお!!
 」

　
雄
 お
 叫
 たけ

 びとともに、氷の刃をまっすぐに、
震
 ふる

 えるビルの
壁
 へき
 面
 めん

 に向けて投げつけた。

　青白い
輝
 かがや

 きを宙に引き、回転しながら
飛
 ひ
 翔
 しよう

 した氷は、ビルのコンクリート壁にぶつかっても割れることなく無音でその表面を切り裂き。

　直後、深く
穿
 うが

 たれた
亀
 き
 裂
 れつ

 から何らかのエネルギーが迸るのを、
倒
 たお

 れ込みながら三川は見た。

　ゴアァァァン!!
 　という
圧
 あつ
 倒
 とう
 的
 てき

 な
大
 だい
 音
 おん
 響
 きよう

 とともに、壁面の一部が
微
 み
 塵
 じん

 に
吹
 ふ

 き飛んだ。何らかの
爆
 ばく
 薬
 やく

 を使用したとしか思えない現象だったが、それならば内部の何者かも、
壁
 かべ

 と
一
 いつ
 緒
 しよ

 に吹き飛んでいるはずだ。

　しかし──。

　直径二メートル近い大穴の
奥
 おく

 、
濃
 のう
 密
 みつ

 な
暗
 くら
 闇
 やみ

 の中から、小さいが確かな足音が近づいてくるのを、傷口を
押
 お

 さえながら三川は確かに聞いた。

　三川だけでなく、再びうずくまったディバイダも、
拘
 こう
 束
 そく

 されたアクセラレータも、
迷
 めい
 彩
 さい

 男も、そしてリキダイザーまでもが、身動きひとつせずにただ視線だけをビル壁面の穴に向け続けた。

　数秒後、
舞
 ま

 い散る雪の下に姿を現したのは、やはりあの念写ビデオに映っていた若者だった。

　ディバイダが投げた小さな氷柱一本で、ビルが内部から爆発するはずがない。いかなる手段によってコンクリートの奥深くから
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 したのかは定かでないが、相当な無理をしたらしく、ずたずたに傷ついた右腕から鮮血が
滴
 したた

 っている。そして左腕には見覚えのない少女を抱きかかえており、こちらは輪を
掛
 か

 けて
酷
 ひど

 い有様だ。顔の半分が
血
 ち
 塗
 まみ

 れで、失神というよりも
瀕
 ひん
 死
 し

 状態だろう。
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　つまり二人とも、戦力としてはさして
警
 けい
 戒
 かい

 すべき存在ではない、と思えた。
遠
 えん
 隔
 かく

 で先制
攻
 こう
 撃
 げき

 をかけて
排
 はい
 除
 じよ

 しようかと三川は考えたが、それを
妨
 さまた

 げるものがたった一つだけあった。

　眼だ。ゆっくり歩く少年の、一見
柔
 にゆう
 弱
 じやく

 そうな眼に宿る何かが、三川に先制攻撃をためらわせた。リキダイザーもまた、地面に
拘
 こう
 束
 そく

 されたアクセラレータから三メートルほど
離
 はな

 れ、
状
 じよう
 況
 きよう

 をじっと注視している。

　まっさきに動いたのは、ビルから最も近いところにいた
迷
 めい
 彩
 さい

 男だった。
弾
 はじ

 かれたように少年に
駆
 か

 け寄り、意識のない少女を受け取ると、そっと地面に横たえる。ジャケットから応急キットらしきものを取り出し、手当てを始めるのを見て、少年が再び歩き出した──

　ところで、ようやくリキダイザーが低い声を放った。

「……よもや、
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 してくるとはね。興味深いわ……
坊
 ぼう

 や、名前は？」

　黒ジャケットを着た、少し灰色がかった
髪
 かみ

 の少年は、前進を止めずに短く答えた。

「《アイソレータ》」

「ふぅん。《
隔
 かく
 離
 り

 》……いえ、《
孤
 こ
 独
 どく

 》かしら」

　頭の後ろで二つに束ねた
髪
 かみ

 を
揺
 ゆ

 らし、
年
 ねん
 齢
 れい
 不
 ふ
 詳
 しよう

 の能力者は
仄
 ほの

 かに笑った。

「かわいそうな名前ね。でも、そう呼ばれても仕方ないわよね、自分だけを守るなんていう力を持っているんだから」

　リキダイザーの言葉に急所を
突
 つ

 かれたか、少年はぴたりと立ち止まった。その
口
 くち
 許
 もと

 に
浮
 う

 かんだのは、しかしどこか
透
 す

 き通った色を持つ悲しげな
微
 び
 笑
 しよう

 だった。

「あなたももう気付いているはずです、リキダイザーさん。《ルビー》も、《ジェット》も……
僕
 ぼく

 たちサードアイ保持者の力は、例外なく自分以外の世界への
恐
 きよう
 怖
 ふ

 を源としていることに」

「…………
 」

　
珍
 めずら

 しく
即
 そく
 座
 ざ

 に切り返そうとしないリキダイザーに向けて、少年は降り積もる雪のようにひそやかな声を投げかける。

「世界を
攻
 こう
 撃
 げき

 する力。世界から
逃
 に

 げる力。そして世界を探ろうとする力。系統は
違
 ちが

 っても、源はひとつ……僕らは、僕らを傷つける世界が
怖
 こわ

 いんだ。その意味では、僕らサードアイ保持者はみんな孤独です。でも……それでも僕には、守りたい人たちがいる。守りたい世界がある。あなたにはありますか、リキダイザーさん。その
物
 もの
 凄
 すご

 い力で守りたい人がいるんですか。もし思いつかないなら……」

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 言葉を切り、少年はなおも悲しげな──いや、もしかしたら
憐
 れん
 憫
 びん

 ですらあるのかもしれない視線をじっと《組織》の幹部に
据
 す

 えて、言った。

「……あなたは、僕よりもずっと孤独だ」

　
近
 きん
 傍
 ぼう

 にうずくまるディバイダの存在すらも一瞬忘れ、
三
 み
 川
 かわ

 は立ち
尽
 つ

 くした。

　あのリキダイザーに向かって、
恐
 おそ

 れ知らずにも何を言うんだ……と
揶
 や
 揄
 ゆ

 するような気持ちは、すぐに別種の思考に
押
 お

 しやられてしまった。我知らず、三川は
胸
 きよう
 中
 ちゆう

 で
呟
 つぶや

 いていた。

　……恐怖？　世界への恐怖だって？

　何を
馬
 ば
 鹿
 か

 な。ぼくはこの世界を
遍
 あまね

 く
潤
 うるお

 す水を愛している。そして水の尊さに気付かず、
汚
 よご

 すだけの人間どもを
憎
 にく

 んでいる。その気持ちのどこに恐怖が存在するというんだ。有り得ない。ぼくは何も
恐
 おそ

 れてなんかいない……

　不意に、耳の
奥
 おく

 で、
誰
 だれ

 かの声が
響
 ひび

 いた。





　──なら、なんであたしを起こしてくれないの？

「……え？」

　──どうしてあたしをずっと
眠
 ねむ

 らせておくの？　どうしてあたしだけを暗くて寒いところに置き去りにしているの……？

「……だ、だって……
融
 と

 けたら……氷が、融けたら」

　──怖いの？　氷が融けたら、あたしがどうなるかが怖いの……？





　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 の忘我から
三
 み
 川
 かわ

 を呼び
醒
 さ

 ましたのは、リキダイザーの低く張り
詰
 つ

 めた声だった。

「……そう。なら、守ってみせなさい。
坊
 ぼう

 やの愛する人とやらを……そして、坊や自身を」

　何度か
瞬
 まばた

 きし、両眼の
焦
 しよう
 点
 てん

 を
戻
 もど

 した三川は、降り続ける雪がリキダイザーの周囲でだけ
大
 おお
 粒
 つぶ

 の雨に変じていることに気付いた。
漏
 も

 れ出す
強
 きよう
 烈
 れつ

 な力が、
触
 ふ

 れずとも雪を水に変えているのだ。

　つい先ほど、
恐
 きよう
 怖
 ふ

 など知らないと自分に言い聞かせたばかりなのに、この時だけは心底恐ろしいと感じた。あのリキダイザーが──いつ
如
 い
 何
 か

 なる時でも気だるい笑みを絶やさなかった上級ルビーアイが、
激
 げき
 怒
 ど

 している。

　巻き
添
 ぞ

 えにならないために、いますぐ
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 したほうがいいと理性が告げていたが、しかし三川は動けなかった。
灰
 はい
 髪
 がみ

 の少年が、いったいどのようにして仲間を守るつもりなのかをどうしても知りたいと思ったのだ。

　地面に
両
 りよう
 脚
 あし

 を
吞
 の

 み込まれたままのアクセラレータはもちろん、重傷を負ったディバイダも、そして
瀕
 ひん
 死
 し

 の少女を手当てしている
迷
 めい
 彩
 さい

 服の黒もすぐには動けまい。彼らを守ろうと望むなら、
逃
 に

 げずに戦うしかない。しかし
徒
 と
 手
 しゆ

 空
拳
 けん

 でリキダイザーに
対
 たい
 抗
 こう

 することなど絶対に不可能だ。灰髪の少年も、それは重々
解
 わか

 っているはずなのだが。

　す、とリキダイザーが一歩前に
踏
 ふ

 み出した。

　ほぼ同時に、アイソレータと名乗る黒も地面を
蹴
 け

 った。

　その体が、わずかに地面から
浮
 う

 き上がったのに三川は気付いた。少年の能力、《
透
 とう
 明
 めい
 障
 しよう
 壁
 へき

 》だ。降り積もった雪に
奇
 き
 妙
 みよう

 な
足
 あし
 跡
 あと

 を刻みながら、少年は一直線に、何の工夫もない
突
 とつ
 進
 しん

 を
敢
 かん
 行
 こう

 した。

　走りながら左手を後ろに引き、
振
 ふ

 り回すような
大
 おお
 仰
 ぎよう

 な
動
 うご

 きで
拳
 こぶし

 を
繰
 く

 り出す。
格
 かく
 闘
 とう
 技
 ぎ

 の経験などまるでなさそうな、まったくのテレフォン・パンチ。

　身体能力の
卓
 たく
 越
 えつ

 したリキダイザーならば、
回
 かい
 避
 ひ

 は
余
 よ
 裕
 ゆう

 だったろう。しかし
敢
 あ

 えて受ける──いや
溶
 と

 かすつもりか、こちらもまっすぐ
右
 みぎ
 掌
 てのひら

 を
突
 つ

 き出した。

　少年の《障壁》がどのような物質で生成されているにせよ、手に触れた瞬間に
溶
 よう
 解
 かい

 され、直後に
拳
 こぶし

 そのものも液体となって飛び散る光景を
三
 み
 川
 かわ

 は強く予期した。

　しかし。

　ばきっ、と
嫌
 いや

 な音とともに
弾
 はじ

 かれたのは、リキダイザーの白い右手だった。指が二本ばかり、関節の可動域を
超
 こ

 えて曲がっている。

　──物質じゃない！

　三川は、無意識のうちに
口
 くち
 許
 もと

 を笑いの形に
歪
 ゆが

 めながら
胸
 きよう
 中
 ちゆう

 で
叫
 さけ

 んだ。

　リキダイザーが
溶
 と

 かせないということは、氷でもガラスでもダイヤモンドでもない。となれば、何らかの《力場》か。
強
 きよう
 烈
 れつ

 な
斥
 せき
 力
 りよく

 を生み出して、周囲のあらゆる元素の
侵
 しん
 入
 にゆう

 を
阻
 はば

 んでいるのか。まったく、
孤
 こ
 独
 どく

 とはよく言ったものだ。

　これにはリキダイザーも
驚
 おどろ

 いたろう、と思ったが、しかしセーラー服は動きを止めなかった。右手の指を二本も折られた痛みをまるで感じていないかのように、
滑
 なめ

 らかに体を回転させ、同時に低く
沈
 しず

 み込む。

　少年はもう一度左拳を打ち下ろそうとしたが、それよりも早くリキダイザーの左手が相手の
足
 あし
 許
 もと

 の地面に触れていた。

　どぶっ、と少年の体が沈み込む。リキダイザーは左手を地面に当てたまま素早く後退する。

　たとえ少年の
障
 しよう
 壁
 へき

 が非物質のフィールドであっても、コンクリートからの脱出は
容
 よう
 易
 い

 ではないことは、彼の
右
 みぎ
 腕
 うで

 の
深
 ふか
 傷
 で

 が証明している。そして今度は、前後左右に果てしなく広がる土の中だ。その
奥
 おく
 深
 ふか

 くに
埋
 う

 められれば、仮に数時間かけて
抜
 ぬ

 け出せたところで、仲間たちはとっくに
皆
 みな
 殺
 ごろ

 し────


「…………
 う、お」

　という
奇
 き
 妙
 みよう

 な声が自分の
喉
 のど

 から
漏
 も

 れるのを三川は聞いた。

　液化した地面に、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 は沈もうとした少年が──

　次の一歩で、自らの体を引き上げたのだ。

　リキダイザーの能力がいまだ発動中なのは、少年の足許に生まれたアスファルト色の池に、同心円状の
波
 は
 紋
 もん

 が広がっているのを見れば明らかだ。しかし沈まない。リキダイザーによって分子間力を操作され、比重ゼロ近くにまで
薄
 うす

 くなった液体の中央に、少年は静かに直立している。

　
浮
 ふ
 力
 りよく

 ？　いや、
違
 ちが

 う。

　あの《アイソレータ》の、《
孤
 こ
 独
 どく

 》を作り出す力は──。

　いま、この星の重力をも
遮
 しや
 断
 だん

 している。





　　　＊
 ＊
 ＊






　《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》という能力は、それを行使するミノル自身にも解明できない、
幾
 いく
 多
 た

 の
謎
 なぞ

 を
秘
 ひ

 めている。

　なぜ内部の酸素が
欠
 けつ
 乏
 ぼう

 しないのか？　なぜ可視光だけは
透
 とう
 過
 か

 するのか？　展開中は常に聞こえる周期的な重低音は何なのか？

　それらの中にあって、《
摩
 ま
 擦
 さつ

 係数ゼロの
殻
 から
 越
 ご

 しでもなぜ
滑
 すべ

 らずに歩けるのか》という疑問は
比
 ひ
 較
 かく
 的
 てき

 ささやかなものに思えた。だからミノルも、不思議と感じこそすれ、
敢
 あ

 えて解明しようとはしなかった。

　しかしいま、リキダイザーの作り出した《沼》の上に直立しながら、ミノルは直感的に
悟
 さと

 っていた。

　
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を展開する時、ミノルは歩いている──つまり地面を
踏
 ふ

 み、摩擦力を利用して
蹴
 け

 ることで前進しているわけではないのだ。

　殻越しに踏んだ場所、言い
換
 か

 えれば外界の物質との
接
 せつ
 触
 しよく

 ポイントを意思によって《固定》し、体を動かしている。だから、
濡
 ぬ

 れた木製階段を降りる時も滑らなかったし、砂浜の上でも全力
疾
 しつ
 走
 そう

 できた。

　重力の
影
 えい
 響
 きよう

 は受けているので、いきなり液体の上に飛び出てしまえば落下は
避
 さ

 けられないが、事前に意識していれば対応は可能だ。水面との接触点を固定すればいいのだ。

　アスファルト色の液面に静止したまま、ミノルは至近
距
 きよ
 離
 り

 で地面に
触
 ふ

 れているリキダイザーに視線を
据
 す

 えた。

　
黒
 くろ
 縁
 ぶち

 メガネの
奥
 おく

 の両眼に、感情は
窺
 うかが

 えない。しかしそれでもなお、気を
抜
 ぬ

 けば真後ろに
吹
 ふ

 き
倒
 たお

 されてしまいそうなほどの圧力を感じる。《地面液化》
攻
 こう
 撃
 げき

 を
封
 ふう

 じたところで、それはこの女性が持つ能力のほんの
一
 いつ
 端
 たん

 でしかないのは明らかだ。

　だが、ここで
畏
 おそ

 れを見せることはできなかった。攻撃と言えば
素人
 しろうと
 芸
 げい

 のパンチしかできないミノルには、相手を無力化することはおろか、これ以上手傷を負わせることも不可能だろうが、しかしどうしてもこの敵を退けなくてはならない。それも
可
 か
 及
 きゆう
 的
 てき
 速
 すみ

 やかに。ＤＤの応急処置を受けているにせよ、スウには一刻も早く本格的な
治
 ち
 療
 りよう

 が必要だ。

　となれば、現状で
頼
 たよ

 れる力はたった一つ。

　ユミコの《加速》だ。イグナイターを倒したコンボアタックで、リキダイザーに
突
 とつ
 撃
 げき

 するしかない。

　ミノルは大きく後ろに
跳
 と

 ぶと、
両
 りよう
 脚
 あし

 をアスファルトに
拘
 こう
 束
 そく

 されたユミコの
傍
 かたわ

 らに立った。殻を消すと、
強
 きよう
 烈
 れつ

 な冷気とともに、骨の
髄
 ずい

 までを
刺
 さ

 し
貫
 つらぬ

 くようなルビーアイの殺意が
押
 お

 し寄せてくる。

　その源たるリキダイザーは、しかし一切の表情を消し去ったまま、すいっと立ち上がった。
溶
 と

 けたアスファルトが、まるで黒いガラス板のような
平
 へい
 滑
 かつ

 面を得て
再
 さい
 硬
 こう
 化
 か

 する。

「……私のことは気にしないで。無視して戦うのよ」

　押し殺した声で
呟
 つぶや

 いたのはユミコだった。地面から
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 しようと力を
振
 ふ

 り
絞
 しぼ

 ったらしく、アスファルトの
縁
 ふち

 と接する部分のタイツが破れ、
露
 ろ
 出
 しゆつ

 した
肌
 はだ

 に血が
滲
 にじ

 んでいる。

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 向けた視線を前に
戻
 もど

 し、ミノルも低く答えた。

「いいえ。……いまは、あなたの力が必要なんです」

「でも……私は、きみの《
殻
 から

 》には」

　そう──、最大の問題は、ユミコを
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 に取り込む再現実験が一度たりとも成功していないことだ。

　しかしその理由も、ミノルにはおぼろげに察せられていた。

　ここ数日のあいだ、なぜ防御殻は
小
 こ
 村
 むら

 スウを何度も受け入れながら、
安
 あ
 須
 ず

 ユミコを
拒
 こば

 み続けたのか？

　その理由は
恐
 おそ

 らく、ユミコを取り込むことで、防御殻は存在そのものを
矛
 む
 盾
 じゆん

 させてしまうからだ。その名のとおり、守るためにのみ存在する能力が、強力無比な攻撃力へと変質してしまうからなのだ。ミノルは無意識のうちに、その矛盾を恐れた。姉ワカバの最後の願いという、ミノルにとっては絶対的な神聖性を源として生まれた力が、何かを──
誰
 だれ

 かを傷つけてしまうのを深く
怖
 おそ

 れた。

　でも、いまは。

　……いまだけは、その力が必要なんだ。どうしても守りたいものを守るために。だから──、

「…………
 
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 」

　
囁
 ささや

 き、ミノルは
左
 ひだり
 腕
 うで

 で強くユミコの体を引き寄せ、能力を発動させた。

　
硬
 こう
 化
 か

 したアスファルトが
砕
 くだ

 け散る音は聞こえなかった。しかしユミコの
足
 あし
 許
 もと

 には放射状の
亀
 き
 裂
 れつ

 が走り、
捉
 とら

 えていた
両
 りよう
 脚
 あし

 を解放した。

　殻の内部で、
密
 みつ
 着
 ちやく

 したユミコの体が一瞬大きく
震
 ふる

 えた。両腕をミノルの背中に回し、
額
 ひたい

 を
肩
 かた
 口
 ぐち

 に
押
 お

 し当てながら発せられた声もまた、深く震えていた。

「……まったく、できるなら……もっと早くしなさいよね」

「すみません」

　謝り、ミノルはユミコと同時に顔を横に向け、十メートルほど
離
 はな

 れた場所に立つリキダイザーを見やった。

　
拘
 こう
 束
 そく

 していた《加速者》が解放されたというのに、その表情にはいまだ変化はない。と言うよりもむしろ、極度に集中しているかのようだ。

　と思った瞬間、メガネの
奥
 おく

 の
冷
 れい
 徹
 てつ

 な両眼から、
錯
 さつ
 覚
 かく

 ではなく赤い光が放たれるのが見えた。右手が、
掌
 てのひら

 を上にして高く
掲
 かか

 げられた。

「
避
 よ

 けて!!
 」

　というユミコの声に、ミノルは一歩横に動こうとした。その
踏
 ふ

 み込みをユミコが《加速》し、瞬時に三メートル以上地面をスライド移動する。

　直後、一秒前まで立っていた場所から、まるで
間
 かん
 欠
 けつ
 泉
 せん

 の
如
 ごと

 く液体が
噴
 ふ

 き上がった。

「──!?
 」

　
鋭
 するど

 い
喘
 あえ

 ぎを
漏
 も

 らしながら、ミノルはその液体がたちまち固まるのをただ
凝
 ぎよう
 視
 し

 した。出現したのは、高さ二メートル近い、岩でできた逆向きの
氷柱
 つらら

 ──いや
槍
 やり

 そのものだ。だが、
驚
 おどろ

 く
暇
 ひま

 もなく、今度はリキダイザーの両手が同時に動いた。

　飛び退いた瞬間、
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 を
擦
 こす

 るように二本目の岩槍が
屹
 きつ
 立
 りつ

 する。続いて、今度こそ
足
 あし
 許
 もと

 から
濃
 のう
 褐
 かつ
 色
 しよく

 の
奔
 ほん
 流
 りゆう

 が立ち上がり、視界を
遮
 さえぎ

 る。だがもちろん、液化された
地
 じ
 盤
 ばん

 ごときに防御殻を破られるはずはない──

　と思った瞬間、ミノルは全身ががくんと停止させられるのを感じた。

　
噴
 ふん
 出
 しゆつ

 した、アスファルト混じりの液化地盤が殻を包み込む形で
再
 さい
 硬
 こう
 化
 か

 し、動きを
妨
 さまた

 げたのだ。

「くうっ……！
 」

　ミノルは
四
 し
 肢
 し

 の力を
振
 ふ

 り
絞
 しぼ

 って岩の
壁
 かべ

 を割り
砕
 くだ

 いた。ユミコの加速力でスライドダッシュし、リキダイザーから大きく
距
 きよ
 離
 り

 を取る。

　どうやら、《
遠
 えん
 隔
 かく

 操作で地面を液化、噴出させる》という能力の射程距離は十メートル程度らしい。動きを止め、
薄
 うす

 い笑みを
浮
 う

 かべるリキダイザーを
睨
 にら

 みながら、ユミコが
掠
 かす

 れ声で言った。

「これじゃ、近寄れない！」

「……いえ、あの程度の固さの岩なら《加速》で
粉
 ふん
 砕
 さい

 できます。時間がない、次の
突
 とつ
 進
 しん

 で終わらせましょう！」

　そう答え、ミノルは
腰
 こし

 を落とした。ユミコの体を軽く抱え上げ、全力ダッシュの姿勢に入る。

　ただ一回でも
殻
 から

 ごとリキダイザーに
激
 げき
 突
 とつ

 すれば、それで絶対に無力化できるはずだ。ミノルとユミコの体重、合計約百キロの質量を視認も難しい超高速でぶつけられて無傷ということは有り得ない。

「……おおお！」

　気勢を
迸
 ほとばし

 らせながら、ミノルはあらん限りの力で地面を
蹴
 け

 り出した。
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　師たるリキダイザーが
繰
 く

 り出した、
更
 さら

 なる未知の能力──
離
 はな

 れた地面を液化、噴出させて、槍のように
再
 さい
 凝
 ぎよう
 固
 こ

 させる
攻
 こう
 撃
 げき

 を見て、
三
 み
 川
 かわ

 は鋭く息を吸い込んだ。

　十メートル近くも離れた地面を液化するのもとんでもない力だが、それはまだ
吞
 の

 み込める。リキダイザーは、あの場所からもう三分以上動いていない。
戦
 せん
 闘
 とう

 中であることを
勘
 かん
 案
 あん

 すれば、有り得ないほど長い時間をかけて周囲の
地
 じ
 盤
 ばん

 とシンクロし、支配下に置いたのだろう。

　だが、人の背丈よりも高く
噴
 ふ

 き上がらせるのは、いったいいかなる
理
 り
 屈
 くつ

 によるものなのか。

　赤であれ黒であれ、サードアイが発現させる異能力とは、
突
 つ

 き
詰
 つ

 めれば物質に対する分子、原子レベルでの
干
 かん
 渉
 しよう

 であると、すでに《組織》の研究により判明している。

　イグナイターのように、単純に酸素分子を移動させる場合もあれば、バイターのように肉体を構成するタンパク分子を変質・変形させもする。

　そのように千変万化の方向性の中にあって、
三
 み
 川
 かわ

 の《
相
 そう
 転
 てん
 移
 い

 》とリキダイザーの《液化》は非常によく似ている。だからこそあの女性は三川を弟子に取ったのであり、そこに他の
情
 じよう
 緒
 ちよ
 的
 てき

 理由は一切存在しない。

　三川は、水を液体から気体、または固体へと変化させる時、分子の
振
 しん
 動
 どう

 を
制
 せい
 御
 ぎよ

 している。振動を
抑
 おさ

 えれば水分子は
互
 たが

 いに強く結びつき、やがて氷となる。逆に激しく振動させれば分子が
遊
 ゆう
 離
 り

 し始め、やがて
水
 すい
 蒸
 じよう
 気
 き

 となる。三川にできるのはそれだけで、例えば酸素と水素分子から水を生成したり、また操る水の形や位置を操作したりはできない。

　対してリキダイザーは、
接
 せつ
 触
 しよく

 できるくらい近くに存在する、あらゆる固体を固体ならしめている広義のファンデルワールス力を弱める。三川のように分子振動を
励
 れい
 起
 き

 しているわけではないので、液化に際して熱は発生しない。また、もともと液体である物質も操作できない。

　そう──、つまりリキダイザーにできるのは、ただ《液化》だけであるはずだ。それ以外の操作、例えば重力に反して噴出させるようなことはまったく不可能であるはずなのだ。それができるとすれば、《組織》は──少なくとも上級幹部は、三川の知らない何らかのロジックを
秘
 ひ
 匿
 とく

 しているということになる……。

　三川がそのような思考を
巡
 めぐ

 らせたのは、ほんの
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 のことだった。

　そのあいだに、
謎
 なぞ

 の
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 フィールドに《アクセラレータ》を取り込んだ
灰
 はい
 髪
 がみ

 の少年は、加速能力の助けを得て二度、三度と《
岩
 いわ
 槍
 やり
 攻
 こう
 撃
 げき

 》を
回
 かい
 避
 ひ

 してのけた。正確には、三度目に
噴
 ふん
 出
 しゆつ

 した槍は二人の黒を防御フィールドの上から
覆
 おお

 い、
再
 さい
 凝
 ぎよう
 固
 こ

 することに成功したのだが、
薄
 うす

 すぎて
砕
 くだ

 かれてしまった。

　それに意を強くしたか、《アイソレータ》を名乗る少年は、
廃
 はい

 工場の
壁
 かべ

 近くに立つリキダイザーにまっすぐ向き直ると姿勢を低くした。
密
 みつ
 着
 ちやく

 するアクセラレータもまた両眼に強い光を満たし、標的を
睨
 にら

 んだ。

　一秒後、少年が無音の
咆
 ほう
 哮
 こう

 とともに地を
蹴
 け

 った。

　
突
 とつ
 進
 しん

 は
凄
 すさ

 まじいスピードで行われたが、三川は
左
 ひだり
 肩
 かた

 に受けた傷の痛みも忘れるほど精神を集中していたので、連続的に発生した現象がコマ送りのように感じられた。

　まず、リキダイザーが両手を
交
 こう
 互
 ご

 に
振
 ふ

 り上げ、その動きと同期して地面から土色の槍が
屹
 きつ
 立
 りつ

 した。それらは黒たちの進路を
塞
 ふさ

 ぐかたちで
即
 そく
 座
 ざ

 に
硬
 こう
 化
 か

 したが、直後あっけなく
粉
 ふん
 砕
 さい

 された。槍は
地
 じ
 盤
 ばん

 中の土砂を液化・再固化したもので、ほとんど自然岩に近い
硬
 かた

 さを持っているはずだが、噴出の過程で内部に大量の
気
 き
 泡
 ほう

 を取り込んでしまうせいで強度が落ちるのだろう。生身の人間なら
容易
 たやす

 く
貫
 つらぬ

 くだろうが、少年の防御フィールドには無力──。

　とそこまで思考した時、二つの岩槍を砕かれたリキダイザーが、最後のあがきとばかりに右手をもう一度
振
 ふ

 り上げた。
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　ミノルの予想どおり、リキダイザーが造り出す岩の
槍
 やり

 には、《
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 》と《加速》の複合攻撃を止めるほどの強度はなかった。

　二つの岩を
粉
 ふん
 砕
 さい

 することで多少スピードは減殺されたが、それでもまだ充分な勢いを保ってミノルは敵に
肉
 にく
 迫
 はく

 した。頭を低くして、真正面から
激
 げき
 突
 とつ

 するべく歯を食い
縛
 しば

 った、その時。

　リキダイザーが三たび右手を
掲
 かか

 げた。いままでのように
掌
 てのひら

 を開いておらず、人差し指だけがしなやかに
伸
 の

 ばされている。

　その指が、
鋭
 するど

 くミノルを照準した。

　そしてミノルは、
恐
 おそ

 るべき光景を目にした。

　リキダイザーの背後の
廃
 はい

 工場、その構造材である鉄骨群が半球状にざばっと
融
 と

 け、空中で
撚
 よ

 り集まって、三本の
巨
 きよ
 大
 だい

 な鉄槍と化して突き進んでくる。

　いまさら
回
 かい
 避
 ひ

 は不可能だった、リキダイザーからわずか一メートル足らずの場所で、防御殻と鉄槍の
先
 せん
 端
 たん

 が激突した。

　
轟
 ごう
 音
 おん

 はもちろんなく、
衝
 しよう
 撃
 げき

 も
奇
 き
 妙
 みよう

 なほどに
穏
 おだ

 やかだった。まるで分厚い低反発ウレタンにぶつかったかのように、ぐぐっという
鈍
 にぶ

 い
抵
 てい
 抗
 こう
 感
 かん

 だけが訪れた。眼前で鉄槍がひしゃげ、曲がり、しかし同時にミノルたちの
突
 とつ
 進
 しん

 スピードも減少し。

　リキダイザーから文字通り目と鼻の先、十センチと
離
 はな

 れていない場所で、防御殻は停止した。

　至近
距
 きよ
 離
 り

 で、ミノルと敵《組織》の上級ルビーアイは、一秒ほど
見
 み
 詰
 つ

 め合った。

　メガネの
奥
 おく

 の
双
 そう
 眸
 ぼう

 は、底なしの
暗
 くら
 闇
 やみ

 のようでもあり、同時に
磨
 みが

 かれた鏡のようでもあった。ミノルの視線を吸い込んでおきながら、自らの内面は一切明かさないその
瞳
 ひとみ

 には、サードアイ所持者なら必ず
秘
 ひ

 めているはずの《傷》など
痕
 こん
 跡
 せき

 さえも
見
 み
 出
 いだ

 せない。

　そこにあるのは、完全なまでの
拒
 きよ
 絶
 ぜつ

 だった。かたちあるもの一切を望まず、欲せず、ただひたすらに
否
 ひ
 定
 てい

 する意思だけをミノルは感じた。

　まるでミノルの
恐
 きよう
 怖
 ふ

 を理解したかのように、
涼
 すず

 やかな
美
 び
 貌
 ぼう

 がにこりと
微
 び
 笑
 しよう

 を
浮
 う

 かべた。

　直後、防御殻を受け止めていた三本の
鉄
 てつ
 杭
 くい

 が再び
融
 と

 け
崩
 くず

 れ、
殻
 から

 の上を
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 で
塗
 ぬ

 りつぶした。視界が
奪
 うば

 われ、ユミコが鋭く息を
漏
 も

 らした。

「しまっ……」

　
離
 り
 脱
 だつ

 しないと、とミノルは右足に力を込めた。

　しかし
蹴
 け

 り出す寸前、全身の動きが一瞬で
封
 ふう

 じられた。殻を分厚く
覆
 おお

 った鉄が
硬
 こう
 化
 か

 し、強固な殻を造り出したのだ。岩に包まれた時のように筋力で割り
砕
 くだ

 こうとするが、今度はどれほど力を込めようと
軋
 きし

 む気配すらない。

「いけない……、ＤＤと
小
 こ
 村
 むら

 さんが！」

　ミノルの耳元で、ユミコが
喘
 あえ

 ぐように
叫
 さけ

 んだ。

　二人がこうして外界から
隔
 かく
 離
 り

 され、またオリヴィエもトランサーと相打ち状態で動けない今、リキダイザーの
攻
 こう
 撃
 げき

 からＤＤとスウを守る者はいない。

　ミノルはぎゅっと眼を
瞑
 つぶ

 り、瞬時に決断した。

「ユミコさん。
僕
 ぼく

 がこの鉄の
殻
 から

 を
破
 は
 壊
 かい

 します。でも、それをすると僕は三分近く殻を再展開できない。
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 後の一撃で決められなければ、その時には……」

　僕たちも殺される。

　と続けようとした言葉を、ユミコの
頷
 うなず

 きが
遮
 さえぎ

 った。

「
解
 わか

 った。任せて」

　完全な
暗
 くら
 闇
 やみ

 の中に、その声は決然と
響
 ひび

 いた。ミノルも頷き返すと、吸い込める限りの空気を吸い込んだ。
圧
 あつ
 迫
 ぱく

 された
胸
 きよう
 郭
 かく

 が
軋
 きし

 むが、その痛みを無視して意識を集中する。

　どくん、と
胸
 むね

 の中央に
埋
 う

 まる球体が脈打ち、そこから
溢
 あふ

 れる何らかのエネルギーが、
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 の内部に満ちた。それはどんどん
密
 みつ
 度
 ど

 を増し、闇にちかちかと金色の光点が生まれる。寄り集まり、
輝
 かがや

 きを増し、やがて周期的な波動となって──

「……おおおお!!
 」

　ミノルは叫んだ。

　直後、防御殻そのものが全方向に拡散、いや
炸
 さく
 裂
 れつ

 した。分厚い鉄の
殻
 から

 が
微
 み
 塵
 じん

 に
砕
 くだ

 け散る
轟
 ごう
 音
 おん

 をミノルは聞いた。

　
薄
 うす

 れていく黄金の光と、飛散する金属片の向こうに、ＤＤたちへと歩み寄ろうとするリキダイザーの背中があった。

　さっと
振
 ふ

 り向きかけたセーラー服の背中めがけて、ユミコが大きく一歩
踏
 ふ

 み込んだ。

　
鋭
 するど

 く空気を
振
 しん
 動
 どう

 させ、加速者は
躊
 ちゆう
 躇
 ちよ

 ない
突
 とつ
 進
 しん

 を
敢
 かん
 行
 こう

 した。左手に
握
 にぎ

 られたテーザーのスパークが、空中に青白い
軌
 き
 跡
 せき

 を
描
 えが

 いた。

　リキダイザーは
恐
 おそ

 るべき反応を見せ、右手を
迫
 せま

 るテーザーに向けて
突
 つ

 き出した。

　黒いバトン状の武器が
溶
 よう
 解
 かい

 され、放射状に飛び散るのと──。
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　強化されたバッテリーから生み出された高アンペアの
電
 でん
 撃
 げき

 が、リキダイザーの全身に
弾
 はじ

 けたのはほぼ同時だった。

　見えない
巨
 きよ
 人
 じん

 の手に打たれたかの
如
 ごと

 く
吹
 ふ

 き飛び、地面にもんどりうって
倒
 たお

 れる敵の姿を見ても、ミノルはしばらく動けなかった。

　リキダイザーは横向きに倒れたまま、
身
 み
 動
 じろ

 ぎもしない。その様子からは気絶したように思えるが、それが何らかの
罠
 わな

 であるという疑いを捨て切れず、ひたすら注視する。

　
瞼
 まぶた

 を閉じ、
唇
 くちびる

 をわずかに開いた白い顔は、意外なほどの無防備さを
漂
 ただよ

 わせていた。降り続ける雪を
透
 す

 かしてその顔を見つめながら、ミノルは胸の
奥
 おく

 にある種のやりきれなさのようなものが
湧
 わ

 き上がるのを感じていた。

　同じ《サードアイ寄生者》でありながら、ルビーアイとジェットアイは、宿した球体の色が
違
 ちが

 うというだけの理由によって戦い続けている。そう──仮に、三ヶ月前
接
 せつ
 触
 しよく

 した球体の色が赤だったら、ミノルはこのリキダイザーの配下となっていた可能性があり、逆に彼女が宿した球体が黒ければ、いまごろ《特課》の
頼
 たの

 もしい戦力となっていたはずなのだ。

　その結果を分けたのは、単なる
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 でしかない。なぜならミノルも、そして
恐
 おそ

 らくはリキダイザーも、あの日までは同じように世界を
恐
 おそ

 れる
孤
 こ
 独
 どく

 な人間であったに違いないのだから……。

　
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 の想念を破ったのは、ユミコが
右
 みぎ
 腿
 もも

 のホルスターから
抜
 ぬ

 いた
拳
 けん
 銃
 じゆう

 のマガジンをリリースする音だった。

　残り弾数を確かめ、再び装着する。両手で
握
 にぎ

 った銃を、まっすぐにリキダイザーへと向ける。

「……ユミコさん」

　
囁
 ささや

 いたミノルに、ユミコは
押
 お

 し殺した声で短く答えた。

「……こうするしかないの」

　その通りだ。リキダイザーには、通常ルビーアイに用いる
拘
 こう
 束
 そく

 手段は通用しない。アラミド
繊
 せん
 維
 い

 のベルトだろうとチタン合金の
鎖
 くさり

 だろうと、意識を取り
戻
 もど

 した瞬間に
溶
 と

 かされてしまうだろう。サードアイの
摘
 てき
 出
 しゆつ

 手術を試みるのは危険すぎる。

　ミノルは視線を
逸
 そ

 らし、息を殺して銃声を待った。
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三
 み
 川
 かわ

 は、
半
 はん
 壊
 かい

 した
廃
 はい

 工場の
壁
 かべ

 にもたれたまま、かつての師が青白い
電
 でん
 撃
 げき

 を浴びて
倒
 たお

 れるシーンを見た。

　まさかあのリキダイザーが、という
驚
 おどろ

 きを最初に感じた。彼女を殺すには
火
 か
 炎
 えん

 放射器か毒ガスでも持ち出すしかなかろうと考えていたので、よもやテーザー一本で無力化されるとはなかなか信じられなかった。

　しかし、確かに電気というのも液化できない攻撃の一つだ。《黒》連中が三川たちを確実に殺すために用意した銃やナイフではなく、ただ気絶させるための武器に倒されるとは皮肉なものだ。

　そう──単なる運命の皮肉、それだけだ。どれほど
巨
 きよ
 大
 だい

 な力を持とうと、負ける時は負け、死ぬ時は死ぬのだ。

　元
師
 し
 匠
 しよう

 の最後の教えとなるであろう教訓を
嚙
 か

 み
締
 し

 めながら、三川は静かに息を吸い込んだ。周囲の雪をまとめて
蒸
 じよう
 気
 き
 化
 か

 し、
霧
 きり

 に
紛
 まぎ

 れて
離
 り
 脱
 だつ

 するためだ。この
状
 じよう
 況
 きよう

 からリキダイザーを助けるのは不可能と判断するしかない。ディバイダに
斬
 き

 られた
左
 ひだり
 肩
 かた

 の傷は深く、
凍
 とう
 結
 けつ

 による止血には成功したものの、激しく動けばすぐに再出血するだろう。

　────
 なのに。

　壁に
突
 つ

 っ込んだワンボックスの向こう、数十メートル
離
 はな

 れた場所で、リキダイザーに
拳
 けん
 銃
 じゆう

 が向けられるのを見た
瞬
 しゆん
 間
 かん

 。

　三川は、
黒
 くろ

 い
鋼
 こう
 鉄
 てつ

 めがけて、細く
鋭
 するど

 く、ふうぅぅぅっ！
 　と息を
吹
 ふ

 き付けていた。

　その
吐
 と
 息
 いき

 はあまりにも弱々しく、銃全体を
凍
 とう
 結
 けつ

 させるには至らなかった。しかしぎりぎりのところでハンマーが
撃
 げき
 針
 しん

 を
叩
 たた

 くのだけは
妨
 さまた

 げ、がち、と小さな音が聞こえた。

　さっとこちらを見るアクセラレータとアイソレータに向かって、三川は
左
 ひだり
 肩
 かた

 を
庇
 かば

 いながら歩き出そうとした。

　その直前、右側から低く
掠
 かす

 れた声が聞こえた。

「てめぇ……、なんで……
逃
 に

 げねぇ」

　見ると、氷の
炸
 さく
 裂
 れつ
 弾
 だん

 による受傷で失神したとばかり思っていたディバイダが、
血
 ち
 塗
 まみ

 れの顔の中で、
碧
 あお

 い
瞳
 ひとみ

 を
爛
 らん
 々
 らん

 と光らせていた。

「まったく、なんでだろうね」

　三川は
呟
 つぶや

 き、小さく首を
振
 ふ

 った。

　リキダイザーという名の女性に対して、これまで
恐
 きよう
 怖
 ふ

 を抱きこそすれ、
忠
 ちゆう
 誠
 せい

 も、
信
 しん
 頼
 らい

 も、ましてや愛情を感じたことなどなかった。彼女に従うのは、あくまでそれが三川の目的──力を
磨
 みが

 き、強化し、いつか世界に氷の
静
 せい
 寂
 じやく

 をもたらすという望みを実現する近道だからにすぎない。ここで、元
師
 し
 匠
 しよう

 共々殺されるだろうと
解
 わか

 っていながら助けにいく動機など存在しない、はずだった。

　だから
三
 み
 川
 かわ

 は、軽く
微笑
 ほほえ

 み、言った。

「……ぼくにも解らないよ。そうだ……君のお姫様は無事だよ。とっても大事にされてる。上が何を考えてるのかは知らないけどね」

「…………
 」

　無言で
鋭
 するど

 い視線だけを向けてくるディバイダから眼を外し、三川は歩き出した。

　車の後ろを回り、まっすぐに
灰
 はい
 髪
 がみ

 の少年に近づく。傷に当てた右手が温かくなり、再び出血し始めたのを感じる。

　アクセラレータが、氷を
除
 じよ
 去
 きよ

 した
拳
 けん
 銃
 じゆう

 をさっと向けてきた。しかしそれを気にすることなく、三川は少年から三メートルほど離れた場所で立ち止まると、口を開いた。





　　　＊
 ＊
 ＊






「初めまして、アイソレータ君。ぼくは《トランサー》」

　いきなり
自
 じ
 己
 こ
 紹
 しよう
 介
 かい

 を始めたルビーアイの男──いや少年を、ミノルは無言で
凝
 ぎよう
 視
 し

 した。

　
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 の《バースト》に
伴
 ともな

 うサードアイの使用不可状態はいまだ続いているが、相手はそれ以上に無力と見えた。オリヴィエに
斬
 き

 られたらしき傷から流れた血が、ジーンズの
腰
 こし

 あたりまで染みている。顔色も真っ青で、
一
 ひと
 押
 お

 しすれば
倒
 たお

 れそうだ。

　しかし、
年
 ねん
 齢
 れい

 は
恐
 おそ

 らくスウと同じくらいと見えるこの少年が、三日前に
赤
 あか
 坂
 さか

 で
大
 だい
 惨
 さん
 事
 じ

 を引き起こした張本人なのだ。油断なく相手の
挙
 きよ
 措
 そ

 を注視しながら、ミノルは言った。

「……何なんです、いまさら」

「本当にいまさらだね……ただ、一つだけ
訊
 き

 きたくてさ。君は、ぼくたちサードアイに寄生された人間はみんな、世界を
怖
 おそ

 れていると言ったね。なら、なんで君たちはそんな世界を守ろうとするんだい？　ぼくらを
拒
 こば

 み、傷つけ、
阻
 そ
 害
 がい

 するだけのこの
汚
 よご

 れた世界を？」

「………………
 」

　ミノルは
即
 そく
 座
 ざ

 に答えることができなかった。ユミコもまた息を吸い込んだだけで、何も言おうとしなかった。

　少年の問いに答えたのは、弱々しく
掠
 かす

 れながらもなお
強
 きよう
 靭
 じん

 なものを
秘
 ひ

 めた、女性の声だった。

「それは、《黒》もまた……精神操作されているからよ。私たち《赤》と……同じように……」

　はっと
振
 ふ

 り向いた先で、いつの間にか意識を取り
戻
 もど

 していたリキダイザーが
薄
 うす

 く
瞼
 まぶた

 を開けていた。しかしまだ体は自由にならないようで、
四
 し
 肢
 し

 を小刻みに
痙
 けい
 攣
 れん

 させている。

　そちらに向けて、トランサーがよろよろと歩み寄った。がくりと
膝
 ひざ

 を
突
 つ

 くと、飛び散った血がリキダイザーの
頰
 ほお

 に点々と散った。

「そんな……、そんなはずがない!!
 」

　ユミコが
鋭
 するど

 く
叫
 さけ

 んだ。

「お前たちルビーアイの殺人を止めさせようとしてるのは、私たち自身の意思よ!!
 　いえ……人間なら当然の感情だわ!!
 　精神操作なんかされてない!!
 」

「いずれ……
解
 わか

 るわ。単純な……二元論では、対処できない敵が……現れた時に……」

「敵はお前たちよ!!
 」

　
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 とともに、ユミコがトリガーを立て続けに引き
絞
 しぼ

 った。

　しかし──。

　発射音とほぼ同時に、リキダイザーとトランサーの体が消えた。

　正確には、液化した地面にどぼっと
沈
 しず

 み込んだのだ。
銃
 じゆう
 弾
 だん

 がその黒い水面を
貫
 つらぬ

 き、いくつもの
波
 は
 紋
 もん

 を広げ──

　その同心円模様を残したまま、
軋
 きし

 むような音を立てて
再
 さい
 硬
 こう
 化
 か

 した。

　それが自殺ではなく捨て身の
脱
 だつ
 出
 しゆつ

 だったのだということは、どれほど待とうと地下から赤い光が《
離
 り
 脱
 だつ

 》してくる気配がないことから明らかだった。
恐
 おそ

 らくは二人のルビーアイが
沈
 ちん
 降
 こう

 した地点の真下に、下水道なり共同
溝
 こう

 なりの脱出経路が存在したのだろう。
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 の幸運ではなく、きっとリキダイザーはセーフハウス周辺の地下構造を
詳
 しよう
 細
 さい

 に
把
 は
 握
 あく

 していたに
違
 ちが

 いない。

「……勝手なことを…………!!

 」

　リキダイザーの残した言葉に対してだろう、
絞
 しぼ

 り出すようにそう叫んだユミコが、血の
滲
 にじ

 む右足で波紋の残る地面を強く
蹴
 け

 り付けた。

　その
腕
 うで

 に手を置き、ミノルは低く声をかけた。

「オリヴィエさんの手当てをお願いします。
僕
 ぼく

 は教授に
連
 れん
 絡
 らく

 して
救
 きゆう
 援
 えん

 を
寄
 よ
 越
 こ

 してもらいます」

「…………
 解った」

　ぽつりと答え、ユミコは右手の
拳
 けん
 銃
 じゆう

 をホルスターに
戻
 もど

 した。

　《加速》で
瞬
 しゆん
 時
 じ

 に遠ざかる背中を見送ってから、ミノルも身を
翻
 ひるがえ

 し、
廃
 はい

 工場
敷
 しき
 地
 ち

 の北西
隅
 すみ

 目指して
駆
 か

 け出した。骨折した右手は言うことを聞かないので、左手でジャケットの内側から
携
 けい
 帯
 たい
 端
 たん
 末
 まつ

 を取り出し、ぎこちなく短縮ダイヤルを操作する。

　呼び出し音を左耳で聞きながら、ミノルは顔を上げたＤＤに向かって
急
 せ

 き込むように
訊
 たず

 ねた。

「スウさんは無事ですか!?
 　傷の具合は!?
 」

　キャップの下で、いつになく
沈
 ちん
 痛
 つう

 な表情を
浮
 う

 かべたＤＤは、再び視線を
伏
 ふ

 せながら答えた。

「……出血は止まった。でも
心
 しん
 拍
 ぱく

 、呼吸ともに弱い。
頭
 ず
 蓋
 がい

 と
肋
 ろつ
 骨
 こつ

 を数
箇
 か
 所
 しよ

 骨折しているみたいだ。正直……いつ心臓が止まってもおかしくない」

　その言葉どおり、ＤＤの
迷
 めい
 彩
 さい

 ジャケットに包まれた《屈折者》
小
 こ
 村
 むら

 スウの顔は、地面に積もった雪よりもなお白かった。
傍
 かたわ

 らに
膝
 ひざ

 を
突
 つ

 き、傷ついた右手をそっとスウの
胸
 むね

 にあてるミノルに向かって、ＤＤが
押
 お

 し殺した声で続けた。

「
俺
 おれ

 は車からＡＥＤを取ってくるから、ここを
頼
 たの

 む」

　工場の
壁
 かべ

 に突っ込んだデリカ目指して走り去る足音に、ようやく
端
 たん
 末
 まつ

 から流れた教授の声が重なった。

『すまん、
遅
 おそ

 くなった。
状
 じよう
 況
 きよう

 は』

「り……リキダイザーとトランサーは、二人とも
逃
 とう
 走
 そう

 しました。でも、スウさんが重傷です、すぐ救急車を……」

　
強
 こわ
 張
 ば

 る口で
懸
 けん
 命
 めい

 にそう言うと、教授は冷静に応じた。

『すでにＤＤから要請があり、ドクターヘリを向かわせている。ミッくん、君はいますぐ敵のセーフハウスから入手したデータをこちらに転送してくれ』

　ミノルは一度
瞬
 まばた

 きし、少なからず
呆
 ぼう
 然
 ぜん

 としながら言い募った。

「そ……そんなことしてる場合じゃないです。スウさんが死にそうなんだ。
僕
 ぼく

 に……僕にも何かできることが……輸血とか……何か……」

　うわごとのようなミノルの言葉を、あくまで現実的な指示が
遮
 さえぎ

 った。

『送るんだ！　速やかにデータを
解
 かい
 析
 せき

 し、そこと
繫
 つな

 がる敵
拠
 きよ
 点
 てん

 を
急
 きゆう
 襲
 しゆう

 しなくてはならん。そのために、すでに陸自の《別隊》がヘリで急行できるよう待機している。しかし天候は刻一刻悪化している、時間がないのだ！』

「待機……？」

　
鸚
 おう
 鵡
 む
 返
 がえ

 しに
呟
 つぶや

 いてから、不意にミノルは顔を
歪
 ゆが

 め、ゆっくり首を左右に
振
 ふ

 った。

「そんな、ヘリで待機してたんなら、なんでここに来てくれなかったんです。そしたらもっと早く敵を
撃
 げき
 退
 たい

 できたはずだ。スウさんの容態は一刻を争うんですよ。敵の拠点なんか後回しに……」

『そこである程度損害が出るのは
覚
 かく
 悟
 ご

 の上だ！　そうせねばならん理由があるのだ、いいか、命令だ。いますぐデータを……』

「覚悟の上!?
 　折り込み済みだったとでも言う気ですか!?
 　もしスウさんが、し……死んだら、それでもあなたはそんなことが言えるんですか!?
 」

　ミノルの
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 を──。

　
大
 おお
 粒
 つぶ

 の雪が地面に
触
 ふ

 れる音よりもなおひそやかな声が、そっと
押
 お

 し
留
 とど

 めた。





「ミノル……さん」





　はっと息を
吞
 の

 み、ミノルは眼を見開いた。

　長い
睫
 まつ
 毛
 げ

 をごく小さく持ち上げ、しかしそれ以上
瞼
 まぶた

 を開く力もないかのように、
小
 こ
 村
 むら

 スウが
青
 あお
 紫
 むらさき
 色
 いろ

 の
瞳
 ひとみ

 を
仄
 ほの

 かに
覗
 のぞ

 かせていた。

「す……スウ、さん……」

　
喘
 あえ

 ぐミノルに、スウはわずかに
微笑
 ほほえ

 んでみせた。

「…………
 教授、を、責めないで……。私は、この任務に、命にかかわる、危険があることを、説明……されてた。その上で、私は、志願……したの。その時から……心に、決めてた。もし、私の……命で……あなたを、救えるなら、迷わず……そうする、って…………
 なぜなら…………
 」

　小さく
咳
 せ

 き込んだ息とともに、
鮮
 あざ

 やかな色の血が細く
唇
 くちびる

 から流れた。

「…………
 なぜなら、あなたは……サードアイ
 を宿す人……すべての……希望…………
 そして、私が……生まれて、初めて…………
 」

　続いた言葉を、上空から降り注いできたローター音が
搔
 か

 き消した。

　赤と白に
塗
 ぬ

 り分けられたドクターヘリは、
戦
 せん
 闘
 とう

 の
痕
 こん
 跡
 せき
 色
 いろ
 濃
 こ

 い
廃
 はい

 工場の前庭に着陸すると、ジャンプスーツ姿の男を二人
吐
 は

 き出した。彼らはすでに《特課》の事情に通じているようで、再び意識を失ったスウを手際よくストレッチャーに乗せた。

　一人が診察を開始し、もう一人はミノルの
右
 みぎ
 腕
 うで

 を見ると言った。

「あと一人
搬
 はん
 送
 そう

 できるが、君が乗るか？」

　はい、と言いかけてから、ミノルは首を横に振った。

「いえ……、あっちの彼を乗せてください」

　視線で、ユミコに
肩
 かた

 を借りて立つオリヴィエを指し示す。フライトナースらしき男は
頷
 うなず

 くと、手振りでオリヴィエを乗せるように指示し、ヘリに向かおうとした。その背中に、ミノルは必死に声をかけた。

「あの……お、お願いします。スウさんを助けてください。お願いします」

　フライトナースはちらりと視線を向けると、全力を
尽
 つ

 くす、とだけ言い残してストレッチャーとともに機内へと消えた。

　再びローターで雪を
舞
 ま

 い散らしながら
離
 り
 陸
 りく

 し、たちまち
濃
 こ

 い灰色の空へと消えていくヘリコプターを見上げながら、ミノルは通信中の
端
 たん
 末
 まつ

 をもう一度耳に当てた。

「……教授、一つだけ、教えてください。なんで
僕
 ぼく

 には、
偵
 てい
 察
 さつ

 任務の危険性を説明しなかったんですか」

『もし言えば、君は任務を
拒
 きよ
 否
 ひ

 すると考えたからだ。自分ではなく、
小
 こ
 村
 むら

 君を危険に
晒
 さら

 さないために』

「…………
 そうですか」

　教授の推測はまったく正しかった。自分がそうしただろうことに議論の余地はないとミノルは感じ、しかし小村スウは逆の
選
 せん
 択
 たく

 をしたのだという事実を改めて強く、強く
嚙
 か

 み
締
 し

 めた。

「……すみませんでした。データ、送ります」

　
震
 ふる

 える声でそう言うと、ミノルはポケットから小さなＵＳＢメモリを取り出し、それを片手で苦労して
携
 けい
 帯
 たい

 端末のコネクタに接続した。短い操作でデータの転送が開始され、そのプログレスバーを見ているうちに、じわりと両眼に
滲
 にじ

 むものがあった。

　
俯
 うつむ

 き、ただ
唇
 くちびる

 を
嚙
 か

 み
締
 し

 めるミノルの
左
 ひだり
 肩
 かた

 に、そっと手が
触
 ふ

 れた。

　雪に
濡
 ぬ

 れたグレーのスカートをはためかせながら、ユミコが静かに言った。

「
空
 うつ
 木
 ぎ

 くん、ここはすぐに警察の公安部が
封
 ふう
 鎖
 さ

 ・
洗
 せん
 浄
 じよう

 するわ。きみもすぐ病院に行かないと……ＤＤが車で送るって」

　その言葉通り、遠くから近づいてくる複数のサイレンが聞こえた。しかしミノルはすぐに動けず、小刻みに左手を
震
 ふる

 わせたまま、
喉
 のど

 から細い声を
押
 お

 し出した。

「ユミコさん…………
 あなたは、なぜまだ戦っていられるんですか。サナエさんは……あなたの大切なパートナーは、もう目覚めないかもしれないのに…………
 。
僕
 ぼく

 は……僕には
耐
 た

 えられそうにない。傷つけ、傷つけられて、その果てに……心を通わせた人が……
倒
 たお

 れていくような…………
 こんな…………
 」

「それはね……」

　ユミコは
即
 そく
 座
 ざ

 に答えた。その声は強い感情のうねりを
窺
 うかが

 わせながらも、あくまで
穏
 おだ

 やかに
響
 ひび

 いた。

「サナエが倒れたからよ。ただの
復
 ふく
 讐
 しゆう

 なのかもしれない。でもそれだけじゃない。私は、サナエが守ろうとしたもののために戦ってる。それに……前にも言ったと思うけど、もし私までくじけたら、いつかもう一度あの子と会った時に
怒
 おこ

 られちゃうもの」

「…………
 」

　何も言えずに立ち
尽
 つ

 くすミノルの体に
腕
 うで

 を回し、唇を耳に近づけて、ユミコは続けて
囁
 ささや

 いた。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 、
小
 こ
 村
 むら

 さんはいなくなったりしないわ。これも言ったけど、彼女は特課最強のジェットアイなのよ。その能力も……心の強さでも。きっと、すぐに帰ってくるわよ」

「…………
 ええ。そうですよね……」

　どうにかそれだけを口にして、ミノルはデータ転送の終わった
携
 けい
 帯
 たい
 端
 たん
 末
 まつ

 をぱたりと閉じた。

　いまさらのように、傷ついた右腕の痛みが
甦
 よみがえ

 ってきてふらついたが、ユミコが左腕を支えた。そのまま、ＤＤが工場の
壁
 かべ

 から引き
剝
 は

 がした車へと導かれながら、ミノルは首を回して雪空を
仰
 あお

 いだ。

　スウとオリヴィエを乗せたドクターヘリは、すでに
彼方
 かなた

 の高層ビル群の光に
紛
 まぎ

 れて見えなかった。しかしその方向をじっと見つめながら、ミノルは
胸
 むね

 の
奥
 おく

 で
呟
 つぶや

 いた。





　──僕は、必ずもう一度あなたに会う。

　──あなたが最後に言いかけた言葉の続きを聞くために。










終わり











　　　あとがき





　ミノルくんがなんだかラノベの主人公みたいになってきてる……！

　と、皆様の心境を代弁しつつこんにちは、
川
 かわ
 原
 はら
 礫
 れき

 です。『絶対ナル
孤独者
 《アイソレータ》

 』第三巻をお読み下さり、ありがとうございます。

　前巻から丸一年ぶりのお届けになってしまいましたが、この三巻では主人公のミノルくんもだいぶ特課メンバーとしての活動に慣れてきたようで、そのぶん最初の頃のように
殻
 から

 に閉じこもる（
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 殻
 かく

 ではなく精神的なやつのほう）シーンが少なくなっております。しかしだからといって初心を忘れた（？）というわけでもなく、今後もちょいちょい部屋の
隅
 すみ

 っこで体育座りしたりすると思いますので、新メンバーのスウさんともども、どうぞ変わらぬ応援をよろしくお願いします！





　さて。

　話は変わりますが、二〇一一年の三月十一日以降、少なからぬ小説家さんや漫画家さんが共通の迷いと向き合うことになったであろうと私は推測しています。それは、《現代日本を舞台にした作品を書く場合、作品の時間軸に東日本大震災と原発事故を組み込むかどうか》ということです。もちろん私も例外ではなく、いまも明確な判断には至っていません。

　震災から一、二年くらいまでに執筆された本では、それ自体をテーマにした作品を除いて、作品内で震災や原発事故に
触
 ふ

 れている例は少なかったと
記
 き
 憶
 おく

 しています。しかしもうすぐ五年が
経
 た

 とうとしている昨今では、逆に震災が起きなかった時間軸を採用している本のほうが少数派になりつつあるという印象も受けます。

　この『絶対ナル孤独者』の作中時間は二〇一九年十二月なので、ごく近い未来ということになります。ならば作中世界では、もし二〇一一年に震災が起きたとするならば、原発事故はまだまだ大きな問題であるはずです。そこにミノルくんのような能力を持っている人間が現れ、それを政府のエライ人たちが知っている場合、彼を使わずにいるかな……？　という疑問を私は長いこと感じ続けてきました。いっぽうで、現実の原発事故は現在進行形であり細かいディティールは常に変わり得ること、またフィクションで
扱
 あつか

 うにはややセンシティブであることといった問題もありました。

　担当さんともあれこれ相談し、最終的に『絶対ナル孤独者』の世界では、現実には存在しない《東京
湾
 わん

 原発》という施設で事故が起きたという、なんというか《微パラレル》な時間軸が採用されました。もともと二〇一九年の段階で月面に常設の観測基地があるという設定なので、《サードアイ》関連を抜きにしても、最初からパラレルな世界ではあるのですが……ともあれ私のそんな心情が、冒頭の『回収者』という章に結実しております。何やら
怪
 あや

 しい新組織が出てきたり、人外な新キャラ（？）も登場しているので、ｗｅｂ版からの読者さんにも楽しんで頂けたなら幸いであります。原子力発電所や放射性物質に関する描写はなるべく正確を期したつもりですが、あれこれ間違いもあると思うので、そこはどうぞご
容
 よう
 赦
 しや

 下さいませ。また、現実の原発事故を想起させる描写を不快に思われた方がおられましたら、この場を借りてお
詫
 わ

 びいたします。

　今後も、ミノルくんが大変な場所に駆り出される幕間パートを書いていければいいなと思っています。皆様も彼に行って欲しい場所がありましたら、ツイッター等でぜひお教え下さい！　私は火山の火口とかどうかなーと思っていますがそれは脱出する方法がないかもしれない……。





　最後になりましたが、ユミコ＋アグスタな表紙だった二巻に引き続き、スウ＋コペンというとても大変かつ
可愛
 かわい

 くてかっこいい表紙を描いて下さったイラストのシメジさん、ありがとうございました！　余談ですがシメジさんは本職がアニメーターさんで、キャラクターデザインと作画監督を務められた某有名スマホゲームのテレビＣＭが現在大絶賛オンエア中です。制作会社である『スタジオコロリド』のＨＰでクレジットつきの動画を見ることができますので皆様もぜひ！

　また、年々忙しさ急上昇なお立場にもかかわらず、昔と変わらずにキッチリ本を作って下さる担当の
三
 み
 木
 き

 さんもありがとうございました。そしてここまで読んで下さった皆様、二〇一六年もどうぞよろしくお願いします！






二〇一六年一月某日　　
川
 かわ
 原
 はら

 
礫
 れき

























次ページには、紙書籍版刊行時の『ソードアート・オンライン17
 　アリシゼーション・アウェイクニング』発売告知ページのイラストを収録しています。
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いつもここには本編の資料写真を載せているんですが、今回は暗い舞台ばっかりだったので（墓地とか廃工場とか……）ミノル君がいつも走っている荒川土手の菜の花です。次の巻では箕輪さんも出したい……。
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イラスト／シメジ

愛媛県生まれ・東京在住。アニメーターとして活動中。イラストの仕事は今シリーズが初めて。ＨＮの由来は、たまたまシメジの味噌汁を食べていたため。






本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。






電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。





ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「シメジ先生」係














初出





本書は著者の公式ウェブサイト『Word Gear』にて掲載されていた小説に加筆・修正したものです。

















この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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